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は じ め に

ジュニアスタデイー ツアーは、 海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 県内の中・高校生と

ともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然等について学び、 母県・沖縄との絆を深めることにより、

県系人社会の発展と次世代のウチナ ー ネットワ ー クの担い手を育成する事を目的とする事業

です。

第3回世界のウチナ ーンチュ大会のプレイベントとして初めて実施した本事業は、 海外県人

会等からの強い継続要望を受け、 平成14年度から継続して実施しております。 6回目となる

今回は、 第4回世界のウチナ ーンチュ大会のプレイベントとして、 例年に比べ規模を拡大して

実施し、 海外11 カ国22の県人会から参加者34名と引率者 6 名、 沖縄県内の中学生11名、 高校生

22名の合計73名が参加し、 様々な体験学習を通して交流を深めました。

学習プログラムでは、 渡嘉敷島の海洋学習等を通して沖縄の自然について学ぶ自然学習、

首里城等の見学を通して琉球王朝時代の歴史について学ぶ歴史学習、 伝統芸能・エ芸体験学

習を通して沖縄の伝統文化について学ぶ文化学習、 平和祈念資料館等の見学や戦争体験者か

ら直接体験談を聞くことにより平和について学ぶ平和学習、 マチグワ ー 散策等を通して現在の

沖縄について学ぶ社会学習など様々な体験をしました。 また、 世界に広がるウチナ ーンチュに

関する理解を深めていただくために、 移民に関する講話や移民について考えるワ ー クショップ

を実施しました。 これらの学習プログラムを通して、 沖縄に関する理解を深めることができた

と思います。

また、 今回のツア ー ではエイサ ー 学習をメインにとりいれ、 ツア ー 期間中ほぽ毎日練習に

励み、 8月6日にはテンブス館前広場でエイサ ー を披露して頂きました。 子供たちのハツラッ

とした素晴らしい演舞を目の当たりにし、 ウチナ ーンチュのアイデンテイティ ー を強く実感す

ることができました。

参加者の皆さんは、 このツアー を通して、 母県・沖縄について深く学ぶとともに、 お互いの

交流を通して友情を育み、 世界に広がるウチナ ー ネットワ ー クを実感することができたと思い

ます。

このツアーが「世界のウチナ ー ネットワ ー ク」を考えるきっかけとなり、 参加者の皆さんの

視野を世界へ広げるとともに、将来、様々な分野で「沖縄と世界の架け橋」となるウチナ ー ネッ

トワ ー クの一員として活躍されることを期待しています。

この報告書は、 ジュニアスタデイーツアーの記録として写真や感想文等をとりまとめたもの

です。 この冊子が参加者の皆さんの良き思い出となるとともに、 将来にわたって交流を推進し

ていくための一助として活用されることを期待しております。

終わりに、 ジュニアスタデイー ツアーの実施に御協力を頂いた多くの関係者の皆様に感謝の

意を表し、 発刊のあいさつといたします。

平成18年10月

第4回世界のウチナ ーンチュ大会実行委員会

会 長 沖縄県知事 稲 嶺 恵 一
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1. 目 的

ジュニ；ス業夕：；一日ソア
ー

I 

ジュニアスタデイ ー ツアー は、 海外の沖縄県系人子弟を招待し、 県内の児童生徒とともに沖縄の
歴史、 文化、 自然などの体験学習をとおして、 母県・沖縄との絆を深めることにより、 海外沖縄県
系人社会の発展と将来のウチナー ネットワ ー クを担う人材の育成に貢献することを目的とする。

2 事業概要
(1)実施期間：平成18年 7 月 29 日（土） ～ 8 月 8 日（火）

(2)ツア ー 参加人数(73名）
①海外参加者

13 � 18歳までの沖縄県系人子弟 34名
※国別内訳(11カ国）．

ブラジル 6 名 アメリカ 10名
ボリビア 4名 カナダ 2名
アルゼンチン 3名 イギリス 2名
ペルー 3 名 フィリピン 1 名
メキシコ 1名 マレ ー シア 1名
キュ ー バ 1名

②海外引率者
海外参加者の引率及び通訳業務を担う 6名
ブラジル、 ボリビア、 ペル ー 、 キュ ー バ 各 1 名
アメリカ 2名

③県内参加者
沖縄県内の中高生 33名（中学生11名、 高校生22名）

(3)学習プログラム
① 自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れ合いながらその大切さを学ぶ。
② 歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、 沖縄が琉球王国だった頃の歴史とロマンに触れる。
③ 伝統工芸・芸能体験学習

沖縄の伝統工芸・芸能の体験学習を行う。
④ 平和学習

沖縄の戦跡等を巡りながら、 平和の意味を考える。
⑤ 社会学習

沖縄県庁見学、 国際通り散策等をとおして沖縄の現状を学ぶ。
※ツアー の特徴（今回は第4回世界のウチナーン和大会7

゜
レイベントとして実施）

・ツア ー 期間中をとおしたエイサ 一体験学習によるエイサ ー 習得

-1-



〔時間
7/29（土） 7/30（日） 7/31（月） 8/1（火） 8/2（水）

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

6 30 6 30起床 6:30起床

7 00 7.00起床 7 00朝の渚掃 7•OO起床 7•OO朝食
7.30朝食 7 30朝食7 40朝食 7 50出発

8.00 8·30 
8·25ホテル出発 8.30出発 自然学習（海2)
9.00泊港出航 ···---·-·---------------------

9:00 （マリンライナー渡嘉敷） ●海洋博記念公園
9·20 出発 9:30 ・美ら海水族館見学

9·35渡嘉敷滸 自然学習（山）······························ 

10:00 10 00渡嘉敷港出航 ●比地大滝
10 30 ・トレッキング

- 10:35引率・主催者ミー 自然学習（海1) 10 35泊港着
ティンク'

.............................. 

11:00 ●国立青年の家沖縄 ・イルカショ一見学
海洋研修場 11 30 

■参加者県庁表敬 11.30昼食(BOX)
①シュノーケリング ・歓迎セレモニー、記念撮影

12:00 12·00昼食 12·00昼食
（ランチBOX)

12.00読谷へ出発 （ランチBOX) 12 20出発
12 45 

ー2|

13:00 13 00全参加者集合 ②大型カヌー 歴史学習（グスク）
③ス ーバーフロート 13·30 

....... ...................... 

- 13 30開講式 ④オーブンカヤック 昼食（むら咲むら）
・今帰仁城跡

14·00 ～オリエンテーション
※島内児童らと交流

13 45出発
・学習ツール配布 14 00 14 00 

ー ・ 諸説明
・ピーチサッカ ー

伝統芸能体験学習 トレッキング終了
------------------------------
●むら咲むら

15 00 ①参加者自己紹介 ①琉球鐸踊 （宿舎にて休憩）
②班分け、班長選出 ②三線 15.30 

社会学習（街・人々）ー③言語学習 ③空手
④自国の概要紹介

—• - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • 

16 00 16 00島内移動 ④サーターアンダーギー作り
・マチグワー散策

- 16 30交流プログラム
～行年の家へ

17 00 ..... 
， ， ， ， 17 00食事

ー17 30終了～荷物部屋移動 17.30名護へ出発 （バーベキュー） 17•30散策終了
17 40夕食

18.00 18 00ウエルカム/\・ーティー 1s oo-i:t事
（食事）

ヽ
（シティコ ー ト）18·30エイサー 講習④

19:00 食事（タニュー）

- 19 30 /\
・ーティー終了 19 30エイサー 講習② 交流ブログラム 19 30エイサー 講習⑤

20.00 ～ミーティング
2000エイサー 講習③

～キャンブファイヤー

20·30 20.30 
ク］トプミーティンク' 20.45 20:45 クりJ,.-プミーティンク・

21:00 引率・主催者同席 ク
’!レ-7・ミーティンク・

ク'/Ir-プミーティンク' 引率・主催者
引率 ・主催者同席 引率・主催者同席 ミーティンク'

22.00 22·00就寝 22·00就寝 22-00就寝 22·00就寝 22.00就寝

宿泊先 シティJー ト
国立沖縄青年の家 ホテルタニュー ホテルタニュー

シティコー ト（渡嘉敷島） （名護） （名護）

8/3（木） 8/4（金）
6日目 7日目

6·30起床

7.00起床 朝食

7•30朝食 7.30出発

8·20出発

8 50 
歴史学習 9·00 ------------------------------

平和学習●首里城 ------------------------------
●玉陵 ●平和祈念資料館
●金城町の石畳 ・職員説明～ビデオ
●識名園

●公園内散策

●平和の礎見学

昼食ランチBOX

12.30昼食
南風原レストラン ●平和の育樹

14.00 13·50 
社会学習（産業）伝統工芸体験学習 ------------------------------

------------------------------ ●琉球ガうス村
●那覇市伝統工芸館

15·00 
※工芸体験 社会学習（産業）
①紅型 ------------------------------
②首里織 ●泡盛工場
③琉球漆器

17•30食事
（海援隊曙店）

18.00食事
（シテイコ ー ト）

19·30エイサー 講習⑥ 19.30エイサー 講習⑦

20 30 20 30 
ク•/V-プミーティンク· クリレプミーティンク'
引率・主催者 引率・主催者
ミーティンク・ ミーティンク＇

22 00就寝 22·00就寝

シティコー ト シティコー ト

8/5（土）
8日目

7 00起床
7 30朝食

8 45出発

9·30 
歴史・社会学習····-·-······-·············-·· 
●沖縄国際センタ ー

※沖縄の移民
①講話 i 
「世界中に広がる ： 
ウチナー ンチュの心J : 
11:00 I 
②ワークショップ i 
「1
沖
2

縄
:00

移
昼

民
食
を学ぽう」:

UICA沖縄） : 
； 

※ワーりショッブ再開 ； 

8/6（日）
9日目

7.00起床
7.30朝食

； 
（学習まとめ、荷物整理）

-
11 00チェックアアウト～出発

11 30テンプス館到府
～昼森（ランチBOX)

13:00 
: 平和通り道ジュネー

： 
j 15 00エイサー演算
i テンプス館前ポケット／1

・ーク：
： ： 
： ＇ ＇ ＇ ＇ 

16 00終了～解散 + 

16.30学習終了 ↓ 

18 00食事
（シティコ ー ト）

19 30エイサー 講習⑧

20 30 
ク］1r--プミーティンク・

引率・主催者
ミーティンク・

22 00就寝

シティコー ト

＇ -----------------------: 
： ： 
， ＇ ， ＇ ' ＇ . : 

： ホームステイ ： : i 
； 旧盆 ： 
i ウンケー i 
: : ＇ 
； ： 
:—• -• - - - - - - - - - - • - - - - - - - - : 

ホームステイ

8/7（月）
10日目

...... 

ホ

ム
ス
テ
ィ
旧
盆
中
日

l.............. 
ホームステイ

8/8（火）
11日目

ホームステイ

※テンブス館集合

900-1000 
リハーサル

1000~1115 
学習成果発表会

1120~1200 
修了式

12 30 
さよならバーティー

1430 
終了～解散

' :  

， 

： :, ， ＇ ＇ ． l 旧盆ウークイ ！ 
： ； 
． ： ． ：  ．． 

： : : ， ＇ ,＇ ＇ ＇ ＇ 
' :  

\-• -• ----•ー・・•---· -* - - 0. l 
ホームステイ



T\im, 
Day Jul 29 (S•t) D●y I Jul 30 (Sua) 'D●y 2 Jul JI. (Mon) , D•y 3 Auo I (fuo) Day 4 

6:00 6 30 Waka-up timo 

7 00 7 00 Wnko-up tlmo 7:00 Morning mcctfng/ clc11ning 7:00 W心c-up time 
7:30 Bronkfi臼t 7:40 13re諷kfa:it 7 30 Br(!d(ast 

8 00 
8 25 Dopllrt for I-1otol B 30 Doparturo 

9 00 Dcpllrt fl-om Tomn.ri Porl 9 00 Dopllrturo 

900 
(MarinoLinor Tok口hlki)

9:35 Arrive on Tokuhiki Is 9:30 Nature Study (Mountain) 

I O  00 Depart fro Tok匹hlki
ls  Port 10 35 A1Tlvc [n Tomari •Trekking in the Great Hiji F11.ll11 

1 0  00 

10 30 区C:Orting Stll" and 1 0,30 
Orgi1.nizcr!I' Mealing Nature Study (Su I) 

•Nn.tionlll Youth Mouse Okln11.w氣 I I 30 Courtesy cRII for 11.l1 
MIIrlne TrIIinIng lnstItuto P“ticipanls in  tho profoctumj 

1 1  00 building 
• Wclcomll Ceremony 

亭S『1orkolllng • Commomoratlvo photo 

1 2:00 Lunch 12 00 Dcp“1: for Yomitun 12 00 Lunch 

1 2  00 

1 3 :30 Lunch 

13 00 P11r1iclp11nts Assombly •Su匹r Float 

1 3  00 1 3 :30 Opening Spooch~ •Open K贔yakOrient 11t Ion~ 

14:00 Culture Study 14 00 End or trekking ー3|

(Tr●dltloml 
•Distribution of study tools •Big Canoc ATtヽ）＊ Mum•umur•
•Furthor cx11liu、ations

14 00 

•Exchange with children on lhu (
(2I

) 
) SRa

y
n
u
s
k
h
y
i
u
n 

fln Dance 
9 1 )  Panici匹tlts' self-
int reduct ion 

i,l,nd (3)Kar•to 

(2) Group nlloi;:11t ion, lllllllcl ion 寧Beach Volleyball (
(

O
4)

K
M
inoa

k
w

l
a
o
n , d

泣
o

9
n
a
ut

A
s) 

ndngi (Br皿k time in  hotel) 
15 00 

of lenders 

(3) Language study 
•Bon.ch Soccer 

(4) Gcnoral introduction of your 
16 00 own country 

16 30 Exch11.ngc l'rogrnm 
I 7 00 Dinner (B B Q )  

1 7:00 
17: 30 End of Exchungc J>rognim 17 40 Dinner I 7 30 Dcpnrt for Nago 

18 00 Welcome Party 

18 00 ~Dinnor 
I 8 30 Ei."IA Cl邸s (3) 

19 30 Eisa Cl邸s ( l )  Dinnoc 
1 9  00 19 30 Group Mooting (with tho 

prc11onco of ch11poronos and l 9 30 Camp Fire 
org霞n ．iなm)

20 DO Eill11 Cl1111s (2) 

20 00 20 30 Group Meeting (11·ith the 20 45 Group Meeting (with the 20:45 Group Meeting (with tho 
prosoncc of chaporonos and 11rc.scnco or cha1>0ronc.s nnd prcscnco of chaperones und 
org11.nlzcrs) OrganIzers) org履n ．izcni) 

2 1  00 

22 00 22 00 Bodtimo 22 00 Bedtime 22 00 Bodtimo 22 00 Bedtime 

Lodgi99K City Court Nation
C

a
o
l 
n
O
ta

k
r 
ia
(
n
T

w
o
ll 
k

11.Y�o
h

u
ik
t
i 
h 1!'1R.o

l 
trnnt Tonyuu l·lolcl 

Tanyuu Hotel 

Nm 
Nago 

Junior Study Tour 2006 

^ug 2 (WM) D●y 5 

6:30 Wake-up tfmc 
7 00 Breakfast 

7 50 Departure 

8:JO N●turc Study (Sea 2) 

•Occan Expo Pnrk 

Or!cntatlon in Chraumi 
Aqu&rium 

Dolphin Pcrfonnnncc Show 

I I 30 Lunch 

1 2:20 Dcp11.rturc 

12:45 HI鵞tory S9udy 
(Gusuku castlu) 

•Nakijin~gusuku Sito 

1 3  45 Dcpurturc 

15:30 Social Study (dally 
llfe:publlc market place) 

Stroll in M亀c:higua Mlll"kl.!t 
PIaco 

18 00 D[nnor 

1 9:30 EiH Cius (4) 

20 30 G『oup Meeting (with 
the presence of ch町pcroncs
II.nd orgIInIzom) 

22 00 Bedtime 

C!ty Court 

^ug 3 (Thu) Day 6 

7 00 Wake-up l!ma 
7 30 Brcakfa:バ

8:20 De,口mum

8:50 HI“゜ゥ Study

事Shuri-jo Castla 

•T-

•Stono pavcmonu In 
k““uku lown 

•Shlk!nacn 

12:30 Lunch 

*14
N

:
a
0b0 

a 
C
T
ucltn

u
b
r
u
e 
s
S
u

t’u'd鼠y
II 

(craft、

•CAilery of Okinawa 
T....dtt!om置I Aru & Craft、
事 cmnworK E”rIO『1CO

( I
we

) 
a
B!
vin

ng
g 

nt
(
ll 
3) 

(2) Shuri-slylo 
g Ryukyu 

lACquemmr`’ 

17 30 Dinnor 

1 9:30 Eisa Class (5) 

20 30 Group Meeting (wilh 
tho pn:isonco of chaperon<?.'I 
and om血i1:ers)

22 00 Badtim(l 

City Court 

Aug 4 (Fri) Day 7 

6 30 Wako-up timo 
7 00 Bre11.kt;心t
7:30 Dcparturo 

9:00 Pc●cc Study 

●Pc11cc Memorial Mu,cum 

Explanfttion 恥m tho 
mu.!Icum .!ltaff ~vfdco 
SOSS ． 

tOn~ 

●Stroll i n  tho park 

• Oriont11.tfon in the 
Comm｀しono of PeIICO 

1 2  00 Lunch (lunch box) 

•Pl11.nting Tree$ of Peace 

13:SO Socl●I Study 
(lndudrin) 

*R匹kyu GIMs V!II邸0

1 5:00 Social Study 
( Ind U.'lt ri e.'1) 

• Awamori Factory 

18 00 Dinnur 

19 30 Eisa Cius (6) 

20:30 Group Meeting (with 
tho pm$0nco or chaporonos 
and organizers) 

22:00 Bedtime 

City Court 

^ug 5 (Sm) n•y 8 Aug 6 (Sun) D•y 9 Aug 7 (Mon) Day 1 0  ^ug 8 (Mon) D●y 1 1  

7 0 0  Wake-up time 7 00 W11k1,1-up tlmo 
7 30 Brcnk「ll.Sl 7 30 Brcakfa11l 

8 45 Departure Homestay 

•Asscblo in Tcnbusu Hllll 

9:30 tllstoi-y/ Sod●I Sヽudy 9:00~ J 0 :00 Rohorsal 

」JCA OKINAWA 

Okinawan Immigration (Packing) 10:00~ 1 1  15 Prescnt11tion 
or loaming outcomes 

①Leclurc •The hearts of 
Uchln●nchu throughoul tho 
world” 

I I 00 ②Work!ihop 1 1  00 Check out 1 1  20~ 12 00 Clo11ing 
Dllpll.rt by bus Cc.iremony 

1 1  30 Lunch 

Lunch 

1 2  30 Far匹olI Pnrty 

Workshop 13 00 Eisa 
Pcrformancc(l-lciwn Dori) 

1 4  30 End of Program 
~DismiHcd~ 

1 5 :00 Eisa 
Pcrformancc(Part [ci pat [on 
in  this local event) Homcs9ay 

16 :30 End orWork,hp 

16:00 Picked up by hosl Day of Okinawan Obon 
hmilies 

18 00 Dinnor 

I 9 30 l!isn C lus (7) Homcstn.y 

しt D霞y of Oklnnwlll1 Obon 
{Kyubon Uku!) 

20 30 Group Mooting (with 
th(I presence of chaperones Stn.rt of Okinawan Oboo 
and o屯諷nizcrs) (Lunt1r calandor)~Kyu→ 

Unkc(proparation for thobon 
r
d
e
c
t
c
u
e
rn o.se

o
d 
f t

an
ho 

ce
s
s
p
t
iri
ors

ts 
) 

of 

22:00 Bedtime 

City Court Homostny Homestay Homcstay 



Pro2rama del Junior Studv Tour 2006 

ぷ Sab. 29/7 Dom. 30/7 Lun. 31/7 . Mar. 1 /8 Mie. 2/8 Jue. 3/8 Vie. 4/8 Sab. 5/8 Dom. 6/8 
ler dia 2do dla 3er dl a 4to dla 5to dla 6to di a 7mo di a 8vo di a 900 dla 

6:30 6 30 Levantarse 6 30 Levantarse 6 30 Levantarse 

7:00 
7:00 Levantarse 7 00 Limpieza 7 00 Levantarse 7 00 Desayuno 7:00 Levantarse Desayuno 7 00 Levantarse 7 00 Levantarse 
7 30 Desayuno 7 40 Desayuno 7 30 Desayuno 7 50 Partida 7 30 Desayuno 7 30 Partida 7 30 Desayuno 7 30 Desayuno 

8:00 | I 
8 25 Partida de! hotel 

8 30 8 20 Partida 1
令\ 

8 30 Partida Natu- ral-eza -(EI M- ar 
-
2 ） 

-
8 50 8:45 Partida 

● Ocean Expo Park 

芦●C屯as巳tillo
- -

Sh
-
u
-
ri 

- - - - 900 

9:oo I I 9:00 Partida P T omarl n 9 30 • Acuario Chura Umi Estud;o sobre la Paz 9 30 
9:20 Partida de! 

• Sh匹 de Del転es ,： 

- - - - - - - - - - - - -
(MarineLiner T okashiki) N-a-tu-ra-leza 

- -(M- -ont
-
ana} ● Tamaudon ● Museo Conm. Paz Historia -Sociedad (Resumen de lo estudiado Complejo - - - - - - - - -- -

9:35 Liegada a Tokashiki ● Catarata: Hijiootakl ● Camino de piedra · Explicacion~video ● Okinawa Jnternac. Center ......., a1istar ma1etas) 

10:00 I JO 35 Reunion de 
1 0  30 1 0:00 Partida "' Tokashiki • Camioata en Kanagusuku ● Visita al parque 

※

恥9"区匹 凶心吹匹

1 1  Of Check out ~ 

Tutores Naturale-za- (El- -M-ar - I-) - - 1 0:35 Llegada a Tomarin ● Parque Shikina e La Lapida de la Paz 

①

Exposicion sobre 

y Organlzadores
-
●

-
C
-
omplejo J uvenll ti Sentlmiento 

11 :00 I 
N
ln

a
setal

. 
ac. lnvestig Marina ● 1 1 :30 Visita a la Prerectura Oklnawense en el mundo」 Partida 

① snorkeling • Cerem. Bienvenida 1 1  30 Almuerzo I I  00 1 1  30 Liegada a T enbusu 
• Fotografia (lonchera) 

②

Taller Almuerzo (lonchera) 

1 2,00 I I 1 2  00 Almuerzo I 2 00 Partida a Yomitan Almuerzo (lonchera) 1 2 00 Almuerzo 
(lonchera) (lonchera) 12 20 Partida 12 30 Almuerzo (JICA Okinawa) 
② canotaje 1 2  45 Restaurante Haebaru l l i l l 3 00 

13:00 I I ③ superfloat Hl· -
R
-
s
u
t
l
o
-
n
rl
a
-
a 
s 
-

(
C
C
-
a
a
-
s
s
-
ti
t
ll
ill
o 
-
o
-
) 
N
-
akl

-j-ln 
● Cultlvo del 

※

Continuacion de! taller Desfile artistico en 
I 3 00 Reunion General ④ kayak ablerto 13 30 Almue匹(M-- arbol por la Paz Helwa doorl 

1 4  00 1 4  00 13 45 Partida 1 4  00 1 3  50 

|
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17:00 , 

1 7:30 Terrnino~ 
um59 ..d”K a s田 hnH9→匹

1 7:40 Cena 

Soc. (Ciudad •Genie)

①

Bingata - - - - - - - - - - -
• Recorrido po『 el

②

Textileria
mercado i 1

③ 

Laqueado 

17 30 Partlda a Nago | 1 7  00 Cena (parrillada) | 1730 Tcrmlno deI reco;do | 1 7 30 Cena 
(en ,est. Kalentai) 

1s:oo I 1 8:00 Fiesta de Blenvenlda 
(Cena) 

I 
19:oo I ▼  | | Cena 『anew)

19:30 Termino de la fiesta l 19:30 Talle, de Elsa ① 
Actlv. de lnteg『aclon
~Fogata 1 1 9:30 Talle, de faa ④ I 19:30 Talle, de Elsa ⑤ | 1 9:30 Talle, de faa ⑥ | 1 9:30 Talle, de Elsa ⑦ 

~reunion 

20:00 

21 :00 

1 5 :30 

辛碑t？血L - 平正吐丑号E)_ ＿ ＿
●Tenbusu ball ● T  alleres de vldrlo 
● Centrn A,tesanal 

de Naha 
※P『actica de: 

Ryukyu 
1 5:00 
Sociedad (Industria) - - - - - - - - - - - - -
● Fabrlca de awamorl 

1 6:30 T erntino de! taller 

1 8:00 Cena (City Court) I I J B:00 Cena (City Court) I 1 8:00 Cena 
18:30 Taller de Elsa ③ | | (City Court) 

20:00 Taller de Elsa ② 
20•30 Reunion grupal 

|
20 45 Reunion grupal | 20 45 Reunion grupal 20 30 Reunion grupal | 20 30 Reunion grupal | 20•30 Reunion grupal | 20•30 Reunion grupal 

Reunion : Tut. y Organlz. lReunlon : Tut. y Organlz. I Reunion : Tut. y Organlz. I Reunion : Tut. y Organiz. I Reunion : Tut. y Organlz. I Reunion : Tut. y Organlz. I Reunion : Tut. y Organlz. 

22:00 I 
22:00 Hora de dorrnlr 1 22:00 Hora de dorrnlr 1 22:00 Hora de dormir 1 22:00 Hora de dorrnlr 122:00 Hora de dorrnir 1 22:00 Hora de dorrnlr 1 22:00 Hora de dorrnir 1 22:00 Hora de dorrnir 

1 5:00 P,esentacloo de] Elsa 
(En Poketto Paku I 

en Tenbusu) ! 

1 6:00 T cnnlno~ Separaclon 

吾――
弓―
l

i
-

Estadlal Hotel City Court Complejo Juvenil Nae. 
en 0klnawa (Tokashikl) | Hotel Tanew (Nago) Hotel Taoew (Nago) Hotel City Court Hotel City Court Hotel City Court Hotel City Court Homestay 

Lun. 7/8 Mar. 8/8 
lOmo dia l lvo dia 

コ゚..... ..... 
c ※ Tenbusu hall ゜

9:00 - 10 00 
c Ensayo 

.゚0 

; 

1

l o

釦""0 Presentacion de lo 一゚ aprendido en este JST 

...: 
マコ

1
1 1 20 ~ 1 200 

a, Clausura ,_ 
..... 
� 1

1 230 

� 
� 

Fiesta de despedida 

し遍「J』1 I 
1 4  30 ， 1Termino y dcspedida 

： 
旦= 一

T 
•一�
一↓—•µ 

マ
呈ゞ= 一

： 
Homestay Homestay 
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海外参加者出迎え
7月 26 日 ： ブラ ジル ・ アルゼンチン ・ ポ リ ビア ・ キ ュ ーバ
7月 27 日 ： メ キ シ コ
7月 28 日 ： フ ィ リ ピン ・ イ ギ リ ス

- 5 - . 



7月 29 日 （土） オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 交流プロ グラ ム ・ ウ ェ ルカ ムバー テ ィ ー

- 6 -



7月 30 日 （ 日 ） 自然学習 （渡嘉敷島）

- 7 ---c 



7月 3 1 日 （月 ） 県庁表敬 ・ 伝統芸能体験学習

- 8 -



8月 1 日 （火） 自然学習 （比地大滝） ・ 交流プ ロ グラ ム （キ ャ ンプフ ァ イ ヤー ）

- 9 -. 



8月 2 日 （火）
自然学習 （海洋博記念公園 ・ 美 ら海水族館）
歴史学習 （今帰仁城跡） ・ 社会学習 （マチグワ ー散策）

戸

- 10 -



8月 3 日 （水）
歴史学習 （首里城 ・ 玉陵 ・ 金城町の石畳 ・ 朧名園）

伝統工芸体験学習

- 1 1 ---: 



8月 4 日 （木）
平和学習 （平和祈念資料館 ・ 平和の礎）

社会学習 （琉球ガラ ス村 ・ 泡盛工場）

-12 -



8月 5 日 （金）
歴史 ・ 社会学習 （講話 「世界中 に広がる ウ チ ナー ンチ ュ の心」 ）

（ ワ ー ク シ ョ ッ プ 「沖縄移民を学ぽ う 」 ）

- 13 -: 



8月 6 日 （土） 道 じ ゅ ねー ・ エ イ サー披露

-14 -



8月 8 日 （火） 学習成果発表会 ・ 修了式 ・ さ よ な ら バー テ ィ ー

- 15 テ



見 送 り

-16 -





ガ ブ リ エ レ エ リ 比嘉
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

GABRIELLE ERY HIGA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · · · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 5 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · · · · · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - -

ブラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · · - - - - · - - - - - -- - - - - - - -
ブラ ジル沖縄県人会

「 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 して」

四月のはじめ、 私はジュニアスタデイ ー ツアー に参
加するこ と になり ました。 はじめは、 ブラジル代表の
一人 として、 責任を重 く 感じましたが、 一緒に行 く 皆
と 集まって、 い ろ い ろ と 練習して い く う ち に 緊張感が
と れて ツアーが始まるのが待ち遠しくなりました。
ついに7月24日が来て、 ブラジルの私、 いずみ、 カレン、
ち え み、 レナタ、 マリオ、 与儀会長、 ボリビアの5 人、
アルゼ ンチ ンの3人でブラジルを出発しました。

35時間後、 よう や く 那覇に到着して、 飛行機から降
りると 、 まず、 「暑い ！ 」 と思いました。 「暑いのには慣
れているから沖縄は大丈夫だ」 と 思っていたけ ど、 考
えていた暑さの度が全然違いました。

荷物を降ろしてから、 た く さんの人 た ち に迎 えられ
て、 カメラマン やリポーター も いて びっ く りしました。
親戚のおばさん もすぐに見つかって、 お家に向かいま
した。 ホ ームステイ中はお ばさんが色 々 と 気を使って
く れて、 本当 にありがた く 思いました。 お いしい料理
を作って く れたりして、 苦手だっ た ゴーヤ ー も 食べら
れるよう になりました。

7 月29日、 待ち に待っ た11 ヶ 国のウチナ ー ン チュ達
とのツアーが始まりました。 英語と かは結構話せると
思って い た け ど、 い ざ となると 言葉がでなく て、 ジェ
スチャーをして コ ミュニケーションをとるのが逆に面白
かっ たです。

私達はい ろ んな観光地や名所に行っ た け ど、 特に
印象に残っているのは渡嘉敷島の海、 比地大滝、 首
里城などです。 それに、 文化学習では三線、 エイサー 、
首里織などをやりました。

渡嘉敷島ではシュノ ーケリングをや って、 サ ン ゴ礁
や魚を間近で見れたし、 大型カヌ ー と ス ーパ ー フロー

トに も 乗って、 最後に は地元の子達 と ビー チバレー と
ビーチサッカーをやって本当に楽しかっ たです。

沖縄の伝統芸能を習う 企画があ って、 私が選ん だ
のは三線でした。 難しかっ た け ど、 なん と か弾けた と
き は嬉しかっ たです。 ブラジルでも続けてみたい と 思
いました。

また、 比地大滝までのトレッキングは往復4時間か
かると 聞いて最初は 「無理だー」 と 思いましたが、 美

しい自然に囲まれて、 疲れ も時間が経つのも 感じませ
んでした。 昼食は皆で岩に座 って景色を見ながらぜ
いた くな気分で食べました。

その日の夜には沖縄尚学高校の皆さんがプログラム
して く れたキャンプファイアーでいろ んなゲームや ダ ン
スをして と って も 面白かっ たです。

首里城 に も 行 って、 今帰仁城 と は違い、 まだお城
が建っていました。 何 も か も 本当 に き れいにできてい
て、 感激しました。 しか も お侍 さんの格好をした 人た
ち も いてすごかっ たです。

ツアー中、 毎日エイサ ー講習があ っ て、 本場でエ
イサ ーをやるこ とが出来たし、 ブラジルでも 多 く の人
達に知られているグループの部長 さんが教えて く れて、
心から嬉しく 感じました。

練習の成果をテン ブス館の前で生演奏で発表しま
した。 緊張のあまり 、 間違えてしまいましたが、 終わっ
た後は感動の涙が溢れて止まりませんでした。

さよならパ ーティ ーではそ れぞれの国のダ ン スを
やって、 ブラジルのは Axe と い うリズムで、 皆にステー

ジに上がって もらって、 一緒に踊り 、 すご く 盛り 上がり
ました。 エイサ ーの日に目がはれるほ ど泣 きすぎたの
で、 肝心の最終日には全然泣けませんでした。

8月9日、 沖縄を発つ日がと う と う 来てしまいました。
空港には地元のジュニア達 と 親戚達が見送り に着て く
れて、 本当 につらく て悲しいお別れでした。 この貴重
な体験は一生の宝物になるでしょ う 。 今でも 思 い出す
と 感動します。

5 年後のウチナ ー ン チュ大会に再会するこ とを約束
したので、 その日を楽しみ に待って います。 スタッフ
ー 同、 引率者の方 々 、 沖縄尚学高校の皆 さん、 沖縄
の親戚、 このすばらしいイベントに参加した同世代の
皆、 ウチナーグチ も 入れて 5 ヶ 国語で心からお礼の気
持ちを伝えたいです。
ありがと う 、 Thank you、 Gracias、 Obrigado、 い っペー

にヘーで一 びる やいびー たん ！ ！ 

A experiencia do Junior Study Tour 

No come�o de abril ,  fui escolhida para partic ipar do 
Junior Study Tour. No infcio, senti uma certa pressao 
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por ser urna <las representantes do Brasil, mas fizernos 
tantas reuni6es e ensaios, que logo, a ansiedade tornou 
conta de rnirn. 
Finalrnente chegou o dia 24 de j u lho .  Eu,  Izumi ,  
Karen, Tierni, Renata, Mario e Yogi Kaichou do Brasil ,  
4 pessoas da Bolivia e 3 da Argentina partirnos do 
Brasil para Okinawa. 
Forarn 3 5  horas  de voo e chegarnos em Naha,  a 
primeira impres sao ao descer do avi ao fo i :  "Que 
ca lor ! " .  Eu pensava que,  por B ras i l  ser  urn pafs 
tropical, nao me encornodaria corn o calor, mas o nfvel 
do "calor" de la e bern diferente . 
Ap6s descarregarrnos a rnala,  fornos recebidos por 
呻ias pessoas, inclusive rep6rteres e cameras . Logo, 
enc ontrei  rninha  parente e fo rnos  para s u a  casa .  
Durante o H orne Stay, e la  se preocupou bastante 
em me agradar, tanto que ,  a inda agradec;o a sua  
hospitalidade. E com seus pratos deliciosos, consegui 
comer ate O goya que nao gostava. 
Da infcio no dia 29 de julho, o tao esperado Tour, com 
os Uchinanchus de 1 1  pafses . Quando eu ia conversar, 
o ingles ,  idioma do qual nao tenho dificuldades,  nao 
safa da minha boca e acabava por me comunicar com 
jestos e mfmicas, que, por outro lado, era engrac;ado. 
Conhecemos  vari os ) ados  de Okinawa :  Na p arte 
turfstica, os pontos que mais me impressionaram foram 
a prnia de Tokashiki , a cachoeira de Hij i  e o catelo de 
Shuri ; E na parte cultural , aprendemos sanshin, eisa e 

Durante todo o Tour, o que eu realmente gostei foram 
os ensaios de eisa.  Alem de poder danc;ar o eisa em 
Okinawa, seu local de origem, o nosso sensei  era 
integrante de um grupo do qual o nome e conhecido 
ate no Brasil .  
Mostramos o resultado dos ta is  ensaios em frente 
ao Te nbu s u -kan e, acabei  errando por c a u s a  do 
nervosismo, mas no final, cairam muitas lagrimas de 
alegria. 
Na festa de despedida, cada pafs apresentou sua danc;a, 
e a do Brasil foi o Axe. Chamamos todos para subir ao 
palco e danc;amos juntos.  E de tanto ter chorado no dia 
da apresentac;ao de eisa, nessa festa nao caiu nenhuma 
lagrima sequer. 
D i a  9 de agos to ,  chega o d i a  do embarq u e .  N o  
aeroporto vieram o s  Juniors e o s  parentes .  A despedida 
foi profundamente triste . A maioria dos que estavam la 
se emocionaram, inclusive eu. 
Jamais esquecerei dessa grande experiencia e de todos 
que conheci nessa viagem. A despedida foi dura, mas 
fizemos uma promessa: nos reencontrar no Uchinanchu 
Taikai daqui a 5 anos.  E espero ansiosa por esse dia. ! 
Agradec; o  de corac;ao ao pessoal  da organizac;ao,  
instrutores, pessoal do Okishou, meus parentes e claro, 
aos Uchinanchus que participaram desse maravilhoso 
evento. Como fizemos durante toda viagem, gostaria 
de agradecer nas 5 lfnguas, incluindo o Uchinaguchi : 

shuri-ori . Arigatou, Thank you, Gracias, Obrigada e Nihe Debiru ! 
Em Tokashiki, vi de perto os corais e peixes quando 
fizemos mergulho, apostamos corrida de canoa, e, por 
ultimo, j ogamos volei e futebol com o pessoal da Ilha. 
Foi realmente muito divertido . 
Para aprender sobre a cultura, tivemos 3 opc;oes,  e eu 
optei pelo sanshin .  E um pouco dificil ,  mas quando 
consegui tocar, fiquei muito feliz .  Gostei tanto, que 
pretendo continuar a aprender aqui no Brasi l .  
Na tri lha ate a cachoeira de Hij i ,  falaram que seria 
4 horas de ida e volta. No infcio pensei : "Nao vou 
aguentar ! " ,  mas fiquei tao encantada com a beleza 
natural , que nao senti cansac;o e nem vi o tempo passar. 
E no almoc;o, comemos sentados na pedra, apreciando 
sua linda paisagem. 
A noite do mesmo dia, veio o pessoal do Okinawa 
Shougaku Koukou e fizemos diversas brincadeiras 
programadas por eles, que, foi muito genial . 
Fomos tambem ao castelo de Shuri , e ,  diferente do 
castelo de Nakij in, ainda estava conservado. Era tudo 
muito bem feito e impressionante, tanto que tinha ate 
senhores vestidos de samurai . 
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ブラ ジル沖縄県人会

「2006年度 ー ス タ デ イ ー ツ ア ー 」

信じられないほ ど素晴らしい旅行でした。 旅行期間
中の感激は言業に言い表せないです。

三 ヶ月間の準備でした ： ビザ申請、 練習、 集会． ． ．
そして待ち に待っ た 7月24日が来ました。

空港では家族 と 別れを告げ、 搭乗 口へ向いました。
私が計画して き た全てが実現した と 、 この時点で “やっ
と目が覚めました” 。

待合室でア ルゼンチンとペル ー 国の学生と出会い、
思っ たより ツ ア ーが早 く 始まりました。 初対面は良かっ
たです。

出発して から24時間後 に沖縄に到 着しました。 空
港の職員 た ち は親切に歓迎して く れました。 そして． ． ．
沖縄は聞いていたより 気候の暑い島でした。 機内から
出ると 蒸し暑い空気で “ ショッグ＇ を感じました。

荷物受け取り のターンテー ブルに行 く 途中に出口が
見えました。 なん と ！ 大勢の人たちが私たちを待ち受
けていました。 歓迎ポスター 、 カメラ、 映写機、 報道
機関、 親戚、 友達 と大勢の人たちが待ち受けていまし
た。 荷物を手にして一安心して皆の後を着いて ゆ きま
した。 正直言っ て、 俳優のような感じでした。 私たち
にスポットライトが向けられ、 皆様が手で合図して い
ました。 忙しい、 心温まる歓迎でした。 私の親戚は問
題なく 見つ ける事ができました。 幾つかの写真をと っ
て、 あるテレビ局のインター ビューが済んで、 “新家庭”

に行 く 事ができました。
ホ ームステイが始まっ た と き は大変楽しかっ たです。

畳、 低いテー ブル と実際の日本の家庭に入りました。
聞かされた事がない親戚 と 知り 合いました。 学校を訪
問しましたが、 漫画で読んだ通り でした。 デパ ートと
レストラン、 街路や大踊り を知り 、 自動販売機の操作
も 覚えました。 私たちが到着した 翌 H に 沖縄ブラジル
協会で夕食会がありました。 親戚たち も参加して身近
に話し合いができ て大変有意義でした。

7 月29日に ツ ア ーの始まり として全員が集合し、 ツ
ア ーの説明 とグル ープの割り 当ての指導がありました。
うまく 交流できるよう に高校生た ち が応援に来て く れ
ました。 夕食中に幾つかの芸を披露しました。 私たち
はア シ ェ ー (axe) を踊りました。 後程、 部屋に戻っ て、

こ れから戸日間ホテルを離れるために荷物の準備をし
ました。

第 1 日、 港から渡嘉敷島向け出発しました。 初めて
の乗船でした （気分が良 く ありませんでした）。 一日中
ビー チで過しました。 海のダイビング、 バナナ ボート
に乗り 、 水遊びをして島の若者た ち と ビ ー チサッカー

をしました。 夕方、青少年施設で “セ ミナー ’' が行われ、
エイサーの練習が始まりました。

第 2日、 体操をしました。 島を後 に し て 沖縄県庁
へ向いました。 （私は船酔いで顔色が青 ざめておりま
した）。 むら咲むらではサンシン （ 沖縄戸線） 、 琉球舞
踊又は空手を習う ためグル ープに分かれました。 サー

ター アンダ ー ギーを作り ました。 この夜 と 翌日は名護
市のホテルで過ごしました。

第3日、 私が待ちかねていたヤンバル （山原） の山
道歩 きでした ！ 山道を歩いて ゆ く と 、 珍しい植物、 動
物が観察できました。 辿り 着いたのは、 なん と 、 比地
大滝でした。 水 は冷 た く 、 景色 は素晴らしか っ たで
す。 ホテルに戻っ て き て、 私達は自分たちでバ ーベー

キューを準備しました。 夕 方は大きな焚 き 火を焚 き 、
グル ープ同士で面白い競技をしました。

第4日、 大変忙しか っ たです。 美ら海の水族館見
学では奇想天外な経験をしました。 見た こ と がない海
の生物を観賞して、 初めて、 イルカのショーを楽しく
見ました （本当 に 賢いです）。 今帰仁城の城跡を見物
して、 歴史 と 昔の習慣について学びました。 後程、 国
際通り で、 高校生のご案内を頂 き 平和通り の市場へ
行きました。 沖縄の特産品を知り 、 珍しい町歩 きでした。
陶芸品工房が集中している村に魅せられました ！ 特に
シ ーサー には魅了 されました ！

翌 H はガイド付 きで首里城 と その周辺を訪問しまし
た。 沖縄の昔話を聞 きました。 この後で、 ビンガタ （紅
型） 、 首里織又は、 琉球漆器を習う ために三つのグルー

プに別れました。 私は絵が好 きで、 紅型を選びました。
落ち着いた雰囲気で絵を塗 っ て、 ツ ア ーで一番 リラッ
クスでき た時でした。 “エネ ルギーの活性化” になりま
した。

第6日、 平和祈念公園へ行 きました。 わびしい日で
したが （雨 も 降り そ うでした）、 知識を身につけました。
第2次世界大戦の生存者た ち から悲しい話を聞 く こ と
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がで き ま した、 又、 その戦争時代の背景を ビデオで見
ま し た。 第2次世界大戦で死亡 し た 人 た ち の 名前を刻
ん だ礎、 平和 の 火、 多 く の 人 た ち が 自 殺 し た 断崖絶
墜 も 見 ま し た。 反省すべ き 一瞬で し た。 昼食後、 ガラ
ス 工場 を 見学 し ま し た。 出来上がっ た製品は素晴 ら し
か っ た です。 そ の 他、 お酒の製造過 程 に つ い て学 び
ま し た。

第 7 日 、 ワ ー ク シ ョ ッ プで し た。 世界の ウ チナー ンチ ュ
移民の経過について説明 を 聞 き 、 写真の検討、 ポス タ ー

作 り な どを し ま し た。 結果 と し て、 更 に沖 縄文化の知
識が深 ま り ま し た。 こ の 日 、 沖縄の精神が自 分の 中 に
あ る と 実 感 し ま し た。 “ウ チナー ン チ ュ

”
である 意味が

わか り ま し た ！ エ イ サー の最後の練習 で は披露す る ニ
つ の 音楽 を お さ ら い し ま し た。 毎 日 、 楽 し く 練習 し ま
し た。 パー ラ ン ク ー は複雑で したが楽 し く 覚え ま した。

第 8 日 、 最 も 悲 し く 、 ま た、 楽 し い 日 で も あ り ま し た。
皆 と 最後の昼食が終っ て、 国際通 り へ行 き エ イ サー披
露の準備を し ま し た。 一週間の練習期間 に も 拘 わ ら ず
結果は良かっ た です。 他の 団 体の演舞 も 観て、 一緒
に な っ て踊 り ま し た。 辛抱強 く エ イ サー踊 り を 教 え て
く れた 国吉先生にお礼の言葉を伝え、 全 員 が涙 を 流
し ま し た。 涙 を 流 し な が ら も 沢山の写真を撮 り ま し た。
夕方に な っ て再び親戚の家に戻 り ま した。

ホ ー ム ス テ イ の期間中、 お盆に参加で き ま し た。 素
晴 ら し い経験を し ま し た。 ブ ラ ジ ル の儀式 と は異な り
ま す。 親戚か ら昔話を聞いて親近感を覚え ま した。 彼
ら と 共に こ の イ ベ ン ト を過ごせたのは光栄で した。

沖縄最後の H の 前 日 に修了式が行 わ れ ま し た。 修
了 証書 を 頂 き 、 各 自 挨拶 を 述べ、 送別会が行 わ れ ま
し た。 各 国 の 参 加 者 は そ れぞれの踊 り を 披露 し ま し
た。 ブラ ジル は参加者全員が舞台で AXE を踊 り ま し
た。 楽 しか っ た です。 ツ ア ーの 期 間 中 にお世話に な っ
た上司にお礼の気持ち を込めた挨拶 し ま した。

皆は涙を流 し ま したが、 幸せなお別れで し た。
沖縄の最終 日 ば忙 し かっ た です。 台風予報が入 り

出発が早め ら れ急 ぐ事 に な り ま し た。 悲 し く 、 最 も 急
いだ別れにな り ま し た。 大勢の友人た ち と 親戚たちが
空港に来て く れて 一 人一 人 と 感謝の気持 ち を 言 い 表
す充分な時間があ り ま せんで し た。 ア ルゼ ン チ ン と ボ
リ ビア 国の友人等 と 別れの際は悲 し み ま し たが、 帰国
は落ち着いて穏やかで した。

ツ ア ー を主催 し て下 さ っ た皆様方、 指導 し て下 さ い
ま し た上司の方 々 、 協力下 さ い ま し た 方 々 に厚 く お礼
を 申 し上げます。 皆様のお陰でツ ア ーが実現 し ま し た。
こ の好機 を 与 え て く れ た ブ ラ ジ ル 沖縄県人会に感謝
の気持ち を 表 し ま す。 県人会が実施する ス タ デ イ ー ツ
ア ー を 通 じ祖父母の故郷を知る事がで き 、 こ れ に も 増
し て、 家 族 か ら 常 に 言 い 聞 か さ れて い た 沖縄文化の
知識の取得がで き 、 日 本語 も 習 い ま した。 皆様に感謝
し、 厚 く お礼を 申 し上げます。 こ の ツ ア ー で得た経験

は一生忘れ ま せん ！
． 他国の人た ち を 知 り 友達 に な っ た事は私に と っ て決
定的な意義があ り 、 心深 く 刻 ま れ ま し た。 皆の心の中
の ウチナー ン チ ュ を 感 じ ま し た。 （習慣を忘れない よ う
に． ． ． ） 。

あ り がと う ござい ま す。
THANK YOU 
GRACIAS 
MUITO OBRIGADO 
ニ ヘ ー デー ビ ル

Junior Study Tour 2006 

Esta foi uma viagem incrivel  e inesquecivel .  
Nao ha palavras para expressar tudo que senti 
durante este periodo. 
Foram 3 meses de preparativos: vistos, ensaios, 
reunioes... Ate que finalmente o tao esperado 24 
de j ulho chegou. 
No aeroporto  correu  tudo  b e m  e, ap6s nos 
despe dirmos de nossas  famil ias ,  p assamos o 
portao de embarque. Foi neste momento que me 
dei conta de que tudo que estavamos planej ando 
virava realidade. "A ficha finalmente caiu" . 
0 tour comec,;ou mais cedo do que esperava, 
pois ,  logo na sala de espera, encontramos os 
estudantes da Argentina e do Peru.  0 nosso 
primeiro contato foi muito born. 
Embarcamos e, ap6s mais de 24 horas, chegamos 
em Okinawa. Fomos muito bem recebidos pelos 
funcionarios do aeroporto e… Okinawa, mais do 
que me falaram, e uma ilha realmente quente. 
Ao sair do aviao, o mormac,;o que estava do !ado 
de fora foi um "choque" que superou as minhas 
expectativas. 
A o  n o s  e n c a m i n h a r m o s  a e s t e i r a  p a r a  a 
retirada de nossas malas, avistamos o portao 
de saida. Nossa, havia muitas pessoas a nossa 
espe ra !  Faixas ,  p lac as ,  cameras ,  fi lmadoras ,  
imprensa, parentes e amigos, toda uma multidao 
a g u a r d a n d o - n o s .  D e p o i s  de a c h a r  t o d a  a 
bagagem, respirei £undo e passei seguindo os 
demais. Sinceramente, me senti .como se fosse 
um artista, foram muitos flashes sobre n6s e 
pessoas acenando. Foi uma recepc,;ao calorosa 
e b e m  ag i tada .  A c h e i  m e u s  p a r e n t e s  c o m  
facilidade e ,  ap6s algumas poses para a s  fotos 
e uma entrevista a uma emissora de televisao, 
finalmente fui a minha .. nova casa 
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0 p e r i o d o  i n i c i a l  d e  H o m e s t a y  foi  m u i t o  
d i  v e r t i d o .  M o r e i  n u rn  a v e r d a d e i r a  c a s a  
j aponesa, com tatami, mesa baixa e tudo o mais; 
conheci parentes, alguns dos quais nao havia 
ouvido falar; visitei uma escola, era realmente 
como havia lido em mangas;  foi as loj as de 
departamento e restaurantes;  cqnheci  ruas e 
avenidas e aprendi a mexer nas maquinas de 
bebida. Houve, no dia seguinte a nossa chegada, 
um j antar na Associac,;ao Brasil de Okinawa. Os 
parentes tambem puderam comparecer, o que 
foi muito bom pois pude conversar com aqueles 
os quais nao falei muito no aeroporto. 
No dia 29 de j ulho todos nos reunimos para dar 
inicio a programac,;ao, recebendo explicac,;6es e a 
divisao em grupos. Colegiais vieram nos auxiliar 
com br inc ade iras  para  que  in teragissemos 
e ,  d u r a n t e  o j antar ,  for a m  fe i t as  a lgumas  
apresentac,;6es ,  i n c l us ive  a nossa  d a n <,; a  de  
axe. Mais tarde, todos nos recolhemos para os 
quartos para prepararmos as malas para os tres 
dias fora deste hotel. 
No primeiro dia nos encaminhamos ao porto, 
rumo a ilha de Tokashiki. Foi a primeira vez 
que andei de barco (nao foi uma sensac,;ao muito 
boa). Passamos o dia na praia: fizemos mergulho, 
andamos de banana boat, brincamos na agua e 
jogamos futebol de areia com os j ovens da ilha. 
Ao entardecer, fomos a um complexo j uvenil , 
onde apresentamos o "seminario" , tivemos o 
nosso primeiro treino de eisa e passamos a noite. 
Na manha do segundo dia fizemos um pouco 
de ta i s s6  e, ap6s  d e i x armos  a i lha ,  fomos  
a Prefe i tura  de  Ok inawa ( eu  es tava  p al ida  
devido ao  enj 6o que  senti no barco) .  Na vila 
de  Murasaki nos dividimos em grupos para 
aprendermos sanshin, danc,;a ryukyuu ou karate 
e o preparo de satandagui. Passamos a noite 
deste dia e do dia se guinte em um hotel na 
cidade de Nago. 
0 terceiro dia foi, para mim, o tao esperado dia 
da trilha na montanha de Yambaru! Pudemos 
ver plantas e animais diferentes ao longo do 
caminho, o que foi muito divertido e ,  ao final, 
foi maravilhoso ver a cachoeira Hij iootaki ao 
vivo. A agua era gelada e a paisagem linda. Ao 
retornarmos ao hotel ,  fizemos nosso pr6prio 
churrasco e, ao anoitecer, houve uma competic,;ao 
muito engrac,;ada entre os grupos, alem de uma 
grande fogueira. 

0 quarto dia foi bem cheio. Visitar o aquaria 
Chura  U mi  fo i um a exper i enc i a  fan tast i ca !  
Vi animais aquaticos que nunca  havia  visto 
antes e p u d e ,  pe l a  pr ime ira  vez,  ass ist ir  a 
um show de golfinhos (sao animais realmente 
inteligentes). Conhecemos as ruinas do castelo 
de Nakij in  e apren demos um pouco sobre a 
hist6ria e costumes ant igos .  Mais  tarde ,  n a  
A v e n i d a  Kokusa i door i ,  fo mos  g u i a d o s  p o r  
colegiais n o  mercado d a  Heiwadoori. U m  passeio 
muito interessante conhecendo artigos tipicos 
da  provinc ia .  F ique i  muito fasc inada  com a 
v ie la  que s6 produz  produtos de  ceramica ,  
principalmente shiisaas! 
No dia seguinte fomos ao castelo de Shuri e seus 

. arredores, acompanhados por um guia, ouvindo 
explica<;oes sobre a antiga hist6ria de Okinawa. 
Ap6s isso, fomos separados em tres grupos para 
aprender bingata, shuriori ou ryuukyuushikki. 
Por gostar muito de desenho, optei por bingata. 
Foi realmente o momento mais relaxante do 
tour pois pintar em um ambiente tranquilo " 
recarregou as energ1as 
No sexto dia fomos levados ao Parque Memorial 
da Paz. Foi um dia melanc6lico (inclusive, parecia 
que iria chover) ,  mas de muito aprendizado.  
P u demos  conhecer  a triste hist6ria de  um 
sobrevivente da II  Guerra Mundial, assistir a um 
video de cenas desta epoca e visitar o museu 
Memorial da Paz,  onde pude ler alguns relatos 
de outros sobreviventes. Ter visto as lapides 
dos falecidos durante a II Guerra, a Chama da 
Paz e o penhasco de onde muitos se suicidaram, 
foram momentos de verdadeira reflexao. Ap6s 
o almoco,  conhecemos uma fabrica de  vidro 
e vimos como realmente sao maravilhosas as 
pecas la  fe itas,  a lem de aprendermos todo o 
processo de fabricacao de saque. 
0 s e t i m o  d i a  d e  p r o g r a m a c a o  f o i  u m  
w o r k s h o p .  O u v i m o s  e x p l i c a c o e s  s o b r e  o 
processo de imigracao de uchinanchus pe lo  
m u n do ,  an a l i samos fotos ,  fizemos  c artazes ,  
enfim,  adquirimos mais  conhecimento sobre  
a cultura de Okinawa. Este foi o d ia  em que 
senti rea lmente que Okinawa estava dentro 
de mim.  Acho que entend i  o s ignifi cado  do 
que e "ser uchinanchu" ! No ultimo treino de 
eisa, repassamos as duas musicas que iriamos 
apresentar. Todos os dias treinamos com muita 
a l e gr ia ,  po is  e ra  m uito d ivert ido  aprender  
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a t o c a r  o p ar a n k u u ,  a p e s a r  d e  u m  p o u c o  
complicado. 
0 oitavo dia foi o mais triste e o mais alegre de 
todos. Ap6s o nosso ultimo almoco j untas, fomos 
a A venida Kokusaidoori nos prepararmos para a 
apresentacao de eisa. Todos foram bem, mesmo 
com apenas uma semana de treinos. Assistimos 
a outras apresentacoes e tambem dancamos 
j untas. Ao prestarmos homenagens ao professor 
K u n iyosh i ,  que  p ac i entemente  nos  ens inou  
eisa durante o tour, a maioria chorou. Tiramos 
muitas fotos, mesmo com lagrimas nos olhos. No 
·fim da tarde, retornei a casa dos parentes. 
D u r a n t e  e s t e  p e r i o d o  de H o m e st a y ,  p u d e  
p ar t i c i p a r  d o  O b o n .  F o i  u m a  e x p e r i e n c i a  
incrivel, uma cerim6nia diferente daquela que 
fazemos no Brasil. Ouvi hist6rias antigas sobre a 
familia e me senti mais pr6xima dos parentes de 
Okinawa. Foi rriuito born ter tido a oportunidade 
de passar este evento com eles. 
No penult imo dia em Okinawa foi real izada 
a cer im6nia  de encerramento .  Recebemos o 
certificado de  p artic ipacao ,  cada  um fez um 
discurso de  agradec imento e houve a festa  
de despedida.  Todos os paises apresentaram 
alguma danca tipica e o Brasil encerrou com 
to dos d a n c a n d o  a x e  j u n tos no p a l c o .  F o i  
r e a l m e n t e  d ivert ido .  F i z e m o s  h o m e n a g e n s  
a o s  superiores que n o s  aj udaram durante a 
programacao e cantamos. Foi uma despedida 
feliz, mas com muitas lagrimas. 
0 ult imo dia em Okinawa foi muito agitado.  
Devido a previsao da vinda de um tufao, o v6o 
de volta foi antecipado e tivemos que embarcar 
as pressas. Foi a despedida mais triste e mais 
rapida que tive que fazer. Apesar de muitos 
amigos do tour e parentes comparecerem ao 
aeroporto para despedirem-se, nao tive tempo 
para agradecer  tudo o que haviam feito por 
mim. A volta ate o Brasil foi tranqliila, apesar de 
ter chorado quando nos separamos dos amigos 
da Argentina e da Bolivia. 
Gostaria muito de agradecer aos organizadores, 
c o l a b o r a d o r e s  e s u p e r v i s o r e s  q u e  n o s  
o r i e n  t a r  a m  n e s t e  t o u r ,  s e m  v o c e s  n a d a  
disto ter ia  s e  rea l izado ;  agra decer  tambem 
ao Ok inawakenj inka i  do Bras i l  que  me  deu  
esta  oportunidade ,  gracas a existenc ia  desta 
fundacao, pude,  atraves deste evento, conhecer 
a terra - natal de meus av6s e aprender muito 

mais  sobre  a c u l tura  de O kinawa ;  a minha 
familia que sempre me incentivou a aprender 
sobre Okinawa e a l ingua j aponesa;  obrigada 
pela paciencia e companhia de todos. Realmente, 
esta foi uma exper ienc ia  que nunca  ire i  me 
e s q u e c e r !  Ter  t ido  a c h a n c e  de  c o n h e c e r  
pessoas de outros lugares e ter a amizade delas 
foi algo que marcou muito em mim. Pude sentir 
o espirito de uchinachu em todos. (Para nao 
perder o costume…) 
ARIGA TOUGOZAIMASU 
THANK YOU 
GRACIAS 
MUITO OBRIGADO 
NIHEDEEBIRU. 
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ブラ ジ ル沖縄県人会

「報 告 書」

沖縄は小 さ な 島ですが美 し さ は壮大です。 年上の
人た ち か ら 沖縄の話を聞いた と き 事実だと は思え ま せ
んで し た。 今は ス ッ カ リ 逆転 し て し ま い、 極楽だ と 信
じてい ま す。

住民は心温かい と 彼等は言っ てお り ま した。 私は実
際に確認 し ま し た。 確かに、 町を歩いていて も 未知の
人と 友情が芽生え ま す ！

訪問 した所々 は心地良 く 、 楽 し く 、 典味深かっ たです。
渡嘉敷島か ら 旅が始 ま り 、 待 ち に 待 っ た有 名 な 沖

縄の ビ ー チ を 知 り ま し た。 海は碧 ＜ 澄んでお り ま し た
…本当 に沖縄の ビーチは極楽の よ う です。 沖縄の青年
た ち と サ ッ カ ー の試合 を し て、 一点 ゴー ル ！ 楽 し かっ
たです。

美 ら 海水族館見学では、 見た こ と がない色と り ど り
の魚を観察 し ま した。 壮大な水族館を観賞 し ま し た。
忘れ難いです。

琉球舞踊の基本踊 り を習い、 ビ ン ガ タ 、 サー タ ー ア
ン ダギーの沖縄の郷土料理作 り を実践 し、 こ の好機に
恵まれ、 嬉 しかったです。

と こ ろ で、 平和祈念資料館への訪問は、 最 も 意味
深 く 、 学ぶ事が多 く 、 知識を 身 に つ け る こ と がで き ま
し た。 場所は美 し く 、 融和感があ り ま したが、 写真、
ビデオ、 模型、 劇化及び文書な どを通 じ戦争時の無
残な現実が伝え ら れて い ま し た。 多 く の知識を得て、
婦途、 バ ス 内で世界を も っ と 良い所に し な く て は な ら
ない と 自 分に言い聞かせ ま した。 提示内容を読み ま す
と 、 その当時の 日 本人た ち の苦難は並大抵の も のでは
な か っ た よ う です。 それで も 、 彼等は励 ま しの言葉 を
伝え ま し た。 読んだ一つ に は “激戦中にあ っ て も 、 少
しでも 命を守っ て下 さ い” 。

エ イ サ ー を 習 う 好奇心 は 常 に あ り ま し た。 沖縄で
披露が出来 ま し た ！ 練習が始 ま っ た時点か ら テ ン ブス
ホ ー ルで披露する ま での期間は感動的で、 楽 しかっ た
です。

沖縄郷土料理は美味 し い です ！ 好 き で は な い ゴー

ヤー料理も 美味しかったです ！
今回の旅行で沖縄の親戚た ち と す ごす時間が限 ら

れてい た事が大変残念で し た。 し か し、 お 陰様で会

う こ と がで き ま し た。 彼 ら と の連絡が絶 え な い よ う に
心がけ ます。

ブラ ジルに帰っ て き て、 叔父から “沖縄の精神 ’' が
身について き た と 言われて、 嬉 し か っ た です ！ 又、 沖
縄へ行ける 機会を待ち遠 し く してお り ま す。 沖縄は私
の記憶と心に刻 ま れています。

Relat6rio 

O k i n awa e u m a  p e q u e n a  i l h a , m a s  e grand i o s a  
e m  questao d e  beleza .Quando o s  mais  velhos me 
contavam sobre como era Okinawa eu nao imaginava 
que fosse tudo verdade,hoje com a cabec;a totalmente 
mudada,acredito que la pode ser mesmo o parafso. 
Eles me falavam que o povo de la era caloroso e eu 
comprovei i sto,pois n6s podemos ate fazer amizade 
com um deconhecido na rua !  
To d o s  o s  l u g a r e s  q u e  v i s i t e i  fo r a m  m u i t o  
prazerosos,divertidos e interessantes ! 
Comec;ando pela nossa viagem para Tokashiki onde 
finalmente conheci a famosa praia de Okinawa e pude 
comprovar que a agua do mar e um pouco esverdeada 
e cristalina…Realmente parece o parafso as praias de 
la.Adorei tambem ter a oportunidade de j ogar futebol 
com os meninos de Okinawa,conseguindo ate marcar 
um gol ! 
0 aquario Chura Umi tambem foi inesquecfvel ,pois 
nunca havia vis to peixes coloridos comos os de la. Ver 
o aquario principal,que e imenso,foi como j a  disse 
inesquecfvel. 
Gos tei  mui to de ter a oportu nidade de aprender 
passos basicos de ryukyubuyo,fazer bingata,preparar 
e comer os famosos bolinhos de Okinawa chamados 
satandaguis .  
Porem o l u gar  que m a i s  aprendi  e g o s te i  fo i o 
Memorial da Paz,pois apesar do local ser muito bonito 
e nos transrnitir uma paz interior,apresenta os horrores 
da guerra ,por meio de fotos , vfdeos , maquete s , dra 
matizac;6es e textos .Eu ,ap6s entrar no 6nibus , senti 
que deveria fazer um mundo melhor,pois atraves de 
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tantas informac;oes que nos sao dadas la, voce percebe 

o quanto era dific i l  a vida dos j aponeses  naquela 
epoca,mas mesmo assim eles transmitiam mensagens 
positivas,como uma que li ,que dizia: "Mesmo que voce 
estej a  na meio de uma batalha,tente viver o maximo 
possfvel,mesmo que seja  por mais uma hora . "  
S empre t ive  o interes se  de aprender pelo  menos  
a l g u m  p a s s o  de  e i s a  e la  p u d e  a t e  m e s m o  
fa z e r  u m a  a p r e s e n t a c; a o  d i s t o ! Fo i  r e a l m e n t e  
emocionante,prazeroso e divertido desde o primeiro 
treino ate nossa apresentac;ao no Tenbusu Hall .  
A culinaria e simplesmente saborosa ! Ate mesmo o 
goya ! 
A unica coisa que nao gostei nessa viagem foi o poco 
tempo que tivemos para poder ter contato com nossos 
parentes okinawanos,que me receberam muito bem. 
Mas grac;as a essa viagem pude conhece-los e com 
certeza tentarei o maximo possivel manter contato com 
eles . 
Ao voltar para o Brasil e contar sobre a viagem,meu 
av6 me d i s se  estar com o " e spfrito okinawano "  e 
fiquei muito alegre ao saber disto !Espero voltar muitas 
e muitas vezes para esta i lha que ficara em minha 
mem6ria e corac;ao para sempre. 

メと→輝—―

ジュニアスタディ
J → ● 
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ブラ ジル 沖縄県人会

2006年度 ー ス タ デ イ ー ツ ア ー

7 月24日の夜、 私 と 引率者のアケオ ・ ヨ ギ氏及 びも
う 五人のブラジル青年た ちがボリヴィ ア 国 と アルゼン
チン国の人 た ち と 合流 して 沖縄向 けサンパ ウロ空港
（クンビカ）を出発しました。

沖縄に到着するまで約24時間にわたる旅でした。 ス
チュワ ーデスの応対は親切でした。 ニュー ヨ ー ク経由
で成田空港に着陸 しました。 機内から出た瞬間にい き
なり 湿っ た暑い空気に包まれました。 羽田空港向けの
バ スに乗り まし た。 羽田空港に着 く まで変わ っ た事を
沢山観察 しまし た。 タクシーが違っている事、 道路の
方向 と 車の運転手席が反対なこ と 等。

沖縄に着いた26日に、 皆様方はあたたか く 出迎えて
く れ、 歓迎ポスター も 提示 され、 拍手喝釆 して迎えて
く れました。 その日、 あ るテレビ局のインター ビュー も
ありました。 先祖の地に来て感激 しました。

直 ぐに親戚と出会い、 マクドナル ドヘ行 き 、 ブラジ
ルでは見られない美味 し いえ びのサン ドイッ チを頂 き
ました。 その後、 叔父の家へ向かいました。

叔父の家に入って融和な感じを受けまし た。 各部
屋 と 応接間に畳が敷いてあ って、 ブラジルと は違って
木製の障子で区切られていました。

27日、 古波蔵近辺にある商店街へ行 きました。 その
直後に沖縄ブラジル協会による歓迎会が行われ、 多 く
の親戚たち と 知り 合い、 珍しい料理を味わいました。

28日、 宜野湾にあ る百円 コ ーナー (lOOY) に行 き 、
多彩な品物 と 品質が優れている事に驚 きました。

百円 コ ーナーを出て興南高等学校へ向いました。 8
年生 と 10 ~ 15名の生徒たちからブラジルに関 して様々
な事を問われ、 その中で、 ブラジル人は家庭に鰐をペッ ‘

トと して飼っているかと尋ねられました…
同日、 パチンコを知りました。 大きな場所にスロット

マシンのような変 わ っ た機械が数多 く あり まし た。 町
内数 ヶ 所にあり ます。 スケート場は残念ながら閉まっ
ておりまし た。 も ち アイス クリームを販売機で買 って
食べました。 変わった味で、 美味しかっ たです。

29日より プログラムが始まり まし た。 ホテル CITY

CURT に出向 き 、 交流に参加する 青年た ち と 知り
合いまし た。 様々なゲームと ダンスが行われまし た。

ブラジルのサンバに似た “AXE" 踊りを披露する好
機に恵まれました。

宿泊部屋が分配され、 その日は沖縄のマリア と ア メ
リカのミ ッシェルと 部屋を分かち合う事になりました。

翌日、 渡嘉敷島へ船で向いました。 目覚 し く 美し い
島です。 様々な活動に参加 して、 その中でも 、 特に海
のダイビングは素晴らし く 、 海中生物の多様性の生息
を観察 して、 様々な色をした海中生物の生態を身近に
観賞 しまし た。 そ れ こ そ、 雄大な光景でした ！ 全 く 極
楽の世界でした。
同日、 皆が集まり 第一回目のエイサ ー練習が始まり ま
した。

宿泊所では六人の女性と 一緒の部屋になりました。
沖縄が四人、 ア メリカ人が一人 と アルゼンチン人が一

人。
31日、 渡嘉敷島から戻り 、 沖縄県庁を訪問 して直々

に沖縄県知事と 対面 しました。 感激 しました ！
次いで、 読谷のむら咲むらに行 き 、 こ こでは三味線

を習いまし た。 素敵な所で大変気に入りまし た。 安里
屋ユンタを先祖の地で聞 き 、 弾 き 習い、 光栄に思いま
し た。 特別なひ と と きでした ！ 踊り と 空手 と 、 各自の
体験が出きまし た。 又、 皆が集まって 沖縄のサーター

アンダー ギーを作りました。
この後で、 名護へ行 き 、 第二回目のエイサー練習を

行いました。 楽 しかったです。 宿泊所ではペル一 人が
一人、 ブラジル人が一人 と 沖縄が二人と 部屋を共にし
ました。

翌日、 ヤンバル（山原）へ行 き 、 そ こには清流の小
川 と 小石、 森林と 野生動物、 そ して透 き 通っ た水の滝
がありました。 美し く 、 穏やかで、 リラッ クスできました。

ホテルに戻って来まし た。 ゲーム遊びがあり まし た。
人の温かい心を意味 して焚き 火を燃や し、 周りで踊り
ました。 グループの団結と 友情が一層に感じました。

その夜、 みんなと お風呂に入りまし た。 変 わ っ た 感
じで、 リラッ クスできて、 気持ちが良かっ たです。 お
風呂場には幾つかの仕切りがあ って、 沢山のシャワ ー

も 設置 して、 みんなは裸で入って きて他の人た ち と 一

緒にお風呂に入る事が不思議でした。（幸いに私はビ
キニ水着で入れました）。

2日、 美ら海水族館を見学 しました。 水族館はとて
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も 壮大で美 し い場所です。 そ こ に い た 生 き 物 は 珍 し
かっ たです。 暗が り で光る の も あれば、 大 き す ぎて変
わ っ た形の も の も あ り ま し た。 可愛い イ ル カ の シ ョ ー も
一時 と し て 目 を離さずに 一つ一つの動 き を観察 し ま し
た。

水族館か ら 今帰仁城へ行 き ま し た。 こ の城の石垣
の長さ は1500m に及び完成 ま で百年かか り ま し た。 多

‘

く の 人 た ち に は単な る 城跡であ り ま すが、 私 と し て は
珍 し く 、 何千何百年の歴史が偲ばれ ま した。 昔の ヒ ノ
カ ン （火の神） は 自宅の外側の小 さ な家に祀って、 線
香のにおいがしていま した。 不思議な事に現在はキ ッ
チ ン に祀ってあ り ま す。 戦争の攻撃に耐え た数々 の住
宅を見学 し ま した。 今で も 手工業があ っ て、 シ ー サー

はその う ち の一つです。
最初のホテ ル に戻 り 、 部屋の同僚者は同 じで最終日

ま で一緒で した。
こ の 日 か ら船が出 入 り する港近辺にある広場でエ イ

サーの練習が始ま り ま した。
日 暮れが美 しい所で した。 日増 しに、 青年参加者た ち
の団結心が強ま り ま した。

翌 日 は首里城を訪問 し ま し た。 650年の歴史があ っ
て四回 も 攻撃 さ れ壊滅 し ま した。 1992年に再建 さ れ ま
した。 他に見 ら れない唯一の美 し さ です。 中国、 日 本
及び沖縄 と 混 じ り あっ た建築様式です。

次いで、 玉陵 （ タ マ ウ ド ゥ ン ） を 訪問 し ま し た。 実
は こ こ は 先祖の大 き な墓地です。 先祖に対す る 住民
の尊重心が見受け られま した。

那覇で ビ ン ガ タ （紅型） を 習 い ま し た。 調和の と れ
た色を布の上に塗料 を 塗っ た工芸品です。 こ の芸術
は精神 を 安定 さ せ ま す。 綺麗です。 首里織を選んだ
人 も いれば琉球漆器を選んだ人 も い ま した。

4 日 、 糸満の平和祈念資料館 を 見学 し ま し た。 生
存者か ら戦争の悲惨な話を 聞 き取 り ま し た。 平和の火
及び平和の広場を通 り 、 その当時、 犠牲にな っ た住民、
兵士たち の名前が刻み込ま れた平和の礎があ り ま した。
戦争中 に 自 殺 し た 人 々 の 断崖絶壁 も 見て私は心を打
たれ一生忘れる事は し ま せん。 戦争の痛 ま し さ 、 その
現実を知 り ま した。

こ の後、 琉球ガラ ス工場を見学 し ま した。 色々 な形
を取 り 、 珍 し く 、 創造力に満ち、 綺麗な出来上が り で した。

泡盛工場 も 見学 し て、 工場に 入 っ た 瞬間お酒の匂
いがし ま した。 製造と 準備方法を観察 して大変珍 しい
体験で した。

翌 日 は J I C A 沖縄国際セ ン タ ーヘ行 き 、 沖縄の精
神、 方言及 び知識につ い て 話 し合い ま し た。 最後の
エ イ サー練習 を し、 翌 日 に平和通 り で披露 し ま し た。
初めてエ イ サー踊 り をする私には大変光栄な参加で し
た。 その他に も 素晴 ら しい催 し物があ り ま した。 楽 し く 、
深 く 感動 し、 陽気、 平等主義、 団結心の ウチナー ンチュ
の心を実感 し ま し た。

こ の イ ベ ン ト において私は他では得 ら れない貴重な
知識を得ま した。 一時一時が大切に思えて、 毎 日 、 毎
H と 新 しい知識を得、 多 く の珍 し い物 も 見 ま し た、 又、
長年の歴史が植えつけ ら れた、 珍 し く 素晴 ら し い場所
も 訪問 し ま した。

住ん でい る 国 は 別 で、 67名 の青年 た ち の習慣が異
な っ ていて も 、 文化は同一であ り ま す。 音楽 も 同様で
す。 ブラ ジ ル 日 系人同士で有名な ソ ン グを歌い始めた
ら、 徐々 に、 青年た ちが同 じ歌を歌いなが ら近寄っ て
き ま し た。 正に、 ウ チ ナ ー ン チ ュ です。 今回の イ ベ ン
ト で得た貴重な経験は一生の財産 と な っ て、 常にブラ
ジルのウチナー ンチュ青年たちへ伝える事を試み ま す。

忘れ難い有意義な好機に恵 ま れ、 沖縄県庁、 ブラ
ジル沖縄県人会に深 く 感謝 し、 厚 く お礼申 し上げます。
いつ も守って、 支えて く れた与儀昭雄氏。 私の家族並
びにナ カ マ シ、 マ リ 先生へ、 あ り がと う ござい ま した。

皆様、 本当に どう も あ り がと う ござい ま した。

Ippe Nifedebiru ! ! ! 
Thank You ! ! !  
Muchas Graci as ! ! !  
Muito Obrigada ! ! ! 

JUNIOR STUDY TOUR 2006 

Na noite do dia 24 de julho eu, Akeo Yogui e mais 
cinco j ovens bras ileiros ,  encontramos o pessoal da 
Bolivia e Argentina e juntas partimos do aeroporto 
i n ternac i o n al de S ao P a u l o  ( C u m b i c a )  rumo a 
Okinawa. 
A partir daf, foram mais ou menos 24 horas de viagem 
ate chegar a Okinawa .  As aeromoc;as  eram bem 
simpaticas . Passamos por Nova York e desembarcamos 
no aeroporto de Narita, quando sai do aviao,  senti 
um golpe de ar quente e umido . Logo ap6s pegamos 
um onibus para Haneda, ate chegar la, vi coisas bem 
diferentes :  os taxis ,  o sentido das pistas e q lado do 
motonsta sao ao contrano. 
Dia 26, quando cheguei em Okinawa,  as pessoas  
nos  receberam com bastante entusiasmo, foram bem 
receptivas e simpaticas, mostravam cartazes de boas 
v indas  e n o s  ap laudiam . U ma emi s s ora de tv me 
entrevistou nesse dia .  Senti-me contente por estar na 
terra dos meus antepassados.  
Logo encontrei meus parente s ,  e fo mos  ao Mac 
Donald 's ,  onde comi um delicioso lanche de camarao, 
pois por aqui nao existe. Depois fui a casa de meu tio. 
A casa era bem aconchegante, os quartos e a sala havia 
tatames ,  e umas divis6rias feitas de madeira e feltro 
quadradinho, bem diferente do que ha no Brasil .  
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Dia 27,  fui a um shopping que nao havia cobertura 

perto de Kohagura. Logo ap6s havia uma recep9ao 
de boas vindas oferecida para nos pela Associa9ao do 
Brasil de Okinawa, onde conheci muitos parentes ,  e 

comi pratos muito diferentes.  

D i a  28 fu i a u m a  l oj a  ( 1 00 Y ) ,  l o c a l i z ad a  em 
Guinowan, fiquei surpresa com a variedade e qualidade 

dos produtos.  
Dessa loja, parti para a escola chamada Konankoukou, 
em uma sa la  de 8 ° serie havia cerca de 1 0  a 1 5  
alunos que tinham muita curiosidade de saber sobre 
o Brasil .  Perguntaram varias coisas, uma delas foi se 
os brasileiros criavam crocodi los como animais de 
estima9ao… 
Neste mesmo dia conheci o pachinko, um enorme 
lugar de jogos, com muitas maquinas, tipo ca9a niquel, 
ha varios deles espalhados pela cidade. E uma pista 
de gelo, infelizmente estava fechada. Comi moti de 
sorvete comprada naquelas maquinas de autocompra 
(hanbaiki) muito gostoso e diferente. 
Dia 29 come9ou a programa9ao, parti para o hotel City 
Curt, onde inicialmente conheci os j ovens que iriam 
participar do intercambio ,  ocorreram vario s  j ogos 
e dan9as de integra9ao. Tivemos a oportunidade de 
apresentar o "axe" parecido com samba uma dan9a 
tfpica do Brasi l .  
Foram separados os quartos e as pessoas na qual cada 
um iria dormir. Nesse dia dividi o quarto com Maria 
de Okinawa e Michele dos EUA. 
No dia seguinte pegamos um navio e partimos para 
Tokashikidima, e uma ilha surpreendentemente linda. 
Participamos de varias atividades divertidfssimas e 
uma delas, foi o mergulho ao mar, aonde vimos as 
diferentes formas de vida aquaticas ao vivo e a cores.  
Foi magnifico ! Senti-me no paraiso ! Neste mesmo dia 
treinamos Eisa juntos pela 1 • vez. 
Pousamos  em u m  aloj amento desta  vez div idi  o 
quarto com 6 _meninas, sendo 4 okinawanas, 1 norte 
americana e 1 argentina. 
No dia 3 1  partimos de Tokashikijima para a prefeitura 
de Okinawa onde conheci o governador pessoalmente. 
Foi emocionante ! 
Em seguida, fomos a Yomitan no Murasakimura, um 
maravi lhoso lugar onde comecei aprender a tocar 
samisem. Adorei . S enti -me privilegiada em ouvir e 
aprender a tocar o asadoyayunta na terra dos meus 
antepassados ,  foi um momento muito especial ! Uns 
opinaram em fazer odori e outros karate .  Logo se 
reuniram todos e prepai·amos sataandagui, um bolinho 
tfpico de Okinawa. 

Logo, partimos para Nago onde teve o 2° treino de eisa 
que foi muito divertido. 
Div id i  o quarto com 1 peru ana ,  1 bras i l e i ra e 2 
ok:inawanas . 
No dia seguinte fomos a Yambaru, onde possufa um 
pequeno rio de aguas claras e pequenas pedras, muitas 
紅vores e animais silvestres do local, e uma belfssima 
c achoeira c o m  aguas  cr i s tal i n a s .  Um l u g ar bem 
tranqiiilo, relaxante e muito bonito . 
Voltamos ao hote l .  Houve j ogos de entretenimento, 
acertdemos uma fogueira que s ignificava o c alor 
humano, danc;amos ao seu rector e cada vez mais eu 
sentia a uniao e a amizade entre o grupo. 
Nessa noite, junto com as meninas entrei no ofuro . 
E uma sensac;ao diferente, rel axante e gostosa,  um 
ambiente  tran q ii i l o  com vari o s  chuveiros  e sem 
divi s6rias o que  eu achei estranho e que  as pessoa 
entram nuas no recinto, tomam banho e entram no 
ofuro junto com as outras (pra minha felicidade, pude 
entrar de biqufni ! ) .  
No d ia  2 fomos ao  aquario de  churaum.  0 lugar e 
enorme e muito bonito,  correspondente ao mar. Os  
seres que havia  eram especiai s .  Uns  brilhavam no 
escuro, outros eram super grandes e muitos de  formas 
curiosas . Assisti ao show dos golfinhos muito meigos 
e originais nenhum instante poderia desviar a atenc;ao, 
para nao perder nenhum movimento. 
Do aquario partimos para o castelo de Nakij im este 
cercado por um muro de l 500 metros que demorou 
1 00 anos para construir. Para muitos sao apenas rufnas, 
mas para mim e um lugar raro onde esta carregado 
de sentimento e anos de hist6ria. 0 hinokan antigo se 
localizava fora da casa dentro de uma casinha e ainda 
possufa cheiro de senko, e interessante porque como 
nos dias de hoje,  permanece perto do fogao. Fomos as 
ruas onde havia casas que resistiram a guerra, na qual 
ainda fabricam pec;as artesanais, o shisa e uma delas . 
Voltamos ao hotel de inicio, cuj a  as companheiras de 
quarto eram as mesmas, na qual permaneceram ate 
o fim da estadia. Neste em diante treinamos eisa em 
uma prac;a ao lado do porto, onde atraca os barcos. 0 
lugar fica muito bonito no por do sol, foi uma sensac;ao 
maravilhosa e a cada dia fortalecia a uniao entre os 
jovens participantes.  
No dia seguinte fomos ao castelo shurij o ,  u m  local 
de 650 anos de hist6ria onde ja  foi destrufdo 4 vezes 
e a ult ima reconstruc;ao foi l 992 ,  beleza unica ,  e 
sua arquitetura e designer e uma mi stura de trac;os  
chineses, japoneses e okinawanos. 
Em seguida, visitamos o tamaudun e um lugar onde 

- 27 -



fi c avam o s  ances trai s ,  na  verdade e u m  grande 

cemiterio . Senti o respeito que o povo daquela epoca 
tinha com relac;ao aos seus antepassados .  
Em Naha pratiquei Bingata, uma arte de pintura em 
tecidos que harmoniosamente suas variadas cores e 
maneiras de pintar nos tranqiiilizam e no final ficam 
muito bonitos .  Alguns escolheram shuriori e outros 
ryukyu. 
No dia 4 visitamos o museu de guerra em Itoman, e 
ouvimos tristes relatos de um sobrevivente . Passamos 
na chama e na prac;a da paz onde ha v釘ias lapides com 
nomes de quem morreu nessa epoca. Vi um penhasco, 
que devido a guerra as pessoas se suicidavam. Estes 
principalmente foram o que mais me comoveu e jamais 
esquecere i .  Pois  naquele momento senti  a sofrida 
realidade da guerra. 
Depois fomos a uma fabrica de vidros de Ryukyu, a 
maneira que moldavam as pec;as era muito curioso 
tornando-as belas e bem criativas. 
Visitamos uma fabrica de awamori , ao entrar la ja senti 
o aroma do sake. Foi muito interessante o metodo e os 
cuidados usados para a preparac;ao do produto. 
No d i a  segu i nte  fu i ao c e ntro i n ternac i o n a l  de 
Okinawa onde foi exposto o importante sentimento, o 
dialeto e os conhecimentos sobre a provfncia. Houve 
o ultimo ensaio de eisa, pois no dia seguinte irfamos 
apresentar no heiwadoori . Para mim foi uma honra, era 
a primeira vez que eu praticava eisa. Houve tambem 
apresentac;oes belfssimas . Tudo foi muito divertido 
e me emocionei  profundamente,  senti  presente o 
verdadeiro sentimento utinanchu, alegre, igualitario e 
unido. 
N e s t e  e v e n t o  v i v i ,  a p r e n d i  e s e n t e  c o i s a s 
extraordinarias e unicas . Cada momento era especial 
e prec i o s o ,  todos  os d ias  aprend ia  e v i a  mui tas  
novidades,  visitei lugares raros de  beleza espetacular, 
na qual,esta empregado sentimentos e anos de hist6ria. 
Entre 67 jovens, independente de morarem em diversos 
pafses ,  obtendo costumes diferentes ,  as culturas sao 
as  mesmas . As mus icas  tambem,  po i s  comecei  a 
cantar uma musica famosa entre os nikeis brasileiros 
e aos  poucos  aj untavam vari o s  j ovens  de vari as  
provfncias cantando a mesma musica. Realmente os 
utinanchus sao todos iguais .Levarei para a vida inteira 
esta importante experiencia que obtive neste evento, 
tentarei sempre transmitir para os j ovens utinanchus 
brasileiros .  
Agradec;o ao governo de Okinawa, a associac;ao Kenjin 
do B ras i l ,  por proporc ionarem esta oportunidade 
inesquecfvel . Ao Akeo Yogui por estar sempre dando 

ass i stencia  quando prec isava. A minha famflia e a 
minha sensei Mari Nakamashi que desde o inicio me 
ajudaram. 

A todos, hontoni domo arigatou gozaimashita. 

Ippe Nifedebiru ! ! ! 
Thank you ! ! !  
Muchas Gracias ! ! ! 
Muito Obrigada ! ! ! 
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2006年度 ー ス タ デ イ ー ツ ア ー 縄県稲嶺恵一知事と 懇談 しまし た。 スタディ ー ツアー

の幾人かの参加人が演説をしまし た。 知事 と 幾人か
今回ジュニアスタデイ ー ツアーに参加する機会に恵

ー
の高官 と 記念写真を撮り まし た。 県庁訪問後に昼食

まれ、 厚 く お礼を申 し上げます。 沖縄文化の学習は私 を済ませ、 沖縄文化が満ちた むら咲むらを見学 しまし
の一生の財産 と して残り 、 次に来る世代へ伝え、 又、 た。 空手、 三味線及び琉球舞踊を習うため三つのグ
その世代がこのような好機に恵まれますよう期待 して ループに別れました。 私は空手を選びました。 興味深
おります。 く 、 楽 しかっ たです。 しか しながら、 三味線 と 琉球舞

沖縄に着 き 次第、 朗らかな皆様方は未知の私たち 踊にも 魅了されまし た。 皆、 習っ た事に喜びを感じて
を快 く 受け入れ、 暖かい歓迎が伺 わ れて安堵 しまし いたようです。 この後、皆が集まり 沖縄郷土料理のサー

た。 親戚の家まで向かう道のり は心地良 く 、 沖縄がと ターアンダギーを作り 美味 し く 頂 きまし た。 夕 方には
て も 美し く 見えまし た。 と こ ろ が こ れは後 ほ ど知っ た エイサーの練習がありました。
素晴らし い 沖縄全土の中の十分の一にしか過 ぎませ 第四日目は沖縄の自然環境を知りまし た。 目的の比
んでした。 こ れが幸せなあたたかみを持っている住民 地滝までの山道を歩 きまし た。 この道のりに疲れまし
の姿の秘訣ではないでし ょうか。 たが、 珍 し い動物 と 植物を観賞 して大変有意義な山

親戚 と 共に過 し た日々 は良い経験になりました。 ブ 道歩 きでした。 勿論、 比地大滝は素晴らしかっ たです。
ラジルと日本の習慣の相違、 特に沖縄の習慣は各家 気持ちの良い気候でした。 同日、 エイサーの練習後に
族によって存続 している事がわかりまし た。 宜野湾の バーベキューをして楽 し く 過 しまし た。 グループ活動
町を歩 き 、 多 く の朗らかな人た ち と出会い、 沖縄の民 で焚 き 火を焚 き 、 皆で面白いゲームをし、 焚 き 火の周
について も っ と 深い知識を得まし た。 又、 予想 も して りで踊りました。 最裔でした。
いなかっ た知らない親戚たち と出会い、 今では私の身 翌日の朝、 沖縄の海の生物を知るため美ら海水族
内の一人になりました。 館へ行 きました。 この美しい場所には生物の他にも 観

ツアーのス ケジュールは最 高で し た ！ “ 歓迎パ ー 察する事がた く さんありました。 同所で色々な演技を
ティ ー” から “ さよならパ ーティ ー” まで、 忘れる事 するイルカのショー があり まし た。 その後に、 今帰仁
が出来ない経験ばかりで、 素晴らしい地を訪れ、 優れ 城跡を訪れまし た。 城跡内に案内されまし た が、 戦
た人たち と 知り 合いました。 場の跡が今も 残 されており 、 昔が偲ばれました。 同日、

“歓迎パ ーティ ー” で日程を見てその素晴らし さが 那覇市のマチグワァー（市場）へ行 き 、 社会見学をして、
予想できまし た。 歓迎会では気楽に参加者た ち と 対 平和通りなどの有名な場所について知りまし た。 この
面できまし た。 披露、 踊り そ して話を交わ し た人たち。 後でエイサーの練習をしました。
他の国の言葉も 典味深かっ たです。 七日目は世界 と 沖縄県民の平和の尊さと大切 さを学

訪問は渡嘉敷島から始まりまし た。 島は美し く 、 海 びまし た。 平和祈念資料館見学で戦争の背景に関す
からも その美し さが見えまし た。 島の一番の美し さは るビデオを見ました。 更に、 戦争の生存者の証言も 聞
ビ ー チでし た。 透明で綺麗な海には珍 し い海中動物 きました。 平和の火、 この戦争で死亡した人たちの名
がいまし た。 その他に、 カヌ ーを漕 ぎ、 泳いで海水魚 前が刻まれている平和の礎がありまし た。 次いで、 ガ
も 観まし た。 又、 島の住民た ち と ビー チサッカー遊び ラス工場 と 沖縄の有名な泡盛工場を見学 しました。 タ
をして楽 しかっ たです。 時は早 く 流れ去り 、 知らずに 方にエイサーの練習がありました。
一日が終ろうと して いまし た。 その後、 エイサ ーの練 翌日は、 一寸 し た冗談を言いながら、 前原信 一 様
習が始まって、 国吉先生 と 初対面 しまし た。 やり 手で からウチナ ーンチュ移民と 沖縄の人の精神について学
人柄が良い 人です。 エ イサ ー は少 し 難 し か っ たです びまし た。 この後でエイサーを練習して、 踊り は上達
が最初から調子よく 徐々に理解 して覚えました。 していました。

翌日は沖縄県庁を訪れまし た。 儀式が行われ、 沖 私 た ち がエイサ ーを披露する日に質問書の書 き 入
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れがありました。 その後、 テンブス那覇に向かいエイ
サーの披露準備をしました。 次いで、 平和通りで披露
し、 終り次第テンブス那覇 に戻り披露し、 最後にテン
ブス那覇前広場の舞台でヒ デカツの太鼓で感動的な
披露が行われました。 カチャ ーシー踊 りはとても楽し
かったです。 先生にエイサーを教わって感謝していま
す。 引き 続 き、 思い出としてプリクラで様々 な写真を
撮りました。 町を散歩して宿泊所に帰り、 休みました。
ホ ームステイの最終 日は那覇の町を歩 き、 新たなとこ
ろを知りました。

“さような ら パ ー ティー”
では、 各自の演技の披露が

あって二つの歌を歌いました。 ニライの風と島ん ち ゅ
ぬ宝でした。 別れの挨拶を済ませ、 各自が親戚の家
に戻っていきました。

私 は ウ チ ナ ンチ ュ ー です

首里城と今帰仁城の城跡のような城は沖縄の歴史
を教えてく れます。 空手と琉球漆器は沖縄文化を伝え
て く れます。 沖縄ソ バとサーター アンダギーは沖縄の
美味しい郷土料理です。 渡嘉敷島 は沖縄の美しさを
表現しております。 だけど、 ウチナ ーンチュとは、 そ
れだけを知る事ではな く 、 このような 美しい地にきて
名誉を感 じ、 典味深い文化に染まり、 更に、 幸福に精
一杯生きて

“イチャリバチョ ー デー（行 き あえば兄弟
になる）

”
！ の精神を持つ事です。

私の心の底に刻まれていたウチナーンチュの精神が、
エイサ ー 踊りを通 じ、 自分自身と周 囲にもその精神の
発散ができました。 過した期間中はエイサー踊りに一

番深 く 感動させ られました。 ブラジルで既にエイサー

踊りの練習はしていましたが、 沖縄では多 く の人たち
が奨励し、 参加も多 く 、 踊る喜びも与えてく れました。

世界のウチナ ーンチュと出会って大変光栄でしだ。
私にとっては、 単なる友達ではな く 、 兄弟であって、
一生心の中にある兄弟です。

スタデイ ー ツ ア ーに参加できて感謝の気持ちで一杯
です。 完璧で、 新しい兄弟たちが与えられ、 祖父母
の故郷を知 り、 文化と出合い、 私を満たしました。 ど
んな にお金があっても得た知識は買えません。 見学、
訪問した所、 習ったこと、 特に知り合いになった兄弟
たちと、 このように二度とない好機に恵まれ、 深 く 感
謝しております。

スタデイ ー ツ ア ーの目的がウチナ ーの文化を普及さ
せる事だったとしたら、 既にこの目的は達成しました。
というのは、 自宅に戻ってきたらエイサ ーの練習、 三
味線が弾 きたく 、 ウチナ ー ロをオ バー か ら 教 わる希望
をもちました。 今では、 ウチナ ーンチュである事に誇
りと名誉を感 じています。

沖縄で知り合った兄弟たちと親切な 住民たち が懐
かしく 思えます。 毎 日が特別な 日になり、 特にエイサー

踊りの日は皆と別れたこともあって感動的で一層特別
な 日になりました。 ヒ デカツと共にした演技と先生の
琉球国祭 り 太鼓の披露を観ることができ 感激しており
ます。 この日は九 日間一緒に学んで、 楽しんだグルー

プとの別れでもありました。 親戚の家に戻ってきたら、
二度と戻ってこない、 忘れる事ができ ない旅行が終わ
りに近づいて悲し く なりました。 私は知り合った兄弟
たちと沖縄で過した日々を胸の奥にしまい、 一生忘れ
ない事にしました。

沖縄が大好 きになりました。 五年先のウチナ ーン
チュ 大会に参加を予 定して、 近い将来皆に会える事
を望んでいます ！

私はこの旅行によって成熟し、 より発達した人に な
りました。 それに感謝するだけです ！

ジュ ニ アスタデイ ー ツ ア ーの主催者の方 々、 どうも
ありがとうございました。 沖縄の住民たちへ、 ありが
とうございました。 新しい兄弟たちへ、 どうもありがと
うございました ！ 皆が懐かしく 思えます ！ 皆か ら生きる
人生の尊さを教わりました ！ ニ フ ェ ー デービル チョ ー

デー ！

JUNIOR STUDY TOUR 2006 

Primeiramente gostaria de agradecer a oportunidade 
unica de poder viaj ar a Okinawa e aprender mais 
sobre a cultura okinawana, um aprendizado que ficara 
comigo para o resto de minha vida e que poderei 
passar as pr6ximas gerac;oes, gerac;oes que espero que 
tenham a mesma oportunidade que tive. 
Logo que cheguei a Okinawa ja pude perceber o calor 
e a hospitalidade de um povo divertido,  s impatico 
e muito alegre , que estava disposto a nos receber 
sem, muitas vezes,  nos conhecer e que me fez sentir, 
muito rapidamente, que estava em casa. Ao tomar o 
carninho ate a casa de meus parentes j a  pude perceber 
que Okinawa era um lugar lindo e muito agradavel , 
porem o que eu vi nao era nem um decimo do que esta 
maravilhosa ilha tinha a me mostrar. Mas ainda tinha 
uma duvida: 0 que faz esse povo ser tao feliz e tao 
especial? 
C o n v i v e r  c o m  m e u s  p ar e n t e s  fo i u m a  6 t i m a  
experiencia ,  porque pude perceber a diferenc;a de 
costumes do Brasil e do Japao, em especial Okinawa, 
mas ao mesmo tempo vi que muitos costumes foram 
preservados  p e l a  m i n h a  famil i a .  Pude  tambem 
conhecer  mai s  s obre o povo oki nawano ja  que ,  
ao andar pe la  cidade de Ginowan , conversei com 
muitas pessoas e todas elas foram muito agradaveis e 
simpaticas. Gostei tambem de poder conhecer parentes 
que eu nunca imaginei poder ver e que agora ja fazem 
parte da rninha vida. 
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Para mim o Tour e sua programar;ao foram o melhor 
possivel ! Desde o "Welcome Party" ate o "Sayonara 
Party" pas se i  por  experienc ias  i nesquecfve i s ,  v i  
lugares maravilhosos, conheci pessoas fenomenais .  
Ao. comer;ar pelo "Welcome Party" j a  pude perceber 
que a programar;ao que viria seria excelente, pois essa 
festa foi 6tima para que pudessemos nos conhecer 
e nos sentir a vontade . Adorei as brincadeiras , as 
apresentar;oes,  as danr;as, e as pessoas que conversei. 
Foi muito interessante tambem conhecer outras linguas 
e outras pessoas . 
Ao c o m e r; ar o p a s s e i o  j a  fo m o s  para  a i l h a  de 
Tokashiki, uma ilha muito linda, ate mesmo no mar ja  
se  podia admirar a ilha por sua  beleza, mas as  partes 
mais bonitas eram as suas praias, com aguas claras e 
muito limpas, com animais marinhos muito lindos e 
interessantes. Em uma praia tao linda ainda tivemos a 
oportunidade de fazer v紅ias coisas, como remar nas 
canoas, nadar juntos aos peixes e ainda jogar futebol de 
areia junto aos moradores da ilha, foi muito divertido, 
essas atividades fizeram o tempo passar muito rapido, 
fazendo o final do dia chegar sem que percebessemos 
, porem ainda teve o treino de eisa, onde conhecemos 
melhor quern serio o nosso professor, o Sr. Kuniyoshi, 
uma pessoa muito boa e muito capaz. Foi muito born 
desde o primeiro treino, tivemos algumas dificuldades 
mais aos poucos fomos aprendendo e entendendo o 
EISA. 
No dia segu i nte  fom o s  ao Palac i o  do  Govern o ,  
onde houve uma cerimonia  n a  qual  encontramos 
com o Sr. Inami Keichi ,  governador de Okinawa, 
houveram tambem alguns d iscursos  por parte de 
alguns integrantes do Junior Study Tour, logo ap6s 
isso tiramos uma foto com todos os j ovens junto ao 
governador e mais algumas autoridades .  Ao sair do 
Palacio do Gorverno ,  almor;amos e nos  dirigimos 
ao Murasaki Mura, um complexo repleto de cultura 
okinawana que nos fez sentir que voltamos no tempo, 
la o grupo se dividiu para que pudessemos aprender 
sobre tres coisas  diferentes ,  o karate , o shamisen 
e o ryukyu buyo, optei  pelo karate,  que foi muito 
interessante e muito divertido, porem tambem queria 
ter praticado tanto o shamisen quanto o ryukyu buyo, 
creio que todos gostaram do que aprenderam. Ap6s 
i s s o ,  n o s  reun imos  e todos  j untos  aprendemos a 
preparar o satandagui, um prato tfpico da culin紅ia de 
uchina que realmente e muito gostoso.  E ao final do 
dia tivemos mais um treino de eisa. 
No 4 ° dia conhecemos mais  sobre a natureza de 
Okinawa,  para i s s o  fi zemos  u m a  tri lha  em u m a  
montanha onde o destino e r a  a c achoeira Hij i .  0 

passei foi muito cansativo, mas valeu a pena, porque 
conhecemos muitos animai s e plantas diferente s ,  
sem mencionar a beleza d a  cachoeira Hij i  e o clima 
agradavel daquele local . Neste dia ainda tivemos mais 
treinos de eisa seguido de um barbecue muito gostoso 
e divertidfssimo. Depois fizemos o Camping Fire, uma 
atividade de grupo onde acendemos uma fogueira e 
fizemos v紅ias brincadeiras divertidfssimas, nas quais 
podfamos ver nossos amigos passarem por testes e 
jogos muito engra<;ados e ainda dan<;amos ao rector da 
fogueira v紅ias dan<;as, foi muito especial. 
Na manha seguinte a programa⑮ao foi conhecer sobre 
o mar de Okinawa e os serem que la habitam, entao 
fomos ao Aquario Okinawa Chura Umi ,  um lugar 
lindo, com muitas coisas a serem observadas, alem dos 
animais .  Havia belos animais e alguns tambem muito 
grandes .  No mesmo local ainda vimos um show de 
golfinhos maravilhoso com v紅ias demonstra<;6es de 
habilidades tanto dos treinadores quanto dos animais .  
Mais tarde nos dirigimos as Rufnas do Castelo de 
Nakijin, la fomos guiados para dentro do que seria os 
restos de uma guerra e que ainda foram preservados, 
consegui sentir parte do espfrito e sentimento ali 
deixado . No mesmo dia ainda fomos ao Machigua, 
onde fizemos u m  passeio na  cidade de N aha com 
o intuito de conhecer a sociedade e a lguns  pontos 
urbanos famosos, como o Heiwa dori . Para finalizar 
um dia tao longo tivemos um treino de eisa. 
No dia seguinte visitamos v釘ios pontos onde passava 
e morava a realeza de Okinawa, como o Castelo Shuri 
e o Parque Shikina-en, lugares onde se pode perceber 
uma forte influencia chinesa em rela<;ao a estrutura 
destes locais .  Ap6s isso fomos ao Tenbusu, na Kokusai 
Dori , la  aprendi a fazer o Ryukyu Shiki,  que achei 
muito interessante apesar de ser tao diffcil .Ao final do 
dia tivemos 111ais li<;6es de eisa. 
0 7 ° d i a  fo i marcado  p o r  u m 、 c erto r e s  p e i  to e 
aprendizado sobre a importancia da Paz, para o mundo 
e para o povo okinawano.  Fomos ao memorial da Paz, 
assistimos a um vfdeo sobre as guerras que ocorreram 
em Okinawa e ainda ass istimos ao depoimento ao 
vivo de um sobrevivente desta guerra .Vimos o Fogo 
da Paz e o cemiterio onde ficam os nomes das pessoas 
que morreram nesta guerra . Ainda fomos ver como 
funciona a fabrica de vidros e depois fomos a fabrica 
de Awamori , uma bebida muito famosa de Okinawa. 
Ao final do dia houve mais treino de eisa. 
0 pr6ximo dia foi muito interessante porque atraves 
de algumas brincadeiras e do conhecimento do Sr. 
M aehara S h i nj i  aprendemos  s obre a e m i gra<;ao 
Uchinanchu e sobre o sentimento sobre a identidade de 
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cada um de n6s e dos okinawanos. Ap6s isso treinamos 
de novo e i s a  e depoi s  de tanto tre ino  e stavamos 
conseguindo aprender todas as  coreografias . 
O dia da nossa apresenta9ao de eisa come9ou com uma 
reuniao para responder alguns questionarios .  Depois 
nos dirigimos ao Tenbusu, onde nos preparamos para 
apresentar o eisa, em seguida nos dirigimos ao Heiwa 
Dori onde foi n o s s a  primeira apresenta9ao,  logo 
depois nos  dirigimos ao Tenbusu para apresentarmos 
mais uma vez e depois fomos a frente do Tenbusu 
para apresentarmos uma ultima vez, ult ima,  mas a 
mais emocionante apresenta9ao, ao som de Hidekatsu, 
foi muito divertido, porque ainda teve um Kachyashi 
e agradecemos o nosso professor de e isa  por tudo 
que ele nos ensinou, foi um momento emocionante . 
Em seguida fomos  a uma casa  de Purikura onde 
tiramos v紅ias fotos para guardar de recorda9ao, ainda 
passeamos pela  c idade e depois  fomos para casa .  
Descansei. 
No ultimo dia de Home Stay andei pela cidade de 
Naha e conheci novos lugares.  
No "Sayonara Party" fizemos treinos sobre como seria 
a programa9ao e depois fizemos nossas apresenta96es 
individuais e cantamos duas can96es, Nirai e no Kaze 
e Shimanchu nu Takara, nos despedimos e fomos para 
casa de nossos parentes .  

Watashi wa UCHINANCHU 

Lugares como o Castelo Shuri e as Rufnas de Nakij in 
nos ens inam a hi st6ria de Okinawa, o karate e o 
ryukyu shiki nos ensinam sobre a cultura de Okinawa, 
soba  e o s atandagui  nos  mos tram a c u l i n aria  de 
Okinawa, a ilha de Tokashiki nos mostra a beleza de 
Okinawa, mas ser Uchinanchu, nao e s6 conhecer tudo 
isso, ser Uchinanchu e sentir honra de vir de um lugar 
tao · lindo, e se apegar a uma cultura tao interessante e 
tambem conseguir viver com tanta vontade e felicidade 
e ter  u m  e s p frito e um sent imento  de " Ic hari b a  
Choode" ! 
Dentre as v釘ias coisas que fiz e que vi nesses dias, o 
que mais me tocou foi o EISA, porque senti no eisa 
uma forma de ressucitar o espfrito Uchinanchu que 
estava dentro de mim e que atraves do eisa eu consegui 
tambem deixar esse sentimento se espalhar no meu 
·corpo e ao meu redor. Mesmo ja  tendo treinado eisa no 
Brasil ,  sinto que foi muito mais especial, porque em 
Okinawa o povo incentiva e participa muito mais nos 
dando mais prazer em dan⑫ar. 
Estou muito feliz por ter conhecido tantos Uchinanchu 
do mundo inteiro, e posso dizer que, para mim, eles 

nao sao apenas amigos, eles sao irmaos,  irmaos que 
ficarao em meu corac;ao para o resto da vida. 
Estou muito agradecido por ter p artic ipado deste 
programa, porque ele foi perfeito, atraves dele ganhei 
novos irmaos,  conheci a terra de meus av6s,  e conheci 
a cultura que me completo u .  Agradec;o realmente 
tambem porque sei que essa foi uma oportunidade 
unica, e que nem todo o dinheiro do mundo poderia 
comprar o conhecimento que recebi, os lugares que 
vi,  as coisas que fiz e principalmente os irmaos que 
conheci .  
Se o objetivo do Junior Study Tour era disseminar a 
cultura de Uchina, esse objetivo foi alcanc;ado, porque 
assim que cheguei em casa fiquei com vontade de 
treinar eisa,  tocar shamisen e aprender uchinaguchi 
com a minha Oba. Agora sinto muito mais orgulho e 
honra de ser Uchinanchu ! 
Sentirei muita falta de tudo o que passei em Okinawa, 
dos irmao que conheci e de deste povo tao acolhedor. 
Todos os dias foram especiais  e ficarao marcados 
em mim, contudo o dia da apresentac;ao de eisa foi 
o dia mais especial , pois ,  para mim, foi nesse dia 
em que nos separamos ,  contudo foi um dia muito 
emoc i o n an t e ,  porque alem de  apre s e ntarmos  o 
resultado de nossos esforc;os nos treinos, ainda tivemos 
o privilegio de assi stir tocar junto com Hidekatsu e 
assistir a apresentac;ao do nosso sensei com o Ryukyu 
Koku M atsur i  D aiko . E s s e  d i a  fo i emoc i o n ante 
tambem porque foi a primeira separac;ao do grupo 
ap6s ficar 9 dias juntos, aprendendo e se divertindo 
juntos .  Ao chegar na casa de meus parentes senti um 
enorme vazio por dentro e uma tri steza, pois sentia 
que estava pr6ximo o fim de uma viagem inesquecfvel 
e que este tempo jamais voltaria e eu nao sabia o que 
fazer, a unica coisa que eu pude fazer foi guardar todos 
esses irmaos e tudo o que passei em Okinawa no lado 
mais profundo de meu corac;ao para que jamais sejam 
esquecidos, e jamais serao esquecidos.  

Gostei tanto de Okinawa que pretendo daqui a 5 anos 
voltar a esta terra maravilhosa no pr6ximo Uchinanchu 
Tai Kai e espero encontra- los nesse futuro ! 
S i nto que esta v iagem me fez crescer por dentro 
me tornando assim uma pessoa melhor e com mais 
vontade de viverm entao s6 tenho a agradecer ! 
Muito obrigado aos organizadores do Junior Study 
Tour, muito obrigado ao povo de Okinawa e muito 
obrigado aos meus novos irmaos ! Sentirei muita falta 
de todos ! Todos essas pessoas fizeram a minha vida ser 
muito mais especial e ter um significado ainda maior ! 
Nihedeebiru Choode ! 
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レ ナ タ ち え み 城 間
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

RENATA TIEMI SHIROMA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 7歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ブラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県 人会

2006年度 ー ス タ デ イ ー ツ ア ー

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー は、 私達に と っ て沖縄の
自 然、 文化、 歴史を知る う えで最高の機会であ り ま し
た。 Welcome Party で は た く さ ん の 友達 と 友好 を 結
び、 喜び、 そ し て い ろ い ろ な事 を 知 る う え で の ス タ ー

ト であ り ま した。
沖縄の歴史 に つ い て、 首里城や今帰仁城跡 な ど を

訪問 し ま した。 その他い ろ い ろ な 所 を 訪ね ま し た。 南
部戦跡を訪ねて初めて戦争について知 り ま した。 渡嘉
敷島では海岸の素晴 ら し さ 、 と く に ボー ト で眺めた海
の美 し さ は な ん と も 言 え ま せん で し た。 本部の海洋博
では、 た く さ んの魚、 大 き な水槽、 そ し て海豚 （ イ ル カ ）
の show を 見 ま し た。 ま た、 や ん ばる の 山 中で は動物
のほが滝な ど、 私達に感銘 を与え る も の ばか り で し た。

文化 と 言え ば三味線を弾 き 、 紅型を染め、 サー タ ー

ア ン ダ ー ギー を 作 り 、 ガ ラ ス 工場そ し て エ イ サ ー も 習
い ま し た。 稲嶺県知事訪 問 の 時は、 県知事が どれほ
ど若い人達 を激励 し、 沖縄の伝統 を 守 っ て 行 こ う と し
て い る かを知 り ま した。 沖縄の伝統、 習慣が失われつ
つ あ る 現在、 その伝統を 引 き 継いでい く の は若い人達
で あ る と の期待が持 た れ て い ま す。 今度の こ の 行事
で、 私達 は い ろ い ろ な 国 の 人達 と 知 り 合 う こ と がで き
ま し た。 こ の 催 し の最後は、 私達に と っ て涙、 涙の別
れで し た。 大学を卒業 し た ら ま た 沖縄を訪問 し よ う と
思い ま す。 楽 し く て、 ま た、 と て も 良い勉強にな り ま した。
沖縄の事を忘れない し、 それはいつ ま で も 私の胸に刻
ま れる と 思い ま す。 私は本当 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の子弟
であ る こ と を知 り ま した。

お 世話 に な っ た 親 戚 の 皆 さ ん、 そ し て ウ チ ナ ー ン
チ ュ の皆 さ ん と 知 り 合 う 事がで き ま し た。 皆 さ ん本当
にあ り がと う ござい ま し た。
マ タ ヤ ーサ イ

JUNIOR STUDY TOUR 2006 

que mamos passar. 
Em s e  tratando de h i s t6r ia ,  v i s i tamos  o c as te lo  
Shurijou e as  rufnas do  castelo de  Nakijin, foi a i  que 
tomamos conhecimento dos costumes de antigamente 
e tambem conhecemos  o memoria l  da paz  onde 
aprendemos sobre a guerra. 
Na ilha de Tocashiqui fiquei encantada com o mar, 
principalmente quando mergulhamos com os peixes 
e andamos de canoa. No aqu紅io em Motobu, fiquei 
fascinada com a variedade de peixes ,  com o maior 
aquario e o show de golfinho s .  E na  flore sta em 
Yambaru que possui os animais exclusivos de Okinawa 
e uma cachoeira maravilhosa, pude perceber que a 
natureza da ilha de Okinawa fascina a qualquer um. 
E falando de cultura, gostei bastante de tocar sanshin, 
fazer bingata, satandagui ,  visitar a fabrica de vidro e 
awamori e principalmente aprender eisa. 
Fiquei tambem bastante surpresa quando visitamos o 
governador Keich Inamine, porque percebi o quanto 
ele incentiva os j ovens a manterem a tradi�ao de 
seus antepassados por i s so  o ult imo dia foi s6 de 
estudo, aprendi o que e ser uchinanchu porque esse 
espfrito esta acabando e para os mais velhos is互0 e tao 
importante que os unicos que podem ainda resgatar 
esse espfrito sao os jovens .  
Esse intercambio tambem foi uma grande oportunidade 
para conhecer pessoas novas de diferentes pafses ,  
ape s ar do pouco  tempo adore i  o s  parentes  e o s  
uchinanchus ( ICHARIBACHOUDE) que foi u m a  
grande alegria, porque percebi o quanto sao divertidos,  
acolhedores e simpaticos.  
0 fi m d e s s a  v i ag e m  fo i uma grande tr i s t e z a  e 
choradeira, mas com certeza  depois  da facu ldade 
voltarei. 
Diversao com aprendizagem a gente nunca esquece, 

0 Junior study tour foi uma grande oportunidade para por i s so  essa  v iagem ficara para sempre na minha 
conhecer a hist6ria, natureza e cultura de Okinawa. mem6ria e o que levarei para o resto da minha vida e 
0 Welcome party foi apenas o come�o de muitas que sou uma verdadeira uchinanchu. 
alegrias, amizades e principalmente aprendizagem MATAYASAI 
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宮平 レ オ ナ ル ド マ ル テ ィ ン
- - - - - - - - - - - - - - - - - - --------------- - - - - -------- - - - - - - - · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  

LEONARDO MARTIN MIYAHIRA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ---------- - - - - - - - - - - - - - -------------

1 7 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - ---------- ------------------------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ---------------------

ア ルゼ ン チ ン共和国 Argentine Republic - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - --------- - - - - - - - - - - - - - - - -------------------------------

在亜沖縄県人連合会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 して

こ んにち は、 私 はアル ゼンチンの宮平ひ ろ ゆ き レ
オナ ル ド、 18歳です。 現在電子工学部の大学生です。
この15日間 沖縄で過ごさせていただいた事をまとめる
こ と は難しいですが、 一言で言 う と あ っ と い う 間に過
ぎいっ た H 々でした。 わ たしの体験はと て も 感動的な
事ばかりで、 それを言葉にする事はとて も 難しいです。

初めて外国へ出た と い う 事も あり 、 た っ た2週間の
短期間で色 々 体験したり 、 人 々 と 知り 会っ たり 、 勉強
したり 、 新しい事を学んだりしたのは生まれて初めて
の事でした。 一 番印象に残っ たのは、 地図で見た 沖
縄と 私が体験した 沖縄は全然違っ て いて、 夢にも 想
像できないような沖縄の文化を知る事ができました。
帰る頃になって気がついた事は、 沖縄の事を全部知る
ためには一生 この島に住まなければならない と い う 事
でした。

ジュニアスタディ ー ツアーが始まり 1番心配だっ た言
語は、 3 ヶ 国語（スペイン語、 日本語、 英語）であま
り 問題なく コ ミュニケーションが取れたので嬉しかっ
たです。 それからウチナ ー ロ も 覚えるように努力しま
したが、 元々 分からなかっ たので難しかっ たです。 残
念ながら多 く は覚える事が出来ませんでした。

沖縄の自然の中で素晴らしい風景と さんご礁、 き れ
いな海で泳 ぐ事ができ た事はとて も 最高でした。 沖縄
文化体験ではエイサ ーが一番よかっ たです。 そ れに
三線、 サーターアンダギー作り も とて も 楽しかっ たです。

歴史につ いて は、 今帰仁城、 首里城を見学し、 な
ぜ昔は 「琉球」 だっ たのか、 また戦争についての話を
聞いて、 沖縄独自の文化が少し分かっ たような気持ち
になりました。 また私にと って平和祈念公園での祖父
のお墓参り は、 両親や親戚のおじさん た ちに対して も 、
とて も大切な事でした。

このツアーのお 陰で 沖縄の文化に典味を持ち 始め
たので、 アカネ さん と ミ ュキさん と 一緒にアルゼンチ
ン沖縄県人会の青年部に参加するこ とにしました。 元
ジュニアースタデイ ー ツアー参加者と会って、 楽しい
時間を過ごして、 ほかの国の青年部の人と 連絡を取っ
たりしています。

この企画のコ ーデイ ネ ートをされた皆様、 一緒に付

き 添 っ て い た だ い た 方 々 、 県庁の皆 さんが、 私 た ち
をいつ も 気遣って く れたお陰でジュニアスタデイ ー ツ
アーを無事に終えるこ とが出来ました。 親戚の皆さん
も 初めて会っ た皆さん も 、 初めて会う 私たちを快 く 受
け入れて く だ さり 、 その事が、 私が最高な体験をする
事でき た理由の1つだと 思っています。

短い期間でしたが、 1日1日充実した日々を送る事
が出来ました。 ボランティアスタッフの皆さんにも も う
一度お礼を言いたいです。 世界でも 、 沖縄にしかない
特徴、 特に人間性について、 親切 さと 温かみをとて も
感じました。

私の近い将来のH標 として、2011年に開催される「第
5回の世界のウチナ ーンチュ大会」 へ参加するこ とを
決めました。
皆 さんい ろ い ろ と お世話になり ました。 本当にあり が
と う ございました。

Junior Study Tour 2006 

Hola, soy Leonardo Hiroyuki Miyahira de Argentina. 
Tengo 1 8  afios y ahora estoy en la facultad estudiando 
ingenierfa electr6nica. En este reporte voy a contar 
brevemente todo lo vivido durante los 1 5  dfas que 
estuve en Okinawa, que sinceramenie fueron unos de 
los mejores de mi vida y practicamente se me pasaron 
en un abrir y cerrar de ojos .  
Fue la primera vez que salf de mi pafs y nunca pense 
que en un viaj e  de un par de semanas iba a hacer 
tantas cosas como conocer las culturas de todo el  
mundo, hacer una gran cantidad de amigos,  aprender 
tradiciones de Okinawa, conocer hermosos paisajes  
y muchas otras cosas  que ahora voy a detallar mas 
profundamente . Lo que mas me sorprendi6 fue poder 
encontrar todas estas cosas en un lugar aparentemente 
tan pequefio, pero estando allf darte cuenta de que es 
totalmente diferente a lo que uno pensaba. Al final 
del viaj e  recien me df cuenta de que para conocer 
y entender en su totalidad un lugar tan maravilloso 
como Okinawa, con una cultura propia tan extensa se 
necesita vivir una vida entera alli. 

- 34 -



Una de las primeras cosas que pude aprovechar en el 
viaje foe el manejo de las tres lenguajes que se hablar: 
Espanol, Nihongo e Ingles .  Desde el primer dfa que 
llegue ya tuve que usar constantemente el j apones 

y cuando nos juntamos todos los chicos para iniciar 
el tour ahf empecもa hablar el ingles. No me result6 
faci l  pero con bastante esfuerzo me pude comunicar 
con cualquier integrante del viaj e  y me sentf muy 
afortunado de poder hacer eso. Vefa a muchos que 
les costaba un poco comunicarse en otro idioma, y en 
esos casos,  como por ejemplo con mis compafieros 

de cuarto (don de me toc6 es tar con un J a pones y un 
estadounidense) yo trataba de ayudarlos y alentarlos 
para que pueda hablarse entre ellos y me sentfa muy 
contento de poder hacer esto. 
Durante el viaje tambien intente aprender un poco de 
uchinaguchi pero eso me result6 mucho mas diffcil  
porque sabfa muy poco acerca de esto, pero igual pude 
aprender a decir algunas palabras. Fue una gran ayuda 
cuando otros compafieros se esforzaban en entender lo 
que yo trataba de decides en japones o en ingles y me 
ayudaban a corregir mis errores .  Y ya por el final del 
viaje  varios me decfan que habfa mejorado mucho y 
eso me ponfa muy contento. 
U n a  de las  c o s as que  n u n c a  voy a o lv idar e s  e l  
hermoso paisaj e  que  hay en Okinawa. Me encant6 
visitar las playas donde a lo lejos  se podfan divisar 
pequefias i s l as con sus  respectivas montafias y al 
lado se podfa ver toda la  naturaleza del mar con sus 
corales y con sus aguas cristalinas, que te permitfan 
ver la enorme cantidad de peces de diferentes formas 
y colores .  Tambien pude apreciar toda la flora y la  
fauna en la  caminata hasta las cataratas donde me 
divertf muchfsimo cuando todos nos  metimos a l  agua. 
El acuario foe unas de las cosas que mas me impact6 
donde pude ver j untas todas las especies de peces que 
viven en las profundidades del mar de Okinawa. 
Tambien me encant6 poder practicar diversos tipos 
de artes okinawenses como Eiza, que foe una de las 
actividades que mas disfrute en el tour. Ademas de esto 
pude realizar sanshin, ryukyushiki, preparar satandagui 
y presenciar las fabricas de vidrio y de awamori . 
Me gustaron mucho tambien las visitas a los castillos 
de Nakishin y Shuri, ya que pude aprender mucho 
sobre Okinawa como por ejemplo de d6nde se form6, 
de por que antes se l lamaba Ryukyu, de las guerras 
que tuvo y el  por que de muchas otras cosas  que 
me ayudaron a entender un poquito mas la  cultura 
Okinawense. Tambien quiero agradecer a la gente de 
Jica por habernos ensefiado tanto durante la visita que 

les hicimos .  Cuando fuimos al monumento de la paz 
tambien aprendf muchas cosas y muy agradecido por 
poder visitar alli la lapida de mi abuelo, que fue algo 
muy importante para toda mi familia, en especial para 
mi papa y mis tios .  
Todas estas experiencias que vivi durante el tour me 
permitieron despertar un gran interes por la cultura 
y la  gente uchinanch u .  Por esta raz6n ,  ahora con 
Akane y Miyuki estamos integrando el Seinembu de 
C.O.A.  (Centro Okinawense en la Argentina) .  En este 
grupo hay muchos chicos que fueron al Junior Study 
Tour afios pasados y me divierto hablando del viaje 
con el los .  La verdad que me pareci6 un buen grupo, 
bastante organizado y muy amigables .  Tambien me 
pareci6 muy bueno uno de los objetivos que tiene, 
que es el de poder relacionarse con otros Seinembus 
de otras zonas e incluso de otros paises . Espero que 
esto se pueda lograr con exito y podamos aunque sea 
mejorar un poco la comunidad Uchinanchu en todo el 
mundo . 
Para fi na l izar es te  reporte quiero agradecer  a l a  
Prefectura d e  Okinawa q u e  permite q u e  todos los  
afios se  pueda realizar este proyecto tan importante . A 
los coordinadores que organizan todo esto y que nos 
acompafiaron y cuidaron todos los dias que estuvimos 
al l i .  Tambien quiero agradecer a mis  fami l iare s ,  
que quizas algunos estan leyendo esto, por haberme 
recibido con los brazos abiertos, y que aunque fue muy 
poco tiempo que estuve con ellos,  pude disfrutarlos 
al maximo.  A la  gente del volunteer staff que nos 
organizaron vari as  actividade s .  A lo s  chicos que 
integraron el Junior Study Tour, a los  cuales nunca voy 
a olvidar, por haber hecho tan divertido el viaje .  Y por 
ultimo a toda la gente de Okinawa que me sorprendi6 
el buen trato y la calidez con que nos recibieron, que 
supongo que debe ser una de las unicas en el mundo 
con estas caracterfsticas . Mi meta para el futuro seria 
poder ir al Sto Uchinanchu Taikai en el 20 1 1 y poder 
encontrarme con alguno de los chicos del Tour y poder 
revivir todas las cosas que hice y poder hacer muchas 
mas . 

i i  G R AC I A S  A TO D O S  Y E S  PERO Q U E  N O S  
POD AMOS ENCONTRAR EN U N  FUTURO ! ! 
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新垣 あ か ね
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

AKANE ARAKAKI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 7 歳 1 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ア ルゼ ン チ ン共和国 Argentine Republic - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

在亜沖縄県人連合会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

アルゼンチンの新垣あかね、 17歳です。
ジュニアスタデイ ー ツアーに参加でき た事は本当に

いい経験だっ た と心から思っています。 私は両親、 祖
先の国で多 く の事を学びました。 い ろ い ろ な国の人た
ち と出会い、 観光地や城跡を見学し、 そして両親の出
身地や自分のアイデンテイ ティ ーについて気づ き 、 知
る事ができました。

この2週間で沖縄の習慣、 文化、 美術、 踊り 、 生活、
自然、 風景な ど、 一気に自分の目で見て体験し、 学び
ました。 そして 沖縄はとて も興味深い歴史ある島でも っ
と も っ と 調べた く なりました。

体験学習で私は、 空手と 紅型を教わりました。 そし
て皆でエイサ ー を練習し、 最後はて ん ぶす前広場で
発表しました。 踊っている時はとて も 緊張感があ って、
そして とて も 楽しかっ たです。 何 と も 言え な い幸せな
気持ちでした。 エイサー はアルゼンチンに帰ってから
も続けてい き たいです。

見学した場所で快 く 出迎えて 下 さっ た皆 さん、 沖
縄尚学高校の皆さん、 お世話して く だ さっ た方 々 、 親
戚、 コ ーデイ ネ ーター 、 ボランティアスタッフの皆さん
が、 いつ も 笑顔で親切にや さしく 世話をして く だ さっ
た事で最高に楽しむ こ とが出来ました。 私達に与え
て下 さっ た皆 さんの気持ちが何より も 嬉しかっ たです。
一生忘れません。 本当にいろ んな体験をさせていただ
い たので、 少し成長出来 た気がして います。 沖縄ヘ
行 く 前まではあまり 気がつかなかっ た こ と は、 自分が
ウチナ ーンチュとして生まれて き た ん だ と 言う意識で
す。 それには驚 き 、 感動し、 とて も 嬉しく 思いました。

本当に短い期間でしたが皆と 親しむこ とが出来て、
今後 も その気持ち、 思い出を失いた く ないです。 も ち
ろ ん皆 さんに再会できるこ とを祈っています。 山 ほ ど
の思い出のお土産を持って帰るこ とが出来たので， そ
れをこ れからも宝のように守って行き たいです。

「いちゃり ばち ょ ーで一」 と いう言葉（心）は忘れま
せん。

皆さん、 心からお礼を申し上げます。 沖縄が大好き
です。

そしてアルゼンチンにも 必ず来て下さい。 お待ちし

ています。

Junior Study Tour 

Quisiera agradecer profundamente, de todo coraz6n, 
a todos  aque l l o s  que  h i c ieron  p o s i b l e  e s te  tour  
maravilloso. 
Agradecerles por haberme dado esta oportunidad 
tan  i mp o rtante  p ara  m i  de  vo lver  a m i  p afs  de  
descendencia, lugar donde me crie de  muy chica, allf 
donde pertenecen mis padres ,mis abuelos, mis tfos… 
A g r a d e c e r l e s  t a m b i e n  p o r  h a b e r m e  d a d o  l a  
oportunidad de participar e n  el  Junior Study Tour, 
pudiendo asf aprender y poder relacionarme con gente 
de diferentes paises . 
Tuve l a  oportunidad de conocer mi pueblo,  a mis  
familiares que desde hacia tiempo no los vefa, pude 
recorrer diferentes lugares ,  conocer mi  origen, mis 
raices y mi identidad. 
Tambien quisiera agradecerle a mis padres por todo el 
esfuerzo y sacrificio que realizaron por mi, y de esta 
forma pudiese lograr este viaje tan deseado y haberlo 
disfrutado al m叙imo.
A la gente del okisho, por tanta buena onda que nos 
ayudaron muchfsimo 
con la integra�i6n al grupo. 
Y por ultimo un agradecimiento enorme a toda la gente 
de! staff, que nos tuvieron tanta paciencia y fueron tan 
amables con nosotros.  
Gracias por la excelente atenci6n !  ! ! 
Todos hicieron posible que se cumpliera mi suefio tan 
esperado de volver a Okinawa, lo cual pense j amas 
poder lograr. 
En este tour pude disfrutar y aprender mucho sobre 
sus costumbres, su cultura, el arte, la danza, su forma 
de vida, las comidas, su naturaleza, sus paisajes, entre 
otros;  lugares impactantes y hermosos como la isla de 

Tokashiki, el castillo Shuri, las Ruinas del castillo de 
Nakijin,  Tamaudon, La Catarata Hij iootaki, el Museo 
Conmemorativo 
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de la Paz (visitamos el parque y La lapida de la Paz) 
me impact6 muchfsimo, fuimos al acuario Churaumi… 
Me encanto todo ! ! ! Okinawa tiene muchas historias 
interesantes que llama mucho la atenci6n y me gustarfa 
saber mas acerca de ella. 
Tuvimos la oportunidad de practic ar, en  mi caso  
karate, hicimos bingata, y tuvimos clases de  eisa- ,de 
este ultimo, de] cual disfrute muchfsimo, fue una de 

las actividades que mas me gusto y me gusta, y pienso 

seguir practicandolo en l a  Argentina al igual  que 

nihongo. 
Luego de tanto esfuerzo y practica tuvimos nuestra 

presentaci6n de eisa- en el Tembusukai , tuve muchas 
ansias pero me divertf y lo disfrute al maximo ! ! ! 
Una de las cosas que tambien me llam6 mucha l a  
atenci6n fu e  la gente, son todos muy amables, siempre 
te reciben con una sonrisa, son muy humildes y nobles. 

Me pude relacionar ampliamente con cada uno de ellos 
por su forma tan especial de ser. 
En este tour vivf momentos de alegrfa, de emoci6n, 
diversion, felicidad, conocimiento y responsabilidad. 
Este tour fue muy importante para mi ,  ya que por 
todo lo v iv ido  pude crecer  como pers ona ,  pude 
darme cuenta lo importante que es ser uchinanchu, lo 
importante que es no perder las costumbres,  aunque 
soy nacida en Tokio, l levo la sangre de un uchinanchu, 
es un orgullo y un placer enorme ! ! ! 
Gracias a este tour pude encontrarme con mi "yo"  
okinawense, despertando mis sentimientos, mi  espfritu, 
y mi pasi6n por Okinawa. 
Aprendf a valor muchas cosas a las cuales tal vez, 
antes ,  no le daba demasiada atenci6n. Despertaron mi 
interes y curiosidad por seguir aprendiendo y a saber 
valorar mas las cosas. 
Serfa bueno que a traves de los afios esta beca del 
Junior Study Tour se conserve, dandole la oportunidad 
a millones de j 6venes a descubrir sus identidades y 
sus rakes . Para que puedan encontrarse con su "yo" 
okinawense. Para que con el tiempo no se pierda la  
importancia del sentimiento uchinanchu en las nuevas 
generaciones.  
Ruego porque pronto haya un reencuentro, se que es 
muy diffcil y depende de cada uno, pero se que si nos 
lo proponemos habra nuevamente uno ! ! ! 
Logre encarifiarme con mucha gente en tan poco 
tiempo, logre hacer muchas amistades y n me gustarfa 
que se perdiera el contacto. 
S iempre que recuerdo todo lo vivido… la llegada al 
aeropuerto, el welcome party, los nervios, el encuentro 
con todos,  todas las actividades que hicimos, las clases 

de e isa- ,  las escapadas de cuarto en cuarto en los  
hoteles, los  chistes, las  charlas, la fogata, el sayonara 
party… me caen las lagrimas y ya no los tengo a mi 
lado para que me den un abrazo. . .  
Gracias a todos por aportar lo mejor  d e  cada uno,  
hacienda de este tour un recuerdo inolvidable. 
Estoy muy feliz de haber compartido momentos de mi 
vida con todos ustedes y agradezco a ustedes por haber 
compartido momentos de su vida conmigo ! 
A pesar del poco tiempo que estuvimos j untos ,  son 
muchos lo recuerdos hermosos e inolvidables que me 
llevo de cada uno y de Okinawa. 
A pesar de la distancia siempre los voy a llevar dentro 
de mi coraz6n,  todos mis recuerdos,  todo lo vivido, 
sera un tesoro mas en mi vida. 
N uevamente muchas gracias ! ! ! Voy a es  tar s iempre 
agradecida con todos ustedes ! ! ! 
Les recuerdo que esto no fue un adi6s, sino un hasta 
pronto ! ! !  
Nunca me voy a olvidar de todos ustedes ! ! ! 
Los quiero muchfsimo ! ! ! 
Recuerden siempre la palabra: icharibacho-re ! 
Nos volveremos a ver ! ! !  
Arigatou - Gracias - Thank you - Obligado/a - Nifue
de-biru ! 
. .  estan todos bienvenidos a l a  argentina ! ! ! ! ! ! ! ! ! lo 
vamos a estar esperando… "  

*I LOVE OKINAWA* 

一
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在亜沖縄県人連合会
- - - - -

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

アルゼ ン チ ンの喜納みゆ き です。 父方の祖父母は
本部町出身です。 母方の祖父母の出身 は宮城島（与
那城 ・ うるま市） です。

まず始めに、 ジュニア スタデ イ ー ツ ア ー と い う 企画
があるお陰で今回ツ ア ーに参加する事ができ 、 とて も
光栄に思っています。 一生の思い出になる体験となり
ました。

私 は沖縄の文化につ いて い ろ い ろ 学びました。 私
自身、 沖縄の文化を学んだ事によって自分のアイデ ン
ティ ーが今まで思 っていたより もウチナ ー ンチュであ
る事に気が付きました。

祖栂た ちの生まれ育っ た場所、 「沖縄の島」 に着い
た時、 私は強 く 感動しました。 その時から、 沖縄の自然、
文化、 社会、 祖先を知る事、 そして自分自身をも っ と 知っ
てい く 私の学習が始まりました。

このイベントに参加した事で、 私の夢が叶えられま
した。 この気持ち は言葉に出来ない気持ちです。 こ れ
を体験する人達（日系 人）だけが分かる気持ち だ と
思います。

言葉が十分に通じなく て も 友達を作る時には問題は
ありませんでした。 我々の中では、 同じ境遇の中にあ
る者として、 通じるものがあり 、 国や文化、 言菓の壁
も 気が付 く と 越えて いました。 皆が、 努力して コ ミュ
ニケーションを取るようにしていました。 また、 そのた
めのイベ ントの計画につ いて もよく 考えられて いた と
思います。 例え ば、 歓迎会のBにして も 、 皆が知り 合
える活動が考えられていて、 そして実際行われ、 そし
て私た ち はスムー ズに1 つのグループとなる事が出来
ました。 私はそれがとて も 印象に残りました。

次の日は県庁に行って、 稲嶺県知事に挨拶をする
事が出来ました。 この企画のお陰で夢だっ た 沖縄に来
る事が出来た と い う 事で、 私は知事に心からお礼を言
いました。

沖縄の自然について は透 き 通っ た とて も き れいな海
に大変驚 きました。 浜辺でサッカー やバレー ボールを
しながらの沖縄の学生達 との交流も とて も 楽しかっ た
です。

水族館見学の時 も 珍しい海の魚や 貝をた く さん 見

て説明を聞 き 、 沖縄の自然の特徴を知るこ とが出来ま
した。 どれも 、 とて もめずらしく 面白かっ たです。

文化体験で私 は紅型 と 空手を体験しました。 紅
型はと て も 興味深 く また機会があればやり たいです。
サーター ア ン ダギーの作り 方 も 教えて もらいました。 と
て も 美味しかっ たです。

沖縄の歴史について、 今帰仁城、 首里城、 識名園、
金城町の石畳に見学に行 きました。 ワ ー クショップの
時、 歴史 と 社会の講 義がありました。 ウチナ ー ンチュ
の感情 と 文化交流について話しを聞 きました。 私はそ
こで、 自分のアイデ ンテイティ ー はウチナー ンチュだ と
はっ き り と 確信しました。 その講 義には大変満足しま
した。 とて もよかっ たです。

そして私の人生の目的やプロジェクトが少し変化し
ました。 イベントのあ と 、 自分自身が少し変わ っ た事
を感じて います。 何か新しい こ とに挑戦した くなり ま
した。

沖縄の社会についてマチグワァーや、 琉球ガラスエ
房、 泡盛の工場、 市場を見学しました。 珍しかっ たの
は、 アルゼ ンチンではあまり 見 る こ との出来ない、 沖
縄の物や、 食材のお店がた く さん立ち並んでいる事で
した。 まるで沖縄の物が1箇所に全て集まっているよう
な感じがしました。

今年のジュニア スタデ イ ー ツ ア ーの参加者た ち は
全員でエイサーを学び、 ち ょ う どウチナ ー ンチュ大会
の年に当たるので、 ウチナ ー ン チュ大会のプレイベン
トにも 参加するこ とが出来ました。 エイサ ーの練習は
毎日続 き 、 時にはホテルに帰ってからも 練習しました。
それはとて も 楽しかっ たです。

エイサーを教えて く れたトシヒロ先生はとて も 親切
で、 ユーモア も ある人で、 楽しく 教えていただきました。
私 も 国へ帰っ たら友達に教え たり 、 エイサ ーのクラス
を開いてみたいです。

そして、 最後のパレー ドのH はとて も 素晴らしい1日
となりました。 てんぶす館前で踊っていた時は言葉で
は表す事の出来ない気持ちになりました。 皆こ れが最
後だと 言 う事を知りながら、 精一杯踊りました。 しかし、
最後だ と 思 う 事は間違い だ と 思っています。 私はも う
一度 沖縄へ帰って、 そしてまた友達 と会います。 同じ
様な体験は出来ないだろ う け ど、 沖縄にいる時の私の
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気持ち は変わる事はない と思います。
別れの日は嫌でも やって来ました。 大勢の親類や友

達やお世話になっ た方々 と 別れるのは、 本当につらく
て飛行機に乗っ た と たん涙を止めるこ とができません
でした。 私はこの2週間のいろ んな気持ちのお さらい
ができていませんでした。 今も 一緒にいなく て も心に
はこの気持ちを一生残すつ もりです。

こ れからも 沖縄の文化を継承するためにも 、 このイ
ベントはとて も 大事だ と 思います。 世界のウチナ ーン
チュと 交流ができて、 祖先を知る事が出来、 私みたい
に色々な体験が出来るチャンスが他の若者達にも あれ
ば最高だと思います。

沖縄で私にこの体験をさせて く ださっ た日本、 沖縄
県、 J I C A、 在亜 沖縄県人連合会、 両親、 親戚の皆
さん、 友達の皆へ心からお礼を申し上げます。 この経
験は今までの私の人生の中で最高の思い出となってい
ます。 沖縄で学んだた く さんの事をアルゼンチン国で
頑張って伝えていきます。

Junior Study Tour 

Mi nombre es Miyuki Kina y soy de la Argentina. Mis 
abuelos paternos son de Motobu , mientras que mis 
abuelos maternos son de Miyagi (Yonashiro - Uruma
shi) .  
Antes que nada, quiero agradecer profundamente a 
todas las personas que hicieron posible el Junior Study 
Tour y por haberme dado la oportunidad de participar 
en este evento. Realmente estoy muy feliz de ello, ya 
que fue una experiencia que me cambi6 la vida. 
Aprendi mucho sobre la  cultura de Okinawa, pude 
conocer el  lugar en donde mi abuelo vivi6,  e hice 
amigos de muchas partes del mundo. No solo eso, 
sino que tambien me senti muy identificada con la  
cultura y comprendi que soy mas uchinanchu de  lo  que 
pensaba. Pisar Okinawa por primera vez me hizo sentir 
la emoci6n mas fuerte de mi vida. Saber que a partir 
de ese momento iba a conocer mis raices y, de alguna 
forma, conocerme a mi misma tam bi en. i El tour no 
hubiese podido ser mej or !  Desde pequefia anhelaba 
visitar Okinawa y aprender sobre su cultura. Y en este 
tour cumpli mi suefio acompafiada de personas que 
tenian dentro de sus corazones el mismo sentimiento 
con respecto a Okinawa; era el l azo que nos  unia 
a todo s .  Es un sentimiento indescriptible que solo 
quienes vivimos esta experiencia podemos entender. 
A pesar de algunas dificultades con los idiomas , eso 
no  nos impidi6 entab lar amistade s .  Me di cuenta 
de que mas alla de las diferencias ,  la  amistad y el 
compafierismo siempre estuvo presente entre nosotros .  

Todos ponfamos voluntad para comunicarnos y ese 
esfuerzo fue muy importante . j Quiero que sepan que 
siempre voy a atesorar todo lo que aprendf en este tour 
y el haberlos conocido ! 
El dfa del encuentro nos recibieron con una linda fiesta 
de bienvenida, con actividades para que poco a poco 
nos pudiesemos ir conociendo todos .  
Al dfa s i g u i e n t e  fu i m o s  al  Ke n c h o ,  d o n d e  e l  
gobern ador I n a m i n e  n o s  rec i b i 6  c a l i d amente  y 
pudimos presentarnos  ante e l .  Quis iera expresarle 
mi mas profundo agradecimiento por permitir que el 
Junior Study Tour sea posible. 
Con respecto a la  naturaleza de Okinawa, tuvimos 
la  posibilidad de visitar la  Isla de Tokashiki , donde 
exploramos el m ar, hac iendo s n orke l ing  y otras 
actividades .  El mar transparente me dej6 sorprendida, 
realmente fue algo hermoso. Allf tambien conocimos 
a chicos  de un colegio de Okinawa, mediante un 
intercambio estudiantil ,  y jugamos con ellos volley y 
futbol en la playa. Tambien fuimos a la cascada Hij i ,  
donde aprendimos sobre la naturaleza y conocimos 
especies exclusivas de Okinawa. Al dfa s iguiente,  
fuimos al  Acuario Chura Umi donde era increfble la 
rareza de algunas especies marinas . j Realmente estuvo 
muy interesante y divertido ! 
Con respecto a l a  cultura, tuve la  oportunidad de 
aprender dos artes tradicionales de Okinawa: Bingata 
y Karate .  La primera me result6 p arti cu l armente 
i n te r e s a n t e ,  y a  q u e  me g u s t a  m u c h o  t o d o  l o  
relacionado con las artes plasticas y de verdad quiero 
volver a realizar un B ingata en alguna otra ocasi6n . 
Tambien aprendimos a preparar satandagui , j estuvo 
muy rico ! .  
Con respetto a l a  hi storia de Okinawa,  v i s itamos 
las ruin as del casti l lo N akij in ,  el casti l lo Shuri ,  e l  
Parque Shikina, el camino de piedra en Kanagusuku 
y Tamaudon .  Las construcciones eran vis叫mente
impresionantes y muy hermosas . El dfa del Workshop 
nos contaron sobre historia y sociedad, donde nos 
hablaron acerca del  sentimiento uchinanchu y de los  
intercambios culturales .  Aquf reflexione acerca de 
mi verdadera identidad y mis  propias obj etivos ,  y 
entendf que mis costumbres eran mas okinawenses de 
lo que pensaba. lncluso cambi6 tambien un poco mi 
forma de pensar respecto a mis metas y proyectos de 
vida. Despues de este tour, siento que muchas cosas 
cambiaron en mf y que surgieron muchas actividades 
nuevas que quiero realizar. El dfa del Workshop me 
divertf mucho con los juegos .  Quede satisfecha y muy 

contenta. 
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Visitar el Museo y Parque de la Paz me permiti6 re
significar la importancia de la paz. Contemple los 
largos monumentos que llevaban grabados los nombres 
de quienes sufrieron las consecuencias de la guerra, 
entre ellos, mi tio abuelo. 
Con respecto a la sociedad de Okinawa, recorrimos el 
Machiguwa, el taller de vidrio de Ryukyu y la fabrica 
de Awamori . Quiero destacar el paseo por el mercado, 
ya q u e  hubo  m u c h a s  c o s a s  q u e  me l l amaron l a  
atenci6n: l a  exotica mercaderia ( o  al menos l o  era para 
mi) y la cantidad de locales con adornos y manj ares 
tfpicos de Okinawa. i Era fantastico recorrer y tener al 
alcance de mi vista todo Okinawa en un mismo lugar ! 
Este afio, todos los integrantes del Junior Study Tour 
tuvimos la posibilidad de bailar Eisa y formar parte del 
Pre-evento del Uchinanchu Taikai 2006. Estoy muy 
feliz y orgullosa de haber tenido esta oportunidad, es 
una de las ensefianzas que mas recordare. Ademas de 
las practicas diarias, algunas noches continuabamos el 
Eisa en el hotel. j Eso fue muy divertido ! Esta fue una 
de las actividades que mas cerca me hicieron sentir de 
Ia cultura okinawense. Todos nos esforzabamos mucho 
para hacerlo bien y nos ayudabamos entre nosotros .  
Esa  sensaci6n de  fraternidad que habia entre todos fue 
muy hermosa. Quiero agradecerle a Toshihiro-sensei 
por habernos ensefiado y apoyado permanentemente . 
Fue muy amable con todos nosotros y, con su buen 
humor, nos hacia reir en  todo momento.  Quis iera 
ensefiarle a mis amigos y empezar clases de Eisa en la 
Argentina, j Realmente quede muy entusiasmada ! 
El dia del  desfi le  de Eisa  fue grandioso .  Tuve un 
sentimiento de union unico .  Lo que sentf  cuando 
estabamos bailando en Tenbusu no se puede explicar 
con palabras : estabamos todos ,  dando lo  mej or de 
nosotros,  sabiendo que esa iba a ser la ultima vez que 
bailabamos juntos.  Pero siento que estaba equivocada: 
se que en algun momento de mi vida voy a regresar a 
Okinawa y que voy a reencontrarme con mis amigos. 
No sera lo mismo, pero los sentimientos no cambiaran. 
Ese no fue un "adi6s", sino un "hasta pronto",  porque 
se que si  realmente quiero, voy a poder volver a verlos. 
Aunque no queria ese momento, l leg6 el  dia de la  
despedida .  No  tuve so lo  que despedirme de mis  
compafieros,  s ino tambien de Okinawa. Durante este 
tour pude conocer a muchos familiares con quienes 
me encarifie mucho . Fue muy doloroso regresar y no 
me sentfa preparada para ello.  No pude evitar llorar 
cuando subf al avi6n: estaba abandonando mi tierra. 
Despedirme de mis amigos uchinanchus fue tambien 
diffcil .  A mis compafieros y amigos,  quiero que sepan 

que, a pesar de que ya no estemos juntos, siempre van 
a estar en mi coraz6n . Ellos hicieron mucho por mi y 
realmente se los agradezco. j Los extrafio mucho ! 
Quiero pedir por favor que el Junior Study Tour se 
siga realizando, para preservar la cultura de Okinawa, 
continuar estrechando vfnculos entre los uchinanchu 
de! mundo,  dar la pos ib i l idad a otro s j 6venes de 
conocer sus raices y disfrutar de una gran experiencia 
como la vivenciada por mi. 
Nuevamente, muchas gracias a todas las personas que 
hicieron posible este Junior Study Tour y por haberme 
dado esta gran oportunidad. Nunca voy a olvidar esta 
experiencia ni a todos los que estuvieron a mi lado . 
Realmente siento que Okinawa es mi patria. Y estoy 
dispuesta a transrnitir todo lo que aprendi. 
Todos los recuerdos ,  las amistades,  los aprendizajes 
son ahora mi gran tesoro. 

ニ フ ェ ー デ ー ビ ル ！
Hasta siempre, 
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ペ ルー 沖縄県人会

ウ チ ナ ー ンチ ュ であ る こ と を誇 り に思う

初めに、 沖縄県、 実行委員会事務局並びにペ ル ー

沖縄県人会に は、 この素晴らしいプログラムに参加
させて い た だい た こ と に 対して、 感謝を申し上 げ ま
す。 ま た、 通訳のスタッフ さんに も 感謝を申し上げます。
なぜなら、 通訳のスタッフ さんのお陰で、 全ての説明
を理解する事が出来たからです。 そして、 い ろ い ろ と
面倒を見て く れた引率者の方、 特に普久原アントニオ
さんに感謝を申し上げます。 そして、 面白い交流プロ
グラムを作って く れた 沖縄尚学高校の皆さん に も 有難
く 思ってい ます。

沖縄に到 着した 際 に は、 家族の皆 さん、 そして実
行委員会スタッフの皆さんの温かい歓迎を受けました。
ホ ームステイ先への滞在は、 短い期間でしたがとて も
良かっ たです。 この間 に は、 今まで会っ た こ とがない
親戚に出会い、 長い間に会っていない親戚 と 再会でき
ました。 そして、 ホ ームステイ先の叔父 さんが僕を温
か く 迎えて く れ ました。 彼らに も 本当 に感謝を申し上
げたい と 思っています。

J S Tプログラム ：
7 月29日（土）： 歓迎レセプションでは、 参加者の

僕たちが、 一人一人自己紹介しました。 そして、 沖縄
尚学閥校が企画して く れた素晴らしい交流プログラム
に参加しました。 踊り やゲー ムで、 内気さを忘れ、 少
しずつ友達になって き ました。 こ れほ ど様々な国に 沖
縄県系人がいると は、 想像もしませんでした。 最初は、
ルームメイトとのコ ミュニケーションが出来ま せんでし
たが、 何と か言葉の壁を乗り 越え ました。

7 月30日（日）： 最初の朝食をと り ました。 それから
泊港に 行 き 、 そ こ から渡嘉敷島に出発しました。 今ま
で写真でしか観た こ とがなかっ た 沖縄の海を自分の目
で見るこ とがで き ました。 シュノ ーケリングの体験で
珊瑚や色 々な魚が見れ ました。 本当 に凄かっ たです。
思っ た以上に綺麗でした。 そして、 カヤックをしたり 、
スーパー フロートをしたり 、 サッカー もしました。 そし
て、 ま た海で泳い だりしました。 そして、 この日に泊
まる場所に行き ました。 この日に は、 最初のエイサ ー

の練習をしました。 とて も 興味深 く 、 面白かっ たです。

そ こでは、 参加しているメ ン バーがスペイン語、 ポ ル
トガル語、 日本語での会話を交わして、 友情を深めま
した。

7 月31日（月）： 起 きてから、 ラジオ体操をしました。
それから、 沖縄本島に戻って、 県庁を訪問しました。
そ こでは、 稲嶺県知事が出迎えて く れました。 それか
ら読谷村に行き ました。 そ こで、 美味しい 沖縄そばを
食べ ました。 そして、 三線、 空手、 舞踊の体験をし
ました。 僕は三線のクラスに入り ました。 以前に練習
した事があり ましたが、 覚えて い ま せんでした。 しか
し、 前より は簡単に感じて、 も っ と やり た い と 思い まし
た。 それから、 名護のホテル に 行 き ました。 と て も 綺
麗で、 お風呂 も 付いてい ました。 毎日のよう にエイサー

の練習もしました。
8月1日（火）： 比地大滝に行 き ました。 とて も 綺麗

な場所でした。 僕は、 沖縄がこ んなに緑豊かな島だと
思ってい ませんでした。 とて も 良い体験で、 川で泳 ぎ
ました。 とて も 楽しかっ たので、 何人かが洋服を脱が
ずに水に入り 込み ました。 ホテル に戻って、 バ ーベー

キューをしました。 そして、 ま た 沖縄尚学高校がやっ
て き て、 踊り や ゲームでとて も 感動的な時間を過 ごし
ました。

8月2H（水）： 沖縄美ら海水族館を見学しました。
とて も 素晴らしい場所で、 巨大なガラスがあり 、 様々
な魚がいました。 イルカのショー も 見 ました。 そして、
今帰仁城の遺跡も 見学しました。 ペ ル ーのマッチュ ・

ピッチュ遺跡で使っ て い た石垣の組立技術が、 遥か
遠い 沖縄でも 使われて い た こ とを知って、 とて も 感動
しました。 マチグワ ーでのH 常生活 も 見るこ とができ
ました。

8月3月（木）： 写真でしか見た こ とが無かっ た首里
城を自分の目で見てい ました。 そして首里城の歴史を
聞いて、 沖縄の昔の首都でも あり•、 中国 と日本間の貿
易の中心地であ っ た こ とを知り ました。 それから、 紅
型、 織物、 琉球漆器の体験をしました。 僕 は、 琉球
漆器の体験を選んで、 皿を作り ました。 このような皿
をお祖父ち ゃ んの家で見たこ と も あ って大事に飾って
い ます。

8月4日（金）： 平和祈念資料を見学しました。 戦
争の生存者からの体験話を聞 き 、 とて も 衝撃を受け ま
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した。 と て も 悲しかっ たが、 生 きる力をも っ て いる沖
縄の人々のこ とを知って、 自分が 沖縄県人の子孫であ
るこ とを誇りに思うようになり ました。 そして、 ガラス
工場と 泡盛の工場も 見学しました。

8月5日 （土）： 沖縄の歴史についての話し合いをし
ました。 戦前、戦後そして現代の世界のウチナーンチュ
につ いてのワ ー クショップもしました。 海外に移民し
た人た ちの苦労と 努力を興味深 く 聞いていました。 そ
れから、 エイサーの最後の練習をしました。 雨が降っ
ていて も 、 良いエイサー演舞の披露会をするためにみ
んなが頑張りました。 一緒に過ごせる最後の夜だっ た
のでみんなが起きていました。

8月6日 （日）： ツア ーの最終日を迎えました。 荷物
の整理をしたり 、 エイサー演舞の披露に向けて、 最後
の振付けをチェックしました。 エイサーを披露するの
はとて も 良い経験でした。 しかし、 ‘‘ さよなら” を言う
日でも あ っ たので、 とて も 寂しかっ たです。 エイサ ー

の “トシ’' 先生が泣 く のを見た時は、 と て も 悲しかっ
たです。 そして、 ホ ームステイ先の親戚が迎えに来て
く れました。

8月7日 （月）： 親戚 と 一緒に 沖縄のお盆を体験し
ました。 そして、 親戚廻り をして、 別 れを告げました。
道では、 子 ど も から大人まで、 エイサーを見て、 楽し
んでいる事がとて も興味深かっ たです。

8月8日 （火）： さよならパーティ ー 、 修了証授与式
の日でした。 日本語での成果発表をしました。 ち ょ っ
と 難しかっ たが、 やって良かっ たです。 そして、 幾つ
かの余興も ありました。 最後に「さよなら」 を言うのは、
辛かっ たです。 またいつ再会できるか分かりませんが、
メ ールで連絡をと ってい き た い と 思 っています。 この
日は僕の誕生日だっ たので、 さよならパーティ ーが終
わ っ て も 、 もう少し友達 と 残 って、 写真を撮り ました。
それから、 散歩したり 、 食事もしました。 親戚の家に
着いたら、 誕生ケ ーキが用意されていました。 と て も
感動し、 今までで一番の誕生日になりました。

翌日にそれぞれの国に帰りました。

僕にと っては、 このツア ーがとて も 忘れられない体
験になり ました。 様々なこ とを体験し、 こ れからの人
生に大変役に立つ と 思います。 短時間で一生の友達
が出来ました。 前より は、 僕がウチナ ーンチュである
こ とを誇りに思っています。 こ れからは、 沖縄で体験
した事、 学んだ事をペルーで広めてい き たい と 思って
います。

ありがとうございました。

EL ORGULLO DE SER UCHINANCHU 

Ante todo agradecer a la prefectura de Okinawa , al 
Comite organizador, a la Asociaci6n Okinawense de! 
Peru, por darnos la oportunidad de participar en este 
programa tan interesante . A los traductores ,  gracias 
a ellos entendf todo lo que nos  expl icaban .  A los 
tutores, en especial a Antonio Fukuhara quien rea1iz6 
un excelente trabajo .  Al colegio que nos ayudo mucho 
con las din血icas, juegos, bailes.  
Tuvimos una bienvenida muy acogedora desde que 
es tabamo s s ac ando las maletas nos s aludaban l a  
familia, e l  grupo organizador. 
Los dfas de home stay fueron muy bonitos ya que pude 
conocer a mi familia que nunca habfa visto y otros 
que no vefa hace mucho tiempo.  En la  casa de inis 
tfos donde me quede, me trataron muy bien siempre 
buscaba que me sienta bien como en casa. Les estoy 
muy agradecido. 

El tour: 
29/07 a fiesta de bienvenida, nos fuimos presentando 
uno por uno, despues se hicieron din細cas de rompe 
hielo p ara ir  conociendonos mas ,  tambien fue u n  
colegio q nos hizo j uegos,  dinamicas, bailes que nos 
ayudaron mas a conocernos .  Habfan muchos pafses 
donde no me imaginaba que habfan descendientes 
okinawenses .  Con los compafieros de habitaci6n al 
comienzo era un poco difici l  comunicarnos pero al 
final llegamos a entendemos. 
3 0/07  a d e s ay u n o .  L u e g o  fu i m o s  a l  p u erto  de 
Tomarin, desde donde partimos a la isla de Tokashiki , 
tenfamos una vista impresionante vefamos el mar no 
solo por fotos sino que ya lo  estabamos viviendo . 
Practicar snorkeling fue una experiencia muy bonita 
ver los corales ,  los peces fue i mpres ionante . Todo 
esto super6 todas mis expectativas , tambien hicimos 
kayak, superfloap, jugamos futbol, tuvimos tiempo de 
metemos al mar de nuevo. Luego fuimos al albergue 
donde nos quedamos a dormir. Fue el primer ensayo 
de eisa. Estuvo muy interesante y divertido . Ahi nos 
pudimos juntar un grupo que hablabamos castellano, 
portugues y algunos de Okinawa para conversar y 
hacemos mejores amigos .  
3 1 /07 a En la  mafiana hicimos Radio Taiso .  Luego 
p art i m o s  de  regre s am o s  a la i s l a  p r i n c i p a l  d e  
Okinawa. Fuimos a l a  prefectura donde nos recibi6 el 
Gobernador Inamine. Luego fuimos a Yomitan donde 
coi;nimos soba (o i sh i i i i  ! ! ! ) .  Tambien pract icamos 
S anshin ,  Karate y B uyo . Yo entre en las clases de 
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S an s h i n . H ab fa pract icado ante s pero y a  no  me 
acordaba ,  pero me p arec i6  mas fac i l  y me gusto 
mucho .  Despues fuimos al hotel de Nago .  Estaba 

bonito , teni a  ofuro, como todos los  dfas ,  tambien 

ensayamos eisa. 
0 1 /08 a Fuimos a la  cascada de Hij iotaki . Un lugar 
muy bonito . No pense que en Okinawa pudiera haber 
tantos bosques .  Fue un experiencia muy bonita en 
la catarata nos  pudimos meter al agua .  Estaba tan 

divertido que algunos se metieron con todo y ropa.  

Cu ando regresamos  al  hotel  h i c i m o s  p arri l l ada ,  
despues otra vez e l  colegio nos  apoyo con mas juegos 

y bailes fue un momento muy emocinante ! 
02/08 a Visitamos el acuario Chura Umi. Es un lugar 
muy hennoso con unos vidrios gigantes y una variedad 
de peces .  Tambien vimos el show de delfines .  Luego 
fuimos a las ruinas de Nakijin, en Peru tenemos Machu 
Pichu y no pense que al otro lado del mundo tambien 
uti l izaban esas  tecnicas  p ara cons truir. Despues  
conocimos el mercado µonde puede ver mas o menos 
como era la vida diaria de un okinawense. 
03/08 a Fue impresionante, fuimos al castillo de Shuri 
jo donde podfa ver algo que solo lo habfa visto por 
fotos ,  tambien nos contaron su  historia que era el 
centro del comercio entre China y Jap6n, antes era la 

capital de Okinawa. Practicamos lo que es  Bingata, 
textilerfa y laqueado.Fue muy bonito ver y hacer los 
platitos que hay en la  vitrina de casa y que oj ichan, 
obachan tanto cuidan. 
04/08 a La v i s i ta  al museo conmemorativo de l a  
paz, m e  impact6 la historia que n o s  cont6 un senor 
que vivi6 durante la guerra, ver las imagenes, fue un 
momento triste pero me hizo sentirme orgulloso de 
ser descendiente okinawense. Vimos como hacfan los 
vasos, copas, botellas todo esto en la fabrica de vidrio, 
luego tambien la fabrica de awamori . 
05/08 a Una bonita charla sobre la  situaci6n durante 
y despues  de la guerra y en la actual idad de lo s  
okinawenses en e l  extranjero, como los  trataban, los 
abusos que se les cometfan, y como han salido adelante 
gracias al esfuerzo. Tambie� fue el tiltimos ensayo de 

eisa.  Todos daban lo mejor a pesar de la lluvia para 
que salga bien la presentaci6n. En la noche a la hora de 
dormir todos querfamos quedarnos despiertos porque 
sabfamos que era la tiltima noche juntos 
06/08a Ultimo dfa del tour , acomodar las maletas , 
presentaci6n del eisa. Muy bonita experiencia, un dfa 

muy triste porque ya era la despedida. Ver al profesor 
Toshi llorar fue muy emotivo . En la tarde la familia 
nos recogfa. 

07 /08 a Estabamos con la familia el dfa del Obon. Fui 
a despedirme de mi familia, me gusto mucho ver que 
en las calles bailar eisa y ver desde nifios hasta adultos .  
08/08 a Fiesta de despedida,  entrega de diplomas , 
pequefio d i s c urso  en j apones  un poqui to d iffc i l ,  
p r e s e n t a c i 6 n  d e  n u m e r o s  d e  a l g u n o s  · p a f s e s  
partic ipantes ,  como toda despedida fue muy tri ste 
decir adi6s y no saber cuando nos volvamos a ver pero 
siempre seguimos en contacto por email .  Al terminar 
me dij eron para quedarnos un rato mas y que me 
tenfa que quedar porque era mi cumpleafios, salimos 
a tomarnos fotos,  caminar, comer. En casa de mis tfos 
ばmbien habfa una torta y creo que ha sido el mejor 
cumpleafios de mi vida. 

El dfa siguiente ya partfamos cada uno a su pais . 

Todo esto  fue u n a  experienc ia  ino lv idable ,  muy 
nutritiva aprendi muchas cosas  que  se que  me van 
a servir para toda la  vida. En tan poco tiempo hice 
grandes amigos que se que son para siempre . Ahora 
me siento mucho mas uchinanchu, estoy orgulloso de 
serlo .  Espero poder transmitir todo lo aprendido aqui 
en Peru. 
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ペ ルー沖縄県人会

チ ム グ ク ル

私は、 初めて沖縄の空港に着いた日の事をよく 覚え
ています。 とて も 長い旅の後でやっ と 沖縄に到着した
時、 夢のようで信じられなかっ たのです。 遠 く からジュ
ニアスタデイ ー ツアーのスタッフのみなさんが笑顔や
拍手で迎えて く れて、 私 はとて もうれしく て、 沖縄の
人 た ちの明るさと 温か さを実際に感じました。 そして
空港に迎えに来て く れた親戚に出会えて、 とて も 嬉し
かっ たです。 10 年ぶりに会う親戚の家でホ ームステ
イの期間一緒にすごす予定でした。

ジュニアスタデイ ー ツアーが始まっ たのは7 月29日
でした。 みんなでシティ ー コ ートホテルに集まりました。
初めてジュニアスタデイ ー ツアーの参加者のみんなと
出会って、 とて も 変な感じがしました。 私はペルー か
ら一緒に来た人た ちしか知らなく て、 い ろ んな国から
来た人達みんな違う言葉で話しているのを見て、 混ざ
り 合っ た気持ちになりました。 「この人たち と 一緒に次
の9日間を過ごすんだ」 と 思いました。

み んなの自己紹介の後には私た ちが少しずつ知り
合うためにい ろ い ろなゲームをしました。 その日の夜
にはウェルカムパーティ ーがありました。 そこでみんな
と 仲 良 くし始めましたが、 言葉の壁があ って とて も 難
しかっ たです。 私は前に日本に住んでいましたので日
本語は話せましたが、 英語で話すのが苦手でと て も
恥ずかしく て話しませんでした。 だけ ど、 だんだんみ
んなと 仲良 くなり たい気持ちが増 えて きて、 少しずつ
話し始めました。

このツアーではた く さんの友達 もできましたがそれ
だけではなく 、 沖縄の文化をた く さん学ぶ こ とができ
ました。 私が一番楽しんだのは、 7日間のエイサー練
習でした。 初めてエイサーを踊る私は、 毎日みんなと
一緒に一生懸命エイサーを習 って、 とて も 楽しめまし
た。 最後にはその習 っ た エイサ ーをみ んなの前で発
表して、 とて も 感動しました。 エイサ ーのほかにも 三
線を少し習いました。 難しかっ た け ど面白かっ たです。
それから伝統工芸体験があ って、 私 は漆器を選びま
した。 また、 沖縄県知事の稲嶺恵一様 と 一緒に写真
を撮る事が出来ました。 それから 「世界に広がるウチ
ナーンチュの心」 と 言う講話があって、「自分はウチナー

ンチュだ」 と心から感じられました。
沖縄の歴史 も 勉強しました。 その中で一 番印象に

残っ た こ と は平和祈念資料館を見学した こ とです。 戦
争を体験した 人から彼の戦争体験談を聞 いて と て も
感動し、 た く さんのこ とが学べました。

それから沖縄の自然を勉強しました。 渡嘉敷島の海
でシュノ ーケリングをしたり 、 バレー ボールで遊んだり
して、 と て も 楽しかっ たです。 沖縄の海は本当に美し
かっ たです。 そして 山を登って比地大滝まで行 きまし
た。 すご く 疲れましたが本当によかっ たです。 それか
ら私がとて も 楽しみにしていた美ら海水族館にも 行 き
ました。 イルカショー もすばらしかっ たです。

こ の 九日間はとて も 早 く 過 ぎ、 気づかない間に沖縄
のい ろ んな事をを学んで、 私は自分のこ とをウチナ ー

ンチュだ とすでに心から感じていました。 この短い間
に私 と 同じようなウチナ ーンチュに出会えました。 み
んなと は言葉の壁があり ましたがそれでも た く さんの
友達ができて、 みんなを大好きになりました。

最後の日はジュニアスタディ ー ツアーが終わるのが
嫌でした。 みんなと 別れるのがつらく て寂しか っ たで
す。 沖縄にさようなら言いた くなかっ たです。 私 はこ
の経験を一生忘れません。 そしていつかまたみんなと
会える日を期待しています。 イチャリバチョーデー ！

最後にこのジュニアスタデイ ー ツアーを開催して頂
いた沖縄県庁とペルー 沖縄県人会へ感謝の気持ちを
伝えたいです。 それからペルー沖縄県人会にも深 く お
礼申し上げます。 そして スタッフのみなさんや引率者
たち、 いろいろ と お世話になりました。 ありがとうござ
います。 ニ フェーデー ビル ！

Chimugukuru 

Recuerdo el dia en que llegamos al aeropuerto de 
Okinawa, luego de un cansado viaje ,  no podia creer 
que al fin me encontraba en la is la de mis suefios, 
Okinawa.  Al  ver al S tuff del  Jun ior  S tudy Tour 
saludandonos desde lejos, recibiendonos con aplausos 
y sonrisas, se me fue todo ese cansancio del largo viaje  
y senti la alegria y el calor de  Okinawa, del cual habia 
escuchado hablar muchas veces. Pronto reconoci a mis 
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tfos y mis primas que me fueron a recibir al aeropuerto 

y con quienes me iba a quedar en el Home stay y me 

sentfa muy emocionada ya que hacfa mas de 1 0  afios 

que no los vefa. 

El programa del Junior Study Tour comenz6 el sabado 

29 de julio en el hotel City Court. Fue la primera vez 

que nos encontrabamos todos reunidos y era extrafio. 
No conocfa a nadie mas que a los chicos de Peru y 

sentfa una mezcla de emociones al ver a tantos j6venes 

de diferentes pafses ,  hablando dist i ntos idiomas . 

Aquellos con quienes iba a pasar los pr6ximos 9 dfas. 
Luego de nuestra primera reunion en donde todos 
hicimos una breve presentaci6n personal, tuvimos 
varias actividades que nos ayudaron a integrarnos .  
En la  noche de ese mismo dfa tuvimos la  fiesta de 

bienvenida y foe ahf donde empezamos a conocernos, 

aunque era d iffc i l  por la barrera del  id ioma .  Mi 
ventaj a era que podfa comunicarme con los j 6venes 

de Okinawa, ya que vivf por unos afios en Jap6n y 
dominaba el idioma Japones .  Sin embargo, al principio 

yo no me atrevfa a hablar en ingles porque me daba 
mucha vergiienza, pero con el paso del tiempo mi 

deseo de conocer mas a mis compafieros foe creciendo 
y fui perdiendo el miedo. 
En e ste tour, ademas de hacer l i ndas  amis tade s ,  
aprendf bastante sobre Okinawa y s u  cultura. Una de 
las cosas que mas me gusto en este tour foe el taller 
de Eisa que tuvimos por 7 dfas .  Era la  primera vez 
que bailaba Eisa y realmente disfrute mucho de cada 
ensayo que tuvimos todos juntos.  Al final hicimos una 
presentaci6n de Eisa y foe muy emocionante . Tambien 
aprendf a tocar un poco de Sanshin, lo cual me pareci6 
muy interesante a pesar de lo  diffc i l  que e s .  Nos  
ensefiaron un poco de artesanfa y yo aprendf laqueado. 
Vi s i t a m o s  la prefe c tura  y t u v i m o s  el h o n o r  de 
tomarnos foto con el gobernador de Okinawa Keiichi 
Inamine. Asimismo tuvimos un taller que trataba sobre 
el sentimiento Okinawense en el mundo y nos ayud6 
mucho a identificarnos como Uchinanchus y sentir ese 
orgullo de serlo. 

Tambien estudiamos sobre la historia de Okinawa y lo 
que mas me impact6 foe cuando fuimos al museo de la 
paz. Escuchamos el testimonio de un hombre que vivi6 
a guerra en Okinawa, recorrimos el museo escuchando 
las explicaciones y realmente aprendf mucho en esta 
visita. 

Ademas conocimos la naturaleza de Okinawa. Fuimos 
juntos a la isla de Tokashiki , a la playa mas hermosa 
que he conocido, e hicimos snorkeling, kayak, jugamos 
voley y nos divertimos mucho . Hicimos una larga 

caminata por las montafias hasta llegar a la catarata 
Hij iootaki , fue bien cansado pero realmente vali6 la 
pena. Conocimos el acuario Chura Umi, del cual habfa 
ofdo bastante y habfa estado esperando con muchas 
ansias porque era la primera vez que iba a uno. Vimos 
el Show de delfines y quede encantada. 
Los 9 dfas se pasaron rapidamente y sin darme cuenta 
habfa aprendido bastante sobre Okinawa y entonces 
yo ya era una Uchinanchu de coraz6n .  En todo este 
tiempo pude conocer muchos j 6venes uchinanchus 
como yo. A pesar de que no todos hablabamos el  
mismo idioma logramos formar buenas amistades y yo 
me encarifie mucho con ellos. 
Despues de todo lo vivido se me hacfa muy diffcil 
despedirme de Okinawa y de mis nuevos amigos 
uchinanchus .  S e  que nunca olvidare esta hermosa 
experiencia ,  una de las  mej ores experiencias  que 
he tenido,  y espero que algun dfa nos volvamos a 
encontrar. Ichariba choode ! 
F ina lmente ,  qu iero agradecer a l a  prefectura de 
Okinawa y a l a  Asociaci6n Okinawense  del  Peru 
por brindarme la oportunidad de participar en esta 
maravillosa experiencia que rne ha ayudado mucho 
a crecer como persona. Asimismo agradezco al staff 
del Junior Study Tour y a los tutores de los diferentes 
pafses por hacer todo lo posible para que este tour 
resulte tan provechoso como result6 . Nifedebiru ! 
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ペ ル ー 沖縄県人会

お疲れ様で した ！ ！ 

沖縄に着いてから一番感じたのは、 “あつい” と い
うこ とでした。 沖縄の暑い夏だけでなく 、 親戚やツアー

のスタッフさんの温かい歓迎の気持ちで熱 くなりまし
た。 暑 さに慣れた後は、 一番の問題 になっ たのが言
葉の壁でした。 しかし、 沖縄の暑さと 同じように慣れ
て きて、 どうにか親戚 と コ ミュニケー ションをと れるよ
うになりました。 初対面だ っ た 沖縄の親戚が、 最初か
ら昔から知っているように出迎えて く れました。 ホ ーム
ステイ先での期間 は短かっ たが、 レストランやカラオ
ケや ボーリングに出掛けました。 親戚のもてなしを肌
で感じるこ とができて、 とて も 嬉しかっ たです。

ジュニアスタデイ ー ツアーの始めの頃は、 楽しみが
半分で不安な気持ちが半分でした。 み んなが知らな
い人た ちで、 様々な言葉を話して いました。 しかし、
歓迎レセプションでやっ た踊 り やゲームでその不安な
気持ちが吹っ飛んでい きました。 みんなが、 最初から
時間を上手 く 利用し、 仲良 くしたい、 良い思い出を作
り たい とすご く 感じました。 ルームメイトが違う言葉を

話しましたが、 それを超えて、 お互いに理解し合って、
友達 になりました。 ツアー 期 間中に はあまり 会話をし
ませんでしたが、 最後の別れがとて も 辛かっ たです。

J S Tのお陰で、 私の先祖の文化や歴史について、
少し理解できました。 特に平和祈念資料館を訪問し、
戦争の恐ろしさが分か りました。 生存者のお話を聞け
た こ と は、 本で読むより 価値があっ た と 思います。
渡嘉敷島の透明な海を見て、 と て も 感銘を受けまし
た。 シュノ ーケリングの体験が前からや り たかっ た け
ど、 思っ た以上に面白かっ たです。 渡嘉敷島の美しい
背景をも っ と 楽しみたかっ たが、 島を離れる時になり
ました。

比地大滝への道が暑 さで大変でしたが、 とて も 楽
しかっ たです。 歩 きながら、 森の小さな生 き 物を見つ
けました。 滝に着いたら、 と て も 感動しました。 川で
歩いた時にスニーカー や ズボンを濡らしたが、 やって
よかっ たです。 ペルー にない 沖縄美ら海水族館を見
学できてよかっ たです。 全ての行 き 先が魅力的で、 時
間が長 く 感じました。 みんなと 一週間以上一緒にいる
ような感じでした。

首里城は、 ペルー に居た頃から雑誌でしか見 た こ
とがなかっ たが、 訪問出来てよかっ たです。 なぜ、 沖
縄の代表的な場所の一つであるか と 良 く 分か りました。
美幸ち ゃ んのガイドで那覇の市場を散策して、 沖縄の
暮らしをもう少し知る事が出来ました。 彼女のお陰で、
沖縄のシ ーサーが忘れられません。

沖縄の伝統芸能や工芸について も 、 三線体験や紅
型制作の習い事ができました。 も ち ろ ん、 毎日のエイ
サーの練習も 忘れる事ができません。 エイサーの練習 l 
は疲れましたが、 エ ネ ルギーの源でも あ りました。 練
習時間を過 ぎて も 、 何人かが自由時間を利用して遅 く
まで練習していました。 その合間に、 サンバの練習も
やっていました。 沖縄で得た知識を忘れるこ とができ
ない と 思っています。 なぜならば、 体で覚えたからで
す。 そして、 体験した こ とをペルーでも伝えたいと思っ
ています。

お 盆の時 に 見 た エイサ ー も 格好良 く て、 踊 り 手た
ちの活力を感じました。 みんなが大きな家族のよう で、
自分の家にいるような感覚でした。

エイサー演舞を披露したのは、 ツアーの一番感動的
な瞬間でした。 も ち ろ ん、 さよならパ ーティ ー も 感
動的でした。 エイサー演舞を披露した事で通っていた
人 々 に 見て もらって、 短期間で覚え たエイサーを自慢
でき た と 思います。 そして、 「ニライヘの風」 の演奏や
エイサーの先生、 ‘‘トシ” さんのエイサーを見て、 感動
しました。 その瞬間に、 もうみんなと離れる時間がやっ
て く ると 感じました。 時間を戻す事が出来なく て、 少
し挫折感を味わいました。 沖縄のお土産 として は、 自
分で作っ た紅型、 エイサーで使っ たパーランクーや衣
装があ ります。 しかし、 一番の “お士産” は、 沖縄で
得た知識やた く さんの友達です。 沖縄ででき た友達 と
連絡を取 り 合っていて、 再会できる日を楽しみにして
います。

このツアーで出会っ た人たちのお陰で素晴らしい体
験になっ た と 思います。 沖縄の文化や参加した皆さん
の国の文化を学ぶ事が出来て、 いつかその国々 に も 訪
問した い と 思うようになりました。 私は、 こ んな短時間
で友だちができるなんて思えませんでした。 一番寂し
いのは、 仲良 くなっ たみんなと 別れる時が く る事です。
この素晴らしいプログラムJ S Tがこれからも実施され、
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他の子供た ちにも 恩恵を受けて欲しい と思っています。
本当に参加できて良かっ た と 思っています。 私の人生
のスペシャルな2週間をく だ さっ た 沖縄県、 スタッフの
皆さん、 そしてペルー 沖縄県人会に感謝を述べたい と
思います。

ありがとうございました。

OTSUKARESAMA DESHITA ! !  

M i  primera impresi6n d e  Okinawa fu e  sensorial , el 
calor. No solo por parte del estrepitoso verano,  sino 
tambien por una calurosa bienvenida de parte del staff 
del Tour y de nuestras familias, quienes algunos sin 
conocernos,  no dudaron en ir a recogernos a Naha. 
Luego de adaptarme al clima, mi mayor problema se 

convirti6 en el idioma. Pero, al igual que con el calor, 

me pude acostumbrar, y luego, no fue mas que un 
tropez6n a lo largo del camino. Mi familia, aunque no 
me conocfa, me trat6 como si me conocieran desde 
siempre. En los pocos dfas que estuvimos juntos me 

pasearon poi: todos los restaurantes ,  tiendas , y hasta 
fuimos al karaoke y al bowling. La energfa que tenian 
era contagiosa e inagotable. 
Al comenzar el Junior Study Tour no sabfa que esperar. 
Eran todos desconocidos hablando diferentes idiomas, 
pero todo se hizo mas facil con la ayuda de los bailes 
y juegos en la fiesta de bienvenida. Desde el principio 
supimos aprovechar el tiempo y se not6 que todos 
querfamos hacer amigos y llevarnos un gran recuerdo 
de este viaje .  Mis compafieras de cuarto no hablaban el 
mismo idioma que yo, pero eso mas que una dificultad 
se volvi6 un reto que supimos afrontar; igual pudimos 
comprendernos y nos hicimos muy amigas . Aunque 
durante el  Tour hablabamos poco,  fue muy diffc i l  
despedirme de ellas al  fi叫．
Con el JST he aprendido un poco mas acerca de la 
cultura de mis antepasados ,  especialmente cuando 
fuimos al Museo Conmemorativo de la Paz donde no 
solo entendf un poco mas sobre la guerra sino que 

vivimos las experiencias de un sobreviviente que, para 
mi, tiene mas valor que un libro. 
Las playas cristalinas de Tokashiki me impresionaron 
bastante . Me gusto mucho practicar el snorkelling, 
algo que nunca habfa hecho antes pero que siempre 
habfa querido intentar. En la lancha de regreso me 
despedf del maravilloso paisaje de la isla ansiosa por 
ver mas . El camino hacia las cataratas fue agotador 
debido al calor, pero divertido, ya que encontrabamos 
pequefios animales y sin darnos cuenta, ya estabamos 
frente al agua .  Atravese el  rfo , moje  mi pantal6n y 

mis zapati l las ,  pero se puede decir que la aventura 
vali6 la  pena.  Del mismo modo disfrute mucho la 
visita al acuario Chura Umi ya que no hay ese tipo 
de atracc iones  en Peru . Todas las v i s i tas  fueron 
fascinantes, los dfas se hacfan largos y parecfa como si  
hubieramos estado juntos mucho mas que una semana. 
Visitar el castillo de Shuri me gusto mucho, ya que 
es  algo representativo de Okinawa y hasta antes de 
viaj ar, solo lo habfa visto en revistas . El paseo por 
los mercados de Naha fue interesante ya que pude 
conocer un poco mas acerca de la vida diaria de los 
okinawenses, gracias a Misaki , mi gufa personalizada, 
amiga que me hara acordar de los shiza para siempre. 
Pude aprender un poco mas de! arte Okinawense al 
tocar sanshin y hacer bingata, sin olvidar las practicas 
de eisa a diario ,  que aunque agotadoras ,  me daban 
mucha energfa. Era tanta las ganas de practicarlo, que 
muchos de nosotros nos quedabamos despues de las 
horas de ensayo a seguir bailando por nuestra cuenta. 
Hasta nos ensefiaron a bailar samba ! Siento que con 
estos  conocimientos podre acordarme s iempre de 
Okinawa, y ensefiarlos a los demas para que descubran 
la rica cultura que engloba. 
Incluso aun de regreso con mi familia vi el desfile de 
eisa que se baila por Ob6n y me impresion6 mucho 
la vitalidad que transmiten los bailarines . Todos eran 
como una gran familia y de alguna manera me hicieron 
sentir como acogida en casa.  Es algo que yo nunca 
habfa vivido antes y que siempre quisiera recordar. 
La presentac i6n  de e i s a  fue lo mas  emotivo de!  
v iaj e ,  s i n  contar la  fiesta  de despedida .  Tuvimos  
l a  oportunidad de mostrar a todas las  personas lo  
que habfamos s ido capaces de aprender con mucho 
empefio en tan pocos dfas,  y creo que logramos una 
buena presentac i 6 n .  S i mplemente me enc ant6 la 
interpretaci6n del tema Nirai e no kaze y ver el baile 
de Toshi, nuestro profesor, me llen6 de emoci6n. En 
ese momento todos ya sentfamos que la despedida 
se acercaba y que el viaje  llegaba a su final,  me senti 
frustrada al no poder hacer nada para retroceder el 
tiempo y vivir todo de nuevo. 
Me he llevado muchos recuerdos como la tela pintada, 
el uniforme y los instrumentos de eisa,  pero lo mas 
importante que me llevo son los conocimientos y las 
conexiones adquiridas en este viaje  que ojala nunca 
se pierdan en nuestras memorias .  Debemos tratar de 
mantenernos en contacto aunque estemos en diferentes 
p arte s  del  mundo ,  recordando todos  l o s  bueno s 

momentos que vivimos j untos con la esperanza de 
volvernos a ver. 
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Esta ha sido una experiencia que la misma gente lo ha 
hecho inolvidable para mi. He aprendido de Okinawa 
y tambien de las  culturas de los demas paises que 
participaron, que espero nunca olvidar para cuando 
vaya a visitarlos ! Nunca pense que era posible hacerse 
tan amigo de alguien en tan poco tiempo; lo que es un 
poco tri ste ya que cuando justo se conoce a alguien, 
ya es hora de despedirse .  Espero que este JST lo  
continuen haciendo en  e l  futuro para que mas j6venes 
se beneficien de el. Estoy segura que a estas personas 
tan especiales no podre olvidar facilmente, y aguardo 
con ansias el reencuentro en el futuro . Sin embargo, 
creo que vali6 la pena cada grano de arena puesto con 
esfuerzo y por eso agradezco a todos,  a la prefectura 
de Okinawa, al staff y a la Asociaci6n Okinawense del 
Peru , por darme la oportunidad de hacer de esas dos 
semanas en Okinawa las mas especiales que he tenido 
hasta ahora. 

Muchas Gracias ! 
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ボ リ ビ ア 沖縄県人会

ジュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 して

私はジュニアスタデイ ー ツアーに参加する事が出来
たのでとて もうれしいです。

最初は、 家族を離れ、 全然知らない所、 そして良 く
知らない親戚の家でホ ームステイをするこ となどがと
て も 不安でしたが、 沖縄へ着 き 、 空港で迎えにきてい
た親戚の方々に会うと何 と かすぐに落ち着 きました。

ジュニアスタデイ ー ツアーでは、 私のおじい ち ゃ ん
やおばあ ち ゃ んの生まれ育っ た 沖縄の歴史や文化を
学ぶ事が出来て良かっ たです。

ウェルカムパ ーティ ーでは、 み んなと 仲 良 く話す
事が出来るのか と 心 配で ドキ ドキしていました。 でも、
みんなや さし い 人 た ちで私にや さしく 声をかけて く れ、
ゲームなどをしている内に仲良 くなっていました。

渡嘉敷島では、 沖縄の海を見る事が出来ました。
沖縄の海はとて も 綺麗でした。

私た ち は県知事にお会いする事が出来て、 と て も
ラッキー だ と 思います。

読谷のむら咲むらでは沖縄の伝統芸能である琉球
舞踊や、 空手、 それから三線などと 、 い ろ い ろ と学ぶ
事が出来ました。 私は三線が好きなので三線に決めま
した。 三線はと て も 簡単でした。 その後、 みんなでサー

ターアンダ ー ギーの作り 方を教えて もらい、 作り まし
た。 とて も おい しかっ たです。

名護の比地大滝に行 く こ と も出来ました。 山登り は
楽しか っ た け れ ど疲れました。 夜 は、 み んなで楽 し く
バ ーベキューを作り 、 と て も お いしく 食べました。 そ
の後、 キャンプファイヤ ーをしました。 沖縄尚学高校
の生徒の皆さんが考えたプログラムでとて も 楽しい思
い出が出来ました。

「美ら海水族館」 には、 今まで見た事のない魚がた
く さんいました。 有名なジンベイザメが見れて本当に
うれしかっ たです。 イルカショー はお もしろかっ たです。
工芸体験もしました。 私は紅型を習いました。 とて も
楽しかったです。

今帰仁城跡に行 っ た時は、 沖縄の歴史を聞いて と
て も 勉強になりました。

マチグワ ー 散策では、 沖縄の人た ちの仕事、 生活
などを見学で き 、 壺屋焼物博物館に行 く 事が出来ま

した。
首里城や識名園、 それから玉陵にも 行 き 沖縄の歴

史について沢山勉強するこ とができました。
ツアー七日目、 平和祈念資料館に行 きました。 戦争

を体験した 人が、 戦争につ いて い ろ い ろ と話を聞か
せて く れました。 と て も 悲しく て泣 き そうになりました。
その後、 平和の礎の見学をしました。 続いて、 琉球
ガラス村 と 泡盛工場の見学に行きました。

ツアー 八日目、 私達は沖縄の移民について勉強しま
した。 それから OTV キャスターの前原信一 さんの講
話も ありました。 私の国への移民につ いて も っ と 詳し
＜ 勉強したかっ たです。 でも 沢山勉強するこ とが出来
ました。

テンブス館前でエイサーを踊っ た時、 見ている人が
沢 山 い たので ドキ ドキしました。 でも と て も 楽しかっ
たです。 もう皆 とエイサーを踊るこ とが出来ない と思っ
たら悲 し くなりました。

さよならパーティ ーでは皆悲しそうでした。 皆 と 歌っ
た 「島人の宝」 絶対に忘れる事が出来ませ ん。 また
みんなに会うこ とが出来たら嬉しいです。

空港にみんながいるのを見た と き はとて も 嬉しく て
泣 き そうでした。

このツアーで私は 「平和」 の大切 さを学ぶ事が出
来ました。

ジュニアスタデイ ー ツアー は、 世界中の移住者の
ために続けなく て はならない行事だ と 思います。 世界
中のウチナ ーンチュ達が自分のおじい ち ゃ ん、 お ばあ
ち ゃ んの生まれ育っ た 沖縄に行けるチャンスを下 さっ
た方々にとて も 感謝しています。 この二週間で学んだ
こ と は決して忘れません。

Mis impresiones del Junior Study Tour 

Me s iento  muy fel i z  de tener la oportun idad de 
participar en el Junior Study Tour. 
A l  princ ip io  me sentfa muy preocupada s i  podfa 
desenvolverme sola en un lugar desconocido, el home 
stay en una familia que apenas conocfa, pero al llegar 

al aeropuerto de Okinawa, todas mis preocupaciones 
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se disiparon cuando mis farniliares me recibieron en el 
aeropuerto, y me senti muy feliz. 
El Junior Study Tour, fue un viaje donde pude conocer 
la Historia y Cultura de mis abuelos y abuelas. 
Al inicio del tour tuvimos el Welcome Party. Yo me 
sentia muy preocupada si podia comunicarme con 

los demas participantes, pero a traves de las distintas 
dinamicas de grupo, nos fuimos entrando en confianza. 
En Tokashiki pudimos conocer el  hermoso mar de 
Okinawa. 
Tambien me s iento muy afortunada porque tuve la 
oportunidad de conocer al Gobernador de Okinawa en 
persona. 
En Murasakimura de Yomitan, aprendimos las artes 
tradic ionale s  como : Danza de Ryuky u ,  Karate y 
S anshin .  Como a mi me gusta el S anshin,  opte por 
tomar el taller de S anshin.  Pue muy faci l .  Despues 
hicimos el Saataa Andagui entre todos y nos salio muy 
delicioso. 
Fuimos tambien a las Cataratas de Hij i .  La subida a 
las montafias fue muy bonita pero cansador. Llegando 
de la caminata, en la noche asamos came entre todos 
(Barbecue Party) ,  nos deleitamos con ello y pasamos 
a encender la fogata. Gracias al interesante programa 
que nos habfan preparado los alumnos de Secundaria 
de Oki n aw a  S h og aku , t u v i m o s  u n a  ve lada  muy  
animada que siempre quedara en  mi  recuerdo. 
En el Acuario de Churaumi, habfa especies de peces 
nunca  conocidas  hasta entonce s ,  pude conocer a 
los famosos tiburones . El Show de los Delfines fue 
tambien muy interesante . 
El aprendizaj e  del  arte manual  tambien fue muy 
provechoso. Yo tome el  curso de pintura Bingata. 
En l o s  res tos  arqueo l6g icos  de N akij n  pud imos  
escuchar y profundizar e l  aprendizaje sobre la Historia 
de Okinawa. 
Paseamos en el centro comercial de Kokusai Doori , 
conocimos l a  vida cotidiana de los  habitantes de 
Okinawa y visitar el Museo de ceramica. 
Tambien inclufa en el programa las visitas al Castillo 
de Shuri ,  la residencia de los reyes llamado: Shikinaen, 
y el cementerio de los reyes :  Tamaudun,  todo esto 
para profundizar el aprendizaj e  sobre la historia de 
Okinawa. 
El Septimo dfa, fuimos al Centro de Exposici6n sobre 
l a  Paz . Escuchamos las experiencias  que tuvo un 
veterano de guerra, fue tan tri ste que tuve ganas de 
llorar. Luego de la charla visitamos las lapidas de los 
cafdos en la guerra. Antes de terminar el dfa visitamos 
el taller de vidrio de Ryukyu Mura y a la fabrica de 

Awamori . 
El Octavo dfa, tuvimos un taller para conocer sobre 
l a  emi grac i 6 n  de l o s  Okinawen s e s  hac ia  pafses  
fuera de J ap6n , e s c uchamos  l a s  c h ar las  del  S r. 
Shinichi Maehara, Director de OTV, de la television 
Okinawense. Yo querfa conocer un poco mas sobre la 
historia de la inrnigraci6n en mi pais . 
B ailamos tambien el EISA en el patio de Tembusu.  
Habfa muchos espectadores esperando nuestra funci6n. 
Yo me sentfa muy nerviosa, pero lo hicimos muy bien. 
Me siento muy triste ya que nunca mas vamos a tener 
la oportunidad de bailar el EISA con mis compafieros 
de! Tour. 
El ultimo dfa fue el Sayonara Party, todos estuvimos 
m u y  tri s te s .  N u n c a  me o l v i d are l a  c an c i 6 n  de 
"Shimanchu nu Takara" que c antamos al unfsono 
todos los participantes.  Ojala tuviera la oportunidad de 
reencontrarme con todos ellos . 
Al llegar al aeropuerto para el viaje  de regreso,  me 
sentf muy contenta al ver a todos que vinieron a 
despedimos y a la vez muy triste por la despedida. 
En este Tour pude aprender la importancia de la "Paz". 
Antes de finalizar, pienso que el Junior Study Tour es 
un evento que se debe continuar para el bien de todos 
los descendientes de Inrnigrantes .  
Estoy muy feliz de tener la  oportunidad de conocer 
la  tierra donde nacieron y crecieron mis abuelos y 
abuelas, compartir con Uchinanchus de todo el mundo, 

y nunca me olvidare lo aprendido en estas inolvidables 
dos semanas. 
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慎榮城 弥生
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

YA YOI MAESHIRO - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1 3歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ボリ ビア共和国 Republic of Bolivia - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ボ リ ビ ア 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 して

「 ジュニア ・スタデイ ー ・ ツアーに行 く ？ 」 と 、 母に聞
かれた と き 、 「行 き たい」 と 、 答えましたが申し込みの
後、 ジュニア ・スタデイ ー ・ ツアー ってなんだろ う と ？ と
思う と 、 と て も 不安になりました。

ツアーに参加するこ とが決まっ た と き は、 久しぶり
におじい ち ゃ んやおばあ ち ゃ ん、 また、 まだ顔を知ら
ない親戚に会えると 思 う と 、 と て も う れしかっ たです。

飛行機の中では、 「 沖縄って どんなと こ ろ だ ろ う ？
田舎みたいなと こ ろ かなあ ？ 沖縄は海にか こまれた島
なので津波が き たらど うしよう 」 と 、 色 々 考えて いま
した。

沖縄に着いた と き 、 空港のロビ ーではた く さんの人
が出迎えて く れました。 その中には、 テレビ局の人達、
そして ツアーのスタッフ、 また親戚のおじい ち ゃ ん達
がいました。 前沖縄県派遣教師の大城先生 と ひ ろ 子
先生に会え た と き は、 涙があふれて止まりませんでした。
7 月298 からツアーが始まり ました。 県内から33名、
外国から34名計67名がツアーに参加しました。

次の日、 渡嘉敷島に行きました。 渡嘉敷島は沖縄よ
り 田舎でしたが、 海はとて も き れいでした。 初めてシュ
ノ ーケルの体験をしました。 サンゴは色々な色をして
いて、 一つ一つが木みた いで、 全体が 「海の森」 の
様でした。 熱帯魚 も た く さん見るこ とがで き 、 と て も
良い体験になりました。

読谷村のむら咲 き むらでは、 文化学習で伝統芸能
をしました。 私 は空手、 琉球舞踊、 そして 三線の中
から三線を選びました。 初めて三線を弾 き 、 むずかし
かっ たですが、 良い音がなって とて も う れしかっ たで
す。 他の国の人の中には、 三線の経験のある人も いて
すぐに上手に弾いている人も いました。

二日目の自然学習では海洋博記念公園 ・ 美ら海水
族館を見学しました。 とて も大きな建物で中はとて も
広かっ たです。 水槽の中では、 ジンベエザメがゆ う ゆ
う と ほかの魚達 と 一緒に泳いでる姿がとて も 印象に残
りました。 また、 とて も大きな口だっ たので 「ど う や っ
て餌をあげんるんだろ う」 と 、 不思議に思いました。
社会学習では、 マチ グワ ー散策に行 きました。 そ こ は、
どこまで続いているのか と 思 う ほ ど長いアーケー ドが

ありました。 また、 迷いそ うになるほ ど道が入り く んで
いて一人だと 迷子になるだろ う と 思いました。

平和学習では、 平和祈念公園を見学しました。 資
料館で戦争のビデオを見た時は
「や っ ばり 戦争はないほ うがいい、 戦争にあ っ た 人達
はとて も かわ いそ う だなあ、 今みたいに平和のほ うが
も っ と幸せだ」 と 、 感じました。

その後、 平和の礎を見に行 き ました。 そ こ は、 戦
争で亡 くなっ た 人達の名前がた く さんあり 、 その中で
私のひいおじい ち ゃ んの名前を見つ けた時には、 嬉し
い気持ち と 悲しい気持ちの複雑な気持ちになりました。
私は、 初めて ひいおじい ち ゃ んに手を合わせるこ とが
できましたが、 一緒にいた私のおじい ち ゃ ん は悲しそ
うな顔をしていました。 ボリビアに帰っ たら、 おばあち ゃ
んに、 「ひいおじい ち ゃ んの名前がき ざまれてあ っ た」
と 、 い う こ とを伝えよう と思いました。

ツアーの終盤、 国際通りで今まで練習して き たエイ
サーを町の人へ見て もらいました。 練習のかいがあ っ
て、 本番は私自身楽 し く 踊るこ とができました。

最後に先生にみんなで五ヶ 国語で、「ありがと う 」 と 、
言いました。 私は、 「も うエイサーの練習はないんだ」
と思う と 涙が出て きました。 楽しく て感動したエイサー

でした。
このツアーで残念だっ た こ と は、 おじい ち ゃ ん と ボ

リビアのこ とを色 々話したかっ た け ど、 それができな
かっ た こ とです。 で も 、 ツアーの中でとて も 気の合 う
友達ができました。 その人は、 マレーシアのまや さん
と い って、 とて も日本語の上手い 人で、 や さしか っ た
です。 まや さんのこ と は、 絶対に忘れません。

一番印象に残っ た場所は、 平和祈念資料館です。
その中では、 戦争で倒れて いる人、 男の子の足から
骨が見えている写真等が展示 されていて とて も かわい
そ う だ と 思いました。 作られて いる壕の中に入ってい
く と 、 戦車が来る音がして、 とて も 恐 くなって きました。
いつ もの生活の中で、 忘れかけていた「平和」 と い う
大切なもののありがた さをあらためて感じました。

私はこの資料館で見た こ と 、 聞いたこ とを学校の友
達や後輩、 また、 まだ このこ とを知らない ボリビアの
人達へ話してあげた い と 思います。
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Mis impresiones participando 
en el Junior Study Tour 

没uieres participar en el Junior Study Tour? 
Cuando mi madre me pregunt6, yo sin vacilar conteste 
q u e  s f .  S i n  embarg o ,  d e s p u e s  de pre s e n tar m i s  
documentos d e  solicitud, m e  sentf muy insegura y a  
que n o  conocfa exactamente c6mo era este tour. 
Cuando ya tuve la certeza de que iba a viajar, pasaron 
por mi mente el encuentro con mis abuelos y otros 
fami l i ares  que no conozco  aun ,  y me sentf  muy 
contenta de  tener la oportunidad de  reencontrarme con 
ellos. 
En el  avian  que me transportaba hasta  Okinawa,  
p e n s a b a  " C o m o  s e r a  O k i n aw a ,  s e r a  un l u g ar 
urbanizado, campo, que hare si viene un Tsunami?" 
Pero al llegar al aeropuerto de Okinawa, encontre a 
muchas personas que vinieron a recogerme: personal 
de la Telev i s ion ,  S taff del Tour, mi s  abuel i to s ,  y, 
cuando vi al Profesor Oshiro y su esposa Hiroko no 
pude evitar las lagrimas. 
El  Tou r  empez6 e l  2 9  de J u l i o .  Parti c i p aron 3 3  
estudiantes de Okinawa, 3 4  participantes extranjeros 
llegando a un total de 67 participantes .  
Al  dia siguiente fuimos a la isla de  Tokashiki . Esta era 
una comunidad mas pequeiia comparado con el lugar 
inicial, pero el mar era muy hermoso. Por primera vez 
en mi vida tuve la oportunidad de bucear en ella, los 
corales eran de distintas formas y colores y cada una 
parecfa un arbol ,  que en su  conjunto era como que 
estuvieras viendo un bosque dentro del mar. Tambien 
habfan peces de distintas especies que daban una vista 
espectacular dentro del mar. 
En Murasakimura en la ciudad de Yomitan, aprendimos 
las  artes  tradic ionales  de Okinawa.  Entre karate , 
Danza de Ryukyu y Sanshin,  yo escogf el sanshin .  
Era la primera vez que intente tocar este instrumento. 
Un poco diffci l  al principio pero con gran esfuerzo 
conseguf sacarle los sonidos .  Entre los participantes 
algunos ya conocfan este arte y lo hacfan muy bien. 
El segundo dfa de aprendizaj e  sobre la Naturaleza, 
fuimos al Acuario de Churaumi, era una infraestructura 
enorme,  donde nadaban tranqu i los  l o s  t iburones 
g i g an t e s  abr i e n d o  s u s  g r a n d e s  b o c a s . Tuve l a  
curiosidad por saber c6mo alimentan los encargados 
de mantenimiento a estos animales gigantes del mar. 
El programa inclufa tambien el paseo por el mercado 
de Kokusai Doori . Esta avenida era tan grande que 
nunca llegabamos al final, las calles tan enredadas que 
si caminaba sola me iba a perder. 

En el aprendizaje  sobre la Paz, visitamos el Parque 
Memorial de la Paz. En el Museo, vimos videos con 
imagenes de la guerra, y sentf la importancia de vivir 
en paz, cuan afortunada soy de vivir tranquila y feliz . 
Despues visitamos las lapidas donde se encuentran los 
nombres de las personas que fallecieron en la guerra. 
Entre los miles de nombre allf escritos, pude encontrar 
la de mi b izabuel o .  Sentf como una confus ion de 
sent imientos  entre alegrfa y tri s teza .  Junte  m i s  
manos y rece frente a l  nombre de m i  bizabuelo, pude 
observar que  mi abuel o  tenfa un semblante muy 
triste .  Rece prometiendo a mi bizabuelo comunicar 
esta experiencia unica a mis famil iares de B olivia,  
especialmente a mi abuela. 
La fase final del Tour, era la  presentaci6n del Eisa, 
actividad que vinimos practicando todos los dias . En 
primer lugar bailamos en Kokusai Doori para mostrar a 
las personas que estaban alli comprando y luego frente 
al Gobernador. Gracias a las practicas pude bailar con 
mucho entusiasmo. 
Una· vez terminada la presentaci6n, agradecimos en 
5 idiomas a nuestro profesor del Eisa. Cuando me 
di cuenta que "ya no vamos a practicar juntos como 
v in imos  haciendo durante es tos  dfas" de pronto 
sentf una emoci6n tan grande que no pude evitar las 
lagrimas . Era un espectaculo y un evento muy emotivo 
donde fuimos protagonistas todas nosotras . 
Lo que sentf mucho fue que no tuve mucho tiempo 
para compartir con mis familiares en Okinawa para 
hablar sobre mis familiares en Bolivia. 
Sin embargo en el tour pude hacer muchas amistades,  
y encontrar amigas con gustos en comun. Una de ellas 
es Maya de Malasia, ella hablaba muy bien el japones 
y era muy buena. Creo que nunca la voy a olvidar. 
El lugar que mas me impresion6 fue el Museo de la  
Paz. En ella pude observar fotos de personas heridas en 
la guerra, nifio con la pierna herida donde se observaba 
el hueso que salfa de la herida abierta. Tambien en la 
reconstrucci6り del refugio se podfa oir el sonido de 
los tanques que se acercaban y me entraba un panico 
tormento s o .  S entf  que n u n c a  tendre que  o lv idar 
esta experiencia, que vivo en un ambiente de paz y 
tranquilidad, agradecf nuevamente la felicidad de tener 
un entorno sin guerra. Regrese a Bolivia prometiendo 
transmitir esta experiencia a mis amigos de mi escuela, 
a los Bol ivianos que no conocen esta Historia para 
explicarles la importancia de vivir en Paz. 

- 52 -



安里 健
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

KEN ASATO - • • • • • • • • • • - • • ·- - -- - - · - - - - · • • - • • • • -- - - - -- - • • • • • • • • • •• • • • • -• • • • • - • • • • • • • • • • • • - • • • • • • -- • - • • - • -・・· • • • - -- - - - -- - -
1 3歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ボリ ビ ア共和国 Republic of Bolivia - - - - - - · - - - - · · · · ・ - - · · · · - - - · - · · - · · · - ・ . . ・ - · · · · · · · - · · · · · · · · · · · - - - - - - - · · ・ - · - · - - - - · · - · - · · · · · · · - · - · · · - - · - - · · - · - · · -
ボ リ ビ ア 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 して

僕 は、 7 月24日 か ら 沖縄県のジュニ ア ・ ス タ
デイ ー ・ ツ ア ー に参加しました 。

出発前の僕の 沖縄に対する イ メ ー ジ は、 と っ て
も 狭い ん だ ろ うな、 と い う こ と でした 。 沖縄を地
図で見る と 、 と っ て も 小 さか っ た からです。 で も 、
思 っ たよ り と っ て も 大 き く て 、 真 っ 青な海が見え
て海へす ぐ入 り た く なり ました 。

こ のジュニ ア ・ ス タデイ ー ・ ツ ア ー の中で、 一番
苦労したのは、 他の国 からの参加者の多 く が日本
語、 ス ペイン語を話せなか っ た こ と です。 僕 た ち
も 英語を話せないので、 伝え た い こ と を伝え られ
ない こ と も あ り ました 。 で も 、 ジェス チャー を使 っ
た り してなん と か伝えるように努力しました 。

7 月29日 は、 ウェ ル カム ・ パ ー ティ ー でした 。
そ こ でジュニ ア ・ ス タディ ー のみ んな と 初めて 顔
を合 わせました 。 最初の印 象 は日系 人で も 日本語
を話せない 人 も いるん だなあ と 、 い う こ と と 、 見
た目はまっ た く 外国 人の人 も 結構いるん だなぁ と 、
いう こ と でした 。

次の日 は、 船で渡嘉敷島へ 行 き まし た 。 そ こ
の海は沖縄で一 番 き れい だ そ うです。 海へ入る と 、
不思議な気持 ち になり 、 出るまでず っ と 「本 当に
沖縄の海へ入 っ て いるん だなぁ」 と 、 実感し感動
して いました 。

次の日に平和の礎にい き ました 。 そ こ では、 た
く さんの 沖縄の人が亡 く なっ た そ うです。 ア メ リ
カの兵隊に捕まらないように、 崖から飛 び込 んで
亡 く なっ た 人 も いるそ うです。 僕 は、 と っ て も 悲
しか っ た け ど、 お じい ち ゃ んが、 手に拳銃の弾を
賠 た れながら助 か っ た話を聞 いて い たので、 礎に
名前がな く てよか っ たなぁ 、 と も 思 いました 。

僕 は、 「日本の戦争 は と っ て も 大変 だ っ た ん だ
なぁ 、 また 、 兵隊が崖から飛ぶ と き 、 どう い う 気
持 ち だ っ た ん だ ろ うなぁ 」 と 、 思 い ました 。

達 は、 旧 盆エイサ ー に参加するた めに練習を 7
月30日からはじめました 。 本番では、 練習の成果
を 沖縄の人に見せる こ と がで き ました 。

他の国の人 た ち は、 あ まり エ イ サ ー をした こ と

がなか っ た せ い か、 と ま ど っ て いました 。 僕 は学
校でや っ た こ と のある曲 だ っ たので、 ス ムー ズに
行う こ と がで き ました 。

8月8日 は、 み んなに会う こ と の出 来る最 後の
日でした 。

残念 だ っ た こ と は、 勉強会や 、 イ ベントな どに
時 間をほ と ん ど費 や され、 ツア ー の仲 間 と ゆ っ く
り 話す時 間がなか っ た こ と です。 せ っ か く 一緒の
ツ ア ー だ っ たので、 ほ かの外国のウチナ ー ンチュ
と も おし ゃ べ り した か っ たです。

僕 は こ の ツ ア ー の中で 「み んなで協力する こ と
の大切 さ」 を学 びました 。 そ れ は最後の日、 み ん
なで協力 してエイサ ー をす ご く か っ こ よ く 成功 さ
せ、 会場から大 き な拍手を も らっ た と き に感じま
した 。

こ れから、 ボリ ビ ア のオキナワ を も っ と 良 く す
るた めに、 少しずつ協力する こ と の大切 さを友達
や 後輩へ伝え て い き た い と 思 います。

Junior Study Tour 

Yo participe en el Junior Study Tour desde el 24 de 
Julio de! 2006. Mi impresi6n sobre Okinawa antes 
de! viaje ,  era de una comunidad muy pequefia. Esto 
porque en el  mapa, la Prefectura de Okinawa se ve 
muy pequefia. Sin embargo, al llegar alla sentf que 
era muy grande, y me impresion6 mucho el mar azul ,  
tanto que tuve ganas de entrar y nadar en sus aguas . 
Lo mas diffcil en el Junior Study Tour fue que muchos 
de los  p artic ipantes no hablaban el  Japones  ni el 
Espanol .  Yo, particularmente no sabfa hablar Ingles 
por eso, no pude comunicarme bien y expresar lo que 
querfa decir. Pero , a traves de los gestos ,  conseguf 
entablar comunicaci6n. 
El 29 de Julio era el Welcome Party, alli me encontre 
con todos los participantes.  Me 
impre s i o n 6  que  h ab fan m u c h o s  N i kke i s  que  n o  
hablaban j apones, tambien muchos descendientes de 
japoneses que tenfan facciones extranjeras . 
Al dia siguiente fuimos a Tokashiki , donde dicen que 
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es el lugar que tienen el mar mas hermoso de Okinawa. 
Me impresion6 mucho sus aguas cristalinas, al entrar 
en el mar me hizo sentir que yo realmente estaba en 
Okinawa 
Fuimos tambien a las Lapidas donde se encuentran los 
nombres de las personas que fallecieron en la Guerra. 
Supe que muchas personas se habian lanzado al mar 
desde altos pefiascos para evitar ser capturados por el 
ejercito americano . Yo me senti muy triste escuchando 
estas historias. 
Recorde la historia que me cont6 mi abuelo que habia 
recibido un tiro en la mano durante la guerra pero que 
consigui6 sobrevivir. Me senti contento que no hubiera 
el nombre de mi abuelo en la lapida. 
Pense en las atrocidades que se cometieron durante 
la guerra, en lo que sentian los soldados j aponeses 
cuando se lanzaban al vacio para no ser capturados ,  
todo ello me hizo pensar mucho sobre la Paz. 
En el Tour tambien ensayamos el Ei sa  a partir del 
30 de Julio para presentarlo en el Obon. Gracias al 
esfuerzo de todos y cada uno de nosotros ,  pudimos 
hacer una buena presentaci6n. 
Parece que para los participantes de otros paises era 
muy dificil  aprender esta danza. Para mf, fue faci l ,  
ya que tuvimos la  oportunidad de aprenderlo en mi 
escuela ,  y j u stamente era l a  pieza que nos habian 
ensefiado, creo que lo hice muy bien. 
El  8 de Agosto  era la u l t ima  vez que  podiamos 
encontrarnos entre todos. 
Lo que pense que seria bueno era que tuviermos mas 
tiempo para compartir entre los participantes,  ya que 
el Tour tenia un programa apretado y no teniamos 
tiempo suficiente para hablar sobre las actividades que 
desempefian otros Uchinanchus de diferentes lugares 
del mundo. 
Parti c i p ando en  el  To ur, aprendf  la i mportan c i a  
d e  "Cooperar" entre todos para l levar adelante u n  
objetivo. Esto s e  demostr6 e n  la presentaci6n del Eisa. 
Logramos cooperar y conseguir hacer un esfuerzo en 
conjunto. Yo lo sentf cuando escuchamos los aplausos 
del publico que vinieron a vernos y pienso que fue un 
exito . 
Aprendi  mucho en el Tour, y p ienso  aportar con 
lo  aprendido para  e l  progre s o  de mi  comun idad 
Okinawa y mi pafs Bolivia, ensefiando a mis  amigos la  
importancia de la "Cooperaci6n" 
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ボ リ ビ ア 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 2006

僕は、 2006年度のジュニア ・スタデイ ー ・ ツアーに参
加するこ とができ 、 大変幸せに思います。 当初は、 買
い物や、 沖縄県の親戚を訪問するツアー か と 思 っ て
いて、 文化や歴史の学習をすると は思っておりません
でした。 両親から、 学習に行 く のだ と 言われましたが、
正匝言ってあまり 事前学習はしないで参加しました。

沖縄へ出発する前は、 ツアー中に発表するサンポー

ニャの練習に行かなければなりませんでした。 三日間
の練習の内、 僕は二 H 間参加しました。 サンポーニャ
は、 僕が生まれて初めて演奏する楽器でしたが、 幸
いにして習得するこ とができました。

さ あ、 沖縄県へ向 け出発のと きです ！ ！ 僕 と 一緒に
ツアーに参加したのは、 健、 さ ゆり と 弥生でした。 ま
た、 悦子と いう名前の引率者も 一緒でした。 僕は彼女
を知っていました。 なぜか と いうと、 僕が通う日本語
学校の先生をしているからです。

沖縄へ到着すると 、 親戚が迎えて く れました。 僕は
みんなを知りませんでした。 空港でどうしていいか迷っ
ていると 、 僕の名前が聞 こえて、 親戚が誰だか知るこ
とができました。 親戚の家へ着 く と 、 そ こにはヨウコ
おばさ ん と 、 お ばあ ち ゃ ん と 空港で迎えて く れた親戚
がおりました。

ホ ームステイ先で、 僕は一部屋を与えられました。
数 H 後、 沖縄県の首都、 那覇市へ連れて行って も

らいました。 ツアーの参加者はシティ ー ・ コ ートと いう、
すて きなホテルに集合するこ と となって いました。 僕
は、 誰も 知らなく て ドキ ドキしておりました。 突然、 大
きなホ ールヘ案内さ れ、 オリエンテーションを受けまし
た。 そ こでは、 ツアー参加に必要なルールなど、 必要
なこ とを説明 さ れました。 グループも 発表さ れました。
僕は “ F" グループでした。 嬉しかっ たのは、 飛行機
で一緒だっ たアルゼンチンの友達が一緒だっ た こ とで
した。

部屋 も 割り 振り さ れました。 ツアーの間、 いつ も 違
う仲間 と 同じ部屋になるよう配慮さ れていました。 き っ
と 、 全員 と 仲良 くなれるための配慮だ と 思います。

開会式が始まりました。 その頃には、 い ろ んな国の
人 と 友達になっておりました。 しかし、 終わっ たらみ

んなそれぞれ部屋へ帰らない と いけませんでした。 僕
はその頃からほ と ん どの参加者と 友達になっていまし
た。 特にペルーの参加者、 アルゼンチンの参加者、 県
内参加者などです。

夜 はいつ も 新しい友達 と おしゃべり をして、 遅 く ま
で起 きておりました。

翌日は渡嘉敷島ヘフェリーで行 きました。 楽しかっ
たです。 渡嘉敷のビー チヘ到着し、 シュノ ーケリング
をしました。 こ れ は、 水中へ潜るこ とですが、 底まで
はいけません。 なぜか と いうと 、 息をするためのチュー

ブをく わえているからです。
ビーチではサッカーの試合 もしたし、カヤック 、カヌ ー

にも 乗りました。
夕方になると 、 宿泊施設へ行きました。 広い施設で

した。 10名く らい眠れる大きな部屋がい く つ も ありまし
た。 手洗い も 完備 さ れていて、 よく H本のテレビで見
るように、 床にふ と んを敷いて寝ました。

その日からエイサーの練習が始まりました。 エイサー

は、 僕にと って楽しい活動の一つでした。 それは、 み
んなと 一緒になって練習できるからです。

もうひ と つ僕にと って楽しかっ た こ と は、 バスでの
移動でした。 いつ も 違うグル ープと バスに乗るこ と と
なっていました。 僕 はいつ も大きなバスに当 た っ たの
で、 ラッキーでした。

名護のホテルでも 宿泊しました。 大変 き れいなホテ
ルでした。 そ こでは、 キャンプファイヤ ー も 準備 さ れ
ていました。 た く さ んのレクリエーションがあって、 僕
は、 パン食い競争に参加しました。

バ ーベキュー も 僕た ちで作り ました。 あまり お いし
く はできませんでした。 しかし、 肉を焼いたりしている
と き は、 と って も 楽しかっ たです。

水族館へ も 行 きました。 僕の人生の中で、 最高の
水族館でした。 それは、 とて も大き く て、 ある場所で
は、 魚が僕たちの頭上を泳いでいると こ ろがあるので
す。 僕は海の底にいるような気持ちでした。

イルカショーヘ も 行 きました。 こ んなに頭のいい動
物が係りの人の指示に従って、 高 く 飛んだり 、 踊 っ たり 、
歌ったりするこ とを見て感動しました ！

その日のエイサーの練習は、 とて もうまく い き 、 僕自
身大満足でした。

- 55 -



しかし、 エイサ ー は一つの演目でなく 、 も う 一つ覚
えない と い けない と 言われました。 そのこ とを言われ
た Hに、 大雨が降り 、 練習場所を移動しなければいけ
ませんでした。

また、 伝統芸能の学習も ありました。 空手、 三線、
琉球舞踊の内、 一つを選ぶこ と となっていました。 僕
は空手を選びました。 一時間練習したあ と 、 丸 く て、
あまく て、 お いしいお菓子を作りに行 きました。 講 師
の先生 は小さく 作るよう 指導しましたが、 僕た ち は大
き く 作り ました。 そ うしたら、 ものすご く 大きなサーター

アンダギーが出来上がりました ！
伝統工芸学習では、 紅型を選びました。 布に絵柄

を塗ってい く 技法です。
ボランティアの高校生の案内で国際通り も 散策しま

した。 暑かっ たけど楽しかっ たです。
平和資料館へ も 行 きました。 平和の礎には、 戦争

で亡 くなっ た方 々の名前が刻まれておりました。 ある
戦争経験者の体験談も 聞 きました。

食事について も た く さん楽しみました。 僕が最 も お
いしい と 思 っ たのは、 さしみ と か、 日本のごち そ う を
楽しむ こ とが出来たバーのような場所でした。 五名で
一つのテー ブルを囲み、 広 く て楽しい と こ ろでした。

J I  C A 国際交流センターヘ も 行 きました。 そ こで 、
は、 世界への移民の話を聞 きました。 その後、 ゲーム
などを通して学習し、 写真をも とにい ろ い ろ と 勉強す
る作業がありました。

最 も 重要 だ と 僕が感じた こ と は、 沖縄県知事へ表
敬訪問した こ とです。 県知事より お言葉をいただ き 、
握手するこ とができて感激です。

エイサ ー 発表の日は雨が降り ました。 最初に国際
通り を道ジュ ネ ーしました。 その時 も 雨 は降り 止まず、
少し濡れました。

発表が終わっ たらみんな感動のあまり 泣 きました。
その後、 それぞれホームステイ先に帰りました。

お 盆には、 僕のひいおばあ ち ゃ んへ何度か手を合
わせました。

最後にツアーの仲間 と 再会でき たのは、 さよならパー
ティ ーのと きでした。 その日、 ボリビア組は、 民族楽
器サンポーニャの演奏を発表しました。 あ と は涙 と 写
真の連続でした。

いよいよ別れのと きです。 僕はみんなと 連絡を取り
合う こ とを約束して、 別れました。

今ボリビアに帰って きて、 み んなと 交流をしており
ます。 またみんなと会う こ とができるこ とを祈っており
ます。

僕は、 沖縄でまた ツアーの仲間 と会いたいです。 し
かし、 今度僕が行 く と き 、 それは暑 くない、 冬に沖縄
を訪問し、 みなさんに会う こ と とします ！

Junior Study Tour 2006 

Yo gane el viaje  al JUNIOR STUDY TOUR 2006 y 
me sentf muy feliz al respecto. Yo pense que iba a ir a 
comprar cosas , y visitar a mis parientes, no pensaba en 
conocer historia ni cultura, pero mis padres me habfan 
dicho que iba a Jap6n a conocer y estudiar su historia 
y cultura, yo no les hice caso y no fui preparado para 
estudiar. 
Yo tuve que ir a clases de zampoiia, porque era el  
instrumento que fbamos a tocar en Okinawa. Eran tan 
solo tres dfas de clases, y yo solo habfa ido dos veces, 
era mi primera vez tocando ese instrumento, pero logre 
dominarlo. 
H abfa l legado e l  momento de ir  a Okinawa,  j j Yo 
estaba muy emocionado ! ! Mis compaiieros de viaje  
eran Ken ,  Sayuri y Yayoi ,  tambien nos acompaiiaba 
una  tutora Hamada Etsuko, yo  ya la conocfa, porque 
era maestra en la escuela japonesa. 
Cuando l legamos a Okinawa ,  mis fami l i ares me 
recibieron,  yo no los cortocfa, estaba perdido en el 
aeropuerto, pero luego mencionaron mi nombre y supe 
que ellos eran mis familiares .  
Yo llegue a su casa, y estaba la senora Yoko, mi abuela 
y ellos .  
Yo dormfa en una sala. Me quede unos dfas y despues 
de eso, fuimos a NAHA la capital de Okinawa. Todos 
los participantes del Junior Study Tour tenfamos que 
encontrarnos en el hotel City Court, era un hotel muy 
bonito. Yo no conocfa a nadie estaba muy nervioso. 
De pronto todos fuimos a un sal6,n, y en ese salon nos 
orientaron,  dandonos las reglas del tour y todas esas 
cosas . Yo estaba en el grupo "F", estaba con una amiga 
argentina que conocf en el aeropuerto . 
Nos habfan asignado las habitaciones,  s iempre nos 
tocaba con personas diferentes porque querfan que nos 
relacionemos entre todos . 
Empez6 la fiesta de inauguraci6n, yo ya habfa hecho 
muchos amigos de diferentes pafses ,  pero cuando 
termin6,  tenfas que volver a nuestras habitaciones . 
Yo me habfa vuelto amigos de todos en ese momento, 
espec ia lmente de lo s  peruan o s ,  argenti nos  y l o s  
japoneses que vivfan en 'Okinawa. 
S i empre nos  quedabamos hasta  tarde despiertos ,  
porque siempre n o s  quedabamos hablando con los  
nuevos amigos que uno hacia. 
El dfa siguiente fuimos a la  isla Tokashiki en barco, 
era muy bonita. 
Fuimos a la  playa, y hicimos snorkeling,  es  como 
bucear pero no te podfas ir  hasta el  fondo, porque 
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usabamos unos tubos para respirar. 

Tamb i e n  j ug a m o s  futb o l  e h i c i m o s  kayak ing  y 
canotaj e .  Despues  fuimos  a un  aloj amiento p ara 
dormir, era muy grande y bonito . Los cuartos grande 
donde dorrniamos unas diez personas, tenian un bafio 

y dormiamos en el piso como sale en la tele. 
Ese mismo dfa empezaron los talleres de Eisa, eso fue 
una de las cosas mas divertidas para mf, porque todos 
los practicabamos juntos.  Otras de las cosas divertidas 
eran cuando estabamos en el bus, siempre con grupos 
diferentes y por suerte nos tocaba casi siempre en el 

bus grande. 
Fuimos a un hotel en Nago, era muy bonito . En ese 
hotel h ic imos  u n a  fogata donde hacfamos vari as  
actividades ,  y yo participe en una de ellas que era 
comer pan. 
Tambien hicimos una parri l lada nosotros mismos ,  
aunque no estaba muy rico, nos  divertimos un mont6n 

preparandola. 
Fuimos tambien al acuario, es el mejor acuario al cual 
he ido en mi vida, porque ademas de ser grande, habfa 
una zona donde los peces pasaban por arriba, se sentia 
como si estuvieras abajo del mar. 
Tambien fuimos  a un show de delfines ; foe muy 
emoc ionante ver  a animales  tan inte l igentes que 
podfan saltar, bailar y cantar cuando sus  entrenadores 
les ordenaban.  
Ese dfa practicando eisa me salio muy bien y estaba 
muy feliz. 
Pero unos dfas despues nos dijeron que tenfamos que 
aprender otro baile de eisa, y en el ensayo del segundo 
baile, empez6 a llover fuertfsimo y tuvimos que ir a 
otro lado a practicar. 
Fuimos a un lugar donde podfamos elegir en hacer 
karate , sanshin y una danza, yo elegi karate . S olo  
duro una hora y despues fuimos a cocinar unas bolitas 
ricas y eran dukes,  la senora nos habfa dicho que 
las preparemos chicas pero no le hicimos caso y nos 
salieron gigantes ! ! 
Tambien fuimos a un lugar donde hice bingata, un arte 
japones de pintar sobre tela. 
Los chicos de una secundaria nos l levaron por una 
caminata en el  "kokusai dori" foe muy divertido y 
caluroso. 
Fuimos a un museo de la paz, donde habfan lapidas 
con los nombres de las personas que habfan muerto en 
la guerra, y un sobreviviente nos cont6 su experiencia. 
La  mej or comida foe c u ando fuimos  a un b ar, y 
comimos sashimi y muchas exquis iteces j aponesas.  
Eramos cinco en una mesa y habfa muchas mesas. 

Tambien fuimos a un lugar que era HCA creo. Ahi un 
senor nos hablo sabre la emigraci6n okinawense en el 
mundo, hicimos varios juegos y nos divertimos mucho 
explicando sabre unas fotografias y mucho mas . 
Una de las cosas mas importantes fue haber estado con 
el gobernador, el nos dirigi6 unas cuantas palabras y 
tuvimos la oportunidad de darle la mano. 
El dia de la presentaci6n de eisa empez6 a Hover, pero 
primero hicimos un desfile por el mercado, pero seguia 
lloviendo y tuvimos que bailar bajo la lluvia. 
Luego todos lloramos,  y nos volvimos a las casas de 
nuestros parientes .  Fui a rezar unas cuantas veces a mi 
tatarabuela por el dia del obon. 
Cuando volvf a ver a mis amigos ,  era el dia de la 
fiesta de despedida, en la cual el grupo boliviano taco 
zampofia, un instrumento boliviano, y despues de la 
fiesta todos empezamos a llorar y sacar fotos.  
Llego la hara de irnos y me despedi de todos y prometi 
comunicarme con ellos, y hasta ahora lo sigo hacienda. 
Yo quisiera ir otra vez y ver a todos mis amigos alla, 
pero que no haga mucho calor, asf que voy a ir en 
invierno ! ! ! ! 
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メ キ シ コ 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 2006

2006年「ジュニア ・ スタデイ ー ・ ツアー」 の主催者
である沖縄県の方々、 そして在メキシコ 沖縄県人会役
員の皆様に対し、 私がこの行事に参加する機会を与
えて く だ さっ た こ とに心から御礼申し上げます。

沖縄県系 4 世である私にと って、 エイサー 、 琉球舞
踊、 お盆祭り 、 独特の音楽、 そして 沖縄そばやゴーヤー

などの沖縄郷土料理と い う 、 西洋では全てが知られて
る訳ではない 沖縄文化の概要は、 大人た ちが話して く
れる沖縄の伝統と はまた違い、 それらを知るこ とがで
き たのは、 素晴らしい体験となりました。

諸外国からの参加者が集って行われた、 交流イベ
ントのための活動運営は素晴らしく 、 感銘を受けまし
た。 話す言葉は違いますが、 目 的は共に時を過ごして
お互いを知り 合 う こ とであり 、 その家族的な雰囲気の
中で、 主催者の方々 と 時間を過ごすこ とができました。

数々の観光スポットも 訪れるこ とができました。 憧
れの島である渡嘉敷に行っ た と きには、 とて も き れい
なビーチでシュノ ーケリングの基本を学び、 その他に
も 様々な活動を行いました。 また、 美しく 印象的な滝
を見る遠足に も出かけました。 そして、 あの偉大な水
族館に行 く こ とができ たのは本当に素晴らしく 、 沖縄
の海の世界に片手で触れるこ とが出来たような気分で
した。

今帰仁城跡も 見学しました。 そして平和公園では、
戦争が も たらした もの、 死んでい っ た 人 々 、 大理石に
刻まれた戦没者の名前に、 心を強 く 打たれました。 戦
争がどうい う ものなのかを私た ちに思い出させて く れ
ました。

沖縄伝統のお酒である泡盛、 そして 一見 と て も 簡
単そうであるけ れ ど も 、 実は芸術作品であるガラス エ
芸など、 沖縄の伝統をより 深 く 知るこ とができました。
エイサーのワ ー クショップは、 はじめは大変複雑なも
のと 感じましたが、 努力の末学ん だ こ との証しとして
発表するこ とができ、 最後にはとて も 素晴らしい体験
となりました。

このプログラムを通じて学んだこ とを携え、 私の国
メキシコで、 胸を張って 沖縄人先祖の文化を伝えてい
きます。 本当にありがと う ございました。

Reporte del Junior Study Tour 

Primero que nada quiero agradecer a todo el staff 
que hizo posible la  realizaci6n de este evento, asf 
como a la  prefectura de Okinawa como a Okinawa 
Kenjin kai de Mexico, y por darme la oportunidad de 
conocer y vivir un poco de mis rafces.  Pero mas que 
nada quiero agradecerle a toda esa gante que me hizo 
pasar el mejor tiempo de mi vida, agradecerles toda su 
paciencia, su esfuerzo y su dedicaci6n pero sobretodo, 
su amistad. 
En general fue una maravillosa experiencia que no 
terminarfa de escribir nunca pero quiero que sepan 
que desde que llegue a Okinawa me sentf como en 
casa al ver que habfa muchas personas esperandome. 
Luego fue increfble  ver todo ese  esplendor en l a  
naturaleza, fu e  algo que n o  seria capaz d e  imaginarme 
j amas, la is la Tokashiki fue maravillosa, el mar tan 
claro y tranquilo,  y el  hacho de estar con personas 
tan agradab les ,  h ic ieron de esta  una experienc ia  
inigualable. 
La organizaci6n de todos los eventos fue excepcional, 
todo sucedi6 como tenia que ser, me encanto el hecho 
de hacer amigos, de tener a alguien con disfrutar todo 
y compartir toda esa alegrfa. 
Ademas de todo me fascin6 a prender, aprendf mucho 
sobre la historia de Okinawa, muchas costumbres que 
en Mexico no existen o son muy diferentes ,  aprendf 
a hacer e l  satandagui ,  el  laqueado, conocf mucha 
comida que en mi vida habfa visto, aprendf que soy 
uchinanchu y no japones .  
Tambien conocf las  ruinas de un castillo y uno todavfa 
en pie pero tambien aprendf sobre la guerra y lo 
destructiva que es para el ser humano, esta fue una de 
las lecciones mas fuertes de mi vida. 
En pocas palabras les quiero decir a todos los que 
participaron en este Junior Study Tour, que aprecio 
mucho todo lo que hicieron y que siempre van a estar 
en rm corazon. 
Espero con ansias  volver a encontrarme con toda 
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esa gente que me hizo vivir semej ante experiencia 

y decides lo orgulloso que estoy de decir a todo el 

mundo que Yo fui a Okinawa y fui parte de este Junior 

Study Tour. 
Me despido asegurandoles que, tal como dije  en mi 
discurso de despedida voy a difundir toda mi cultura en 

mi pais y tengan por seguro que regresare a Okinawa y 
espero verlos de nuevo. 
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キ ュ ー バ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の印象 と
未来への交流促進

私 は、 こ の イ ベントの初日にお ける参加者の紹
介、 ウェルカムパ ー ティ ー の様子等を見て 、 期待
して い た と お り 参加国 と 沖縄の ダンス、 習慣、 象
徴的な場所、 料理、 そのほ かの伝統芸能等が本格
的に勉 強になる と 確信して いまい た 。

訪 れ た場所 は厳選 されて お り 、 と っ て も 驚 き ま
した 。 その一 つ は渡嘉敷島でした 。 その歴史、 景
色 、 動物等で感激しました 。 そして 、 シュ ノ ーケ
リング等の体験をして と て も 面 白 か っ たです。

沖縄県知事を近 く から見る こ と がで き 、 また 、
本人に歓迎して い た だ い た こ と は一 生忘れませ ん 。
む ら咲 む らで習っ た琉球舞踊 は居心地が良 く 、 ま
た 、 美味なサ ーターアン ダ ー ギ ー を作 っ て 味見し
て みるの も 楽しか っ たです。 そして 、 比地大滝を
初めて 見て 面 白 か っ たです。 世界的に貴重な固有
種の動植物を育 む豊かな森に囲まれた地域で、 自
然に作られるすべての美しさを楽しみました 。

私 も み んな も 、 バ ーベキュー と キャンプファ イ
ヤ ー をした 夜が最 も 忘 れられない 思 い出 と なっ て
お り ます。 す ご く 楽しむ事が出来ました 。 美ら海
水族館の見学 は、 素晴らしい経験でした 。 まるで
海中にいるような感じのする水族館で、 見 た こ と
のない 生物種を観賞する事がで き 、 こ れらの生 き
物を大事にするべ き だ と 思 い ました 。

今帰仁城跡の歴史を知る こ と がで き 、 その時
代にいるような感じがしました 。 散策途 中で雨が
降 っ て き て 全部 は見学で き ませ んでしたが、 「雨
によ っ て 最後まで見る こ と がで き な く なっ たが、
皆 さんが来 た事に対する祖父母の嬉し涙だ」 と ガ
イ ド さ んが説明して く れました 。

沖縄県民に と っ て 、 と て も 重要な “マチグ ワ ー ”
を散策して 沖縄の食文化につ いて学ぶ と と も に、
店の主 人 と のや り と り を通して県民 と の交流がで
き ました 。

首里城の歴史や 当 時の装飾 品 、 貴重品な どを知
る こ と によ り 、 面 白 く て 素晴らしい 沖縄のメ イ ン
スポット だ と 思 い まし た 。 紅 型 制 作体験 は、 本

当に印象的でしたが、 琉球漆器、 首里織 も すべて
体験した か っ たです。 平和祈念資料館への訪問 は、
少し寂しか っ た け ど大事だ と 思 いました 。 戦争体
験者である長 田氏の話を聞 い て 、 沖縄の全てが焦
土 と 化した地獄の日 々 につ い て 知る事が出 来ま
した 。

琉球ガラス は、 色 、 サ イ ズ 、 形が一 つ 一 つ違う
作 品 と なっ て お り 、 印象的で不思議な技術 だ と 思
いました 。 泡盛工場の構造 と 歴史には気を引かれ
ました 。

そして 、 移民の講習会 も と っ て も 重要 だ っ た と
思 い ました。 なぜなら、 「移民の歴史」 につ い て
知る事がで き 、 また 、 「ウチナ ー ンチュの心 」 に
関する理解を深めて から帰国する こ と によ り 、 次
世代へ継承して い く こ と を学 ん だからです。

エ イ サ ー の披露 は素晴らし く 、 最高でした 。 短
期 間の練習で習得し、 生で演舞したのは感動 的で
した 。 あの時の鳥肌、 止まらない嬉し涙 と 感動を
忘れませ ん 。

家 族 と 会 い 、 一 緒に過 ごす機会を与 え て く だ
さり 言葉で表せない ほ ど感謝して い ます。 自分の
ル ー ツ や 旧 盆につ い て も 知る こ と がで き ました 。

最後に、 生涯忘れられない体験 と 夢を叶え させ
て い た だ い た皆様、 素晴らしいプログラムを組 ん
で く だ さ っ た 委 員 の皆 様、 一 緒に過 ごして く だ
さっ た 方 々 、 通訳の方 々 、 訪れた場所のスタッフ
の皆様、 お 世話になっ た学校、 沖縄県知事、 沖縄
県につ いて じヽ ろ い ろ 教え て く だ さ っ た こ と と 、 こ
のような大 き なイ ベントで母 国であるキュー バを
紹介 させて い た だ い た こ と を感謝します。

一 生涯感謝します。

Las impresiones del Tour y continuaci6n de 
intercambio en el futuro. 

Desde el primer dfa de este evento, y despues de 
realizadas las presentaciones y la fiesta de bienvenida; 
me df cuenta que realmente iba a aprender y conocer 
todo lo que tanto ansiaba como bailes ,  costumbres ,  
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Iugares simb6licos ,  comidas ,y demas tradiciones de 
Okinawa, asf como de los otros pafses participantes a 

traves de intercambio. 

L o s l u g a r e s v i s i t a d o s  c r e o  q u e  fu e r o n  m u y  

impresionantes y muy bien escogidos ;  como l a  Isla de 

Tokashiki, donde quede asombrada con su historia, con 

sus paisajes , la variedad de animales y la oportunidad 

que me dieron de practicar snorkeling y de participar 

en otras actividades todas muy llamativas. 
Tener de cerc a a l  Gobernador de la Prefectura  
de  Okinawa y que nos  haya hecho l a  b ienvenida 

personalmente es inolvidable;  asf  como lo que pude 
aprender en Murasaki Mura, como el baile de Ryukyu 

que fue super acogedor y aprender a e laborar l a  
tradicional fritura satandagui y probar su delicioso 

sabor. 
Pue  m u y  i n tere s an te  c o n o c e r  l a s  C ataratas  de 
Hij iootaki ya que tiene especies unicas en el mundo 

que hacen que  el lugar sea  muy especia l , y que  

pudiera apreciar toda  la  be l leza  que la  naturaleza 
es capaz de crear y todo lo  que puede brindar. La 
parrillada y la fogata hacen que sea una de las noches 
mas inolvidables,  creo que al igual que yo todos la  
disfrutamos muchfsimo. 
La v i s ita  al acuario Chura Umi es  s in  duda algo 
espectacular y Ueno de vida que hace que yo me sienta 
en el medio del mar, me per血ti6 conocer especies que 
nunca habfa visto y a valorar el cuidado que debemos 
tener con su habitat y con los animales marinos . 
Las ruinas del Castillo de Nakij in me hicieron sentirme 
en aquellos tiempos y me gusto conocer su historia , 
aunque la lluvia impidi6 terminar el recorrido, pero no 
import6 porque dijo uno de los gufas que eran nuestros 
abuelitos llorando de alegrfa. 
Pue muy importante el recorrido por el mercado y por 
las calles ya que nos relacionamos con las personas 
de Okinawa y conocimos su forma de alimentaci6n y 
comerc10. 
La vis ita al Casti l lo de S huri fue muy i nteresante 
y g e n i a l , y a  q u e  e s  u n o  d e  l o s  l u g a r e s  m a s  
representativos de Okinawa aprender toda s u  historia, 
ver la decoraci6n de aquellos tiempos ,  los obj etos 
valiosos, entre otras cosas. 
Conocer y hacer con mis propias manos el arte de de la 
Bingata es realmente impresionante, es toda una fuente 
de inspiraci6n, aunque me hubiese gustado aprenderlo 
todo (laqueado,textilerfa) 
La visita al Museo Conmemorativo de la Paz es un 
poco triste , pero a la vez muy importante porque asf 
pude conocer todo sobre la guerra; y con el testimonio 

del senor Takata trasladarme a aquellos dfas de infierno 
donde todo lo bello de Okinawa era polvo y carne 
quemada. 
El vidrio de Ryukyu es un arte impresionante y muy 
curioso, sus diversas formas, tamafios y colores .  
La fabrica de awamori me llam6 mucho la atenci6n 
por su organizaci6n y por su historia. 
El taller foe muy importante e interesante porque asf 
pude conocer toda la historia sobre la emigraci6n, y 
como fortalecer el sentimiento okinawense en mf y asf 
traerlo a mi pais y fundirlo en las nuevas generaciones . 
L a  p re s e n t ac i 6 n  d e l  b a i l e  E i s a  fu e s i n  d u d a s  
espectacu lar y lo  mej or, poder demostrar todo l o  
aprendido y e n  tan poco tiempo, c o n  la  musica en 
vivo y todos los bailes que hicieron para nosotros 
realmente me lleg6 a lo mas profundo de mi coraz6n 
, nunca lo voy a olvidar como se me herizaba la piel, 
y la lagrimas de la alegrfa y la emoci6n no dejaban de 
caer. 
La oportunudad tan grande que me dieron de ver a 
mi familia y convivir con ellos es algo inolvidable, 
algo que se me hace diffcil describir con palabras, una 
poprtunidad unica de saber cuales son mis raices , de 
aprender sobre el Obon Antiguo y como se desarrolla. 
Por toda esta experiencia tan linda y tan inolvidable 
quiero agradecer a todos los que hicieron realidad este 
suefio , a todos los organizadores de este programa 
tan b ien  organizado y tan exquis i to ; a todos  l o s  
q u e  estuvieron con nosotro s ,  a los  traductores , al 
personal  de l o s  lugares v i s itado s ,  a l a s  e scue las  
que nos  atendieron a l  gobernador Keichi  Inamine 
y a la  prefectutra de Okinawa por haberme dado la  
posibilidad de  representar a mi  pais,Cuba,en un evento 
de esta magnitud y por obtener los conocimientos que 
hoy tengo. 

Le estare eternamente agradecida ! ! ! ! ! ! 

ar1gato gozaimasu 
obrigado 
thank you 
graclas 
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ハ ワ イ 沖縄連合会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

今年の夏、 第 四回世界のウチナ ーンチュ大会の
ジュニアスタデイ ー ツアーに参加するこ とが出来まし
た。 ツアー はすばらしい体験で、 ツアーの成功で世界
の人々 はさらに沖縄に典味をも つようになると 思うの
で、 ハ ワイから一人の代表者として参加でき た事に誇
り をも っています。 そして、 ツアーの参加者達は海外
に住んでいるウチナ ーンチュ達に話を伝えて、 海外に
住んでいるウチナーンチュの若者は自分のル ー ツを敬
い始めると 思います。

スタッフの皆様のお陰でこ んなすばらしい体験をす
るこ とが出来ましたので、 友達や家族に沖縄の文化と
社会について話をする前に、 ツアーのスタッフの皆様
に感謝の気持ちを伝えたいと思います。

ハ ワイ代表者として選ばれた時から、 7 月29日を楽
しみにしていました。 ツアー は今年のウチナ ーンチュ
大会のプレイベントなので、 多いに期待して いました。
だから、 シティ コ ートと いうホテルに着いた時に思 っ た
と おりに大きなイベントだ と実感しました。 最初のミ ー

ティングやウェルカムパーティ ーで参加者達は私にい
い印象を与えました。 説明パンフレットを見る事によっ
て、 私の期待は更に高まりました。 そして、 参加者達
の自己紹介を聞 きましたが、 彼らの声に興奮の気持ち
がいっ ばい詰まっていて、 楽しむ事ができました。

ウェルカムパ ーティ ー も とて も 楽しかっ たです。 参
加者達 と 熱心に踊 っ たり 、 ゲームしたり する時に、 本
当に楽しみました。 一番良かっ た活動は高校生の踊り
を見たり 、 そして私もステージで新しい友達 と 踊る事
でした。 踊りが大好 きなので、 ウェルカムパ ーティ ー

は良かっ たです。 そのパーティ ー はツアーの面白 さの
スタートだっ た と 思いました。

祖母は以前から渡嘉敷島の美しさについてよく話し
て く れ、 また、 私 も渡嘉敷島の美しさに関する本をよ
く 読んでいたので、 二日目をとて も 楽しみにしていまし
た。 初めはボートに乗るのは少し不安でしたが、 全然
大丈夫でした。 海は静かで、 島はとて も 美しかっ たの
で、 良かっ たです。 私はハ ワイ出身ですが、 あまり ビー

チに行 きません。 しかし、 渡嘉敷島の海はとて も 美し
く て、 水は冷たかっ たので、 一日中水泳とカヤッキン

グ と シュノ ーケリングをしました。 渡嘉敷島のビ ーチ
と 国立青年の家 沖縄海洋研修場で、 友達 との友情の
き ずなが強 くなっ たので感謝しています。

次の日、 県知事に会っ た後、 読谷村のむら咲むらに
行 きました。 私は以前から三線の弾 き 方を習いた く て
三線教室を希望していたので、 とても興奮して楽しみ
にしていました。 でも、 弾 き 始めた時にその興奮はフ
ラストレー ションになりました。 本当にむずかしか っ た
です。 しかし、 他の参加者も 同じように頑張って習得
しようと 努力している事に気が付いたら、 フラストレー

ションは消えてしまいました。 私達 は最後まで励まし
合い、 決してあ きらめませんでした。 その頑張り は賞
賛すべき ものだ と 思いました。

その後、 サ ーターアンダギー 作り をしましたが、 私
は料理をする事とサーターアンダギーを食べるのが好
きなので、 サ ーターアンダギーの料理学級を楽しみま
した。 作り 方 は想像以上に簡単で、 世界中から参加
している新しい友達 と 一緒に料理をするこ とができて、
いい思い出になりました。 私達はアンダギーを星 と か
ハ ートと かアル ファベ；；トのような形に作っ たりしまし
た。 そうするこ とにより 、 更においしく 感じるこ とがで
きました。

ゃ んばるの山にトレッキングする前に、 タニュー ホ
テルで仲間達 と 浴衣を着て素晴らしい夜をすごし、 あ
まり 寝なかっ たので大変だ と 思いました。 寝不足 も あ
り 、 3時間のハイキングはそれ程楽しい事と は思えま
せんでした。 でも、 ハイキングをはじめると 、 景色 は
とて も 美しかっ たので、 自分が疲れていた事を忘れま
した。 比地大滝で友達 と写真をと り 、 水で遊んだりし
て、 とて も いい体験をしました。 比地大滝の美しさは
印象的でした。 ハ ワイでは普段は自然環境について意
識する事がなかっ たので、 やんばるの美しさを実感す
る事で、 自然について、 より 敬意を払うになりました。

五日目はツアーで一番忙しく て、 一番大変な日だっ
た と 思います。 美ら海水族館と 今帰仁城跡と 国際通
りに行 きました。 この場所で沖縄の過去と 現在につい
て た く さん学ぶ事ができ たので、 とて も 良かっ たです。
水族館でいろ いろな海の生 き 物 とイルカのショーが見
られたので、 とて も 楽しかっ たです。 今帰仁城跡は印
象的な場所でした。 昔から保持された建造物はと て も

- 62 -



古い様相でしたが、 それらはまだ と て も 大 きな存在感
を示して いました。 国際通り ではタニュー ホテルで一

緒に楽しんだ高校生が力｀ イドをして く れたので、 と て も
楽しかっ たです。

次の日はと て も忙しかっ たです。 識名園と首里城 と
玉陵と 金城町の石畳に行 きました。 こ れらの場所は私
を過去に戻して く れて、 自分のル ー ツが良 く わかるよ
う になりました。 こ れらの美しく て歴史的な沖縄独特
の景観を見る事によっ て、 ウチナーンチュは特別だと 感じる
よう になりました。 将来、 海外のウチナ ーンチュ達が
私と 同じように首里城 と か識名園と かを見学して ほし
い と 思いました。

次の日、 私達は平和祈念資料館を訪れ、 と て も 謙
虚な気持ちになりました。 第二次世界大戦を実際に体
験した人のお話を聞 く 事と 展示品を見る事でと て も心
を打たれ、 私のル ー ツを感じました。 また、 戦争を経
て現在までに人間がどれ く らい進歩した か も わかりま
した。 平和祈念資料館に行 く 前はそれほ ど感動はしな
い と 思 っ ていましたが、 実際に参加する と 奥深 さに気
付か され、 と て も い い経験ができ た 一日になり ました。
そして、 前原 さんのウチナ ーンチュについての講 義 も
と て も 感動しました。 情熱的な気持ちで講 義をするの
はと て も 影響され、 海外のウチナ ーンチュ達は沖縄の
社会にどんな役割があるかと 考え始めました。 前原 さ
んの講 義を聞 きながら、 た く さん メ モしました。 前原
さんの印象的な講 義を聞いた事はと て も 大切な体験で
した。 その夜に私は日記をつけました。 「 となりの庭の
芝生は青い」 と い う こ と わ ざを思い出しました。 その
意味で沖縄から離れて海外に住んでいるウチナ ー ン
チュが文化的遺産をどうして大切にするかをわかるよ
うになりました。

ツア ーのいろ いろなこ と が楽しかっ たですが、 最高
の活動 はエイサ ーの踊り でした。 エイサ ー が大好 き
だっ たので、 一生懸命練習した踊りを実際に演舞した
事はと て も いい経験でした。 よく 間違えましたが、 一

週間しか練習しなかっ たので、 まだ良かっ た と 思 っ て
います。 ホ ームステイ先の家族に褒められ、 また、 み
んなで一生懸命エイサーを踊っ た こ とについて誇りに
思 っ ています。 しかし、 み んなとまた会う 時 はツア ー

の最後の会議と 分かっ たので、 少しさびしくなり まし
た。 このツア ー はと て も 大切な体験だっ たので、 みん
なは泣 きました。 ツア ー は本当に楽しく て、 た く さんい
い思いでを作っ たので、 みんなは普通の生活に戻り た
く ありませんでした。 だから、 その時はと て も 悲しかっ
たです。

その日から二日後、 修了証書をもらい、 ツア ーの最
後の思い出を作りました。 皆さんのス ピ ー チを聞いた
事 と 修了証書をもらっ た事はう れしかっ たが、 も う ツ
アーの終わり だっ たので、 少し悲しかっ たです。

「楽しい事も いつかは必ず終わる」 と 思 っ たら、 悲

しくなり ました。 他の参加者の顔を見ると 、 喜んでい
るよう だ っ たので、 ビックリしました。 皆がジュニア
スタデイ ー ツア ー が終わ っ てしまう と い う 事を考えず
に、 最後まで楽しく すごしていました。 出会っ た友達
と 別れて も 、 連絡できるので修了式が最後の別れだと
思わなかっ たです。 でも、 修了証書をもらい、 ツア ー

のビデオ を 見たら、 大切な友達 と 別れなければならな
い と 気付 き 、 また、 悲しくなり ました。 その夜 「第二
の故郷である沖縄から帰国して、 新しい友達 との別
れは悲しくない事だ。 こ れからも 皆 と 連絡でき る から
安心 ！ パーティ ー は最高でした ！」 と日記に書きました。
ジュニア スタデイ ー ツア ー は皆にと っ て も 大冒険となっ
て、 大切な学習でした。 このパーティ ー はツア ー 期間
中でみんなが得た経験の素晴らしい締めく く り となり
ました。

ジュニアスタデイ ー ツア ー は深い印象を与えました。
参加出来た事は自分のル ー ツに触れるき っ かけ となり 、
この体験が、 い ろ いろな面で勉強になりました。 この
ツア ーを通じて、 ハワイのウチナ ーンチュ社会にも っ
と 関 わり た い と い う 気持ち が芽生え、 また、 ウチナ ー

ンチュの人々 は自分のアイデンテイティに対して誇りを
持っ て欲しい と 強 く 思 うようになりましたので、 このツ
アー は成功だっ た と 思います。 2週間 と い う 短い ツア ー

期間を終え、 ハワイに帰っ て き たのですが、 既に学校
の 「ジャポキ」 と い う日本沖縄クラブを通して ハワイ
の沖縄祭り でボランティ アをする事を計画して います。
このクラブに参加出来る事を誇り に思い、 ウチナ ーン
チュの社会に影響を与えられるように、 クラブのメ ン
バー として も っ と がんばり たい と 思っています。 ツア ー

に参加した事により 私が計画している他の目標は、 エ

イサーをする事です。 沖縄でエイサーを習っ た事はと
て も 楽しかっ たので、 今後 も習い続けたい と 思 っ て い
ます。 私の曾お婆 さんの 「はるこ」 はと て もすて きな
琉球舞踊の踊り 手であり 先生でしたので、 このツア ー

の前に琉球舞踊を習いたかっ たのですが、 エイサー は
琉球舞踊より 好 きなので、 今はエイサーを習いた いで
す。 もしかしたら、 将来また沖縄でエイサーを実行出
来ると 思っています。

しかし、 私の主な目標は、 再度ツア ーに参加する事
です。 シャペロンをしているで、 海外のウチナーンチュ
達が自分のル ー ツに触れる手助けができればと思 っ て
います。

ジュニア スタデイ ー ツア ー は有意義なイベントだ と
思い、 今後、 このツア ーが成功するようにお手伝いが
したいです。 ツア ーの元参加者の友達 も 同じ気持ちを
持っ ており 、 2名で力を合わせで；； ァ ーのために一生
懸命頑張り た い と 思います。

このような機会が与えられた事に、 本当に感謝して
います。 ツア ー は私を成長 させ、 将来、 未知の世界に
も 挑戦できるような人間にして く れました。 このプ ログラ
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ムに対す る 気持 ち を説明す る に は言葉が足 り ま せんが、 that bad. It was smooth and the ocean and the many 

ツアーは今ま での人生の中で一番良い経験 と な り ま し た。 islands that we passed were just beautiful to look at. 

Junior Study Tour 

T h i s  s u mmer  I was  g iven  the honor  of b e i n g  a 
participant in the Junior Study Tour, a pre-event for 
this year ' s  Worldwide Uchinanchu Festival . I am 
very proud to have been the s ingle representative 
from H awaii not only because the tour was a great 
experience, but because I believe that the tour's success 
will further the world's interest in  Okinawan culture . 
Due to the excellent group of participants that were 
chosen for this tour, I know that Uchinanchu youth 
around the world will begin to honor and treasure their 
heritage because of the stories we Junior Study Tour 
participants will tell them. 
B ut before I te l l  my friends ,  fami ly  and anyone 
interested in  my stories of the Junior Study Tour, I 
would like to tell them to you, the people who made 
everything possible. For you are the most important 
factors in this tour. Without you, I wouldn' t  be able to 
reflect on these great experiences. 
Ever since I was told that I would be participating 
i n  the Junior S tudy Tour I couldn ' t  wait until  July 
29th, 2006. I had high expectations in mind since 
i t  would be a pre-event for this year ' s  Worldwide 
Uchinanchu Festival, an event that I had heard a lot 
about. When I arrived at City Court for the first time, I 
was not disappointed. The first meeting, the welcome 
party and the participants impressed me. Seeing the 
i nformational pamphlets for the places we would 
be going to heightened my anticipation.  I enj oyed 
hearing everyone introduce themselves because you 
could hear the tone of excitement in their voices. 
The welcome party was a lot of fun. I ' m  usually not 
one for doing weird dances and playing games but 
when everyone encouraged me to participate with such 
enthusiasm it made me really want to enjoy them. The 
parts that I enjoyed the most were watching all of the 
performances by the high school students and dancing 
up on the stage with my new friends from all around 
the world. I love to dance and being able to have fun 
in that way on the first day of the tour set a good tone 
for the rest of the tour. 
My grandmother had told me about the beauty of 
Tokashiki I s land and I had read about it as well so 
the second day of the tour was one of the days that I 
was really looking forward to . I was a little unsure 
about the boat ride at first, but it didn ' t  turn out to be 

Even though I ' m  from Hawaii ,  I usually don ' t  go to 
the beach but Tokashiki ' s  beach was so beautiful and 
the water felt so good that I spent nearly the entire day 
in the water swimming, kayaking and snorkeling. At 
Tokashiki Island I really bonded with my new friends 
at the beach and at the youth retreat for which I am 
really grateful. 
The next day, after meeting the governor of Okinawa 
we ventured off to Murasaki Mura in Yomitan which 
was also full of great experiences.  I got very excited 
because I knew that I had s igned up for sanshin ,  
something that I had always wanted to learn how to 
play. B ut when we actually started to learn the song, 
my excitement turned into frustration. It was much 
harder to play than I had expected. But that frustration 
melted away as I noticed that everyone e l se  was 
having a hard time. We encouraged each other until 
the end and we all never gave up which I thought was 
admirable. 
When we went to make Sata Andagi after that, I was 
really excited because I love to cook and I love to 
eat S ata Andagi ! The recipe was easier than I had 
expected and it was a lot of fun cooking with the kids 
from around the world.  We all managed to re-invent 
the shape of our andagi as well by making star, heart 
and alphabet shaped andagi .  I think that the shapes 
made them taste better as w�ll ! 
After spending an awesome night at the Tanew Hotel in 
Nago hanging with friends while wearing our yukatas, 
trekking in  up in  the mountains  of Yanbaru to the 
Great Hiji  Falls seemed like it would be an impossible 
feat. Sleep deprivation was beginning to kick in and a 
three hour hike didn 't  sound like much fun.  But once 
we started the hike, I didn' t  even think about how tired 
I was . All I could think about was how beautiful the 
scenery was. I really enjoyed the waterfall because we 
all had fun taking pictures with our friends and playing 
in the water. Seeing the beauty of Yanbaru made me 
gain more respect for the natural environment which I 
don' t  get to see as much in Hawaii .  
Day five was probably the busiest, most tiring day of 
the entire tour. We visited the Churaumi Aquarium, the 
Gusuku castles and finally Kokusai Street in Naha. We 
learned so much about Okinawa's  past and present at 
these sites which I really enjoyed. The aquarium was 
a lot of fun because we were able to watch a dolphin 
show and see a lot of great marine life. The Gusuku 
castles were really a sight to see. The structures that 
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still remain are very ancient looking but they still have 
a great presence that I found to be truly extraordinary. 
Kokusai street was a lot of fun too because our tour 

guides were the high school students that we had a 
Jot of fun with at the Tanew hotel . I enjoyed hearing 

them explain to us about the culture of the bustling 
microcosm of Kokusai street. 
The next day was much like the previous day in that it 
was very hectic .  We visited Shikinaen, Shuri castle, 
Tamadun and the stone street in Kanagusuku . These 
sites helped me to better connect with my roots by 
allowing me to connect with the past. Seeing the 
unique Okinawan culture in  such beautiful  historic 
sites such as these made me see why being Uchinanchu 
is so special . I would love for other people to see these 
gorgeous sites in hopes that they too will uncover what 
I uncovered. 
The next day was a very humbling day for me since 
we vis i ted the Peace Memorial Museum. Hearing 
someone's  first hand experience of the war and seeing 
the exhibits was very moving and it really made me 
think about where we came from and how far we've 
gone since that point in history. I didn ' t  think that I 
would be as moved as I was but I ' m  glad that I was to 
that extent because it awakened something inside me 
that has opened my eyes to the world. 
Another part of the tour that had the same effect on me 
was the lecture that we got on being Uchinanchu by 
Mr. Maehara. Hearing him talk about the subject with 
such passion was very influential and it really made 
me question the roles that we overseas Uchinanchu 
play in the Okinawan community. I took a lot of notes 
during this lecture and I was honored to have been able 
to hear such a wonderful lecture by such a passionate 
man. That night I wrote a lot in my journal about my 
feelings about why overseas Okinawans treasure their 
heritage so much . I wrote : "I think that it is because 
people treasure something  more if  they ' ve been 
deprived of i t .  It is human nature to want something 
you don ' t  have and since Okinawan immigrants don' 
t have Okinawa at their fingertips ,  they treasure it 
more." 
Even though I enj oyed all parts of the Junior Study 
Tour, the Eis a performance in N aha was the best. I 
really enjoyed learning Eisa so being able to perform 
what we worked so hard on was a great experience. 
We all made a lot of mistakes, but I think that it was 
still very good for just a weeks worth of practice . My 
family was proud of me and I was proud of everyone 
else since they performed with their utmost effort . 

However, it was all very bittersweet since the next time 
that we would all meet again would be at the sayonara 
party. I was touched by the fact  the people were 
crying after our performance because that showed me 
that they thought our time at the Junior Study Tour was 
special . We all truly enjoyed being there and it was 
really sad that we were all going to be returning back 
to our normal lives soon. Seeing everyone smiling 
through their tears of sadness is something that I will 
always remember. 
Two days after that, we received our certificates of 
completion and we created the last of our Junior Study 
Tour memories .  Hearing everyone give their speech 
in Japanese and seeing everyone get their certificates 
made me feel sad because the end was coming and 
there was nothing any of us could do about it. "All  
good things have to come to an end at some point," I 
kept on telling myself. The surprising thing though 
was the fact' that it seemed so j oyous .  No one was 
focusing in on the fact that after that day there would 
be no more Junior  Study Tour 2006 . We all j ust  
focused on making the best  of our time there which 
was great. It also didn ' t  really feel l ike good bye 
because everyone really seemed as if they would make 
that extra effort to keep in touch. But seeing the video 
of the tour and getting our certificates reminded us that 
this was nearly the end and we would all be going our 
separate ways soon. This made me a little sad because 
we had all become such great friends .  That night I 
wrote in my journal : "Our sayonara party was really 
awesome all the way to the end because even though 
it was good bye, nobody felt the sadness of departing 
from what many came to think of as their second 
home. This party was instead a celebration of our 
growth and the journey that it took us on which was a 
great way to end the tour on a happy positive note ! "  
The Junior Study Tour has had a profound effect on  
me .  Participating in this tour has truly awakened the 
Uchinanchu soul within me and I have truly matured 
because of our experiences . I really do believe that 
this tour was a success because I feel the need to be 
more involved with the Uchinanchu community and 
I really feel passionate about trying to get people to 
be proud of being Uchinanchu . Even though I ' ve 
only been home for two weeks, I have already signed 
up to volunteer at our local Okinawan festival this 
September through my school ' s  Japanese Okinawan 
club called JapOki . I ' m  very proud to be a member of 
this club and I want to become more active within it so 
we can further our influence on our community here in 
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Hawaii .  
Another  th ing tha t  I am planning on doing now 
because of my Junior Study Tour experience is Eisa. 
I really enjoyed learning Eisa in Okinawa so I want 
to continue to learn it. Prior to the tour I wanted to 
learn traditional Okinawan dance s ince my great
grandmother was a brilliant dancer and teacher. But 
after the first few Eisa practices I decided that Eisa 
would be my new extra-curricular activity. Maybe one 
day in the future I ' ll be able to perform Eisa again in 
Okinawa. 
But the main goal that I have is to return to the Junior 
Study Tour. I would love to come back as a chaperone 
so I can help others to find their roots as I did.  I 
believe in the success of this tour and I would love to 
be one of the people to help the future Junior Study 
Tours to succeed. One of my friends from the tour 
shares this same goal and we will work our hardest to 
be become beneficial aspects of this to皿

I am so grateful to have been given this opportunity 
because it has truly changed my life for the better. It 
has turned me into an individ叫 that strives to go 
beyond the horizon into the unknown.  Words truly 
cannot express my gratitude towards the program. The 
Junior Study Tour is the best thing to have ever happen 
to me in my life thus far. 
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北米沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

2006ジュニア スタデイ ー ツ ア ー にお ける経験は、 私
の今までの人生の中で一番素晴らしい経験でした。 そ
れはすご く 楽しい も のでした。 また、 世界中からの特
別な人々 に出会いました。 それに 沖縄の歴史 と 文化に
ついて多 く の知識を得ました。 それに 沖縄が日本だけ
でなく 、 世界の中でも 重要な所であるこ とが解り まし
た。 2006ジュニア スタデイ ー ツ ア ー は、 私の人生を本
当により 良い も のに変えました。

第一日目に私たちはシティ ー コ ートホテルに集まりま
した。 私は大勢の人たちがこ のプログラムに参加して
いるの に びっ く りし、 感心 させられました。 そ の日私
た ち は一晩中ずっ と お互いを知るための活動をしなけ
ればなりませんでした。 私は内気な性格なので、 その
活動をこなすのは困難でした。 でも 私はその活動をし
ている内に自分が知らない人に話すと い う 手元の課題
をち っ と も 怖がって無かっ たのを発見した だけでなく 、
自分が話している人の こ とをも っ と 知ろ う としていたこ
と に気づきました。 私はその日が私の人の見方 と 、 全
然知らない人に対する自分の接し方が変わっ た日だ と
信じます。

第二日目に私た ち は皆で渡嘉敷島に行 きました。 私
はその島の名前をこ れまで一度 も 聞 い た こ とがあり ま
せんでした。 私た ち はビーチでシュノ ーケリングやカ
ヤックなどの活動をするこ と になっていたので、 私は
海がどう い う ふ う になっているのか、 と て も興味があり
ました。 私 はシュノ ーケリングをした時に海がどんな
風に見えたかで感激しました。 珊瑚礁は美しかっ たし、
また魚た ち は皆独特でした。 その日私は美しい海に囲
まれた渡嘉敷島を本当に満喫し、 感謝しました。

第三日目に私た ち は沖縄の知事に面会しました。 私
は旅行中にそのような名声のある方に会えて光栄でし
た。 私た ち はわが国の旗の前に立つ こ と によってわが
国の代表であると い う 事実を認識しました。 その日か
ら私 た ち は最初のカルチャ ー スタデイ ー 活動をしまし
た。 私は初めて空手を学ぶチャンスを得ました。 空手
はと て も 楽しかっ たが、 また難しい と も 思いました。 カ
ルチャ ー スタデイ ー活動が終わ っ たあ と 、 みんなでサー

ター ア ン ダギーを作りました。 ア ン ダギー は、 と て も お

いしく て作るの も 面白かっ たです。 本当 にその日は楽
しかっ たです。

次の日に私た ち は比地大滝にハイキングに行きまし
た。 その日は私たち の自然学習の日でした。 私は不思
議な形をした昆虫の蜘蛛やヤモリを見ました。 私たち
のグル ープガイドがカメレオンを眠らせる方法を教え
て く れました。 ガイドの彼は素晴らしい仕事ぶり で誰
もが自国では見 た こ と のない も のを見せて く れました。
その日の夜、 私た ち は美味しいバーベーキューを食べ
ました。 バ ーベーキュー の後でキャ ンプファイヤ ー と
ゲームをしました。 ゲームを見るの はとて も 楽しかっ
たので、 私はついソ ー ダー気飲み競技に参加しました。
私が負 け た に も かかわらず、 私のグル ープは2番にな
り ました。 グル ープメ ン バ ー と 接した本当に楽しい夜
でした。

第五日目 は2回目の自然学習の日でした。 皆で美ら
海水族館に行きました。 私はき れいな海洋のほ乳類や
すごいイルカのショー も 見ました。 水族館が終わると
城（ぐす く ）へ行 きました。 私 はどのよう にして男性
が城主女性の護身者であ っ たかを学びました。 男性
はお城に入るのを禁じられていた こ と 、 そして男性た
ちがどのよう にお城の周り にいて城主の女性を護衛し
たかを聞いて面白かっ たです。 また ア メリカではあま
り 行われないが、 女性た ちが常 に自然の神様にお 祈
り をして い た こ とを面 白 い と 思いました。 お城の見学
の後、 私た ち は皆で国際通り に 行 きました。 そして こ
の道がどんなに 沖縄で大切なも のであるかを学習しま
した。

第六日目は歴史学習の日でした。 私たちは首里城に
行 く チャ ン スを与えられました。 私 はお城があまり 大
き いのでびっ く り しました。 お城の ツ ア ー の最中、 ガイ
ドが戦争ゆえに首里城がどのよう にして何度 も 立て直
された か、 そしてその都度彼らが新しい工芸品を発
見しているこ とを話して く れました。 首里城見学のあ
と 、 参加者は二度目のカルチャ ー スタデイ ーをするチャ
ン スが与えられました。 私には琉球漆器を作るチャ ン
スが与えられましたが、 それは楽しい活動でした。 私
が作っ た琉球漆器を自分の家に持ち帰ってよい と解っ
た時にはびっ く りしました。

第七日目は平和学習の日でした。 私た ち は平和祈念
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公園に行 き 、 沖縄戦史について習いました。 私たち は
ビデオを見た後で、 子供の時苦しい試練を乗 り 越えた
戦争体験者のスピーチを聞 きました。 その人の子供の
時の経験談を聞いて心を打たれ、 感傷的になりました。
平和祈念公園を去って から平和公園に木を植えに行
きました。 次に訪問した識名園で、 すごい こ とに亀を
見る事が出来ました。 また識名圃のど真ん中に古い家
も 見つ けました。 その後、 泡盛工場に行 く 機会を得ま
した。 泡盛（モロミ 酢）は強い味がしました。 泡盛が
どのようにして作られるかを見た時は驚 きました。 泡
盛の味を作り出すのに3年、 全部のプロセスに3年半も
かかると い う こ とを知るこ とができよかっ たです。 も う
一つ面白い こ と は、 彼らが100年物の泡盛を作ろ う とし
ているこ とでした。 平和祈念公園に行っ た日から、 私
はより 多 く の沖縄戦の歴史に関する知識を得るこ とが
できました。 そして 沖縄の人々が過去にどのく らいの
犠牲をしいられたか、 またそれが 沖縄の人々にどのよ
うな意味をなすか と い う こ と も学びました。

第八日目は歴史 ・ 社会学習の日でした。 私は歴史 ・
社会学習を通して、 ウチナ ーンチュと はど う い う もの
であるかをた く さん学びました。 私た ち は、 皆心が温
か く 、 そして気持ちの上では移民だ と 思っています。
なぜなら私た ち は自分のこ とをH本人 と は言わずにウ
チナ ーンチュと 言 う からです。 我々 は日常生活を 「沖
縄の文化」 や 「だだの日本人ではなくウチナ ーンチュ
であるこ とを誇 りに思 う こ と」 によって豊かにすべきで
しょ う 。 この八日間は母を本当にあ りがた く 思う 気持ち
にさせて く れました。 そしてまた私が半分ウチナ ーン
チュであるこ とをすご く 誇 りに思 う 気持ちにも させて く
れました。

ツアー 期 間 中 は私た ち は、 毎晩みんなで 沖縄民族
舞踊であるエ イサーの練習に参加しました。 私はエ イ
サ ーを一度 も 見た こ とが無かっ たのでとて も 難しかっ
たが、 一生懸命やるべ き ものだ と 思いました。 なぜな
らエイサー は、 沖縄が発祥の地だからです。 また、 エ

イサー はとて も 意味があるもので、 言葉では説明でき
ない ほ ど 沖縄の人 々にと っ て はと て も 大事なものだ と
思 っ たからです。 初めの何日かの晩はぜんぜんステッ
プが解 り ませんでした。 しかし、 毎日練習をしている
う ちに少しづつ解って きました。 四日目には全力でエ

イサーに取 り 組む こ とが出来るようになりました。 私は
た とえ エ イサーの練習が終わって も 、 誰か と 一緒にエ

イサーステップの練習をしている自分を発見しました。
第 九日目は私た ちがエイサ ー 練習で得た成果を披

露する日でした。 私た ち は平和通 り と 国際通 り を練 り
歩 きました。 私た ち は一生懸命このHのために練習を
したので、 皆 と 衣装を着て エ イ サ ーを披露でき たの
が と て も 誇らしく 思えました。 エ イサ ーを披露した後、
ほ と ん ど皆泣 き そ うになりました。 なぜなら皆が一生
懸命その日の為にすご く 練習をしたからでした。 私は

エイサー練習が大好きでした。 エ イサー はとて も 個性
的で、 パ ーランク ーを聞い たら血が騒 ぎました。 も っ
と 時 間があれ ば も っ と エイサ ーを習え たのに残念で
した。

最後の日は送別会をしました。 その日はあまり に
多 く の感情が入 り 混じり 、 複雑な気持ちになりました。
私 は旅行のプログラムが終わ っ たのは嬉しかっ たの
ですが、 も う 二度 と 皆に会えない と 思 う と 悲しかっ た
です。 でも 一つ だ け はっ き り とした こ と は自分が多い
に感動させられた こ とでした。 私はツアーが終わ っ た
と い う 修了証明書を頂いた時、 とて も 嬉しかっ たです。
私は本当に自分の知識のか ぎ り 祉界中から来た人々 と
コ ミニケートし、 自分の能力のベストを尽 くして 沖縄の
文化について学びました。

本当に今度のツアーではた く さんのこ とを得ました。
そして言葉では言い尽 く せない ほ ど自分の人生が変
えられました。 私はいつか日本に住むためにこ れから
H本語を勉強します。 私はとて も日本の大学へ行 き た
いです。 私はとて も 忘れられない経験をしました。 恨
界中から来た幾人かの本当に良い人々に出会いました。
普段なら話もしない人 々 と 知 り 合えて本当に心から嬉
しいです。 私は今まで以上にも っ と自分の家族と 沖縄
の歴史に感謝するようになりました。 私は沖縄の文化
とアメリカの文化が全然異なる故に沖縄の文化をとて
も愛しています。 私を2006年ジュニアスタデイ ー ツアー

に参加させて く れた 人 々 皆にい く ら感謝して も 足 り ま
せん。 ツアーに関係したスタッフや参加者がも う 居な
く て寂しいです。 だからいつか皆に会えるよう 祈って
います。 今回のツアー は 私の人生を変えるツアーで
した。 自分がツアー参加者に選ばれた こ と はラッキー

なこ とでした。 本当に忘れがたい経験をさせて く ださっ
てありがと う ございました。

Junior Study Tour 

My experience through the Junior Study Tour 2006 
was one of the greatest experiences I have had so far 
in my life. I had so much fun and me、t a lot of unique 
people from throughout the world.  I gained a lot of 
knowledge about Okinawa's  history and culture. Also, 
I understand the importance of Okinawa, not only in 
Japan, but throughout the world .  The Junior S tudy 
Tour 2006 really changed my life for the better. 
The first day we all gathered in the City Court Hotel . 
I was amazed of all the people that were going to 
be i nvolved i n  the program . That day throughout 
the night, we had to do activities to get to know one 
another. I am a very shy person so these activities to 
me would be very difficult to accomplish .  But as I 
was doing these activities ,  I found myself not fearing 
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the task at hand to talk to strangers but I found myself 

really trying to get to know the person I was talking to. 
I believe this day was the day that I changed my ways 
of thinking how people are and how I act towards 
complete strangers that I don' t  even know. 
The second day, we all went to Tokashiki I s land. I 
never had heard of the Is land before, so I was very 
interested to see what the ocean would look l ike 
considering the fact that we were going to do beach 
activities such as snorkel ing and kayaking .  I was 
so amazed of how the ocean looked when I was 
snorkeling. The coral was beautiful and the fishes were 
all unique. That day I really appreciated the beautiful 
ocean that surrounds Tokashiki Island. 
On the third day, we all met the Governor of Okinawa. 
It felt great to meet someone of that stature during 
the tour. It also was good due to the fact that we all 
got to represent our countries by standing in front 
of our countries flag. Later that day we had our first 
Culture study activities. I had the chance to try karate 
for the first time. It was a lot of fun but it seemed very 
difficult to learn. After that was finished, everyone got 
to make Andagi (Okinawan donuts) .  They were very 
delicious and fun to make. I really enjoyed this day. 
The next day, we all went to take a hike in the Great 
Hij i Fal l s .  This  day was our nature study.  I s aw 
some awkward looking insects such as spiders and 
lizards .  Our group guider even showed me how to 
put a chameleon to sleep . He did a wonderful job of 
showing everyone things that no one would usually see 
back in our home countries. Later that night, we had a 
B.B.Q.  which the food was great. Then after the B .B .Q. ,  
we had a campfire with games. The games were so fun 
to watch and I even participated in the soda chugging 
competition. Even though I lost and our group took 
second place, I had such a great night bonding with 
my group members . 
On the fifth day, it was our second part to our nature 
study. Everyone went to the Chraumi Aquarium. I saw 
some beautiful ocean mammals and saw a cool dolphin 
show as well . When we all got through the Aquarium, 
we went to the Gusuku Castle and learned about how 
the men were the protectors of the women who stayed 
in the Castle. It was interesting to hear how the men 
were not allowed in the Castle but had to protect the 
women by guarding the outside of the Castle. It was 
also interesting to learn how women always prayed to 
the nature spirits ,  which is something that not many 
people do in America. After we finished being at the 
Castle, we all went to Kosusai Street and learned about 

the importance of that street in Okinawa. 
On the sixth day, it was our history study day. We had 
the opportunity to go to the famous Shuri-Jo Castle. 
I was amazed of how big the Castle was . During the 
tour of the Castle, they explained how it was rebuilt 
several times since the war and the fact that they are 
always finding new artifacts to the Castle site. After 
we left Shuri-Jo Castle, everyone had a chance to do 
the second part of the culture study. I had the chance to 
make Ryukyu Lacquerware. It was fun to make. I was 
shocked when I finished because they let me take my 
plate home with me. 
The seventh day was our peace study day. We went to 
the Peace Memorial Park and learned about the history 
of the battle of Okinawa. We had a speaker after the 
video who told us his experience as a child when he 
lived through the ordeal . It was very touching and 
emotional to hear what he went through as a child. 
When we left the Peace Memorial Park, we all went 
to the Planting Trees of Peace Park. It was really cool 
because I saw some turtles and an old house in the 
middle of the Park. After that, we had the opportunity 
to go to the Awamori factory. The Awamori had a 
strange taste to me. B ut it was awe_some to see how 
they have to process the Awamori . It was also different 
to learn that it takes over three years to make the 
Awamori have its taste, and in all it takes about three 
and a half years to complete the process to making 
Awamori . One more interesting thing i s  that they are 
going to try and make one hundred year old Awamori 
sake . From this day, I gained more knowledge of 
the hi story of Okinawa's  battles and how much the 
sacrifice that people went through in the past means to 
the Okinawan people. 
The eighth day was our hi�tory and social study day. 
I learned a lot of what it means to be Okinawan. We 
are all warm hearted people and feel like immigrants 
because we don' t  want to call ourselves Japanese but 
Okinawan. We are supposed to enrich our lives with 
our culture and j ust to be proud to say that we are 
Okinawan and not j ust Japanese. The eighth day really 
made me appreciate my mom more than ever. It also 
made me proud of myself that I am half Okinawan. 
Every night throughout the tour, everyone participated 
in learning an Okinawa cultural dance called Eisa .  
Eisa was very difficult to learn at  first becau�e it was 
something I have never seen before. But I knew I had 
to put everything I had into learning it because Eisa 
was originated in Okinawa. It i s  something that you 
can ' t  explain the importance of because it means so 
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much to the Okinawan people.  The first few nights ,  
I really found myself not getting the steps right. But 
after every night of practice, I found myself getting 
better and better. By the fourth night,  I real ly put 
everything into learning Eisa. Even during the night 
when Eisa practice was over, I found myself practicing 
with someone to get the dance right. 
The ninth day was the day. It was time to show our 
families and everyone else what we learned from all 
the Eisa practices.  We perlormed in Heiwa Dori and 
also on the Kokusai Street. I felt so proud standing and 
performing with everyone else in our outfits because 
everyone tried so hard to learn the two dances that we 
had to perlorm. After the perlormances were finished, 
almost everyone was crying because we put everything 
into learning Eisa. I loved learning Eisa. It is so unique 
and it gets you pumped up when you hear the sounds 
of the parakun .  I wish we had more time on the tour so 
we could have learned more dances. 
On the final day, we had a farewell party. I had so 
many emotions run through me that day. I was happy 
to complete the tour program but I also was very sad 
because I knew I would not see everyone either ever 
again or in a long time. But one feeling I knew I had 
was excitement. I was so happy to get my certificate 
of completion from the tour. I truthfully tried my best 
to use my knowledge to learn about Okinawan culture 
and my ability to communicate with people from all 
over the world. 
I gained so much from this tour. Words can ' t  even 
explain how much this tour has changed my life. I am 
going to study Japanese because I plan on moving 
to Okinawa one day. And I real ly want to try to go 
to c o l l ege over there . The experience I had was  
unforgettable. I met some really good people from all 
over the world. People I usually would not even try to 
talk to, I really got to know and I am so glad that I met 
those people. I appreciate my family and the history 
of Okinawa more than ever. The culture of Okinawa is 
so different from the United States and I believe that 
is why I really love Okinawa. I can ' t  thank everyone 
enough who got me involved in the Junior Study Tour 
2006. I miss everyone who was involved from the staff 
to the participants . And I hope to meet everyone one 
day. This tour is a life changer and I can ' t  believe I was 
lucky enough to be selected to be involved in the tour. 
Thank you so much for the unforgettable experience. 

- 70 -



又吉 ま り こ リ ン
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - · · · · · · · · · · · · · · · · · · - · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  

MARIKO LYN MATAYOSHI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - · - - - - · · · · · · · · · · · · · · · · · - · · - - · · · - · · · · - · - - - · · - · - ·  

1 6歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - - - - - · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - - - - - -

ア メ リ カ合衆国
United States of America - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · · · · - - - · · · - - · · - - · - - - · - - - - - - - - - - - - · · - -

北 カ リ フ ォ ル ニ ア 沖縄県人会

2006年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

2006年度のウチナンチュ ー ジュニアスタデイ ー参加
する前は、 私はこのプラグラムをステレオタイプのもの
だ と 想像 していました。 と い う のは、 お互い同じ言葉
を話さない色 々な国の子供た ち が一緒に行動 し生活
するこ と は、 私は決して馴染まない だろ う と 考えてお
りまし た。 私は又、 このプログラム はすべて無料で県
庁がスポンサ ーであると 聞いておりまし たので、 現地
のスタッフはき っ と 厳 し く 、 すべて規則で縛られる窮
屈な生活を強いられるんじゃないか と 考えておりまし
た。 そ して、 食事や宿泊施設 も あまり 期待できないだ
ろ うし、 き っ と 口に合わない粗末な食事を与えられて、
そして、 設備の良 くないホテルか宿舎で寝泊り するこ
とになるだろ う 。 誰 も 知らない所で、 私の家族 も いな
い し、 き っ と 寂 しい思いをするのだろ う と 考えておりま
した。

と こ ろ が、 8月9日の沖縄を離れる前に、 私のこの
ステレオタイプ的な幻想はすべて払拭 されました。 こ
のジュニアスタデイ ーでの経験は私に多 く の事を教え
て く れました。 私の17 年間の人生の中で始めて自分
がどう い う 文化的なルー ツを持っ た人間なのか理解で
きました。 私はこのプログラムを通 じて知り 合えた多 く
の人々や経験を一生忘れません。

私はこのプログラムの一番重要な点は、 自分の文化
を理解 させた こ と だ と 強 く 信じております。 特にエイ
サー教室は毎回、 回を重ねるごとに何か期待させるも
のがあり まし た。 エイサー は好 きですが、 エイサーを
踊るた びに何か感じるものがあり ました。 エイサ ー は
沖縄の文化そのものです。 太鼓の音は私の体の隅 々
まで響 き 渡り ました。 エイサ ーを習って本当に良かっ
たです。 このプログラムの中で、 私にと っては最高な
出来事でした。

私 た ち はその他に、 沖縄の歴史や 史跡 、 料理 、 そ
して芸能などを学びました。 その中で、 沖縄平和祈念
資料館はと て も ショッキングでした。 戦争体験者がい
かにして 沖縄戦を生 き 存え たのか、 生存者の生の証
言は、 私たちの心を強 く 打ちました。

も う 、 一つのプログラムである国際通り の散策は楽
しい ひ と 時でした。 沖縄の人々の日常生活に触れるこ

と ができまし た。 時々 沖縄のオバー達 と話すこ と がで
き 、 市場のオバ ー 達 と 若 い 人達が一緒に市場のため
に一生懸命頑張っ て いるのを見る事ができ て 良か っ
たです。 オバー達は我々にすご く 興味を示 し、 私たち
を引き とめ、 「沖縄に対して興味を持って く れてあり が
と う 」、 「自分た ちのルー ツをし っ かり と学んでい きなさ
い」 と 言われました。 ジュニアスタデイ ー ツア ーに参
加しながら毎 日自分の事を少 しずつわかるようになり
ました。

その他に大事な事は、 他の国の友人た ち と 情報を
交換するこ とでした。 私の乏 しい語学力では南米諸国
や 沖縄の参加者達 と 、 どう したらお互い理解する事が
出来るのか、 非常に疑問でした。

しか しながら、 この不安はすぐ解決されました。 不
思議な事に何も 問題なく お互いの話が通じ合いました。
私はおそらく このプログラムに参加しているすべての
仲間たち と 知り 合えるようになっ た と自負しております。

私達は、 別れが く る日迄にこ んなに親 し くなると は
夢にも 思いませんでした。 お互い本当に強い絆で結ば
れました。 いつ も 、 夜遅 く まで 、 お互いの国の事や悩
み事などを話して、 すご く 仲良 くなり まし た。 このプ
ログラムの最後の別れの時、 ふつ う 、 私は人 と 別れる
と きには、 あまり 感情を出さないのですが、 この時 は、
涙を抑える事が出来ませんでした。 8月9 Bの那覇飛
行場では、 親 し くなっ た友人達との別れが、 こ んなに
辛 く 、 私の心を悲 しませると は、 想像 も しませんでし
た。 私はいつまでも彼らの事を忘れません。 いつか き っ
とまた再会できるだろ う と 願っています。 このジュニア
スタデイ ー ツア ーに参加し た こ と は 、 言葉では言い尽
く せない貴重な体験となりました。 そ して、 楽しい日々
を過ごさせて もらいました。

私は何方がこのプログラムを企画したのか知りませ
んが、 このように世界のウチナ ーンチュの子供達を一

同に集め、 自分のルー ツが何であるかを教え、 なおか
つ、 各 々 が確立した アイデンテイ ティ ーを持つ事にH
覚めさせる 、 このプログラムを企画 し た 人にぜひお会
い してお礼を述べたい。 このプログラムのお蔭で、 私
は自分自身が今は沖縄にルー ツを持つ事を誇りに思 う
ようになりました。

沖縄の文化がある程度理解できるようになりました。
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さらに、 このプログラムを通じて 知り 合え た 多 く の友
人達や経験が私に沖縄人 としての自信 と 誇りを教えて
く れました。

Junior Study Tour 2006 

Pr ior  to the  U c h i n an c h u  J u n i o r  S tudy  Tou r  of  
2006, I had my own personal stereotypes of what 
th i s  experience would be like. I expected it  to be 
awkward, s ince there were mult iple kids coming 
from different parts of the world.  I wasn ' t  sure how 
we were supposed to communicate with each other if 
there was no common language between the cultures. 
I also expected the staff to be very strict, cold, and 
firm. S ince thi s trip was free ,  compliments of the 
government, I was anticipating low quality hotel rooms 
and food. I had a feeling that I would be uncomfortable 
with no one I knew available for me to talk to and no 
parents to take responsibility for me. All my previous 
stereotypes of the trip van i shed when I departed 
Okinawa on August 9th. Throughout this junior tour, 
I have l earned more about myse lf  and about my 
culture then I have ever learned in my seventeen years 
of living . I will never forget this experience and the 
people that I have met. 
It is my strong belief that the most important part of 
this Tour was just the mere learning of one 's  culture . 
The Esai classes at the end of the day were always 
something to look forward to. I have always loved Esai 
and I have always felt a certain connection whenever 
I saw a performance. Esai is the heart and soul  of 
Okinawan culture and I was extremely happy to learn 
it. In a way, it was my favorite part of the Tour. I also 
loved seeing the various historical and important parts 
of Okinawa. I think I felt the most impact when we 
visited the Pease Museum in Okinawa. I was able to 
hear one soldier's  experience of the Battle of Okinawa 
and his struggle for survival . It was and intense jolt 
of reality that reminded me of the hardships that my 
ancestors must have faced during that difficult time in 
history. I was also very happy to take a stroll through 
Kokusaidori to observe daily Okinawan social life. It 
was a pleasure to see both old and young Okinawan 
peop le  working  together  to m ake the  m arket a 
successful place. There were various occasions when 
I would stop and speak to some of the elder Okinawan 
vendors . They were very curious  about the Junior 
Study Tour. They would express their gratitude for my 
interest in my culture and give comments about how 
important it was to learn about where you are from. 

It seems as if everyday that I was taking a part of the 
Junior Study Tour, I learned more and more about my 
self. 
Communicating with the other kids from the various 
countries was also a very important aspect of the tour. 
I was very apprehensive about how I would speak to 
the ones from Brazil or even the Japanese kids since 
my language skil ls  were very limited . However, we 
managed to establish a stable way to communicate 
and it worked very well .  I can say with confidence that 
I have gotten to know every person that participated 
in the tour. I did not realize that I would become so 
close with the people that were apart of the program, 
but we really did form a strong bond with each other. 
There would be nights where we would stay up talking 
about the difference or our cultures ,  and would be 
very intimate. By the end of the tour, I didn' t  want to 
say .goodbye to them. I have never cried while saying 
goodbye to someone, but when I departed Okinawa on 
august 9th, I felt such heartache for having to leave the 
people that I had become so close with. I miss them 
with all my heart and I truly hope to meet all of them 
again one day. 
Words will never begin to express how much I enjoyed 
my time spent in Okinawa with the Junior Study 
Program. I would like to meet whoever planned this 
event and thank them personally for coming up with 
such an enjoyable experience that helps the youth of 
Okinawa discover who they really are and where they 
come from. Never before have I been so proud to my 
culture and known what 、 that really stands for. After 
the tour and after meeting all the people that helped 
me discover my self, I can finally say with complete 
confidence that I am Okinawan. 

- 72 -



ウ ェ ッ ト セ ル ミ ッ シ ェ ル ケ イ コ
• - - - - - - - - - - - - • - - - - - • � • - ” ” . ． ． ． ． .  ` . ． ． ． .  - 響 響 • • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -

MICHELLE KEIKO WHETSELL • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - � - - - - ‘ ←  → • ＾ ← ー 今 - - - - - - - - - - - - - - - - 鬱 ·• - • - - - - - - - - - - - - - - -- -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - -

1 7歳 2 世· • - - - - - --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ― ー ● ー ・ ・ · • · • - - • - - - - - - - - -― 争 → — . . . . . . . . . . . . .... . . ... . . . . . . . . . . . . . . . .

ア メ リ カ合衆国
United States of America - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • · • - . ． ． �  - · • • · • · • 響 ● • . . . . . . 響 ― - - - - - - - - - - - • -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ワ シ ン ト ン 州沖縄県人 ク ラ ブ

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 2006

空港で家族や友達の歓迎を受けた 時、 同 時に多 く
のテレビ局のリポーターの人達 も 来ていたのでそれに
はびっ く りしました。 私は、 輿奮して心臓が ドキ ドキ
していました。

ホ ームスティ ー宅は、 お ばあ ち ゃ んの家だっ たので
みんなと 時間が過ごせて嬉しかっ たです。 皆であ ち こ
ちのビーチに行っ たり 、 また、 以前自分の住んでいた
家を見る事も出来ました。 このツアーの間にこうして、
親戚や友達 と 一緒に過せた事は私にと っ て素晴らしい
贈り 物をもらっ たようでした。

1日目 ： シテイ コ ートホテルで降ろ された時、 少し緊
張していました。 知っ ている人がいなかったため動揺
して いました。 そして、 ジュニアスタデイ ー ツアーの
始まり です。 私達は指定された席に着 き A から F ま
でのグループに分かれ、 一人ずつ自己紹介をして、 そ
の人がどこ から来たのかを学びました。 それが終わる
と 、 沖縄県内の中高生たちがいろ んなゲームを教えて
く れて、 そのうちお互い仲良 くなりました。 ゲームは楽
しかっ た け どそれと 同時にい ろ んな国の言葉を覚える
のは大変でした。 歓迎会の食事中、 誰かが私にあ と
五分であなたの出番ですよっ て言っ て きました。 何か
得意な事をさせられると は知っ ていたけれど、 それは
ツアーの終わり 頃の事だ と 思 っ て いたので身震いして
いました。 でも、 す ぐ着替え て準備しエイサー 太鼓を
しました。 第一日目から、 い ろ んな気持ちが混ざり 合っ
た経験をしました。 それからた く さんの友達が出来て、
ホテルでの部屋 も 沖縄の女の子 と ブラジルから来た女
の子と 私での共同生活でした。

2B目 ： 朝、 3B 分の洋服をカバンに詰めて、 渡嘉
敷島に向かいました。 そ こで、 私 はシュノ ーケリング
を体験しました。 今まで知らなかっ た 沖縄の海の生物
達を楽しみながら学ぶ事が出来ました。 それは、 まる
で私の兄の持っ ている水槽を見ている様だけ ど、 魚の
大 き さが 1 0 倍の大き さでした。 その後、オープンカヤッ
ク 、 カヌ ーレー ス 、 ス ーパ ー フロートの中から体験し
たいこ とをしました。 その中から私は、 オープンカヤッ
クを選びました。 それ も 私にと っ て は初体験だっ たか
らです。 この3つのイベントはどれに乗 っ て も 底が透

明なので海中の魚達を観察しながら楽しめました。 自
由時間には、 水泳したり 、 ビ ーチサッカー や ビーチバ
レー ボールをしました。 夜、 宿泊先の青年の家で 1回
目のエイサーの講習がありました。 練習は、 体力的に
はき つかっ た け ど誰一 人 として寝ぼけるどこ ろ か、 み
んなその時間を使い交流を深めました。 今日想っ た事
は、 英語を話せない参加者とのコ ミュニケーションは
大変だ と 思いました。

3日目 ： 午前中に本島に戻り それから沖縄県庁に行
き 、 知事の稲嶺 恵ー氏に会うこ とが出来ました。 そ
こで歓迎セレモニー と記念写真を写しました。 その後、
読谷村にあるむら咲むらに行 き 、 沖縄の伝統芸能の
一つである琉球舞踊を学びました。 一つ一つの動 きを
き れいに見せるのはと て も 難しかっ たです。 そ れから、
みんなグループに分かれてサーターアンダー ギーを作
りました。 それは結構簡単に出来て、 美味しかっ たで
す。 その後、 今日の宿泊先である名護に向かいました。
ホテルで夕食を済ませた後、 2回目のエイサーの講習
がありました。 この日、 5 人で一緒の部屋に寝ました。
このホテルには、 公衆の入浴場がありました。 沢山の
人が行っ た け ど、 私は心の準備が出来ていなかっ たの
で行きませんでした。 公衆入浴場も 初めて学んだ日本
の習慣でした。 次回は入っ てみた い と 思います。

4日目 ： この日は朝早 く 起 き 、 朝食後す ぐ出かけま
した。 向 っ た所は、 比地大滝です。 トレッキングをし
ながら、 沖縄の山の自然学習をしました。 トカゲや蝉
などい ろ んな生 き 物を見つ けました。 川の中を歩いた
り もしました。 いつ も 熱い太陽の下なので、 この日の
自然学習は涼しくリラックス出来ました。 ホテルに戻
ると 、 地元の高校生達が交流のために来て く れました。
そしてみんなでバーベキューをしたり 、 キャンプファイ
ヤ ー 、 ゲームをして楽しい時間を過 ごしました。 その
日、 ツアー参加者の二人が誕生日だっ たのでみんなで
お祝いしました。 この日の出来事は、 ツアー 中の思い
出の中でも 、 特に良い思い出になりました。 夜 は、 エ

イサーの講習を受けました。
5日目 ： 今日は、 2回目の海の自然学習のHで、 海

洋博記念公園の中にある美ら海水族館を見学しに行
きました。 そ こで、 ナマコや ヒトデを手にと っ て見るこ
とが出来ました。 その後、 自由な時間があり 、 水族館
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の中を探検できました。 それから、 み んなでイルカの
ショーを見て楽しみました。 この日 私 は、 この美ら海
水族館が世界一大きな水族館だ と い う事を知りました。
次に、 向 っ た所は今帰仁城跡。 そ この歴史を学ぶつ
もり だっ たのに、 突然の雨のため移動したのです。 そ
の後、 社会学習のため、 那覇市の国際通り や平和通
りに行 きました。 そ こでも、 地元の学生達 と 一緒にな
り 、 沖縄の食生活について学びました。 市場で売られ
て いる豚の頭にはビックリしました。 そして、 今 日 も
夜はエイサーの練習をしました。

6日目 ： 今日の学習課題は、 歴史と 文化です。 午前
中は沖縄の歴史を学ぶため、 首里城や識名園に行 きま
した。 首里城は今までに何度 も 建て直し今の素晴らし
い城になっ た と 知りました。 城内のどこを見て も 色鮮
やかでまるで映画の1シー ンの様でした。 首里城に来
て思っ た こ と は、 琉球王国時代のすごさです。 沖縄の
歴史を学ぶたび、 私た ちの先祖の偉大さに、 ビックリ
します。 識名園もまた本当に素晴らしい所でした。 ニ ヶ
所 と も 那覇市内にあるのに、 中に入るとまるで別の世
界にいる感じでした。 午後は、 文化学習のため、 テン
ブス館ホ ールと 那覇市伝統工芸館に行 きました。 そ こ
で、 紅型、 首里織、 琉球漆器の3つのグループに分
かれ、 それぞれ工芸体験をしました。 わたしは、 琉球
漆器に挑戦しました。 デザインを器に貼り 付けるのに
少し時間がかかっ たけれど、 自分のアイデイアを入れ
たりして楽しかっ たです。 夜のエイサー も 頑張りました。

7 日目 ： 今日 は、 平和学習のため南部にある平和祈
念資料館に行 きました。 そ こでは、 戦争を13歳の頃に
体験した方の話を聞 きました。 話を聞 きながら、 辛 く
て涙を流している人 も いました。 戦争が与える傷は今
も 昔 も 同じです。 本当に戦争はいやなもの。 地球上か
ら争いなんて消えてほしい ものです。 資料館内には沢
山の物があり 、 その一つ一つが戦争のこ とを語り かけ
ている様でした。 資料館を出た後、 公園内を回り 、 沢
山の人が飛び降り た 崖のそ ばで、 戦争につ いて それ
ぞれの思いを語り 合いました。 その後、 平和の礎を見
学しました。 ツアーの参加者の一 人が親戚の名前を
見付け、 その名前を一生懸命に紙に写して い たのが
印象に残っています。 実は、 私のおばあ ち ゃ んのお兄
さんの名前のそ こにあるそ う です。 次に私達は、 沖縄
の産業を勉強するため、 糸満市にある琉球ガラス村に
行 きました。 そ こでは、 どのようにガラスのコップなど
が作られているかを見学しました。 そ こには、 色鮮や
かなガラスの食器や壺、 置物が本当に沢山ありました。
ガラス村の後、 同じ糸満市にある泡盛工場に行 きまし
た。 そ こで、 あの有名な泡盛がどう ゆ う 風に出来るの
かを見学しました。 お酒を瓶に入れると こ ろ や、 ボト
ルにラベルを貼っ たり すると こ ろを見る事も出来まし
た。 今 日 私は、 過去の戦争で辛い思いをした沖縄の
人達の事 と 、 現在、 沖縄の産業で頑張 っ て いる人達

の両方を学ぶ事が出来ました。 夜は何時 もの様にエイ
サーの練習をしました。

8日目 ： 今日 最初に向 っ た所は、 沖縄国際セ ンター

です。 そこで、歴史・社会学習の講 座を受けました。 テー

マは沖縄の移民で、 どのようにウチナ ー ンチュが外国
に移民してい っ たのかを知りました。 そして、 世界に
広がるウチナ ー ン チュの心についての講話を聞 きまし
た。 その後、 み んなでい ろ んなゲームをしました。 そ
のゲームの一つに聞 き 取り ゲームと い う のがあり 、 そ
れは聞いた メッセ ージを次の人に伝えてものです。 そ
のゲームに沖縄の方言のメッセ ージを使っ たのですが
最後まで伝わらなかっ たです。 残念。でも 、 こ うしてゲー

ムを通して沖縄の事を学ぶのも いいです。 明 日 はいよ
いよエイサーを公演するので、 夜の練習にもなん とな
く 力が入っ た気がしました。

9 日目 ： 朝起 きて、 荷物の整理をした後ホテルを後
にしました。 テン ブス館で集合した後、 そ こでエイサー

の衣装に着替え て、 那覇市の旧盆行事のエイサ ーに
参加して街中をエイサーしながら移動し、 最終地点は
テン ブス館前でした。 あ ち こ ちで間違っ たり もした け
れど、 短い間に2曲 もエイサーを習得し、 みんな頑張っ
た と 思います。 私達がエイサ ーで使っ た 曲 は、 ミ ルク
ムナリと 久高マンジューでした。 私達のパフォ ーマン
スが終わり 、 他のグループの演出を観ている時、 みん
な泣 き 出してしまいました。 このツアーを通してみ ん
な仲良 くなり 、 その友達 との別れが近づいていたから
です。 この日 は、 沖縄の旧盆のウンケーの日でした。

11 日目 ： お昼前にテン ブス館にてみんな集合しまし
た。 そ こで、 今回のジュニアスタデイ ー ツアーの学習
成果発表会がありました。 海外からの参加者も 日本語
で自分達が何を学んだのかを語りました。 そして、 参
加者全員、 修了証を沖縄県知事の稲嶺 恵 ー氏か
ら受け取り ました。 その後私達は、 ステージでツアー

のスタッフに感謝の思いをこめて歌を歌いました。 そ
の時 も や っ ぱり 泣 き 声があ ち こ ちで聞 こえて いました。
発表会が終わっ た後みんなで記念写真を写してから
解散しました。

私にと って一 番辛かっ た こ と は、 み んなにさよなら
を言 う こ とでした。 空港のゲートの反対側に行 く 時間
ギリギリまで、 み んな泣いていました。 私 も 息がつま
り 、 目からは涙が滝のように流れ出していました。 ゲー

トの反対側に来た時に、 も う 明 日 はみんなに会えない
のだ と 思 う と 悲しかっ たです。 あまり 泣きすぎて、 も う
少しで飛行機に乗り 遅れると こ ろでした。 今回のジュ
ニアスタデイ ー ツアーに参加出来て、 こ んなに素晴ら
しい機会を私に与えて く れて、 本当にあり が と う ござ
います。 みんなで過した時間があまりにも 楽しかっ た
ので、 も う 少しこのままみ んなと 一緒にい た いな～っ
て思いました。 私が特に実感した こ と は、 自分の文化
や芸術について も っ と 学びたい と 思 っ た こ とです。 そ
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して、 出来れば、 沖縄で 1年ほど住んでみたいと思い
ます。 このツアーで体験した事や出会ったみんなの事
は決して忘れたりしません。 それか ら、 こんなに素晴
ら しいジュニアスタデイ ーツアーという贈り物を私にく
れて心から感謝致します。

Junior Study Tour 2006 

When I stepped out of the airport to greet my family 
and friends,  I was also greeting niany news casts and 
newspaper reporters . My heart was racing fast from all 
the excitement. 
During the home stay, I was with my grandma. We 
went to many beaches and I even got to visit my old 
home. The time stayed with my family was amazing. 
I think I speak for everyone when I say that it was a 
great gift that we got to spend time with our family 
and friends as part of the tour. 
Day 1 :  When I was dropped off at the City Court 
Hotel ,  it was a little nerve racking .  I didn ' t  know 
anyone there and was a little lost. Finally, it all began . 
We took our assigned seats in groups from A-F and 
began to introduce ourselves one by one,  learning 
about where each person came from. Afterwards,  the 
local high school students showed us how to play 
mini-games to get to know each other better. It was 
a lot of fun but very hard at the same time trying to 
learn the other three different languages .  While I was 
eating dinner, someone came up to me and told me 
that I would be performing my talent in five minutes .  
I was so shocked expecting to do it towards the end 
of the trip, I stood there shaking. I got ready and then 
performed Ei sa  Taiko . From day one I experienced 
many mixed emotions .  I also made lots of new friends 
and shared a room with a Japanese girl and a Brazilian 
girl . 
Day 2 :  In the morning,  we all  packed a little bag 
with three days worth of clothes in it and headed to 
Tokashiki Island. When we got there we learned how 
to snorkel .  I got to see the marine life in Okinawa 
which was a lot of fun since I have never experienced 
this before . It was l ike looking at my brother ' s  fish 
tank but the fish were ten times the size . Then we got 
to pick between kayaking, canoeing, and the super 
float. I picked kayaking because I have never done it 
before. All three of the events had a clear bottom so 
we could look at the marine life a little more while we 
were all doing our own thing. We were given free time 
to swim, play soccer, or volleyball .  Later that night we 
went to the youth center where we had our first day of 

Eisa practice.  It was so exhausting but no one could 
fall asleep afterwards because we all wanted to spend 
time getting to know each other. I experienced being 
with other kids who couldn' t  speak the same language 
as me. It was really hard to communicate. 
D ay 3 :  On day three we came back to Okinawa ' s  
mainland . After we got back we  went to  Okinawa' 
s Prefecture Building to meet with Governor Keiich 
Inamine where we had a welcome ceremony and took 
pictures .  Then we headed to Murasakimura where I 
learned traditional Ryukyuan dances .  It was very hard 
trying to make every move sharp . Then we got into 
random groups and made S ata Andagi . They were 
easy to make and very good. Afterwards,  we departed 
for Nago . At the hotel we had dinner then took part 
in second day of Eisa. We had to share a room with 
five new people .  I like it a lot. And at the hotel we 
had public bath . I didn ' t  go in it because I was not 
ready and comfortable but lots of people did. It was 
something new I learned about the culture and maybe 
next time I will be comfortable enough to try. 
Day 4 :  We had an early start. We got ready ate and 
went trekking at Hij i  falls .  We got to study about many 
creatures on the hike and even got to cool down by 
walking in the river. It was relaxing after spending lots 
of time in the hot weather. When we got back to the 
Hotel the high school students came to spend time with 
us B . B .Q .  and playing more mini-games around the 
campfire. We also celebrated two people ' s  birthdays .  It 
was probably one of the best days on the tour. 
Day 5 :  We had our second nature study (sea) at the 
Churaumi Aquarium. When we got inside one of the 
first things we got to do was touch some of the marine 
life .  Such as starfish,  sea cucumber, and coral . We 
got to explore the aquarium on our own then all got 
back together as a group and watched the dolphin 
show. I learned that the Churaumi Aquarium i s  the 
largest aquarium in the world. Next, we left to Nakijin 
Jyoseki . We learned a l ittle about the history there 
but we didn ' t  get to spend as much time there as we 
wanted because it started to rain and we had to leave. 
Finally, we met back up with the high school students 
for a tour around the public market place in downtown 
Naha. When we looking around I saw pig faces and 
was shocked. 
Day 6 :  We departed from our hotel and went to Shuri
jo Castle and Shikina-en where we study the history of 
them. I learned that the castle has been rebuilt several 
times.  I also noticed a lot of bright colors in the castle 
which made me feel like I was in a movie .  It was a 
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great impact on me to learn about the time during the 
Ryukyu Kingdom. The more I learned about the history, 
made me realize how great our aunt sisters were . The 
Shikina-en is a beautiful and relaxing place to be. Both 
places are located in Naha City but when you go inside 
it seems like a totally different world. In the afternoon, 
we went to the Tenbusu Hall and had our cultural study 
(craft) .  There we had bingata, Ryukyu lacquer ware, 
and shuri ori .  I did lacquer ware. It was hard trying to 
get it to stick to the plate with out messing it up but 
tons of fun getting to add our own ideas . 
Day 7 :  Today, we went to a peace study at the Peaceful 
Memorial Museum in southern Okinawa. There was 
a man that told us a story about when he was 1 3  and 
his experience through the war. It was really sad to 
hear and some kids started crying.  The damage that 
happened from the war back then is  sti l l  the same 
today. I wish that there were no wars. Then we got to 
walk around the museum and look at 32 little exhibits 
where they each told something different about the 
war. After we look at those ,  we went outside and 
looked around and had a discussion near the "suicide 
cliff' .  We went over to Heiwa no ishij i .  We also had 
someone find one of her relative ' s  names and used a 
pencil and paper to go over it. My grandma's brother' 
s name was in there to but I couldn' t  find it. Next, we 
went to the Ryukyu Glass Factory where we got to 
see them make cups and look around inside at all the 
different things that they have created. Afterwards,  we 
went to the Awamori Factory in Itoman City where we 
learned how they make the Awamori and even got to 
watch them bottling and labeling it. 
D a y  8 :  D a y  8 we w e n t  a n d  l e ar n e d  a b o u t  t h e  
i m m i gr at i o n  o f  the  O k i n aw a n ' s  a n d  a b o u t  t h e  
Uchinanchu's  throughout the world. After w e  listened 
for a while ,  we got to get up and play games .  We 
played a hearing game, a game where we told about 
our cultures from where were from, and then a game 
were we got to know about each others nationality. 
The games were a lot of fun.  It didn' t  even seem like 
we were learning. 
D ay 9 :  Everyone woke up, p acked our bags ,  and 
departed from the hotel . We had met at the Tenbusu 
where we got dressed for our last Eisa performance.  
We marched down Kokusai-dori and then back the 
Tenbusu where we performed. We messed up here and 
there but over all it was a great performance for the 
time we had. Everyone did such a great job for the time 
we had to learn the two songs.  We performed Miruku 
munari and Kudakamanj u .  When the performance 

was over and we watched other groups go we started 
crying. It hit everyone that the experience we had on 
this tour and all our friends was about to be over. Our 
home stay families came and picked us up for one last 
night with them. 
Day 1 1 : We met at the Tenbusu . Each one of the 
students from around the world gave their closing 
speech in Japanese . It was actually quite funny to here 
us struggling to spe成 Japanese. We each received our 
certificate from the governor. Then we all got on stage 
and gave our thanks to the staff and sang a couple of 
songs.  Some of us started to cry again. When we were 
done we all took pictures and left once again with our 
home stay. 
Saying our goodbyes was one of the hardest things 
I have ever done . Everyone started crying while we 
waited as long as we could before heading to the other 
side of the gates .  I could barley breath from all the 
emotions I was pouring out. It didn ' t  hit one of the 
girls that we were actually not going to see everyone 
the next day until after we got to the other side of the 
gates and couldn ' t  see everyone anymore. We almost 
didn ' t  make it to the plane because we had to stop 
and suck up our tears . I think that this tour was one 
of the best opportunities that I have ever received. I 
loved every moment we spent on the tour and wish 
that I could have stayed a lot longer. This trip made 
me realize how much more I want to learn about my 
culture and maybe live there for about one year. I will 
never forget anyone or anything that I experienced on 
this trip and want to thank everyone for this wonderful 
gift. 
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ア メ リ カ合衆国
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中西部沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 2 0 0 6

こ んにち は、 私はデイ ヨ ・ シュルライ ンです。 アメ
リカのウィスコ ンシン州にあるハチスフォ ー ド出身です。
私は高校一年生です。 祖母 はウチナ ー ンチュで、 父
親が東京生まれです。

私はジュニアスタディ ー ツアーの参加者として選ば
れた こ とを知っ た時に、 とて も 興奮すると 同時にナ ー

バスになりました。 私はずっ と前から沖縄に行き たかっ
たのです。 沖縄への旅行は一人で行 く 事になっていた
ので最初ば怖かっ たのですが、 出発の日まで時間がた
く さん あ っ たので心の準備ができました。 そして いよ
いよ出発の日、 空港に着いて 「さやかさん」（引率者）
と 他の参加者何人かに会っ たら、 沖縄に行 く 緊張感
が楽になりました。

私 は初めて飛行機に乗 っ たので、 どんなに興奮し
たかをよく 覚えて います。 アメリカから大阪までは12
時間以上かかり 、 そして飛行機を乗り 換えて、 沖縄ま
で2時間半がかかりました。 とて も 疲れたので、 飛行
機にいる時間はずっ と寝ました。

ホ ー ム ス テ イ 先

長い空の旅が終わ ってや っ と 那覇空港に着いて、
良かっ た と 思いました。 飛行機を降り てからウチナ ー

ンチュに大歓迎して もらいました。 こ こで、 親戚 と 初
めての出会いになりました。 親戚が私の名前を書いて
いるサ イ ンを持ち上げました。 最初にホストファミリー

になる親戚の一 人 「つねお さん」 に会って、 ホ ームス
テイ 先に行 きました。 親戚の家ではエアコ ン 付 きの部
屋を与えられ、 とて も 親切に接して く れました。 初日
の夜は疲れたので12時にすぐ寝ました。

翌 Hの朝は一生に忘れない旅立ちの始まりでした。
この5B間 はずっ と 親戚 と 一緒でしたが、 H本語がわ
からなく て も 皆 と 簡単にコ ミュニケーションを取れまし
た。 毎日色んなと こ ろへ連れて行って く れて、 沖縄の
文化などについてた く さん学びました。

親戚が毎日美味しい朝ごはんを作って、 様々なと こ
ろで食事をだして く れました。 沖縄の食べ物は美味し
く て、 全部食べてみました。 沖縄の食べ物はとて も 良

かっ たです。
親戚が海まで連れて行って く れた時に見渡す限りの

海を見る事ができました。 そして、 スキュー バ ダ イ ビ
ングをやって、 海の底まで見るこ とができました。

大叔母が平和祈念公園に連れて行って く れて、 戦
争で亡 くなっ た親戚の名前が石に刻 んでいる所を見
せて く れました。 亡 くなっ た親戚のために祈りました。

親戚とよく ドライブをしに行 く こ とで毎 田亡しか っ た
です。 親戚は英語を話さなかっ たので、 時々 どこに行
く か何をしに行 く か分からなかっ たが、 空気を読んで
行動するこ とで楽しい時間を過ごす事ができました。

毎日、 会っ た こ とないの親戚 と会い、 食事をして、
観光地まで連れて行かれて色 んな経験ができました。
又サラダ と ピザを食べて、 KFC やマクドナル ドまでも
食べに行きました。

アメリカにいる家族へのおみやげを買 いに行 きまし
たが、 なかなか難しかっ たです。 私はジェスチャーを
使って買いたい Tシャツの色やサ イ ズを彼らに伝え た
結果、 最後には欲しい ものを全部買 う こ とができました。
私はショッピ ングモ ールの中で、 沖縄のお土産専門の
小 さな店をた く さん 見ました。 また、 小 さい家や大き
い家を見に行って、 幾つかの家の中も 見ました。 大叔
栂の住んでいる家は非常に古 く て、 昔から残り 少ない
沖縄の家の一つです。

ジュニアスタデイ ー ツアーの前夜にバ ー ベキューを
して、 私はその主賓でした。 トウモロコシ、 焼おにぎ
り 、 ステーキなどを様々なものが次々 と焼き 上がりまし
た。 日本の食生活にはステーキも あると い う こ とでびっ
く りしました。 バ ー ベキューで大勢の親戚が来て、 皆
がとて も 優しかっ たので楽しい時間を過しました。 私
達 は花火で遊び楽しんでいましたが、 煙で空気が黒
くなりました。 従兄たち はドラゴ ンフルー ツを見るため
にある牧場にも 連れて行って く れました。

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の始まり

ツアーの初日に8日間分の荷物を整理して、 そして、
従兄た ちに参加者の泊まるホテルに送って もらい、 そ
こでランチを食べました。 ホテルでツアー 関係者が大
き い部屋に集合し、 ツアーオリエンテーションを受け
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ました。 毎 H エイサーを練習する予定があり 、 ツアー

の最終 Hに 沖縄県知事の前でエイサ ーを演舞し、 ツ
アーで得た経験について発表しない と いけない こ とが
分かりました。 私は人の前でスピ ー チするのは好きで
はないので、 こ こで緊張感が高まりました。

ツアーの期 間中カメ ラマンが参加者に同 行し、 テ
レビで私た ちのこ とを毎日見ていた と 親戚が言いまし
た。 また私たち はツアーの8日間で新聞によく 載り まし
た。 私たち参加者は指導者などの言菓を分かるように、
ヘッドフォンを付けて通訳を聞 きました。

ジュニアスタデイ ー ツアーの歓迎パ ーティ ー はとて
も 楽しかっ たです。 パ ーティ ーでツアーの参加者（世
界の至ると こ ろ からの参加者34人 と 沖縄県内33人の
参加者）全員 と 会いました。 パ ーティ ーで色んな人と
仲良 くなって、 ツアーの機会を与えて もらうこ とに対し
て驚きました。

ツアー 期 間中に色 々なこ とを経験でき たし、 それら
を全部説明するのはできないので、 こ れから ， 思い出
になっ た経験について書きます。

ツアーの2日目に尚速艇に乗り 、 30分で渡嘉敷島に
着 きました。 暑い天気の中、シュノ ーケリング、カヤック、
カヌ ー 、 水泳、 サッカー 、 バレー ボール等、 色んなスポー

ツをしました。 渡嘉敷島の海に入って、 気持ちが良かっ
たです。

沖縄本島のいたると こ ろ に行って、 二つお城を見に
行 きました。 一つの城は建設した ばっ かり のように綺
麗だっ た し、 数年前から修復された と 聞 きました。 そ
の城の木材加工が美しい と思い、 昔の王様のように城
の中を歩いて感動しました。

ツアー 期間中に美ら海水族館に行 きましたが、 建物
は大 き かっ たです。 様々の見た こ とのない動物がいま
した。 鮫が大き い水槽のなかにいた こ とが、 一番良かっ
たです。

平和祈念公園へ2回目に行っ た時に、 石に刻まれて
いる親戚の名前を探そうとしたが見つけられなかっ た
です。 その日の天気によると 台風が近づいていると 感
じた こ とを今でも 良 く 覚えています。 ‘

ジュニアスタデイ ー ツアーの期間中に沖縄の文化に
ついて た く さん習い、 一日だけで一生に仲良 くなる友
達以上の友達ができました。

参加者として、 毎日勉強 と 経験ができ たし、 ツアー

の期間中に決してつまらない時はなかっ たです。 他の
参加者と 一緒に、 沖縄の自然、 文化、 歴史、 又社会
の面でも、 体験ができました。 そして、 琉球舞踊、 三
線、 空手や 沖縄の ドーナ ツ（サーターアンダギー ） の
作り 方等を習いました。

沖縄の伝統工芸の中で、 紅型、 首里織、 漆器等に
ついて勉強しました。

ジュニアスタデイ ー ツアーで得た様々な経験は、 一

生忘れません。 アメリカに帰って来た今は、 一月に一

回、 アメリカに移住したウチナ ーンチュから三線 と H
本語を教 えて も らっ て います。 私 はいつか 沖縄に戻
り 、 親戚の前で私が学んだ事を披露したい と 思います。
私は三線をく れた 「つねお さん」 に感謝しています。
ツアーの行事のなかでエイサー クラスは一番良かっ た
と 思います。 参加者のみんなはお互いに協力しながら、
踊りのステップを一生懸命覚えようとしました。 アメリ
カでエイサ ー みたいなものは無いし、 ステップに慣れ
るのは大変でしたが、 参加者が頑張っ たので、 早 く 踊
れるようになりました。 毎日先生が私た ちのために努
力して く れたので、 感謝しています。 彼に教えて もらっ
たこ とを光栄に思っています。

ツアーの最終日に平和通り の市場に行 って、 エイ
サ ー 演舞をしました。 雨がザー ザー 降 っ て い たので
屋内で演舞すると 思っていましたが、 天気が良 くなり 、
無事に一般の人の前で踊るこ とができました。 その後、
プラザに移動し、 沖縄県知事の前で踊りました。 私た
ちの演舞は大成功だっ たので、 参加者の皆さんはとて
も 感動し、 嬉し涙があふれました。

ジュニアスタデイ ー ツアーの最終Bに送別会があ っ
て、 参加者全員のホストファミリーがいました。 私は
皆の前で；； ァ ーを通して得た経験について H本語でス
ピー チをしました。 発表する前、 非常に緊張しました。
しかし、 発表がよくでき たので、 達成感を感じました。

ツアーが終わってからアメリカに帰るまでの2日間を
ホストファミリー と 過しました。 沖縄を離れた くなく て、
帰国の日に台風のせいで帰りの便がキャンセルされた
こ と はとて も 嬉しかっ た。 ハリケーンや台風等の暴風
を初体験しました。

沖縄県知事をはじめ、 ジュニアスタデイ ー ツアーの
関係者に感謝を表します。 ツアーの経験を一生忘れま
せん。 私は日本語や英語以外の言葉等はわかり ませ
んが、 ツアーで 「人 と コ ミュニケーションをするために
は言葉だけじゃない」と いうこ とが分かりました。 ツアー

期 間中に自分で話したり するより も 、 人の話しを聞い
たり するこ とで、 も っ と 勉強になっ たし、 人 と 早 く 仲良
くなっ たり 、 友達ができました。 き っ と 、 2006年のジュ
ニアスタデイ ー ツアーに係わ っ た方々 と 一生に残る絆
がお互いにあるこ とを感じています。

いつか、 皆さん と 再会できるこ とを希望しています。
今後、 毎年 沖縄に旅行したい と 思います。 沖縄に

いる親戚から沖縄のこ とについて色々 と 教えて もらい、
皆のこ とを大切に思っています。 ウチナ ーンチュは世
界の中で一番優しく て美しいな民族だ と 思います。

愛 信頼、 希望そしてなにより も平和について、 教
えて く れた 沖縄に感謝します。
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JUNIOR STUDY TOUR 2006 ESSAY 

H e l l o ,  my n ame is Da le  S c h leh le i n ;  I am from 

Hustisford, Wisconsin, which is in the United States of 

America. My age is 1 5  years old and I am a sophomore 

in High school .  My grandmother is from Okinawa, 
and my dad was born in Tokyo Japan . When I found 
out that I was going to Okinawa, I was so excited and 
nervous at the same time. I 've wanted my whole life 
to go to Okinawa. I was scared at first, because I was 

going alone, but I had a lot of time to get over it ! When 

I got to the airport to meet my guide Sayaka and a 

couple of the other people that were going to Okinawa, 
I felt more comfortable flying. 
I still remember when I boarded the jet, how excited 

I was, because this was my first time flying. The flight 
took 1 2  hours to get to Osaka Japan, then I took a 
second plane to Naha, Okinawa, which took another 2 
½ hours and I was so tired. I slept the whole time. 

My home stay! ！ 
Finally after a very long flight I saw the Okinawa 
airport and couldn ' t  believe I was finally there ! At the 
airport I felt very welcomed by the Okinawa people. 
This i s  where I for the first time met my fami ly ! 
They were holding up a sign with my name on it .  I 
was greeted by Tsuneo who would be my hostess  
family. The very first night I was there, I went to  my 
host family, and they treated me well ! I had my own 
bedroom, with air conditioning. It was midnight, so I 
was tired and went right to sleep. 
The next morning is when the trip I would never forget 
would begin.  The first 5 days I was in Okinawa, I was 
with my family, even though I couldn ' t  understand 
their language, communicating was easy ! Every day 
they took me to different p laces and I learned the 
culture and many things ! 
My family fed me a big breakfast every morning and 
was always taking me to different places to eat. I loved 

all the food and tried everything ! Okinawa food was so 
good ! 
They took me to see the ocean ! I could see miles of 
ocean. I went scuba diving, and I could see straight to 
the bottom. 
My great aunt took me to the Peace Memorial and 
showed me where my families names where that died 
in the war. We then did a worship service to honor 
their deaths .  
We did a lot of driving too ! I was busy most  of the 
time, even though, I sometimes didn' t  know what was 

going on, because they couldn ' t  speak any English 
either, but I went with the flow, and that always was 
fun. 
I remember every day, I would meet more family, and 
they would take to different places to eat, and visit ,  
so I had a large variety of things to eat and do ! I had 
salad, pizza, KFC, and even McDonalds ! 
They took me shopping to buy gifts for my American 
family, and that was hard ! I would tell them the size 
of colors of the T-shirts I was buying; it took a lot of 
communicating using my hands and pointing, but we 
finally were able to buy them all ! 
I saw many small shops ,  in the mall fi lled with so 
many things from_ Okinawa. I also saw small homes,  
and a few big homes, and took a tour in a lot  of them. 
There were so many different things to see. My great 
aunt lived in a home that is very old and one of the last 
original homes standing. 
The last night before I went on my Junior Study, my 
family had a barbecue, and I was the guest of honor ! 
They grilled out many foods, such as sweet com, rice 
patties, and steak ! I was surprised to find out that steak 
was a Japanese food, also. It was fun, there were many 
family members and they were all so nice. We had fun 
with sparklers , and fire crackers, and filled the air with 
smoke .  My cousins took me to a farm t see Dragon 
Flowers too ! 

Mv Junior Study Tour Begins ! ！  
Today I had to pack, for the 8 day tour ! M y  cousins 
took me to the hotel I would be staying at, and then 
we ate lunch. The whole tour met in a big building 
and we had a meeting and they told us what we would 
be doing on the tour. They told us of all the exciting 
things we would be doing, including learning Eisa 
dancing everyday. We would have to perform the Eisa 
on the last day of the tour for the Okinawa Governor 
Prefecture, along with a speech in Japanese of our 
experiences ! ! My heart stopped for a second, because I 
don' t  like to speak in front of people ! 
We were followed by cameras all the time, and my 
family said they saw us on the News everyday ! I was 
also in many newspaper articles . We wore headphones, 
also and the translators would speak into them, so we 
knew what everyone was saying. 
The welcome party was so much fun .  I met all the 
other people on the tour. There were 34 j uniors from 
all over the world and 34 juniors from Japan . I made 
many new friends that day, and was so excited for this 
opportunity. 
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On the tour we did so many things that it would take 
forever to write it all down. So I will write some of my 
favorite experiences.  
The second day, we took a large fast Marine Liner 
to Tokashiki Is land .  It  only took us  3 0  minutes to 
get there . On the island we did many things, such as 
snorkeling, kayaking, canoeing, and �wimming . We 
also played soccer and volleyball .  The day was hot, 
and the water felt good. 
I went all over Okinawa, I went to two castles .  One 
castle was in mint condition ! It had been in restoration 
for several years . The wood work was beautiful ! I 
thought it was so cool to be able to walk the same 
pathways as the emperors and empresses did centuries 
ago. 
I also went to an aquarium, which was huge. I got 
to see many species that I 've never seen before. The 
coolest part was the sharks they had in the big tank. 
I also went to the peace memorial for a second time. 
I tried finding my family but I had no luck. I can still 
remember the weather that day at the peace memorial. 
The weather kept on saying a typhoon was on its way ! 
During my tour, I ' ve learned a lot about Okinawa 
culture, I made more friends in a day ; then I did in a 
lifetime. 
Everyday on the tour, we learned new and exciting 
experiences. There was never a dull moment. We did 
a nature study, a cultural study, history study, and a 
social  study. We all  did Ryukyuan Dance,  lea�ned 
to  p l ay the s a n s h i n ,  karate ,  and made Okinawa 
doughnuts ! 
Some of the arts we learned were Bingat�, Shuri-style 
weaving, and Ryukyu Lacquer ware. 
As you can see, my mind was filled with many things 
that I will carry to my family and friends for the rest 
of my life !  I have now enrolled in  sanshin lessons,  
once a month ! I am taught be a lady who i s  from 
Okinawa and lives in America.  She is  also teaching 
me Japanese. I want to someday go back to Okinawa 
and show my family what I have learned ! Thanks to 
my cousin Tsuneo, who gave me a sanshin as a gift to 
bring home to America ! ! !  
The best part was the Eisa class .  I thought as a group, 
we all worked together and tried to do our best at 
the dance. I never had done anything close to that in 
America, so it took a lot of work, but we all learned 
quickly .  Even after c l a s s ,  we would  at the hotel  
practice our routine ! Eventually it was easy, and we 
were ready to perform it .  I thank my Sansei for al l  the 
hard work teaching us everyday of out tour. He was 

the best, and I am honored to have been taught by him. 
Our final day of the tour, we visited the market, and 
performed out Eisa dance to the public. It was raining 
so hard, we almost had to perform indoors ! After the 
market, we then continued and went to the plaza and 
performed what we learned to the governor prefecture. 
We did great ! Everyone was crying,  it was a very 
emotional time for our group. 
On the last day of the Junior Study, I was so nervous. 
We were having a farewell  party, and out families 
were also welcomed.  I had to do a speech in  front 
of everybody, about my experience on the tour in 
Japanese ! I did very well ; I couldn ' t  believe what I had 
accomplished ! 
After the tour, I spent the last couple of days with my 
family. I didn ' t  want to leave ! I was so happy when 
we went to the airport and our flight was cancelled. A 
typhoon came through Okinawa ! I had never been in a 
hurricane or typhoon, so I was also able to experience 
that for the first time. 
I would like to thank the Okinawa governor and all 
the people who helped on the Junior Study Tour. It 
was an experience I will never forget. Even though, I 
could not speak Japanese, or other languages, I learned 
that communication was more than talking. I learned 
more by not talking and communication other ways .  I 
learned how to make friends faster and grow closer to 
them more quickly. I feel bonded to all those who were 
a part of Junior study 2006 for the. rest of my life. 
Some day I hope we can meet all together again ! !  
I would l ike to return to Okinawa every year. My 
famil ies  are very special to me, and taught me so  
much.  Okinawa people are the  most  friendly and 
beautiful people in the world. 
Thank you Okinawa for showing me love, trust, hope 
and most of all PEACE ! !  

叫
,
／
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ニ ュ ー メ キ シ コ 沖縄県 人会

沖縄

沖縄の様々な場所や史跡を巡ることにより、 沖縄が
どれほど素晴らしいかを私に教えて く れました。 どん
なに希望してもなかなかできないことがたく さんありま
すが、 このツアーに参加できたことは、 私にとって幸
運でした ！ 山々をトレッキングしてたどり着いた比地大
滝は見事で美しかったです。 景色も本当に感動的で
した。 困ったこともありましたが、 新しい友達が助 け
てくれて、 結局新しい経験ができました。

戦場跡を訪れた時、 まさに私たちの祖先の戦う様
子が見えたようでした。 それは本当に驚 きでした。 私
ば沖縄の深い歴史に典味をそそられ、 時 々うっとりし
ました ！ もしあなたがエイサー練習によく 注目した場合、
戦争のような活気を感 じる事がで きたでしょう！ すご
いでしょう！ エイサーと言えば、 ツアーで最も素晴らし
いことの一つはエイサーだと思います。 初めてエイサー

を頑張ろて習って、 そして成功したことは、 本当によ
かったです。 毎 日1時間半の体操をするようにつらかっ
たです ！ でも、 ハ ハ ハとっても面 白 かったです。 み ん
ながいっぱい間違いながらその間違いから学ぶ、 それ
はとても教育的でした。

教育以外にも、 深夜のおしゃべり、 新しい友達、 親
戚との再会、 会ったことのない親戚との出会い、 多 く
のバ スの旅、 内輪 ネタなど、 すご く 楽しかったことが
た く さんありました ！ いうまでもなく 、 指導者たちもと
ても楽しかったです ！ さやかさん、 あ き 子さん、 國吉
先生、 そして皆さんが大好 きです ！ 色 々 助 けて く れて
毎日を挑戦するように励ましてくれました。

特に言語交流において、 指導者たちがよく 励まして
く れました。 日本語の再学習は思ったよりずっと難し
かったです。 単語や文の構造と位置など、 本当に困り
ました ！ しかし、 これを学ぶことこそが素晴らしかった
のです ！ 今も家で話すことにしています ！ 日本語で母と
話すのはすご く 楽しいです ！ （姉妹を混乱させるから
です）

さて、 本題に戻ります ！ 私がこのツアーに参加する
たった一つの理由は故郷について学ぶためです ！ それ
で、 一つのことが別のきっかけとなるのですね ！ 私は
楽しんでいながら、 同時に学んでいました ！ 私がこの

夏に経験したことを、 友達や家族も経験できたらいい
と思います。 すごいイルカショ ーを始め、 史跡、 渡嘉
敷島（渡嘉敷島そのものは全 く 素晴らしく て見事に美
しいです ！ ！ ）、 風変りな食べ物、 心の温かい人 々 、 そ
して景色 ！ その景色、 海を眺めていると、 高い木や建
物と共に自然界の色の珍しい変動を見ることができま
す。 景色を眺めるのはとても心地よく て、 屋外で永遠
に景色を見ていられるようです ！ しかし、 暑 く なります ！
暑さにまだまだ慣れていません ！ ハ 、 ハ 、 ハ。

疲れ果てさせる程の長い旅、 よく 頑張った日々 、 そ
していうまでもなく 新しい食べ物の経験など、 今振り
返ると、 沖縄のことをとても懐かしく 思います。 歓迎
パ ー ティーとさよならパ ー ティー 、 高校生、 世界各地
から来た新しい友達、 食事、 腕相撲、 その全部が非
常に懐かしいです ！ いつか近い将来にみんなとまた会
いたいです ！ ！ 指導者を含む大 きなジュニアスタデイ ー

ツアー 同窓会のような形で ！ なぜなら、 沖縄の歴史や
未来のことを除いて、 このツアーが教えて く れたもの
を一つ あ げるとしたら、 その一つのことは、 血のつな
がりがなく てもウチナーンチュのつながりが確かにあ
るということです。 私たちと未来の世代が、 ウチナー

ンチュの心に忠実に世界各国で生きる限りは、 私たち
の心はいつまでも誇りと名誉と歴史を共にして同 じ鼓
動を刻むでしょう。 今がそうであるように ・ ・ ・

改めて、 このツアーに参加させていただきまして誠
にありがとうご ざいました。 一生忘れません。 このツ
アーができるだけ長 く 続いて、 私たちの起源と未来を
ウチナーンチュの皆さんに教えることができるように
祈念しています ！ 沖縄、 そして沖縄の大使の皆様、 私
を招いてく れて、 ありがとうございました。

Okinawa 

Going to the many places and hi storical areas  i n  
Okinawa made me realize how amazing Okinawa 
truly is ! ! !  I t ' s  hard to see the things I really want to, 
so I realized this trip was good luck for me ! Trekking 
through Hiji Mountains, and seeing the amazing falls 
was truly beautiful… The sights were truly awesome 
and at first I was shaky on the subject, but my new 
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friends help me go through. And in the end, I have a 
new experience. 
When we went to the war battle ruins,  I could see our 
ancestors fighting . . . It was truly remarkable ! I was so 
intrigued by all of the history, sometimes I'd get lost 
in it ! And if you actually pay attention, in our "Eisa" 
practice, you'd see like a war kind of action ! It's crazy ! 
Speaking of Eisa, That was probably one of the most 
amazing things on the trip . . . learning something new 
and working so hard on it, it really feels great when 
you accomplish that goal ! It was so hard, somehow 
l ike a workout everyday for like an 1 1 /2 hours ! ! !  
hahaha it was so funny though ! You 
make alot of mistakes and learn from those, so it was 
also educational… 

B ut besides the education, there was so many crazy 
fu n th i n g s ! L i ke l ate n i ght  c o nvers at i o n s ,  new 
friends,seeing new and o ld  family ! All the bus  rides, 
inside j okes ,dancing …Not to mention the teachers ! 
They were so great ! I love S ayaka, Akiko , Master 
Kynyoshi ,  and all others ! Ya' l l  were very helpfu l ,  
and encouraged us to  challenge ourselves every day ! 
Especially with the language exchange ! Relearning 
Japanese was alot harder than expected, the words and 
sentence 
organization and situating. This was indeed troubling ! 
But it was outstanding to learn this ! I still even use it 
at home ! It's so much fun to talk to my mother with it ! 
(especially confusing my sisters) 
B ut back to the subj ect ! I was on this trip for one 
thing . . .  an education of my homeland ! So one thing lead 
to another ! I was learning and having fun at the same 
time ! I really hope my friends or family experience the 
same things as I have this summer, such as the crazy 
dolphin show, historical sites, Talcashiki Island *which 
itself is absolutely amazing ! and bri lliantly beautiful ! ! !  
To the exotic foods,  warm-hearted people, and the 
views ! ! !  Wow, the views … Looking into the ocean 

· seeing the exotic and rare-looking color transfers,  
with the tall trees and buildings… it 's so nice to see the 
scenery, as if you could stand outside forever ! B ut it 
does get too hot ! I'm not quite used to that ! ha, ha, ha. 
Now that I think about the long exhaust ing trips ,  
challenging and hard working days, and not to  mention 
the new food experiences … I 'm beginning to miss  
a l l  the things in Oki . The  welcoming and farewell 
party, highschoolers,  new friends from Around the 
world, the food eating and arm wrestling contests, all 
of it ! ! !  I miss it so extremely much ! I really hope to 
reunite with everybody someday in the future ! ! !  And 

all the teachers as well like a big JUNIOR STUDY 
TOUR REUNION ! Because if there' s  one thing that 
this tour taught me, besides the history and future of 
Okinawa, is  that Uchinanchu are all related, maybe 
not through our blood. But for as long as we live and 
our future generations our heart remains  to be true 
Uchinanchu and we are all around the world… Our 
hearts will always beat the same as they do now…With 
pride, honor, and history… Once again thank you for 
letting me be part of this Tour I will never forget this 
throughout all my life .  I hope this tour continues as 
long as possible and show everyone where we came 
from and our futures ! Thank you Okinawa and the 
Ambassadors of Okinawa for letting me be a guest in 
your home . .  
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My Trip to Okinawa 

沖縄に行 く こ とによって僕は違 う 世界を知りました。
ホ ームスティ を通して僕はみんなから歓迎されたり 、
家族の歴史を聞いたりしました。 そ う いっ た こ とによっ
て僕が今まで知らなかっ た世界を学んだのです。 みん
な僕を王様のようにも あつかって く れました ！

沖縄で僕は、 せいしん叔父 さん と たかこ叔母さん と
お祖母ち ゃ ん と 滞在しました。 滞在先から従姉妹のけ
いこ姉ち ゃ ん と 彼女の旦那 さんの所へ行 く 途中で珍し
い場所を二つ通りすぎました。 一つは僕の父が生まれ
た嘉手納基地です。 二つ目は第二次世界大戦でア メ
リカ人が上陸した ビー チです。 そのビー チを見てると
僕は悲しくなり ました、 何故ならそ こ は、 美しい ビ ー

チなのにた く さんの戦闘があ っ たからです。 ホ ームス
ティ の最初の4日間 はと って も 楽しかっ たです ！4日目
の日にはお祖母ち ゃ ん と 叔母 さん と 叔父 さんが僕を

「シティ コ ート」 まで連れてって く れました。 素晴らし
く き れいなホテルでた く さんの友達をつ く りましだ。 み
んなが何を言って いるか分からなかっ たからコ ミ ニュ
ケ ートするのは難しか っ たです。 歓迎会で挨拶して
最初は変な感じだっ た け ど、 後からは楽しくなり まし
た。 リラックスして きて踊り だってしました ！ 日本版の
「YMCA」 や 「5,6,7,8」 ってい う 歌にあ わせた踊り も

習いました。 全てが と って も 良かっ たし、 食べ物 も お
いしかっ たです。 光栄にも 僕は、 韓国空手の型を披露
するこ と ができました。 それは、 僕流の自己紹介であ
り 僕のオ能の一つをみんなに伝えると い う こ とでした。
後で僕一 人が黒帯をも っているこ と がわかって自分は
特別なんだなっていう 達成感を感じました。

歓迎会の後で僕は2人のル ームメイトに会いました。
一人はボ リ ビア出身の安里健君であ と 一 人は日本出身
の正太君です。 2人共 とて も いい人達だっ た け ど、 一

つだけ問題がありました。 それは2人共暑 さにば慣れ
ているけれど、 僕は寒 さに慣れていると い う こ とです。
だから僕はクーラーをつ けたかっ た ん だ け ど、 2人は
つ け た がり ませんでした。 でも 何日かしたら2人 と も
クーラーをつけるのに慣れて きて、 僕は僕で外の暖か
い気温に慣れて きました。

次に、 僕達は沖縄の端にある小 さな島、 渡嘉敷島

に行 きました。 そ こで楽しかったこ と はシュノ ー ケ リン
グをした こ とです。 いろ んな熱帯魚を見るのは楽しかっ
たし海中カメラを使って写真 も 撮り ました。 クラウン
魚 も いました。 それからオー プンカヤックも 楽しかった
です。 僕 も パ ートナ ーであるウィ スコンシン州出身の
デー ル もカヤックをした こ と がありませんでした。 でも 、
ア メ リカ人の友達との競争では勝ちました。 それから、
き れいな貝殻を見つ けたので家族にも 見せよう と 思 っ
て写真を撮りました。 沖縄の海はき れいで水は透明だ
し、 と って も 青いんです ！ 海に潜らなく て も 下をのぞけ
ば珊瑚が見るこ と ができるんです。 その夜は青年の家
に泊まりました。 とて も ユニー クなその部屋は沖縄の
伝統的なスタイルで作られていました。

翌日は6時に起 きて丘の上で朝の柔軟運動をし、 そ
の後は那覇に戻りました。 光栄にも 沖縄知事と会う こ
と ができました。 天皇はも う 沖縄を支配して いません。
その後は沖縄空手を学ぶ機会がありました。 先生はも
のすご く 上手でした。 僕 も 少しだけ ピャン ・ アン ・ オ
ダンと い う 緯国空手の型を披露しました。 この経験を
通して僕はも っ と 沖縄文化を尊敬するようになり まし
た。 空手が終わ っ たす ぐ後に料理をする機会があ っ
て、 沖縄 ド ーナッツをつ く り ました。 僕のグルー プ メ
ンバー が僕の名前で ド ーナッツを作っ たりして最高で
した ！

翌朝早 く 僕達がハイキングした比地大滝への道は
危なかっ たです。 滝にた どり 着 く までに大きな岩や丘
のようなと こ ろを登っ たりしました。 でも そ んな大変
な思いをした 甲斐があるほ ど滝は素晴らしかっ たです。
沖縄の荘厳な滝は本当にすごかっ た ！ その夜にバーベ
キュー とキャンプファイヤ ーをしました。 一 番 お もし
ろ か っ たのはミ ニゲームをした こ とです。 ソ ー ダ ーを
早 く 飲んだ人が勝ち と い う ゲームで最後に僕は勝ちま
した ！

翌日は美ら海水族館に行 きました。 ア メ リ カにいる
魚 と 違 う 沖縄の魚を見れたのでよかっ たです。 お もし
ろ い こ とに、 ホオジロザ メ のような大 きな魚がいまし
た ！ その魚 はニュージャージーにある僕の家より でか
かっ たです ！

金曜 Hには僕達 は平和学習をしました。 平和の礎
も 見ました。 平和の礎は沖縄が真ん中にあってそこか
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ら 沖縄文化が外に流れて い る と い う も の で し た。 それ
か ら鉄の暴風の展示品 も 見 ま し た。 そ こ には銃やヘル
メ ッ ト 、 手梱弾、 大砲、 軍服な どた く さ ん の ア メ リ カ
兵武器が山の よ う に展示 さ れて ま し た。 鉄の暴風の展
示品 を 見る と 悲 し く な り ま した。 た く さ んの人が死んだ
か ら です。

土曜 日 の朝は沖縄 と い う ア イ デ ン テ イ テ ィ につ い て
の講座があ り ま し た。 た く さ ん の こ と を そ の 講座か ら
学んだ と 思い ま す。 僕の ア イ デ ン テ イ テ ィ は沖縄人だ
と 思 う け どア メ リ カ 文化に順応 した沖縄人です。 移民
について も 学びま し た。 移民の話 も 読ん だ け ど読むの
がつ ら く な る ほ ど悲 し いお話で し た。 僕のお祖母ち ゃ
ん は10歳の時にお墓に隠れた こ と があ り ま す。

ツ ア ー の最終 H にエ イ サー を披露す る た め僕達は毎
日 練習 し ま し た。 エ イ サ ー は た い て い お 盆 と かお祝い
の時にする 沖縄の太鼓踊 り です。 と っ て も 楽 しかっ た
です ！ 僕は上手 く エ イ サー踊れた と 思 う し、 ア メ リ カ で
も エ イ サ ー を で き ればい い な っ て思い ま す。 先生だっ
て僕達があ ん ま り 上手に踊 っ た か ら 感動 し て泣いて ま
した。 それか ら先生の踊 り の後はお祖母ち ゃ んや家族
と 一緒 に道で踊 っ た り し ま し た。 本番での僕達のエ イ
サー は練習の時 よ り 上手にで き た と 思い ま す。

翌朝 に は ま た ホ ー ム ス テ ィ に戻 り ま し た。 そ し て そ
の 夜 は 僕の た め に 家族が歓迎 会 を ひ ら い て く れ ま し
た ！ た く さ ん従兄弟達が来てた け ど、 あ ん ま り た く さ ん
い る の で名前が全然覚え ら れ ませんで し た。 そ して 2
日 間のホ ー ム ス テ ィ を終え た ら 、 さ よ な ら パー テ ィ に行
き ま し た。 パ ー テ ィ はす ご く 楽 し く っ て ア メ リ カ と 全然
違 う い ろ ん な文化の踊 り を 見れた こ と が良かっ たです。
その中ではブラ イ ア ン ・ ヤキテ ン の フ ィ リ ピ ン舞踊は一

番良かっ た です。 それか ら ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー の
修了証書 も 貰っ た し、 新聞の イ ン タ ビュ ー だっ て受け
ま し た。 その後のホ ー ム ス テ ィ で は 買 い 物 を し た り 家
に帰る準備を した り し て ま した。 ロ ン ド ンの事件があ っ
たから帰る の は と て も 怖かっ たです。

8 月 9 日 に 僕 は 最 初 帰 る 予 定 で し た。 で も 空港 に
行 っ た ら、 10時以降の便は全て キ ャ ン セ ル に な っ てい
て帰れない こ と 知 り ま した。 びっ く り し ま した。 仕方な
い か ら 家 に帰っ て旅行会社か ら連絡を待つ こ と に な り
ま し た。 その夜の10時頃に電話があ っ て、 僕は 8 月 の
25日 ま で は ア メ リ カ に帰れな い と 言 わ れ た のです。 2
週間 も 待た な け ればい け ま せんで し た。 2 H 後 に は ま
た電話があ っ て 8 月 13 日 に は帰れる と 言われま した。

美 し い沖縄に滞在で き て と て も 楽 しか っ た です ！ お
祖屈ち ゃ んか ら 後か ら 聞 い た ら 、 台風が沖縄に向かっ
て い た そ う です。 僕は沖縄の文化や歴史、 生活様式
な どた く さ ん の こ と を 学びま し た。 た か こ 叔母 さ んや
せい し ん 叔父 さ ん と も 楽 し く 過 ごせ ま し た。 た っ た何
日 間で僕はた く さ んの こ と を学んだのです。 いつか僕
の子供達が同 じ よ う に、 こ の ツ ア ー に参加で き た ら い

い な っ て思い ま す。 僕が沖縄で学んだこ と の一つ に は、
どの よ う に特定の食べ物 を 食べるか、 そ してその食べ
る 順番です。 沖縄料理 を 食べてみた け ど、 あ る 料理
は他の料理よ り も お い しかっ たです。 ツ ア ー を振 り 返っ
てみての感想は最高だっ た な っ て思い ま す。 た く さ ん
の事を学んだ証拠に、 僕の大好 き な 日 本語の フ レ ー ズ
で こ の レ ポ ー ト を 終 え た い と 思 い ま す。 「沖縄はす ご
い ！ 」

My trip to Okinawa 

Okinawa was a view into a different world for me. 
That was evident through my home stay, hearing about 
my family history, and the way I was greeted when I 
arrived. They treated me like a king. 
During my visit in Okinawa I was able to stay with my 
Uncle Seising, my Aunt Takako and my grandmother. 

From there I visited with one of my cousins Keiko and 
her new husband. During the drive over we passed two 
very interesting places.  Kadena Airbase, this is where 
my father was born. We also passed a beach that the 
Americans came up onto during W. W.2 .  This beach 
made me feel very sad, I realized how much fighting 
had taken place despite how beautiful a beach it was . 
The first four days of my home stay were very fun ! At 
the end of the four days my grandmother, Aunt and 
Uncle dropped me off at a hotel called "City Court." 
The hotel was fabulous, it was very beautiful. I made 
many friends while there . Communicating with others 
was hard because I couldn ' t  understand what anyone 
was saying. I was greeted by a welcoming party, It felt 
kind of awkward at first but after a little while things 
became much more fun.  I started relax after a while, 
I even danced ! We danced the Japanese version of the 
Y.M.C .A .  We also learned a dance to a song called 
5 ,6 ,7 ,8 .  Everything was really awesome and the food 
was delicious .  I was given the honor of performing 
one of my Korean martial art forms; this was a way to 
introduce myself and to share one of my talents with 
the rest of the tour group. I found out later that I was 
the only martial artist there with a black belt. Knowing 
this made me feel accomplished and special. 
After the party I met my two roommate s .  One of 
them was from B olivia his name was Ken Asato . 
My other roommates name was Shota he was from 
mainland Japan . B oth of my roommates were very 
nice. One situation my roommates and I ran into was 
that they were both use to very hot temperatures and 
I was used to a cooler temperatures .  So  I liked the 
air conditioning but they didn ' t .  After a few days 

- 84 -



they got used to the Air conditioner and I got used 
to the warm temperatures outside . The next day we 
went to Tokashiki Island. Which is  a small island off 
the coast of Okinawa. My favorite thing that we did 
there was the snorkeling. I enjoyed getting to see all 
the tropical fish. I used an underwater camera to take 
pictures of them. There were clown fish in the water. I 
also enjoyed the open sea kayaking. Dale, my partner 
while kayalcing was from Wisconsin. Neither had ever 
been Kayaking before. We raced the other Americans 
and won.  I also found a great looking shell  that I 
took pictures of to show everyone back home. The 
Okinawan sea is beautiful ; the water is  so clear and 
very blue ! You could look out and see the coral reefs 
without being in the water. 
That night we stayed in a youth center. The rooms there 
were very unique. They are based on a traditional style 
of an Okinawan home. At 6 :00am the next morning we 
went out to a hill to do the morning stretch. Afterwards 
we traveled back to Naha city. There we had the honor 
of meeting the governor of Okinawa. Emperors no 
longer rule Okinawa. Later I had the opportunity to 
learn Okinawa Karate .  The Sensei  was amazingly 
talented. I got to show off a l i ttle and perform my 
Korean form, which is called Peiong Ahn Oh dan. This 
experience helped me to respect my Okinawan Culture 
more . Shortly after the karate we got the chance to 
cook. We made Okinawan Donuts. The group I was in 
spelled out my name using the donut mix, it was cool ! 
Early the next morning we went trekking to Hij i  falls ,  
the Hike was perilous .  We climbed up gigantic rocks 
and large hill formations to reach the falls .  When we 
finally reached them it was worth the hike because 
they were beautiful .  The Majestic fal ls  of Okinawa 
were awesome ! Later that night we enjoyed a campfire 
and Bar-b-queue. My favorite part of the night was 
when we played the mini games .  Whoever drank a 
can of soda the fastest won. In the end I became the 
winner ! The next day we went to Churarni Aquarium. 
It was cool to see how different the fish in Okinawa are 
compared to the fish in the U .S .  One interesting thing 
I saw was the gigantic Whale shark fish ! The fish was 
larger than my home in New Jersey ! Friday afternoon 
we did a peace study, we went to the peace memorial 
museum. I saw the Cornerstone of peace, which is one 
of the central points of Okinawa. The Cornerstone of 
Peace is used as a representation of Okinawan culture 
flowing out to all sides of the world . I also saw the 
typhoon of steel exhibit. The Typhoon of steel was a 
large pile of American soldiers gear, including guns, 

helmets, grenades,  artillery, and clothing. The typhoon 
of steel made me very sad to see so many people had 
died. 
Saturday morning there was a lecture about finding 
your Okinawan Identity. I learned a lot from it. I think 
my Identity is  an Okinawan who adapted to a U . S .  
Culture . We also learned about Immigration. The story 
we read was hard to read because it was so sad. My 
grandmother hid in the tombs herself at the age of ten 
ye紅s old.
Part of our daily routine was to practice Eisa  and 
learn it for a performance at the end of the tour. Eisa 
i s  an Okinawan drum dance that i s  usually done at 
celebrations and in the time of Oban . Over all Eisa 
was very fun !  I am looking into an opportunity to do 
eisa here in the United States .  My Eisa performance 
was fantastic. We did so well we made our Sensei cry 
because he was proud of us .  I also danced with my 
grandmother and family in the streets after my Sensei 
preformed. Our performance was much better than we 
had ever practiced it. 
I went back to my home stay the next morning, that 
night they h.ad a welcoming home party for me ! I 
met all my cousins at the party. I have many cousins 
I actual ly have so many I have no idea what any of 
their names are . After my last two days of home stay 
I went to the goodbye party. The Party was so fun;  I 
loved watching how different some of the cultures are 
compared to the U .S .  My favorite act of all was Brian 
Yaquiten ' s  Philippino dance.  I received a Certificate 
of completion for the Junior Study tour ! Also I had a 
newspaper interview at the end of the party. I spent the 
next few days of home stay shopping and preparing 
for my return trip home. I was very scared about it 
because of the recent problems in London. 
On August 9th I was supposed to leave . We went to 
the airport to get on the plane. We were surprised to 
find that all of the plane rides after 1 0 :00 am had been 
canceled and we wouldn' t  be able to get a flight out. 
We had no choice but to go home and wait for a call 
from the travel agency. Around 10 :00 pm that night 
we received a cal l .  I wouldn ' t  be able to get back to 
the U .S .A .  until the 25th of August. I would have to 
wait two more weeks for a flight out. Two days later 
we received another call from the travel agency saying 
I could get a flight to the U.S .A. on the 1 3th of August. 
Okinawa is  a beautiful place and I enjoyed my stay 
very much ! 
I later found out from my grandmother who translated 
it for me that there was  a typhoon go ing  to h i t  
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Okinawa. I learned a lot in Okinawa about the Culture, 
the history, and their at home lifestyle . I had a lot of 
fun with my Aunt Takako and Uncle Seising. I learned 
a lot in just a few days .  I am looking forward to seeing 
my children someday going on this very same tour. 
One thing I learned was in what order to eat and how 
to eat particular food. I tried to eat the Okinawan foods 
but some were more enjoyable than others . Looking 
back I would say my trip was great and I learned so 
much in the end I still only have one favorite Japanese 
Phrase to say, "Okinawa wa Sugoy !"  
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ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

2006年 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

沖縄へのジュニアスタデイ ー ツアー は、 私の人生で
最高の旅でした。 会っ た 人や場所を一生忘れないで
しょ う。 沖縄に行 く 前にかなり 緊張してたのを思い出
します。 誰 も 知らない、 最年少の中の一 人、 それに日
本語も そんなに話せない。 沖縄の空港に着いた と き 、
大勢の人が私達を歓迎に来て く れたのには驚 きました。
初日のジュニアスタデイ ー ツアー はお もしろ か っ たで
す。 ウェルカムパ ーティ ーでは、 ツアーを手伝って く
れた高校生を含めた く さ んの人に会いました。 すべて
の活動が楽しく 、 その翌日が待ち どうしかっ たです。

渡嘉敷への船旅は長かっ たがその価値はあり まし
た。 ビーチは美しかっ たがすご く 暑かっ たです。 ス ノ ー

ケルをし始めると 、 水が気持ちよ く て そ んなに暑 さを
感じませんでした。 ス ノ ーケルはすご く 楽しく 、 カラフ
ルな魚 と珊瑚を見た と き 信じられないほ どびっ く りしま
した。 ユー ス セ ンターでの宿泊は楽しかっ たです。 ルー

ムメイトはそんなに英語を話せなっ かたので日本語を
学べたし、 い ろ んな人 と ル ームメイトになるこ とで友
達 も 増えました。

渡嘉敷を出て私達は各母国の代表とし県知事に会
い に 行 きました。 私はス ピ ー チをしなければいけなっ
か っ たのでかなり 緊張したが、 結構うまく い きました。
むら咲 き むらにも 行 きました。 そ こで沖縄そ ばを食べ
ました。 皆それぞれ空手か琉球舞踊か三線を習いま
した。 私は琉球舞踊を選びました。 踊り のステップを
習うのは難しかっ たが最後には楽しかっ たです。 私達
全員、 美味しいサーターア ン ダー ギーの作り 方 も習い
ました。 やっ と ホテルタニュー に着きました。 ホテルは
丘の上に あり 素敵でした。 偉大な比地大滝に歩いて
い きました。 ツアーガイドは物知りでナイスですご く 良
かっ たです。 沖縄の植物、 トカゲ、 蜘蛛、 それから他
の野生物を学習しました。 滝は素晴しかっ たです。 そ
の夜はキャンプファイヤーを囲み集まり ゲームをしまし
た。 とても楽しかっ たです。

五日目は美ら海水族館と 今帰仁グス クとマチ グ ワ ー

に行 きました。 水族館は非常に面白かっ たです。 沖縄
近辺の海洋生物の事を学び、 すご く 小 さ いサイズか
ら大き いサイズの魚 と 哺乳動物を見るこ とができまし

た。 次に今帰仁グス クに行 き 、 そ こでお城と 私達の先
祖の事を学びました。 中山が今帰仁グス クを統一し居
城した事、 いかに今帰仁グス クが遺跡になっ たかも学
びました。 それから女性は入れて も 男性は禁止さ れた
場所があ っ た こ と も学びました。 今帰仁グス クを後に
し、 マチグワ ー に行きました。 高校生が案内して く れて、
一般のウチナー ン チュの日常生活を見る事が出来まし
た。 豚の頭さえ見てしまいました ！

シティ コ ートに戻り 、 首里城 と 識名園に行 き ました。
首里城は王家で二、 三度再建さ れ、 最後には以前の
住居の様に復元 さ れました。 それから王族が住んで
た と 言われる、 識名園に行きました。 庭園は非常に平
和で、 美しく 、 壮大です。

七日目は平和祈念資料館へ行 きました。 最初 に 沖
縄戦で生 き 残 っ た男性の話を聞 きました。 彼のス ピ ー

チは感情的で感動しました。 沖縄戦と 「鉄の風」を学び、
資料館のツアーではすご く 悲しくなり ましたが、 沖縄
の人 々の体験を学び良かっ た と 思います。 資料館の
場所に崖があり 、 海の上にあるこ んなに美しい崖で大
勢の人が死んだのを知りました。

次の行 き 先は泡盛工場 と ガラス工場でした。 泡盛
がどの様に作られたか学び、 ガラスの形が作られてい
く のを見るこ とが出来ました。 ある一日、 工芸学習が
あり 、 私は漆器を選択しましたがとて も 素晴らしかっ
たです。 私達がした最後のプログラムのひ と つ はワ ー

クショップで、 そ こで沖縄の移民と 私自身のアイデ ン
テイティ について学びました。 毎日、 その日の振り 返り
シートを書かなければいけませんでした。 私た ちの大
好きなエイサーの講習も 毎晩ありました。

ツアーの最終日には、 習っ たエイサー と 美しい歌の
公演をしました。 皆に別れを告げ、 歌うのは非常に辛
かっ たです。 私はツアーが終わると 沖縄と皆に会えな
くなるこ とがどんなに寂しくなるかについて気がつ きま ・
した。 帰り た くなかっ たです。 私は皆 と 連絡をと って
いて、 同窓会があるこ とを期待しています。

私はツアーの皆を家族と 思い、 心底ウチナ ー ン チュ
のような気がしました。 私は、 この素晴らしい経験を
決して忘れません。

- 87 -



2006 Junior Study Tour 

The trip to Okinawa for the Junior Study Tour was the 
best trip of my life. I will never forget all the people 
and places .  I remember how nervous I was about 
coming. I wouldn ' t  know any of the kids, I would be 
one of the youngest members , and I didn ' t  now how 
to speak a lot of Japanese. When I first arrived at the 
airport in Okinawa I was surprised that so many people 
came to welcome me and the other members . 
The first day of Junior Study Tour was fun .  At the 
welcome party I met a lot of new people including the 
high school students that helped out with the tour. All 
the activities were fun and I couldn ' t  wait until the 
next day. The ride to Tokashiki Island was long, but 
worth it ! The beach was beautiful, but it was really hot 
outside. Once we finally went snorkeling, the water 
felt so good and the rest of the day on the beach didn' 
t seem that hot. Snorkeling was a lot of fun .  I couldn' 
t believe my eyes when I saw all the colorful fish and 
coral . S taying at the youth center was fun .  None of 
my roommates spoke a lot of English, and I actually 
learned some Japanese .  I gained more and more 
friends by rooming with so many different people ! 
After leaving Tokashiki I s l and ,  we went  to meet 
the governor and represented our countries .  I was 
really n ervou s  because I had to present  a speech , 
but it actual ly turned out wel l . We a lso  went  to 
Murasakimura .  There I had O k i n awa soba and 
every o n e  ei ther did karate , Ryukyuan dance ,  or  
sanshin .  I had picked Ryukyuan dance .  Learning 
the steps was difficult,  but  I had a lot of fun in  the 
end. Everyone also learned how to make Okinawan 
donuts, which were really good. Finally, we made it 
to the Tanu in Naha; it was so beautiful up on top of 
the mountain and the hotel was really nice. We went 
trekking to the Great Hij i  Falls, which was great ! My 
tour guide was very informative and nice. I learned a 
lot about the plants, lizards, spiders, and other wildlife 

in Okinawa. The waterfall was amazing ! 
The 5th day we went to Churaurni aquarium, Gusuku 
cast le ,  and the market .  Churaumi aquarium was 
very in terest ing ,  I learned so much about  the sea 
life around Okinawa, and I was able to see  fi sh and 
mammals from hwnongous to very small sizes .  Next 
we went to Nakijin castle, where I learned a lot about 
the castle and my ancestors . I learned about how 
Chuzan stat ioned an admin i s trator at the Nakij i n  
gusuku, where h e  lived after defeating Hokuzan. We 
also learned how the Nakij i n  gusuku came to ruins .  

I a lso learned that women were allowed into places 
men were not allowed. After going to Nakij in castle, 
we went to the main market place . The high school 
students walked our group (F) around, and I was able 
to see and experience an ordinary day at the market for 
an average Okinawan . I even saw a pigs head ! The 
next day we had a campfire and played games.  It was 
a lot of fun ! 
B ack at Ci ty. Court ; we went  to S huri cast le  and 
Shikina-En. The Shuri castle was a place of royalty 
and we learned it was rebuilt a couple of times .  The 
last time it was restored to look like it did when it was 
occupied. After that we went to Shikina-En garden, 
which was where Ry ukyuan royal fami l ies  l ived,  
and I can see why too . The garden is  very peaceful, 
beautiful, and majestic . The next day we went to the 
Peace Memorial museum. We first listened to a speech 
made by a man who survived the Battle of Okinawa. 
His speech was very emotional and touching. Touring 
the museum made me sad, learning about the "Typhoon 
of Steel" and B attle of Okinawa. I am glad to have 
learned al l  thi s  though,  to know what Okinaw a ' s  
people went through. There was also a cliff where the 
museum i s ;  I learned that many people died there on 
such a beautiful cliff above the ocean. 
The Awamori and Glass factory was our next stop. I 
learned how Awamori i s  made and ·was able to see 
how glass  figures are made . On one of the days 
I chose lacquer ware for my craft proj ect ,  and i t  
was  wonderful .  One  of  the last things we d id  was 
the workshops ,  where I l earned about Okinawan 
immigrants and my own identity. Everyday we had a 
worksheet to do, reflecting on our day. We also had 
Eisa class each evening, which I liked a lot. 
At the end of our tour we performed the two Eisa 
dances that we learned and sang a beautiful song that 
we had learned. It was so hard to sing the song and 
say good-bye to everyone. At the end of the tour party 
we each said a small speech in Japanese ! It was a 
lot of fun ! After the tour, I realized how much I was 
going to miss everyone and Okinawa; I didn ' t  want 
to leave. I am keeping in contact with everyone and I 
hope that there will be a reunion. I feel like everyone 
in the tour was a family member and truly felt like an 
Okinawan at heart. I will never forget this wonderful 
experience. 
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ジ ャ ク ソ ン ビ ル沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

私にとってジュニアスタデイ ーツア ーに参加した事
は生涯忘れる事の出来ない感動的な体験でした。 沖
縄の歴史や文化を学ぶ事だけではなく 世界各国から
の参加者との交流が出来ました。 このような思い出深
い旅を実現させて下さいましたジュニアスタデイ ーツ
ア ー 関係者の方 々（事務局、 引率者、 スタッフ、 ボラ
ンティア） の献身的な働 きに感謝致します。 また、 ジャ
クソ ンビル沖縄県人会が私をジュニアスタディーツ
ア ー参加者として選出して下さり、 このような素晴ら
しい機会を与えていただいた事に心より感謝致します。
ジュニアスタデイ ーツア ーを通して、 島中の有名地を
巡り、 地域の方々と交流する事によって、 沖縄の文化
や歴史を学ぶ事がで き ました。 また、 首里城や今帰
仁城等の歴史的に有名な史跡を訪問し、 数えき れな
いほどの多 く の面白い事実を学ぶ事が出来ました。

文化学習で三線練習やサ ー タ ー ア ンダギー 作りを
体験し、 工芸学習では琉球漆器の作り方も習いまし
た。 参加者全員が毎 日エイサーを練習することは特に
楽しかったです。 一番楽しかった事は最終 日にこれま
で習ったエイサーを披露した事です。

自 然学習で渡嘉敷島や比地大滝を訪問することに
よって、＇ 沖縄の美しい景色を楽しむことができました。
渡嘉敷島海岸でのシュノ ー ケリングや比地大滝への
ハイキングは素晴らしい体験であったと同時に沖縄の
自然環境を学ぶ良い機会でした。

社会学習では活気溢れるマチグワ ァ ー散策を通し
て沖縄庶民の日常生活を興味深 く 体験しました。 又、
ジュニアスタデイ ーツア ーを通して沖縄の中学生や高
校生の方々との交流も楽しかったです。

平和学習では平和祈念 資 料館を訪 問して第二 次
世界大戦体験者の体験談を聞かせてもらい、 そして、
第二次世界大戦が沖縄に与えた悲惨な被害やこの戦
争が世界各国にいかに多 く の影響を及ぽしたかを直に
学ぶ事が出来ました。

沖縄の移民講話 「泄界中に広がるウチナー ンチュ
の心」 を通して沖縄移民の歴史を興味深 く 学び、 世
界中のウチナー ンチュネットワ ー クの重要性を感 じま
した。

このジュニアスタデイ ーツア ーを通して多 く の体験
をさせていただき 、 又大勢の素晴らしい方達とめぐり
合う機会を与えていただきました事を感謝致します。

ジュニアスタデイ ーツア ーに参加した事は私にとっ
て一生の思い出となるでしょう。 このツア ーを通して
お友達になった方達との交流と再会を願い、 何時の日
か又沖縄を訪れたいと思います。

Junior Study Tour 

Participating in the Junior Study Tour has been such 
an amazing experience. I was able to not only learn 
about the history and culture of Okinawa but also meet 
and interact with wonderful people from all around the 
world. I am truly grateful to have had the opportunity 
to be a part of such a memorable event and I know that 
none of this would have been possible if it were not 
for the hard work of everyone involved with the tour. 
I would like to thank the Jacksonville Okinawa Kenj in 
Kai for nominating me as a participant for the Junior 
Study Tour, as well as all of the staff and organizers 
who worked so hard to make the tour a success . 
Through the Junior Study Tour, I was able to learn 
about Okinawan culture and history by visiting famous 
sites throughout the island and interacting with people 
from Okinawa. I learned so many interesting facts 
about historical places such as Shuri-jo  castle and the 
Nakij in-Gusuku site . I was also able to practice with 
the sanshin and learn about making Ryukyu lacquer 
ware and S ata  Andag i .  One of my favorite p arts 
of the tour was learning eisa. I especially enj oyed 
participating in the eisa performance on the last day of 
the tour. 
By visiting areas such as Tokashiki Island and Great 
Hij i  Fal ls ,  I was able to enj oy the beautiful scenery 
and landscapes of Okinawa. Snorkeling at the beach 
on Tokashiki Island and hiking in Great Hij i  Falls  were 
both amazing experiences and they allowed me to 
study Okinawa's  natural environment. 
For me, the most enj oyable part was learning about 

- 89 -



the socia l  aspects of Okinawa. The strol l  through 
Machigua Marketplace provided me with a chance 
to see the daily activities of the people in Okinawa. 
I also enj oyed interacting with the local high school 
and j unior high school students throughout the tour. 
The trip to the Peace Memorial Museum allowed me 
to hear a 伍sthand account of the Battle of Okinawa 
during  World War II  and also examine the impact 
that war has o n  different  c o untries . Through the 
workshop and lecture about "the hearts of Uchinanchu 
throughout  the world ," I was able to l earn many 
interesting facts about Okinawan immigrants and also 
examine the importance of the Uchinanchu network 
throughout the world. . 
This tour has been a truly amazing experience and I 
am very grateful to have had the opportunity to learn 
so much about Okinawa and meet so many wonderful 
people .  I know that I wi l l  never forget the Junior 
Study Tour and I hope that I can stay in touch with the 
friends I 've made and one day go back to Okinawa 
again .  
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ミ シ ガ ン沖縄県人会

第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会
ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 2006年

このエッセイは僕に影響を与えて く れたジュニアス
タデイ ツアーの感想です。 今年のツアー は世界のウチ
ナーンチュ大会に当り 特別なイベントとなり 僕に と って
一度きりしか体験できない貴重なものとなっ た。 僕の
体験談と 想い出をこ こ に記録したい と 思う。

2006年7 月29日、 僕は那覇市内のホテルに入っ た。
三階のフロアーで67人の子供達、 スタッフメンバ ー 、
通訳の方 々が集まっ た。 席 に 着 い た後、 勝連氏によ
る歓迎のスピ ーチが述べられた。 その他のスタッフの
挨拶の後、 各自自己紹介、 国、 学校の名前等。 そし
て、 僕らの歓迎会がスタートした。 沖縄尚学高校の生
徒達により 外国語を学ぶゲームをし、 それから彼らは
僕達 に エイサーを披露して く れた。 その後のタレント
ショーで僕は、 空手の型を披露した。 ほかの子供達の
芸 も 数々 登場。

二日目、 僕た ち は、 那覇の泊港から渡嘉敷島に 向
かう。 シュノ ーケリング、 カヤッキングを体験。 そ れ
は、 20人 も入る大きなカヌ ー だ。 僕は友達の石垣幸夫
君 と 一緒だっ た。 その後、 皆でビーチサッカーをして
遊んだ。 その晩、 国立 沖縄青年の家 に宿泊、 最初の
エイサーの練習がはじまっ た。 渡嘉敷島に一泊した後、
次の朝僕らは沖縄本島に向かっ た。 到着後、 名護へ
出発、 途中読谷村のむら咲むらで三線のレッスンを受
ける。 僕達が名護のタニュー ホテルに着 くまで二時間
半かかっ た。 夕食は日本式で畳の上に座り 低いテー ブ
ルを囲んで食事した。 また、 エイサーの練習、 その後、
僕は日本式サウナを初体験した。

次の朝、 僕らはそ ろ って自然学習のオリエンテーショ
ンを受け、 九時半頃比地大滝に到着。 そ こでた く さん
の自然に触れるこ とができ た。 比地大滝はとて も 美し
＜ 僕は大感激した。 午後の二時半又、 他の場所に移
動。 その夜 沖縄尚学高校の生徒達を交えて、 バ ーベ
キュウ、 キャンプファイヤーをしながら楽しんだ、 その
夜は僕に と って生涯忘れられない思い出となっ た。

次の朝、 朝食の後、 ホテルをチェクアウト。 美ら海
水族館を見学、水族館は非常に美しい。 イルカのショー

見学それは素晴らしい ショーで大満足だっ た。 その後、

今掃仁城を訪れる。 景観でも あると 同時に僕が感心し
たのは沖縄の人々が時間を費やして城の修繕に励ん
だこ と だ。 そして那覇のホテルに戻る前にマチグワ ァ ー

を散策。 僕の祖父母は国際通り に住んでいるので前
に も 散策した こ とがあるが、 壷屋焼 きの博物館は初め
てだ。 それから壷屋焼 き 通り も 散歩した。 そ こで、 八
月二日のツアー終了。

八月三日、 首里城見学。 それは歴史学習の一 部で
も ある。 首里城見学の後、 琉球王朝時代の王様が埋
葬 された玉陵の視察。 そして織名園に行 く 。 昔、 織名
園を中国宮廷の役人たちが通っ そうだ。 その後、 て ん
ぶす舘での文化学習、 そ こで僕は琉球陶器の膝器塗
り に挑戦した。 と て も 楽しい体験となっ た。

八月四日、 本島南部の糸満市にある沖縄平和祈念
資料館に到着。 戦争で亡 くなっ た僕の親戚達のこ とを
思うと とて も 悲しくなり 、 こ こ に僕 との絆があるように
思えた。 平和の礎を見学後、 ガイド さんは私達を戦い
のあ っ た場所へ連れて 行 き 、 彼の戦争体験談を話し
て く れた。 とて も 怖い話だ っ た。 それらの場所を訪れ
た後、 僕の戦争に対する考え方が今までと は違う様に
なっ た。 次に僕らは琉球ガラス村を見学。 そ こ に はガ
ラス工芸家が働いており 、 ガラスのあまり の美しさに
魅了 された。 そして、 糸満の泡盛工場見学。

八月五日、 社会歴史学習、 日本の移住 と 沖縄の移
住について勉強した。 沖縄県の人口が約136万人であ
るこ と や 沖縄県系人が日本人移民の2割を占める事を
学んだ。 その日は終了。

八月六日、 最後の日の荷物をまとめホテルをチェク
アウト。 僕らは、 てんぶす舘の前で集合。 国吉先生か
ら教わ っ たエイサーを披露した。 また他のグループに
よるエイサー も 見学、 妙子 さんたち男女のグループに
よるニライの風が歌われた。 それには県知事の稲嶺恵
ー氏も参加され歌われた。すべて終了した後、 エイサー

のインストラクター 国吉敏弘氏にお礼の言葉を述べた。
ツアー に参加した女の子達に は泣いている子 も いて僕
も 悲しくなっ た。 その日はお盆の最初の日だが僕らの
ツアーの最終日でも あ っ た。

八月八日、 僕らのためのさよならパ ーティ ーが行わ
れた。 何人かによるパーフォ ーマンスの後、 にらいの風、
島ん ちゅぬ宝を合唱。 友達 との別れはとて も 辛いもの
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だっ た。
ホ ームステイの間、 特にお 盆 の 期 間、 僕は親戚の

家々を訪ねた。 皆僕に会え た こ とを喜んで く れて良 く
して く れた。 104歳になる僕の曾祖父母の母にも 会え
た。 その家でウー クイをして僕も 仏壇に手を合わすこ
とができ た。 お盆は僕にと って初めての貴重な体験と
なっ た。 那覇では綱引きがあり 、 各市町村ではエイサー

が行われ、 素晴らしかっ た。 その後、 僕のフライトが
台風でキャンセ ル となっ た。 僕は帰国するまで友達の
デイ ヨ と 豊川 さんファミリー た ち と 一緒に北谷、 沖縄
市を見物 した。

今後の沖縄とのつながりの計画は、 まず日本語を勉
強するこ と だ。 すでに僕の母 と 沖縄で知り あ っ た友達
から勉強 している。 世界のウチナ ーンチュ大会には出
席できなく て残念だが、 来年にでもまた 沖縄を訪れた
い と 思 う 。 高校生の間の一年間 沖縄に留学するか、 そ
れができなければ 沖縄の大学で勉強した い。 沖縄と
のつながり が切れるこ と ほ ど僕にと って悲 し い こ と は
ない と 思 う 。 こ れで僕のジュニアススタデイ ツアーの
感想 と 体験談は終わり だが今度 沖縄を訪れた と きに
みんなに会えるこ とを期待しています。

Junior Study Tour 2006 
4th World wide Uchinanchu Festival 

This essay is an impression of the junior study tour 
and the affect it had on me. This j unior study tour is 
different because it was the year when the Uchinanchu 
festival was going on so it was very special occasion. 
Especially since I can go on the tour only once in my 
entire lifetime. So this trip was very dear to me. I will 
recall all my experiences and memories and put them 
in this paper. 
On July 29 ,  2006 I walked into a room at the City 
Court Hotel in Naha. There were 67 kids plus there 
was the Junior Study Tour staff, chaperones, and you 
can ' t  forget the translators . The room was on the 3rd 
floor. After every one was seated and everything else 
was set up Mr. Katsuren started the ceremony by 
giving his welcome speech to every one. After his  
speech a few more of the staff said a few words and 
then one person at a time introduced themselves and 
there country/schoo l .  As soon as the meeting was 
over we played a bunch of language learning games ;  
and had a welcome party with students from the Sho
Gakko-in High school they also performed Eisa for us 
too. We also had people perform a special talent if they 
volunteered . I performed a karate kata and the other 
people did a lot of other things too. 
The second day of our adventure we left for Tokashiki 

I s land from Tomari Port ,  Naha .  There we went  
Snorkeling, Sea Kayaking and there was a lso a big 
canoe that could hold 20 people. I went sea kayaking 
with my friend Sachio Ishigaki and also played beach 
soccer with everyone e l se .  In the evening we l,eft 
for the Okinawa National Youth Retreat where we 
would stay the night. We had our first eisa practice 
too . We stayed one night on Tokashiki Island and in 
the morning we left for mainland Okinawa. When we 
got to the mainland we got on busses to head strait to 
Nago. On the way to Nago we went through Yomitan 
Village and we visited Murasaki Mura where I took a 
lesson to play the Sanshin. When we got to the Tanyuu 
Hotel in Nago it probably took us two and a half hours 
by bus . We had dinner and we ate l ike traditional 
Japanese on tatami and at a low table. That night we 
had Eisa practice like every night we were on the tour. 
I also had my first Japanese bath/sauna there . 
The next day we embarked on our nature study so we 
left for orientation in the morning and then at around 
9 : 30 a.m for Hij i-o-Taki . I saw a lot of nature there 
and Hij i  Great Falls was very beautiful.  I enjoyed it a 
lot. We were on the road again by 2 :30 p .m. That night 
we had a barbeque and the students from Sho-Gakko
in high school students came too and we had a bonfire 
and we played fun games .  That night was one of the 
most memorable nights of my life. 
The next morning we ate breakfast and we checked out 
of our hotel and headed for Churaumi Aquarium which 
is very beautiful place and we watched the dolphin 
show it was pretty spectacular as soon we left the 
aquarium we took the bus to Nakaj in-jo ruins .  It was 
very beautiful and I was amazed how the Okinawan 
people repaired the castle so much. Before we went 
back too our hotel we walked through Machigua 
Market Place. My grandparents live on Kokusai Dori 
Street so I have been there before. I also for the first 
time in my l ife got too v i s i t  the Tsuboya Pottery 
Museum and walk down Pottery Street. That was the 
end of the tours for the 2nd of Aug. 
On the 3rd we left for Shuri-jo  castle which is part of 
our history study. After the tour of Shuri Castle we 
walked to the Tamaudon Royal Mausoleum where I 
got to see where three kings were buried. After we saw 
the mausoleum we walked down to Shikinaen Royal 
Gardens which were also very beautiful .  We learned 
that Chinese court officials would walk through these 
gardens .  We also had cultural study that day at the 
Tenbusu  Hal l .  I did Shikki or Okinawan Lacquer 
Ware. Which I thought was a lot of fun and also very 
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beautiful. 
On the 4th we d i sembarked for The Okinawan 

Prefectural Peace Museum located in  Homan City 
at the south end of the island. I felt a lot of remorse 
here since I had Okinawan relatives die in the war so I 
felt a little connection here . I saw the Heiwa no Ishiji 
or Comer Stone of Peace and the Okinawan Flame 
of Peace.  Our tour guide also took part in the battle 

and he told us his story, it was horrifying. I left the 

peace park a changed person since I never took war so 
seriously before now I do . We visited the Okinawan 
Glass Village next and saw all the glass smiths at work 

it was pretty fascinating. We stayed there for probably 
1 5  minutes before heading off again now we were 
headed for the Awamori Factory in ltoman City. 

On the fifth we had s o c i al/h i story s tudy.  Today 
we would learn about Japanese immigration and 
Okinawan immigration .  We were told Okinaw a ' s  
population which is  1 . 36  million and that Okinawan 
people make up 20 percent of Japan's  emigrants . 
On August the s ixth our last  day we woke up and 
started to pack, at 1 1  o ' clock we checked out of the 
hotel and drove to the Tenbusu hall to perform our 
Eisa that Kuniyoshi sensei taught us. We also watched 
other Eisa/Taiko groups perform and the man and 
woman that sung Nirai e no kaze were there to sing. 
The governor also sang Nirai e no kaze once and said 
a speech. After all that was over we all said thank you 
to Toshihiro Kuniyoshi-san our Eisa instructor. A lot of 
the girls cried too. Our host families were there to pick 
us up also. Aug. sixth is  also the first day of 0-bon. 
That was technically the last day of our tour but we 
would meet up again on the eighth at the Tenbusu for 
our going away party. This was really sad because I 
did not want to leave my friends.  Some people had a 
performance to present so we watched those and we 
sang Nirai e no kaze and Shimantyunu Takara 
During my home stay I visited my family especially 
during  0-bon .  I met my 1 04 year old great great 
grandmother and experienced ukui too . I also prayed 
to my ancestors in my relative ' s  house 's  shrines .  My 
relatives were really nice to me because some of them 
I haven ' t  seen in along time so everyone was glad to 
see me. It was my first time in Okinawa during 0-bon 
so I really enjoyed it. It was a very good experience 
for me. There was also tunahiki in  Naha and there 
was also a lot Eisa all over the city. It was very cool 
I enjoyed it a lot. My flight was originally scheduled 
for the ninth of Aug. but do to the typhoon that came 
close to Okinawa I was able to stay an extra three days 

and visit friends and family I also went to Chatan and 
Okinawa City with my friend Dale. 
My future plans to stay connected with Okinawa and 
the people is to first learn the Japanese language which 
I am doing right now with the help of my mother and 
my Okinawan friends that I met on the tour. I will try 
to visit Okinawa as much as I can I will not be able 
to make the Uchinanchu Taikai but I want to vis i t  
next summer so I might come next year. I talk to my 
Okinawan friends too through e-mail and phone I also 
talk to my relatives on the phone . I hope to attend a 
year of high school there too I am looking into that 
right now. If that does not happen I will try to attend 
college there maybe Ryukyu International University. 
I hope I can do one if not both of those options .  I 
just hope I do not get disconnected from my friends,  
family, and Okinawa it self that would truly hurt me. 
I just told you all my feelings and adventures I had 
well on the Junior Study Tour I hope too see everyone 
again and re-visit Okinawa. 
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バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛会

沖縄 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー レ ポ ー ト

この度の沖縄でのジュニアスタデイー ツア ー は、 私
に と っ て、 と て も 思 い出に残る、 素敵な旅 となり まし
た。 この旅で私は多 く の親切な人 々 に出会うこ とがで
き 、 私の人生の中で一番楽しい旅となりました。

この機会に私を家庭に招いて く れ、 まるで家にいる
ように く つ ろがせて く だ さっ た新屋 さん ご家族に感謝
の気持ちを述べたいと思います。

初めて 沖縄に着いた と き 、 那覇空港にた く さんの報
道陣がい たのに とて も 驚 きました。 このツア ーが こ ん
なに大きな企画だ と は、 思って も いませんでした。 空
港を出るのに、 30 分 も かかってしまいました。 初め
て 沖縄の外の熱気に触れた と き 、 私は、 こ こ はカナ ダ
バンクー バー と は違うんだと 感じました。

翌 Hの朝、 私はテレビの音で起 こ され、 私 と ツア ー

のみんなが 沖縄の朝のニュースに出ていたのに とて も
びっ く りしました。

ツア ーの初日は 楽しい歓迎パーテイーがありました。
み んなで仲良 くなれるように い ろ い ろな楽しい ゲーム
をしました。 その日、 私はた く さんの人々 と 知り 合いま
した。 私のルームメ ートは、 エイリ君 と 佑介君でした。
彼らはとて も 親切で、 私た ち はとて も 仲良 くなりました。
はじめは部屋の中で私だけが英語を話すのかなと思っ
て し 、ましたが、 彼らも 英語がとて も 上手でした。 私た
ちのツア ーの初日はとて も 良いスタートでした。

ツア ーの二日目は、 みんなで渡嘉敷島に向か っ た日
でした。 泊まっていたシティ ー コ ートホテルから五分
ほ ど歩いた と こ ろ に港があり ました。 短い道のり でし
たが、 あの暑 さのなかでの旅はとて も き つい ものがあ
りました。 船に乗っ た と き 風でとて も 涼しくなっ たので
ほっ としました。 船は私が思っていたより 速 く 、 とて も
楽しい渡嘉敷島への船旅でした。 渡嘉敷島に着 く と 、
すぐバスに乗って ビーチに海水浴にでかけました。

ビーチはと て も 美しく 、 私が行ってみたかっ た 白 い
砂浜 と 青い水の海でした。 沖縄でのシュノ ーケリング
はとて も 完璧でした。 海がと って も 透 き 通 っ て いて き
れいな魚が泳いでいるのが見えました。 そして他に
もカヌ ー やカヤック、 スーパ ーフロート、 バレー ボ ー

ル、サッカーなどの楽しい遊びで楽しみました。 その後、

私たちは国立 沖縄青年の家で一泊しました。 そ こでは
布団で寝るとて も き れいな部屋があり ました。 そ こで
はじめてのエイサ ーの練習があり ました。 ミ ルクムナ
リと いう歌に合わせて練習を始めました。 初め私はエ
イサー は楽しくない と 思っていましたが、 やり 始めると
と って も 楽しく 練習しました。 それが三日目で渡嘉敷
島での最後の日になりました。

その翌日、 渡嘉敷島を発ち 沖縄県知事に挨拶する
ため沖縄県庁に向かいました。 そ こではた く さんの報
道陣がカメ ラを持って待っていました。 残念なこ と に
私は通訳の器具を持っていなかっ たのではっ き り 何が
起こ って いるのかわかり ませんでしたが、 とて も 貴重
な経験になりました。 その後、 読谷に向かい、 そ こで
昼食で沖縄そばをたべました。 そばがと って も おいし
く て 今でもまた 食べ た い気分です。 その後、 沖縄文
化学習の時間があり 、 琉球舞踊か空手か三線のレッ
スンを選んでとるこ とができました。 私は以前からやっ
てみたかっ た三線のレッスンをと ってみました。 すこ
しむずかしかっ たですが、 楽しい経験でした。 しばら
く 練習した後、 みんな上手になり ました。 みんなが楽
しみ にして い たサ ーター アンダギーを作るクッキング
講習がありました。 思 っ て い たより 簡単 にできて と っ
て も おいしかっ たです。 私 と お友達はそれを夜食にし
ました。

そして私た ち は名護市に向かい、 とて も き れいな日
本式ホテルに泊まり ました。 毎晩私 と お友達はホテル
のロビーで遅 くまでおしゃべりをして楽しい と きを過ご
しました。

四 H目の朝、 私はその日、 人生の中で一番疲れる日
と は知らずに起きました。 みんなで山に 向かい、 比地
大滝までハイキングにでかけました。 一人ずつ冷たい
アイスティ ーをもらってハイキングに出発しました。 そ
の時た く さんの生 き 物を見るこ とができました。 私 は
生まれてからこ れまで見た こ と もない大きなクモを見
ました。 そのクモ はあまり にも大き かっ たので私は近
づ く こ とができませんでした。 み んなと て も 疲れ き っ
て、 自動販売機が山道を曲がると あるように願ってい
ました。 そしてや っ と 比地大滝に到着するこ とができ
ました。 それはとて も き ついハイキングでしたが滝が
と って も 美しかっ たので頑張っ た甲斐がありました。

- 94 -



そのハイキングの後、 お水が何よりもおいし く 思
えました。 その夜、 私たちはバー ベキューをしました。
や きそばやお肉、 そしてその他にもたく さんのおいし
い沖縄料理を食べました。 その夜、 私たちはキャンプ
フ ァイアーとパー ティーでいろ い ろなゲーム やコンテ ス
トをして楽しい夜を過ごしました。

五 日目の朝、 私たちはいつもより早 く 起 きました。 そ
の日は、 海洋博記念公園に行 く 予定の日でした。 美ら
海水族館では色とりどりの美しい魚を見学し、 そして
オキち ゃ ん劇場では面白 いイルカショ ーを見学しまし
た。 その後、 私たちは歴史学習のため、 今帰仁城跡
に向かいました。 そのスタデイーツアーの途中で大雨
が降り出したのを覚えています。 私たちはマチグワ ァ ー

にも行 きました。 私が行ったことのないようなマー ケッ
トでした。 オ ートバイや ス クーター が忙しそうに行 き
かっていました。 その後、 マ ー ケットでカキ氷を食べ
ました。 暑い 日には最高でした。

五 日目の木曜 日は、 今までで一番暑い 日でした。 私
たちは歴史学習で首里城に出かけました。 とても美し
く 再現されたお城で、 そこを見学中、 私はとても多 く
の歴史の品を見ることができました。 その後、 私たち
は美術とクラフト学習のためにてんぶす館に行 きまし
た。 私たちは、 琉球紅型、 首里織、 琉球漆器のどち
らかを選んで挑戦しました。 私は琉球漆器に挑戦して
みました。 はじめはとても難しいのかなと思っていまし
たが、 思っていたよりは簡単で、 み んなとてもきれい
に漆器を仕上げることができました。

次のHは平和学習で平和祈念資料館に行 き、 い ろ
いろなことを学びました。 始めに私たちは沖縄の第二
次世界大戦のときの様子をビデオで観ました。 ビデオ
の後、 私たちはひとりの男の人の戦争体験談を聴 きま
した。 それはとても感動するスピーチでした。 その後
トロントから来た友達のち かし君と私はその方とお話
をすることができました。 とても親切な方で、 私たち
にカナダから来たのかとたずねられ、 彼はカナダが好
きなのだと教えて く れました。 その後、 その方は、 私
たちを案内してく れて平和の礎に連れて行ってく れ、
戦争の時に亡 くなった人々の名前を彫ってある石碑を
説明して見せてく れました。

私たちはバスに戻 り、 琉球ガラス村に行 き、 ガラス
工芸の現場を見学することができました。 そこに少し
とどまり、 その後、 泡盛工場に行 きました。 とても面
白 い所でした。 そこで、 アルコ ールの入っていない泡
盛のサンプルをもらい飲みましたが、 私にはとてもお
いしく 感 じませんでした。

最後から二 日前の日は、 学習日である建物に行 き、
沖縄人の移住のことを学びました。 ある男の人が、 世
界中の沖縄人の心という題でスピーチをして く れま
した。
その後、 ワ ー クショ ップがあり、 各自の国々の紹介を

したりい ろ い ろのことを学びました。 あまり楽しく はな
かったのですが、 その日はたく さんの事を学ぶことが
できとてもよかったです。 その夜、 私たちは七 日目の
最後のエイサーの練習をしました。

ツアーの最終 H、 私たちは朝、 帰り支度をすまして、
その 日のエイサ ーの発表会の準備をしました。 エイ
サーの衣装を着てパーランクーを持ち、 始めにマー ケッ
トをパレ ー ドで歩 きました。 そして私たちが練習した
ミルクムナリとクーダーカーという曲に合わせて、 一度
マ ー ケットで、 そしてもう一 度県知事の前でエイサ ー

を披露しました。 みんなの前でエイサーを踊るのはと
ても楽しく 、 みんなはその後涙を流して感動していま
したが、 私はさよならパ ー テイーは二 日後なのにどう
して泣いているのか理解できませんでした。 でもこの
Hが私にとってツアーの中で一番思い出に残る楽しい
日となりました。 さよならパー テイーでは、 た く さんの
お友達が各国々の音楽やダンスを披露してく れて楽し
い時となりました。

この沖縄スタデイーツアーは私の一生のなかで行っ
た旅行のなかで一番楽しく 思い出に残る旅行でした。
私は、 沖縄で出会った人 々、 そして沖縄でしたひと
つびとつの事を一生忘れないでしょう。 そして、 沖縄
で出会った人々にまた会える日が来ることを願ってい
ます。

最後に、 このツアーを実現させて く れたスタッフの
方々に感謝の気持ちを伝えたいと思います。
ありがとう、 Thank you, Gracias, Obrigado, ニ フ ェ ー

デービル。

Junior Study Tour 

My trip on the Junior Study Tour in Okinawa was a 

very cool experience. I met a lot of nice people and it 
was the most fun two weeks in my life .  I would like 
to thank Mr. and Mrs . Shinya for taking me into their 
place and making me feel at home. 
When I first arrived in Okinawa I was surprised that 
there were so many c,ameras there . I didn' t  expect this 
tour was going to be that big. It took about half an hour 
to get out of the airport. When I first stepped outside, a 
burst of heat just came to me and I knew that this isn'  
t going to be like Vancouver at all .  I was woken up by 
the TV and I was surprised to see that we were on the 
morning news in Okinawa. 
The first day of the tour was a very fun welcoming. 
We played a lot of fun games that helped us to get to 
know each other. I met a lot of people that day. My 
roommates were Eilly and Yusuke .  They were nice 
guys and we got to know each other very well . At first 
I thought that I was the only one that knew English in 
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the room but they knew English very wel l .  Our first 
day was a great start of our tour. 
Our second day was the day where we headed for 
Tokashiki Island. It was a five minute walk from the 
City Court Hotel to the ferry terminal .  Although it  
was a short walk it still was a killer in the heat. I was 
relieved to get into the ferry because it was very cool 
in there . The ferry was very fast, faster than I expected 
it to be so it was a very fun ride to Tokashiki . When 
we arrived, we got straight on the bus to the beach 
to go snorkelling. The beach was very beautiful ,  the 
water was blue and the sand was white it was the kind 
of beach that I always wanted to go to. Snorkelling in 
Okinawa was perfect. The water was so clear that you 
can see all the way to the bottom and there was a lot of 
fish in the ocean. We also did a lot of other things like 
canoeing, kayaking, "super float" , soccer, volleyball 
and a lot of fun stuff there. After that we headed our 
way to the national youth centre in Okinawa where 
we would stay one night there . They had nice rooms 
there where you sleep on a futon . We had our very first 
Eisa lesson there, we started to learn the dance from 
the song "Miruku Munari" .  At first I didn ' t  think Eisa 
would be fun but once we got into it, it was very fun ! 
It was our third day on the tour and our last day on 
Tokashiki Island. We departed from Tokashiki that day 
and went to the prefectural building for the courtesy 
call for the governor of Okinawa. There were a lot of 
cameras there . I didn ' t  really know what was really 
going on though because I didn ' t  have my transceiver 
with me, but it was a cool experience. After we got on 
our way to Yomitan for lunch which we had Okinawa 
soba, I love it ! I ' m  probably craving some as you read 
this .  It was time for our cultural study where we either 
get to try ryukyu dance, karate, or sanshin.  I chose to 
try out the sanshin .  I always wanted to try one out. I 
thought it was fun but it was a little hard. Everyone 
seemed to get fairly good at it after a while . One thing 
every one was looking forward to was making sata 
andagi ,  i t  was easier to make than I expected, and 
it was very tasty, we finally had a midnight snack ! 
We now headed for Nago and stayed at a very nice 
Japanese style hotel .  We would have fun every night 
because we always stayed up late and talked in the 
main lobby. 
It was day four on the tour, I woke up not expecting 
that I was going to have the most tiring day of my 
entire life .  We all headed off to the mountain where we 
were going to hike to Hij i  falls .  We each got a bottle 
of iced tea for our hike. We found a lot of interesting 

creatures .  Also on the hike I saw the biggest spider I 've 
ever seen ! I didn ' t  really want to get near it. Some of 
us where dying out there . We were hoping and hoping 
for a vending machine to pop out around the corner. 
We finally got to Hij i  fall s ,  it was a very beautiful  
place, it was probably worth the killer hike .  I could 
tell you that water tasted better than anything after that 
hike. We had our BBQ that day, we had yaki soba and 
all sorts good Okinawan food. We had another sort of 
party that night at the camp fire where we played many 
games and had many contests .  
We had an early wake up time on day five. I t  was the 
day where we got to go to ocean expo park . There 
was a lot of colourful fi sh,  we also saw a dolphin  
show which was really cool . After lunch we went to 
the History study at Gusuku castle, I remember in the 
middle of the tour the rain just started to pore. We also 
got to go to machigua market, it wasn't like any market 
that I 've ever seen before. There was a lot of scooters 
and motorbikes going right through. Later on we got to 
have shaved ice there at the market, It was really good 
and perfect for a hot day there . 
Thursday, day five was probably the hottest day. We 
had another history study at shuri-jo  castle, it was a 
very beautifully made castle and I got to see a lot of 
different thing while going though the castle . Later 
on we went over to tenbusu hall for arts and crafts .  
Our choices were either bingata, shuri-style weaving, 
or ryukyu lacquer ware . I chose to make the ryukyu 
lacquer ware. At first I thought it was going to be hard 
to make but it wasn ' t  that hard at all and everyone ' s  
turned out looking very nice. 
Next day was our peace study tour at the peace 
memorial museum. We did a lot of different things 
there . First we watched a video of Okinawa during 
the years of world war II .  After the video was over 
we got to l i s ten to a mans story of h is  experience 
in Okinawa during those years . After his very good 
speech, Chikashi and I got to meet him, he was a very 
nice man and he told us how much he loved Canada. 
He gave us a tour around the place, he showed us the 
comer stone of peace with all the names of the people 
of Okinawa who died during those times .  We headed 
back on the bus and made a quick visit to the ryukyu 
glass  v i l lage where we got to see people making 
beautiful glass ornaments , we stayed there for j ust a 
little while because we had another stop. Our next stop 
was the awamori factory, it was an interesting place. 
They gave us a sample of some kind of drink that I 
had no clue on what it was, whatever it was it tasted 
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horrible. 
Our second last day was basically our "study day". We 
went to this place to he狂 about Okinawa immigration. 
T h i s  man  gave us a l e c ture  on "The  h e ar t s  of 
Uchinanchu throughout the world". for the rest of the 
class we did a workshop and presented different things 
about our country. It wasn' t  much of a fun day but we 
learned a lot then . We had our seventh and last Eisa 
practice before the performance. 
It was our las t  day of the tour. We were already 
packing our bags in the morning and we were getting 
set for our big performance.  We first marched down 
the markets with our parankus and e i sa  uniforms ,  
we  had to  perform both songs we practiced "Miruku 
Munari" and "Kudaka" once in the market and once 
in the real performance for the governor. It was so 
much fun performing for everyone there. Everyone got 
very emotional after, I didn' t  understand why because 
we have a sayonara party in two days ! But I have to 
say that this was the most fun day of the tour. At the 
sayonara party we did many things there, some people 
performed dances and music from their country, it was 
a very fun party. 
This tour was the most fun thing I have ever been to in 
my life. I will never forget what we did and the people 
I met, I hope to see everyone again in the future . 
I also would l ike to thank the staff who made thi s 
tour happen. ARIGATO, THANK YOU, GRACIAS , 
OBRIGADO, NI HEI DE BERU ! 
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比嘉 史

Nicif6fAS CHIKASHI HIGA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -· . . . . . . . . . - . . . . .  - . . . .  - --------- - - - - - - - -

1 3 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - · · · · · · · · · · · ···· · · · · · · · ·  

カ ナ ダ Canada · · · · · ·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  

ト ロ ン ト球陽会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

僕の名前は比嘉史（ニコラス）です 。 僕は最近 沖
縄への旅行で素晴らしい経験を致しました。 今回カナ
ダ国外への初めての旅行であ り 、 オンタリオ朴1以外の
旅行でも あ りました。

僕はこのジュニアスタデイ ー ツアーに対して余 り 期
待をしていませんでしたが、 終わってみると 楽しさー

杯の旅行だっ た と 思いました。
い ろ い ろな所へ行 き 沖縄の文化を学びました。 そ

こで沢山の友達 と出会えた事も 旅行の楽しみでした。
行っ た所は渡嘉敷島 、 読谷村、 比地大滝、 沖縄美ら
海水族館、 今帰仁城跡、 マチグア ーマーケット、 首里
城跡、 平和祈念資料館、 琉球ガラス村、 それから泡
盛工場等です。

僕が気に入っ た場所は比地大滝でした。 比地大滝
に向ってのハイキングの間、 長い階段の上り 下り で足
が痛み、 それでも 歩 く 事は嫌でしたが周囲の素晴 らし
い景色を楽しむ事が出来ました。 二番目に好 きな場所
は首里城跡でした。

僕が経験した伝統芸能、 工芸はエイサー 、 三味線、
紅型染め等毎日練習しました。 特に三味線を弾 く のは
楽しい経験でした。 でも エイサー はも っ と好きでした。
参加者全員でエイサーのパフォ ーマンスをした時、 始
めは緊張しましたが、 一生懸命パーランクーを叩いた
り 踊 っ たりしているうちに楽しくなりました。 エイサ ー

の衣装 と パ ーランクーのプレゼント受けた時は嬉しい
驚きでした。

沖縄県で従兄弟達や他の親戚方々に会えた事は嬉
しいこ とでした。 カナ ダ国には両親や姉以外の親戚は
住んで無 く 、 今回初めて会う親戚がほ と ん どでした。

祖父が帰国のお土産に三味線をプレゼントして く れ
ました。 最高に嬉しかっ たです。

ジュニアスタデイ ーの沖縄県への旅行は良い事ず く
めでした。

次回に誰かがこの様な機会を与えられたら僕は勿
論参加する事を勧めます。

ール

Junior Study Tour 

My name is Nicholas Chikashi Higa, and I recently 
experienced an incredible trip, a trip to Okinawa. It 
was my first trip outside of Canada, in  fact, my first 
trip outside of Ontario. 
My expectations were low at first, but the fun was 
redeemed. It  was an incredible trip going to many 
places, and learning about Okinawan culture. The fun 
also came from the many friends made there . 
The places we went to are called Tokashiki Is land, 
Yomitan, Great Hij i  Falls, Chraumi Aquarium, Nakij in
Gusuku Castle, Machigua Market, S huri-j o  Castle, 
Peace Memorial Museum, Ryukyu Glass Village, and 
the Awamori Factory. My favourite place that we went 
to was Great Hij i  Falls ,  because of the great scenery 
while we were hiking. I didn ' t  
like how much we had to  walk because my feet were 
sore from all the stairs that we had to use. My second 
favourite was Shuri-Jo castle . 
The arts and crafts that I did was eisa, which we did 
every day, sanshin, and bingata. 
Sanshin was a really fun experience, but I l iked the 
eisa a little more than the sanshin. 
When everybody did the eisa performance, I was a 
little nervous ,  but it turned out being pretty fun .  I 
was also surprised that we received the uniform and 
parank. 
I t  was a lso  great meeting my cous ins  and family  

i n  Okinawa.  This i s  because none of my cousins  
and family, other than my sister and parents, live in  
Canada. This was also my first time meeting most of 
them. (Three of my relatives came to Canada before to 
visit .)  
My grandparents even gave me a sanshin to take home. 

It was a great surprise. 
Overall ,  this trip to Okinawa was great, and I would 
recommend going to anyone if they have a chance to 
receive this oppourtunity. 
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ブ ラ イ ア ン メ ヒ ア ヤ キ テ ン
---------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

YAQUITEN BRYAN MEJIA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ----- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 6 歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

フ ィ リ ピ ン 共和国
Republic of the Philippines - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

私はヤキテン M. ブライアンです。 私は三世です。
私は沖縄で開催 された20 06年ジュニアスタデイ ー

ツア ーのフィリピン代表参加者です。 私は沖縄に行 く
のは今回が初めてであり 、 家族と 離れるのも 初めてで
した。 私の県人会であるフィリピン沖縄県人会から今
年のジュニアスタデイ ー ツア ーの参加者に選ばれた時、
私はワ クワ クしました。 この毎年実施されるスタデイ ー

ツア ー に選ばれて参加するこ と は大変な特権でした。
しかし同時に ドキ ドキしました。 自分一人で初めて国
外にでるこ と は本当に心配でした。

ハ イ ラ イ ト
ツア ーの最初の日は、 私がフィリピンからのた だ一

人の参加者と いうこ とで本当 に心配でした。 ほ と ん ど
の参加県人会は少なく と も 二人の代表をこの行事に参
加させていたからです。 私はた っ た一 人のフィリピン
人参加者と いうこ とで、 ち ょ っ と 掛け離れた感じがし
ました。 それに私が日本語を話せなかっ たので、 他の
参加者と 交流するこ と は少々 困難でした。 みんなが日
本語を話せるようでした。 私が知っている日本語はい
く つかの単語で十分ではありません。 でも 言葉の障害
を乗り 越えて、 私はみんなと 会って た く さんの友人を
得るこ とができました。

オリエンテーションの時、 私 は何の話をして いる
のかわからず少々 退屈しました。 通訳はい たのです
が、 受信機からではよ く 分かり ませ んでした。 ゲ ー

ムの時になって緊張がほ ぐれ、 み んな “ Y M C A" と
" 5 ,6, 7 ,8" の拍子に乗って踊りました。 最初はぎこ

ちなく おかしな感じでしたが、 本当 に愉快でした。
2日目の目的地は渡嘉敷島でした。 本当に暑い日で

した。 船に乗っている間は太陽が焼け付 くようでした。
しかし暑 く て も 気分は上々でした。 船に乗っ たのは初
めてでしたがよい体験でした。 渡嘉敷島への旅は景
色が美しかっ たせいか、 す ぐに着 きました。 島に着い
た時、 美しい海水 と 景色 にうっ と りしました。 ビ ー チ
リゾートは本当に素晴らしく て “すごい ！ ＂ の一言です。
あたり はまるでパーフェ クトな写真のようです。

リゾートではシ ュ ノ ーケリング、 カヌ ー 、 カヤック、

ビー チサッカー 、 バレー ボールなどができて、 大変楽
しかっ たです。 渡嘉敷島へのツア ー はすごい経験でし
た。 すべての参加者への歓迎の行事であり 、 そして
沖縄の紹介のようでした。 島を廻って沖縄の文化の紹
介がありました。 私た ち は渡嘉敷ではじめてエイサー

の練習もしました。 エイサ ー はや さしい踊り ではあり
ませんが、 それを学ぶ過程はやりがいがあります。 私
に は伝統的な沖縄の舞踊を学ぶ大変よい機会でした。
エイサ ーを学ん だ こ と は、 このジュニアスタデイ ー ツ
アーのハイライトのひ と つでも あります。

次の日は朝早 く 起 きて、 沖縄県知事との面談の前に
軽い運動をして、 朝食をとり ました。 この面談のため
に参加者は各国の国旗を持つよう指示されました。 私
はフィリピンか らのた っ た 一 人の参加者でしたので、
国旗はかなり 重 く 、 運ぶのは大変でした。 次の日に
私 た ち 全 員 は “ むら咲むら” に行 き 、 も っ と 多 く の沖
縄文化を知り ました。 今度は空手の忍耐 と 沖縄 ド ー

ナッツ作りをするこ とで、 沖縄について学ぶ機会を得
ました。 この2つの体験はすこし疲れたけれど大変興
味深 く 、 楽しい ものでした。 私はガイド さん と い ろ い
ろなドーナッツを作って楽しみました。

滝へのトレッキング もしました。 その地域に生息
する動物につ いてのオリエンテーションも 受けました。
滝に到着すると 、 涼しい水に誘わ れて水浴びをした
くなり ました。 本当 に泳ぎたかっ たのですが省替えを
持って行きませんでした。 そ こで靴を脱いで足を浸し
て冷たい水の感触を楽しみました。 そして写真を撮り
ました。

次は私た ちが一泊した名護です。 名 護では又 エイ
サーを練習し、 沖縄スタイルのバーベキュ ーの準備を
しました。 た き火を明かりにして、 “フィッシュ クラッ
カー イーティング” などのゲームをしました。 私は
負 けました。 また “ 5 ,6, 7 ,8" の拍子にあ わせて ダ
ンスをして2人の参加者の誕生日を祝いました。

名護にいる間に美ら海水族館に行 きました。 大き い
水族館に行っ たのは初めてでした。 様々な海の生き 物
はとて も 荘厳でした。 イルカショーのアトラクションも
良かっ たです。 イルカは歌 っ たり 、 踊 っ たりしました。
観客を喜ばすために芸もしました。

私た ち は “平和通り ” に も 行 きました。 文字 どおり
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平和の通りです。 国際通りにあります。 那覇のインター

ナショナルストリートです。 沖縄の学生がこの活動の
ガイ ドをして く れました。

サングラスをして いる豚 も いて、 マチグワァー散策
は この旅を大変楽しい ものにして く れました。 平和通
りの裏に壷屋があり 、 有名な壷屋焼が展示 されていま
す。 こ こ はまた、 沖縄の初期に使われた歴史的な送水
ポンプがある場所でも あります。

興味深 く 参考になる観光地は首里城です。 こ こ は
琉球島の王 と 皇族の住んでい た と こ ろです。 戦争中
に破壊されましたが城は復旧 されました。 城から数ブ
ロック離れた と こ ろに “韮陵” と 呼ばれる王朝の陵墓
があります。

次に行っ た所は平和祈念公園と 平和の泉です。 そ
こでは世界大戦における沖縄の被害者の観点（苦難
と 生存）から歴史について学びました。 こ れらの建造
物は 沖縄の平和の願い として建てられました。 悲惨な
過去から学び、 前進し、 解放 されると い う こ となので
しょ う 。 祈念公園は平和を提唱しています。 大戦をす
こし回顧した 後で、 泡盛工場へ行 きました。 泡盛は
ウォッカの日本版ですが、 ウォッカより も 強い と い う 人
も います。 泡盛の歴史をビデオで見ましたが、 タイが
原産で日本人が時間を掛けて作り 上げた ものです。 米
が主な原料で、 味は米が創る菌次第です。 ツ ア ー はフィ
ルムの上映から実際に泡盛をつ くる工程を見せる大変
典味深い ものです。

ツ ア ーの一番忘れ難い行事は、 ジュニア スタデイ ー

ツ ア ーの参加者がテンブス ホ ール前広場で知事に披
露したエイサーです。

閉会の式典では参加者一 人一 人が、 短 く て も日本
語でス ピ ー チをしました。 私 も自分の任務は果たしま
したが、 私は書かれたものを読んだだけなので日本語
をう まく しゃ べ っ たのか ど う か は わかり ません。 各参
加者は短いプレゼンテーションも 用意しました。 私は
最初大変心配でしたが同じ参加者の人達が私のダン
スをみて楽しんでいるのを見て うまく 踊るこ とができま
した。 私のフィリピンの伝統的なダンスの後で褒めら
れたので私は得意になり 嬉しかっ たです。

閉会の式典はパフォ ーマンス やプレゼンテー ション
そして他の代表者た ち との交流のお祝いの機会でし
た。 そしてまたそれは旅の終わり の合図でも あり 、 別
れの時でも あるので感動的なシ ーンでした。 そのほろ
り と くるような場面を破って私は冗談を言って廻りまし
た。 み んな笑って く れました。 閉会の式典はすべての
参加者が一緒に曲を歌って幕を閉じました。

学習 と 感謝

ちのルー ツの他の部分に触れ合うすばらしい機会でし
た。 それは我々の祖父の祖国で我々を引き 合わせ、 触
れ させて く れるい い活動です。 も う 一 人フィリピン沖
縄人参加者がいたらこのすばらしいスタデイ ツ ア ーの
体験のこ とを話し合え、 また ツ ア ー参加中の多 く の思
い出を分かち 合 う 事ができ たのですが残念です。 そ
れでも 私た ち参加者が一 堂に会し、 私た ちの遺産を
見つ けて 沖縄生活を体験するこ と は、 大変すばらい
こ とです。 このスタデイ ー ツ ア ーの一員 となっ た こ とで
学校の授業を数週間休むこ とになり 、 家族 と 離れて大
変寂しい思いをしました。 しかし私が得た全ての友達、
私が会っ た多 くの人 々 、 そして私が訪ねた場所は、 す
べて意義深い経験であり 、 どこにいて も 私 と 一緒です。
ジュニア スタデイ ー ツ ア ー は私のような3世には目を見
張らせて く れるものがありました。

私の中に素晴らしい衝撃を与えて く れました。 この
体験をした こ とで私は 沖縄人 としての感謝の念を抱 く
ようになり 、 フィリピンー 沖縄人 としての独自性を知る
ようになりました。 沖縄人、 特にフィリピンー 沖縄人の
成長に積極的に貢献し、 継続して世界中の沖縄人 と
連携する必要性を認識しました。

私は 沖縄県にこのスタディ ー ツ ア ーを可能にして下
さっ た こ と 、 オ ーガナ イ ザーに私たち全員が最高の体
験となるようにして く だ さっ た こ と 、 私の同僚参加者
に大きな友情の始まり として く ださっ た こ と 、 暖か く迎
えて く だ さっ たすべての沖縄の人達に、 アリーニと 彼
女の家族に親切にもてなして戴いたこ とに感謝いたし
ます。

私の沖縄での体験は私の10代の若い 人生に起 こ っ
た最高の出来事のひ とつです。 そして私はすべての思
い出をずっ と大切にした い と 思います。 2006年のスタ
デイ ー ツ ア ー は終わ っ た ばかりですが世界中の沖縄人
の友情の始まりでも あります。

Junior Study Tour 

I am Bryan M .  Yaquiten . I am a Sansei .  I am the 
Philippine delegate for the 2006 Junior Study Tour 
in Okinawa, Japan . This i s  my first time to be in 
Okinawa and my first time to be away from my family. 
I was thri l led when my Kenj inkai , the Phi l ippine 
Okinawan Society, chose me to be the participant for 
this year's Junior Study Tour. It was really a privilege 
to be chosen to participate in this  annual Study Tour. 
But at the same time, I am also nervous. To be out of 
the country on my own for the very first time is a valid 
reason to be anxious. 

ジュニア スタデイ ー ツ ア ーのような一生に一度の機 IDGHLIGHTS 
会に参加でき た こ と は、 世界中の若い 沖縄人が自分た On the first day of the tour, I was really nervous  
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because I am the only participant from the Philippines. 
Almost all participating Kenjinkai sent at least a pair 
of delegates to be part of this event . I just feel odd 
being the only Filipino participant. Also, It i s  a bit 
difficult to interact with the other participants because 

I don ' t  know how to speak Japanese .  It seems that 
everybody knows how to speak Nihongo .  I on ly  
know a few words but i t  i s  not good enough. But, the 
language barrier did not stop me from meeting people 
and gaining a lot of friends.  
During the orientation, I was really bored because I 
cannot understand what i s  being discussed.  We do 
have a translator but it 's hard to understand through the 
transceiver. Though the games are really an ice-breaker 
and made everyone dance to the beat of "YMCA" and 
"5 ,6,7,8" .  It is a bit awkward and funny at first, but it 
was really entertaining. 
The second day i s  Destination Tokashiki Is land.  It 
was really a hot day. I could feel the scorching sun 
while boarding the ship. But the hot weather did not 
spoil my mood. It is my first time to be aboard a ship, 
and it i s  a welcoming experience. The travel going 
to Tokashiki seems fast as I was entertained with the 
beautiful vista. When we arrived in the Island, I was 
amazed with the inviting clean water of the sea and 
its beautiful surroundings. The Beach Resort is really 
breath-taking and all I could say is "WOW." The 
environment is almost picture perfect. The atmosphere 
in the Resort made the activities - snorkeling,  big 
canoeing,  kayaking,  beach soccer, and volleyball ,  
among others, more fu n  and enjoyable. 
The Tokashiki Island Tour was a great experience. It 
is  like a welcome activity for all the participants and at 
the same time an introduction to Okinawa. We toured 
the island and were introduced to Okinawan Culture. 
We even did our first Eisa practice in Tokashiki . Eisa 
is  not an easy dance but the process of learning it is 
really worthwhile. For me, it is a great opportunity to 
learn a traditional Okinawa dance . Learning Eisa is 
really one of the highlights of the Junior Study Tour. 
The next day, we were up early for breakfast and 
for some exerci ses  before the scheduled meeting 
with the Governor of Okinawa. For this  activity, the 
participants were tasked to hold their country ' s  flag. 
Since I am the only participant from the Philippines 
and the flag is  quite heavy, I had difficulty carrying it. 
The next day, we all went to Murasaki Mura and 
discovered more about Okinawan culture . This time, 
I was given the chance to experience Okinawa by 
trying my patience in Karate and in making Okinawan 

Donuts . B oth act ivit ies  are a bi t  t ir ing but very 
interesting and very enjoyable. My guide and I even 
had a great time making different donut shapes .  
We also trekked our way to  the Falls .  We were first 
given an orientation abo�t the animals that is present 
in the area. Upon reaching the falls ,  the cool water 
is really inviting me to take a dip . I really wanted to 
swim but I was not able to bring extra clothes .  I ended 
up taking my shoes off and j ust feel the cold water 
through my feet. And took pictures .  
The next trip was in Nago where we stayed overnight. 
We prac t i c e d  E i s a  aga in  in Nago  and prepared 
ourselves for a "BARBECUE" party, Okinawan style. 
With a bonfire as our light, we played some games 
such as the "fish cracker eating" where I j oined but 
lost .  We again danced to the beat of "5 ,6 ,7 ,8"  and 
greeted the two participants celebrating their birthday. 
While in Nago, we visited the Churaumi Aquarium. 
It was my first t ime to go to a huge aquarium.  The 
diverse sea creatures with different sizes are really 
awesome. Another attraction in the area is the Dolphin 
Show. The dolphins even sang and dance and did tricks 
to the enjoyment of the audience. 
We also toured Heiwadori which literally means Peace 
Street located in Kokusaidori, the international street 
in Naha. Okinawan students served as our guide for 
this activity. The search for the pig wearing shades 
made the tour more adventurous and exciting .  At 
the back of Heiwadori i s  Tsuboya were the famous 
Tsuboya pottery are displayed. It is also the location 
of the historical water pumps, which were used during 
the early days of Okinawa. 
Another interesting and very informative tourist spot 
is the Shurijo Castle . This is where the King of the 
Ryukyu Is land and his royal family reside .  It was 
destroyed during the war but efforts have been made 
to restore the Castle. A few blocks away the Castle is 
the Tamaudon Cave, which serves as the Tomb of the 
royal family. 
The next stop is the Peace Memorial and the Peace 
Fountain .  We had a review of our history, the World 
War from Okinawa's  victims ' point of view - their 
sufferings and survival . These structures were built 
as Okinawa's call for Peace. It is  their way of letting 
go of the gruesome past, learning from it and moving 
forward. The memorial is advocating for peace.  
After a brief review of the World War, we went on to 
the Awamori Factory. Awamori is like the Japanese 
version of Vodka but others say that it is  stronger. As 
the video showing of Awamori ' s  history, it is  originally 
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from Thailand, which was adapted and developed by 
the Japanese. Rice is its main ingredient and its taste 
depends on the mold produced by the rice. The tour is  
quite interesting, from the film showing to the actual 
process of making Awamori . 
One of the most unforgettable events in the tour i s  
performing E i s a  a t  the Tenbusu H a l l  a s  the Junior 
Study Tour Participants' presentation for the Governor. 
The clos ing ceremony requires everyone to have a 
little speech but it should be in Japanese.  I did my 
part but I am not very certain if I did well in speaking 
in Japanese  even if I was j u st read ing  i t .  Each 
participant also prepared a little presentation. I was 
really anxious at first but seeing my co-participants 
enj oying my dance motivated me to perform well .  
After my Phil ippine tradit ional dance,  I received 
praises, which made me really proud and happy. The 
closing ceremony is a festive occasion because there 
are performances and presentation and a lot of mingle 
with the other delegates .  But it is  also a moving scene 
because it signals the end of the tour and a time for 
farewells .  To break the touching scene, I stated joking 
around which made them laugh. The ceremony ended 
with a song number from all the participants . 

LEARNINGS AND ACKNOWLEDGEMENT 
Participating in a once-in-a-lifetime opportunity such 
as the Junior Study Tour is a great way for younger 
Okinawans around the globe to be in touch with 
the other part of their root s .  It  i s  a good activity 
to i ntroduce  and expose us to  our grandparents ' 
homeland .  I j u st  wish  I h ave another Phi l ippine  
Okinawan participant  wi th  me so  I have someone 
to reminisce  al l  the wonderful experiences in  the 
Study Tour. And someone to assist  me in sharing all 
the great memories I had while participating in the 
Tour. Nevertheless, It is a very interesting chance to 
bring all of us together and be one in discovering our 
heritage and experiencing Okinawan life.  Being part 
of this study tour may have caused me to skip school 
for a few weeks and made me miss my family very 
much. B ut all the friends I gained, the people I met, 
and the places I visited are all significant experience 
that I wil l  always be with me wherever I am. The 
Junior Study Tour is an eye-opener for a sansei like 
me. It has made a dent in me, a remarkable impact. 
The experience made me appreciate myself  as an 
Okinawan and recognize my uniqueness as a Filipino
Okinawan. It made me real ize the need to actively 
c ontribute to the growth of Okinawans specia l ly  

Filipino-Okinawans and to  continue the link among 
Okinawans around the world. 
I am very much grateful to the Prefecture of Okinawa 
for making this Study Tour possible ; to the organizers 
for making this year 's  activities the best experience 
for all of us; to my co-participants for the start of a 
great friendship ;  to all the Okinawans who warmly 
welcomed u s ;  to  A l l i n i  and her fami ly  for their  
kindness and hospitality. My experience in Okinawa 
i s  one of the best things that ever happened to my 
young teenage life. And I will forever cherish all the 
memories . The 2006 Study Tour just ended but it i s  
also a start of a good relationship of Okinawans from 
all over the world. 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の感想

私はこの Junior Study Tour を通してた く さんの人
に出会う事ができ 、 沖縄の文化や歴史を知る事ができ
ました。

まず初めに文化を勉強しました。 文化学習では三
味線 と 紅型を体験しました。 三味線は楽譜 と か読み
切れなく て大変だっ た け ど、 ずっ と やり たかっ たので、
できて良かっ たです。 紅型は一つ一つの部分に自分で
色をつ けてい って、 はみだしたりして大変だっ た け ど、
初めてやってすごく 面白かっ たです。

次に歴史を勉強しました。 今帰仁城跡へ行 っ たり 、
首里城へ行っ たり 、 沖縄の歴史について色々勉強しま
した。 その中でも 一番印象的だっ たのは、 平和祈念資
料館で実際に戦争を体験した 人の話を聞い た事です。
す ご くリアルで恐 く て戦争のない時に生まれて き てよ
かっ たなぁ と 思いました。

自然学習では渡嘉敷島へ行って、 透 き 通 っ た綺麗
な青い海を見て、 す ご く 感動しました。 みんなでビー

チバレーをしたりして、 す ご く 楽しかっ たです。 比地
大滝は色んな生 き 物がいましたが、 川 は滑るし、 疲れ
るし、 暑かっ た け どすご く いい思い出です。 美ら海水
族館は本当に海にいるような気持ちになりました。

エイサー は初めてやって、 最初はできるかなあ って
思 っ た け ど、 みんなで毎日頑張って練習して全部マス
ターした と は言えない け ど、 や っ ばり みんなで頑張っ
て き たからエイサー演舞が終わ っ た時は、 す ご く 感動
して涙がでました。 みんなで一つのこ とをやり と げる
のはステキだなぁ と 思います。

私は このツアーでた く さんの人 と 友達になる事がで
きました。 みんなそれぞれ言菓や文化は違って も 、 気
持 ち は一緒なんだなぁ と 思いました。 た く さんの応募
者の中から選ばれて私達は出会う事ができて、 本当に
ラッキー だなぁ と 思います。 このツアーに参加したの
も 私達が出会っ たのも 何かの縁で巡り 会えた ん だ と 私
は思います。 今はみんなそれぞれ違う場所にいるけ ど
こ れからもずっ と 友達のままでいたいです。

最後に、 また い つ か み んなで会う日までそ れぞれ
の道を歩いていこ うね。 私はみんなに会えて本当に良
かっ たよ。 み んなで笑 っ たり 、 泣 い たりしてすごした

一週間 は絶対忘れないよ。 私の一生の宝物だよ。 仲
良 くして く れて本当にありがとう。 み んな大好 き 。 み
んな Love you。 出会いを結 んで く れ た こ の Junior
Study Tour に感謝。
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2006年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

僕は、 石垣幸夫です。 イギリスのワイト島で生まれ
育ち、14 歳になります。 僕の父は那覇市出身の一世で、
母はイギリス人です。

今年の夏、 沖縄県からの招待で、 2006年ジュニア
スタデイ ー ツアーにイギリスから参加させて頂きました。
スタデイ ー ツアー は、 僕にと って と て も 貴重な体験 と
なりました。 なぜなら沖縄の独特な歴史、 文化を学ん
だからです。 貴重な体験と言うのは、 単なる沖縄の歴
史、 文化、 教育的な面だけでなく 、 ツアーを運営する
スタッフ、 海外からの沖縄ジュニアー達、 そして 人情
味のある心温かい 沖縄の地元の人達、 そ う い っ た素
晴らしい人々に出会っ たからです。

数年前に一 度 沖縄を訪問した事があり 、 今回が初
めてではなかっ たのですが、 なぜか初めて 沖縄を訪問
したように感じたのは、 前回の沖縄訪問ではまっ た ＜
知らなかっ た事が、 今回のスタデイ ー ツアーを通して
色んな事を学び、 吸収するこ とができ たからだ と思い
ます。

僕達はた く さんの体験学習をしました。 例えば、 渡
嘉敷島でカヌ ーをや っ たり 、 幾つかのグループに別れ
て、 空手の練習をしたり 、 漆器に漆を塗る事を学んだ
りしました。 ゃ んばるの比地大滝で自然学習をしたり 、
エイサー練習の成果を国際通り と平和通りで披露した
りしました。 そして、 サ ーターアンダ ギーの作り 方を
教わって全貝で作っ たりしました。 サーターアンダギー

は、 沖縄独特の食文化の一つであると 聞 き 、 簡単に
作れて、 しか も 美味しく も あるのはウチナ ーンチュの
知恵だと 思います。

あ と 、 楽しく 体験学習が出来たのは、 沖縄の気候
抜 き では語れないでしょ う 。 夏 も 短 く 、 冬になると 寒
さの厳しい僕の住むイギリスに比べて地球の亜熱帯に
位置する、 海や空の美しい南国の島、 沖縄の太陽 は
僕にと って最高でした。 そ う い っ た いろ んな、 自然環
境に最適な沖縄でのスタデイ ー ツアーの体験学習は、
毎日が楽しい H 々の連続でした。

僕は、 ジュニアースタデイ ー ツアー は、 毎年、 続け
て行 く べ き だ と 思います。 それによって若い世代の世
界に居る、 沖縄系ジュニアー 達に沖縄の独特な歴史

と 文化の継承 と 楽しい自然学習、 体験学習を与える
チャンスに繋がります。 今回のスタデイ ー ツアーによっ
て、 僕の人生の中で一番楽しい時期を過ごせたように。
今回のジュニアスタデイ ー ツアー通して、 海外及び 沖
縄県内から参加した生徒達 とすでにインター ネットを
通して メ ール交換をしており 、 国際交流の友好の輪も
広がり ました。 メ ールを見るのが楽しく 、 こ れ もスタ
デイ ー ツアーの、 おかげだ と思っています。

最後に、 沖縄県知事を始め、 僕を招待して下 さっ
た県のスタッフの皆様、 ツアー運営に携わっ たスタッ
フの方 々 、 そして、 ホ ームステイを手助 けして く れた
親戚の人達のおかげで、 人生の中で楽しいひと と きを
過ごす事ができ 、 また、 沖縄に関する知識も 得ました。
生涯、 素晴らしい思い出を与えて く れた皆様達に感謝
したい と 思います。

そして、 僕はウチナ ーンチュジュニアである事に誇
りを感じています。

Junior study tour 2006 

My name is S achio Ishigaki , I am 14 years old, my 
father i s  first generation of Okinawa from Naha and 
my mother is English. I attended the event to Okinawa 
from England. 
I was very grateful  to be invited to the Junior study 
tour 2006 by the Okinawan prefecture government. 
The Junior study tour was an amazing experience for 
me because I learned a lot about the Okinawan culture 
and history. The reason why the tour was so great, 
was not only because of the education of Okinawa, 
but a lso ,  I met some wonderful people who were 
organising the event, students from overseas and the 
warm hearted Okinawan local people. 
It wasn ' t  the first time I had been to Okinawa, but it 
felt like a first time visit because there was so much 
I didn ' t  know before such as the unique culture and 
history. 
We were involved in lots of activities during the tour 
such as c anoeing in Toakashiki I s l and,  practi s ing 
Karate with  a group,  learning to des ign a lacquer 
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ware and cooking sweet tempura which is part of the 
traditional Okinawan food. This sweet tempura was 
easy to malce and the taste was good to, maybe that is 
because of the wisdom of Okinawa. We also performed 
Eisa  in Kokusai dori and Heiwa dori . I loved the 
weather in Okinawa because it was sunny everyday 
much better than the cloudy weather where I live in 
England. I enjoyed every single day I was in the tour. 
In my opinion, the Junior study tour should carry on 
every year. Therefore more and more of the younger 
generation who are related to Okinawa have the chance 
to get the benefit from it, like I did this summer. I had 
the best time of my life through this event in Okinawa. 
I already gained a benefit from the Junior study tour 
and that was expanding my social life .  I have received 
many e-mails through then internet from student from 
the tour, mainly American, but also from Okinawa, and 
South America. Since then we are e-mailing each other 
often, its very fun. 
Finally I would like to thank the Okinawan governor, 
government staff who invited me to the tour, event 
organising staff and my relatives who helped during 
home stay periods, for giving me this great opportunity 
to spend the best time of my life in Okinawa and to get 
to know the knowledge of it. 
I am very proud to be related to Okinawa and I 
appreciate everyone who gave me these amazing and 
wonderful memories. 

- 105 -



石垣 優児
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

YUJI ISHIGAKI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 7 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

英国 （グ レ ー ト ブ リ テ ン 及 び
北 ア イ ル ラ ン ド 連合王 国）
United Kingdom of 
Great Britain and Northern Ireland - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
イ ギ リ ス 沖縄県人会

っr̀
 
，

 

・ヽ

ン

2 0 0 6 年度 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

皆 さん こ んにち は。 僕はイギリスから、 ジュニアー

スタデイ ツアーに参加させて頂 きました、 沖縄二世の、
石垣優児です。 17 歳になります。

僕はスタデイ ー ツアーをエンジョイし、 最高な気分
でした。 こ んなに楽しい思い出 を与えて く れた、 ．イベ
ントに携わ っ たスタッフの皆 さんは、 本当にいい仕事
をして く れた と 思います。

イギリスに帰って来て、 毎日、 沖縄でのスタデイ ー

ツアーの楽しい思い出が、 脳裏から離れません。 一緒
に、 ツアーを共にした県内、 海外の仲間達が身近にい
ない事に淋しささえ 感じます。 それだけ、 スタデイ ツ
アーが最高に楽しかっ た と いう事は誰にも 否定できな
いでしょう。

一つだけ後悔しているこ と は、 沖縄に行 く 前にも っ
と日本語を勉強しておけばよかっ た と 思う事です。 次
回の沖縄訪問までには、 もう少しH本語を話せるよう
にしたい と 思います。

イベントも 全てが面白 く て、 一番楽しかっ たのは、
キャンプファイヤ ーの前でゲー ム 遊びをして、 そして
皆でダンスをした事です。 僕はダンスはあまり 得意で
はないのですが、 皆で踊 っていると とて も 楽しく て最
高でした。

ツアーの初日、 皆の前でギターを弾 く のは初めての
事だっ たので、 かなり 緊張しました。 しかし、 終わっ
た後、 とて も 満足感でい っ ぱいでした。 人前でギター

を弾い た経験は、 必ず将来の自信にも 繋がるでしょ う。
でも 、 三線がギターより 難しい と 感じたのは初めての
試みだ っ たからでしょうか。

首里城を訪問した時、 昔、 こういう城に王様が住ん
でいたのか と 思うと学んでいるうちに沖縄の歴史が典
味深 く 感じて来ました。

エイサーの踊り 方を教えて もらい、 戸惑いながらも
やっているうちにだんだん と 楽しくなり 、 いつかち ゃ ん
と習ってまた仲間達 と 一緒に踊る機会があればと思い
ました。

先の大戦の頃、 僕の沖縄の祖父母は台湾に居た時
期があ って 沖縄本島の戦火を免れた と 聞 きました。 も
し、 戦争時に祖父母が 沖縄本島に居たら、 今現在の

僕自身 は存在して いなか っ た か も 知れません。 なぜ
なら先の大戦で 沖縄住民の4人に1人 は、 戦争の犠
牲になっ た と 聞いたからです。 そう思うと 、 僕がこの
世に存在するこ と自体非常に幸運な事だ と 思うと 同時
に、 罪 もない多 く の人々の命を奪う戦争がどんなに悲
惨であるかを認識し、 決して二度 と 起こして はならな
い、 なぜなら人命より 尊い ものはない と 思うようになり
ました。 このような事も 、 スタデイ ー ツアーに参加して
強 く 感じました。

ジュニアスタデイ ー ツアー はき っ と 全員が楽しんだ
事でしょう。 この素晴らしい学習体験は、 今後 もウチ
ナ ー ジュニアー 達のために続けて行 く べ き だ と 思いま
す。 なぜなら、 独特で貴重な沖縄の歴史 と 文化を世
界に居る沖縄県系人に広める事が出来ると 同時に、 県
内及び海外にいる若い次の世代が 沖縄に関する知識
を得る機会に繋がるからです。

気候にも 恵まれていておいしい食べ物 も 豊富にあれ
ば、 一度訪問すれば皆再び行ってみたい と 思うでしょ
う。 何より も そう思わ させるのは沖縄の人 々の人情味
の温かさにあると 思います。 沖縄の人々のチムグクル
を除いては僕は沖縄を語れない と 思います。

スタデイ ー ツアーの最高に楽しかっ た体験学習に参
加出来たのも 、 僕にウチナーンチュの血が流れていた
からであり 、 そうでなければ県の招待に応える事は出
来ませんでした。 そう思うとウチナ ーンチュのアイデ
ンテイ ティ ーが在るこ とに最大限感謝し、 そして、 ス
タデイ ー ツアーの運営に携わっ たスタッフ全員に感謝
します。 僕の人生の中で最高に楽しかっ た10日間を
与えて く れた事について、 この場を借り てお礼申し上
げます。

Junior study tour 2006 

Mina san konichiwa ! ,  my name is yuj i,  I 'm 1 7  years 
old and I came to Okinawa from England. 
I really enjoyed the junior study tour 2006 and I thank 
the people who organised it ,  they did a great j ob .  
Every one was cool and I miss  them because it feels 
like home over there. I liked the fact that we did every 
thing together, such as the activities and learning the 
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history and culture of Okinawa. I regret not learning 
the language properly before going, the next time I 
come to Okinawa I can speak fully Japanese ! !  
I liked all the activities we did so much, my favourite 
has to be the time around the fire when we did the 
game compet i t ion  and the dance ,  I c an ' t  dance  
but i t s  funny to try. On the first night I had a good 
chance to play guitar in front of a crowed which is 
something I have never done before, it will give me 
more confidence in future if I do it again because I got 
nerves just before I ' m  meant to do it and even though 
I messed up im still glad I done it ! !  Playing guitar is 
easier than playing shanzin ! ! 
I really liked vis iting shirij o  castle and to see how 
it used to be back then . I felt  learning the hi story 
of Okinawa was i nteresting,  its interesting to hear 
the story told by a war time civilian, my Okinawan 
grandparents  were in  Taiwan when the war was 
happening, if they were in Okinawa at  that time I may 
not have been around because we learned that one in 
fore civilians died, so I feel fortunate . I want to learn 
more of the history of Okinawa. I also want to learn 
some more Ei sa  dances ! I really  enj oyed learning 
Eisa ,  it was very hard at  first  but  as we practiced i t  
got easier, I think i t ' s  a very cultural dance as  well so 
I would like to learn more, I hope to do i t  again some 
day ! 
I reckon everyone enjoyed the junior study tour 2006, 
its been a great experience for me and I think it should 
carry on every summer because its not only fun for the 
students ,  it exp�nds their knowledge of Okinawa. 
I thank everyone who organised the festival a lot, it 
was probably the best 1 0  days of my life ! No kidding ! !  
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KUNIYOSHI MEINA 心 と 心がつ な が っ て

中 城 中 学校 3 年 1 ‘’ ‘ノ・Ll 私が ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー を 通 し て 一番 強
く 感 じ た の は 、 心 の つ な が り 合 い で し た 。

ツ ア ー 初 日 は 、 県 内 参加者 だ け で集 ま っ て 話 を し た り し て い て 、 海外参加者 と は あ ま り 話 を し ま せ
ん で し た 。 で も 、 「 こ れ で は い け な い 。 」 と 思 い 、 思 い き っ て 海外参加者 に 話 し か け て み ま し た 。 私 は
英語が話せ な く て 単語 を た だつ な げ る こ と し か で き ま せ ん で し た 。 し か し 、 海外か ら 来 た 人達 は 私が
伝 え た い こ と を す ぐ に 理解 し て く れ て 、 と て も 助 か っ た し 、 伝 わ っ た 時 は嬉 し か っ た です 。

ま た 、 エ イ サ ー 練習 の 時 も 言葉 は 通 じ な く て も 「 一 つ の事 を み ん な で や り と げ る 」 と い う 目 標 を み
ん な が持 ち 、 テ ン ブ ス 館前 でエ イ サ ー を 披露 し た と き に は 、 み ん な の 心が一 つ に な っ た 事 を 感 じ ま し
た 。 一 人 一 人 の 心がつ な が っ て い た か ら こ そ で き た 事 だ と 思 い ま す。

ま た 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で学 ん だ事 も た く さ ん あ り ま す。 例 え ば、 県 内 に い る 私 も 知 ら な
か っ た 沖縄の い ろ い ろ な 歴 史、 自 然 の 大切 さ 、 沖 縄 の 移民 に つ い て な どです。

自 然学習 を 通 し て 「 こ の す ば ら し い 自 然 を 残 し て い き た い 。 」 と 思 い ま し た 。 歴 史学習 で は 、 驚 き
と 発見 がい く つ も あ り ま し た 。

沖 縄 の 移民 に つ い て は 、 知 ら な い事 ばか り で し た が、 ど う し て 移民 を し な け れ ば な ら な か っ た の か
な ど を 知 り ま し た 。 ツ ア ー で や っ た 一 つ 一 つ の事が、 どれ も 素晴 ら し い 経験で、 今で は 私 に プ ラ ス に
な っ て い ま す 。

ツ ア ー 最終 日 、 お 互 い 別 れ を 惜 し み な が ら い つ か ま た 絶対会お う と 約 束 し ま し た 。
ツ ア ー を 通 し て 感 じ た 事、 学 ん だ事、 体験 し た 事 は 、 私 の 宝物 で も あ り 、 沖縄の 誇 り で も あ り ま す 。

ツ ア ー に 参加 し た 以上、 こ の 沖縄の 誇 り を た く さ ん の 人 々 に 伝 え て い く 義務があ る と 思 っ て い ま す。
ま ず は 自 分の 周 り に い る 人 か ら 。 そ し て 、 伝 え て い く 事で、 沖縄の発展 に つ な がれ ば と 思 い ま す。

最 後 に 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に 参加 さ せ て く だ さ っ た ス タ ッ フ の 皆 さ ん 、 本 当 に あ り が
と う ご ざい ま し た 。 ツ ア ー に 参加 し て い な か っ た ら 、 こ こ ま で成 長 で き な か っ た と 思 い ま す。 そ し て 、
こ の ツ ア ー に 参加 し た 人 に 出 会 え た 事 を 感謝 し ま す。 こ の 出 会 い を 大切 に し て い き た い です。 こ の ツ
ア ー は 終 わ っ た ん じ ゃ な い 、 世界 に い る ウ チ ナ ー ン チ ュ と の ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ る た め の 始 ま り です。
皆 さ ん あ り が と う 、 テ ン キ ュ ー 、 グ ラ シ ア ス 、 オ ブ リ ガ ー ド 、 ニ フ ェ ー デ ー ビ ル 。
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久手堅 憲稀
· - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
KUDEKEN NORIKI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 通 し て

西 原 東 中 学校 3 年 ＇ ゃ ` -..., 僕 は、 7 月29日から8月8日までの11日間、 ツ
ア ー に県代表で参加する事になり ました 。

当 日、 那覇のシティ ー コ ー トホテル に 集まり ました 。 参加者が次第 に 集まり 、 いよいよ ツア ー の幕
開 け と なり ました 。 最初 はみ んな初対面 と あ っ て 、 自己紹介をする事になり ました 。 う ま く 自己紹介
をする事が出来て 、 と て も 良か っ たです。

自己紹介を終わ り 、 次 は 「会っ た ばか り なので早 く 友達 になろ う 」 と い う 交流プログラムでした 。
そして こ のプログラムです ぐに仲 良 く なる事が出来ました 。 け れ ど も や はり 日本語が通じる 沖縄の人
だ けで、 外国の人 に は通じな く 、 非常 に 言葉の壁が大 き く て と て も 大変でした 。

2日目は渡嘉敷島へ行 き 、 海の レ ジャー を楽しみました 。 渡嘉敷島に着 く と 、 そ こ は透 き 通る海、
高 い 山が広が っ て い ました 。 レ ジャー はシュ ノ ーケリ ングやカ ヌ ー や 、 大型カ ヌ ー を体験しました 。

そして こ の日からエイサ ー の練習 も 入っ て き ました 。 エイサ ー をするのは外国の人達 は初めてなの
で、 一緒 に 頑張 っ て い き た い と 思 い ました 。

こ のよ う に 楽し く 毎日をす ごして い き 、 こ の ツア ーが終わるのが次 第 に つ ら く なっ て き ました 。
エイサ ー の本番 当 日、 最後の力 を出して 踊 り ました 。 する と 、 会場からは拍手があ ち ら こ ち らから

飛 び交 っ て いました 。 エイサ ー が終わる と み んなの目 に は涙、 僕 も と て も 悲し く なっ て い つの間 に か
涙が出て いて心に残る思 い 出 になり ました 。

毎日遊 んでばか り だ と 思 う け れ ど、 こ の ツア ー で感じた事や学ん だ事が多 か っ たです。 一日、 一日
学 ん だ事 は と て も 大 き か っ たです。 と て も 心 に 残るい い体験になり 良か っ たです。
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比嘉 夏海
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

HIGA NA TSUMI 一生の宝物

浦 添 中 学校 3 年 l 晨ヽ』· ' 私 は、 学校で こ の ツア ーがあるこ と を知 り ま し
た 。 そのツア ー の内容 と スケジュー ルを見て 、 ひ

と めで参加 し た い と 思 いま し た 。 申 し 込みを し て からは、 毎日通知を心 待 ち に し て いま し た 。 ツア ー

への参加が決まっ た 時 は、 と て も う れ し か っ たです。
ツア ー の説明会の時、 初めてスタッフや県内参加者 と 対面 し 、 ま っ た く 知らない 人 と 1 1日間 も 過 ご

すなんて 、 自分にで き るのか ？ と 、 と て も 不安になり ま し た 。 今、 思 う と 1 1日間 はあ っ と い う 間で し
た 。 1日目は、 1 1日間 は長 いな ア 。 早 く 家に帰り た い 。 と 思 っ て いま し た 。 し か し 、 2日目、 3日目
と 時がた つにつ れて 、 ツア ー 参加者 と の友情 も 深まり 、 も う 家に帰り た く ない 。 と 思うようになっ て
い ま し た 。 最初、 言葉の壁 は と て も 大 き な問題だ と 思 っ て いま し た 。 で も 、 ボデイ ー ランゲ ー ジ や 片
言の外国語で も 、 自分が相手に伝えよう と すれ ばなんで も 伝わる事を、 初めて実感 しま し た 。

3日目以 降 は毎日夜中の2時 ～3時まで起 き て お し ゃ べり を し て いま し た 。 み んな寝てる時 間が
も っ た いない と 言 っ て いま し た 。 スタッフにはよ く 怒られま し たが、 そ れ も 1つの思 い出です。

そ して 、 1番勉強になっ た事は移民につ いての前原 さんの講話と ワ ー クショップで し た 。 前原 さん
の講話は、 私が初めて 【アイデンテイ ティ ー 】 につ い て 考え る き っ か けになり ま し た 。 私 は、 今ま
で自分 はウチナ ーンチュだ。 と 思 っ た事はあまり あ り ませ んで し た 。 なぜか と い う と 、 私 は方言 も し ゃ
べ れない し 、 沖縄の伝統芸能がで き るわ けで も ない 、 こ れでウチナ ーンチュ と 言え るのか ？ と 思 っ た
からです。 し か し 、 海外参加者はみ んな、 「自分 はウチナ ーンチュだ。」 と 思 っ て いる事や 、 沖縄に住
んでいる私 た ち 以上にウチナ ーンチュ と し ての自覚があるこ と に、 と て も 驚 き ま し た 。

県内参加者の先輩が、 「なぜ、 海外に住 んでいる日系の 沖縄人 は、 ウチナ ー ンチュであ り た い と 思
うのか ？ 」 と い う事を、 前原 さ ん に 質 問 し て い ま し た 。 する と 、 「移民 し た 1世、 2世の人 た ち が
子孫に 沖縄の こ と を伝え て いるから。 」 と い う こ と と 「自分 はウチナ ー ンチュなのか常に疑問を持 ち 、
そ れを追求するた めにウチナ ーンチュであるこ と を自覚 し て いる」 と い う 答えが返 っ て き ま し た 。 だ
から、 み んなウチナ ーンチュである事を、 誇り に思 っ て いるん だなぁ 。 と 思 いま し た 。 私 は、 こ のプ
ロ グラムを通 して自分のアイデンテイ ティ ー に向 き 合う事がで き と て も よか っ たです。 私 は、 将来外
国語を学 び、 沖縄 と 外国 と のか け橋になれるような、 仕事につ き た いです。 そのた めに、 も っ と 沖縄
の事につ いて学ぶ努力を しない と い けない と 思 い ます。

そ し て 、 忘 れられないのが ツア ー 最終日。 こ れからは、 み んなそ れぞれ自分の国に帰 り ばらばらに
なる と 思う と 、 涙が止まり ませ んで し た 。 で も 、 「必ずまた会お う 」 と 約 束 し 、 お 互 いが こ の約 束を
忘 れなけ れ ばまた会える と 、 思 い ます。 私 は、 こ れから先 も ず っ と 、 海外参加者 と メ ー ルな どで連絡
を取り 合い 、 こ の ツア ー での出会いを失 わないように して い き た いです。 こ の ツア ー は、 私に と っ て
す ばら し い 宝物です。

最後に、 こ の ツア ー に参加 し た海外参加者、 県内参加者、 引率者、 スタッフみ んなダイスキです。
楽 し い 思 い 出をあ り が と う ご さいま し た 。

T H A N K  Y O U ! 
G R A C I A S ! 
O B R I G A D O ! 
にふ ぇ ～で～ びる ！
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冨名腰 彩乃
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の感想

首里 中 学校 3 年 -奮 ⇔直し 私 はこ の ツア ー に参加する事がで き て 、 本当に
良か っ た と 思 っ て います。 こ の ツア ー では、 た ＜

さんの事を学び、 体験して み て 「自分 は沖縄でず っ と 暮らして き たのに、 知らない事がまだまだ た ＜
さん あ っ たな。」 と 感じました 。 そ れに自分よ り も 海外参加者の方が沖縄の事につ い て 知 っ て いる事
も あ っ て 、 少しはずかしい 気持 ち に も なり ました 。 ですから、 こ れを き っ か けに沖縄の事につ い て 、 も っ
と 詳し く 調べよ う と 思 い ます。 海外参加者から私 はた く さんの事を教え て も らいました 。 アルゼンチ
ンでは、 17歳からデイ ス コ ヘ行 ける と 聞 い た 時 は、 と て も 驚 き ました 。 そ こ で他の国の人に聞 い て み
る と 、 大体が20歳にならな く て も デイ ス コ ヘ行 け た り 、 お 酒を飲めるそ う です。 食事の仕方では、 ブ
ラジルではご飯を食べる時 はフ ォ ー クで、 デザ ー トを食べる時 はスプーンだそ う です。 や っ ばり 、 他
の国の文化を学べ た事は良 か っ た け れ ど、 一 番良か っ た事はた く さんの友達がで き た こ と です。 ど こ
の国の人 と も 、 も ち ろ ん県内参加者 と も 楽し く お し ゃ べ り がで き た り 、 ダンスをした り 、 ゲ ームを
した り する こ と がで き て 、 嬉しか っ たです。 こ の ツア ー で得 た 深 い 絆を も っ と も っ と 深 く した いです。
そして 、 こ の濃 い 思 い出を一 生の宝物 と して心の中にいつまで も い つ まで も 残して お き た いです。 私
を選 んで く だ さり あ り が と う ご ざいました 。 こ の大切な思 い 出 は一 生忘 れませ ん 。

今後の交流の継続 に つ い て

絶対に こ の ツア ー は続 けるべ き です。 こ んな素晴らしい思 い 出や体験が出来るのは、 私 はこ の ツア ー

しか知り ませ ん 。 1 1日間の間 だ けで、 世界一 周 旅行をした 気分です。 そ れに、 県人会の人達や 沖縄に
住 んでいる私達が、 お 互 いに、 お 互 いのこ と を知り 、 理解を深めるチャンスで も ある と 思 います。 そ
して 、 そ れに多 く の人 々 が参加すれ ば も っ と も っ と お 互 いに理解し合 っ て 、 き っ と 国 際的に も 友好的
な関係が作れる と 思 います。 是非、 続 け て く だ さい 。
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豊見山 佐妃
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

TOMIY AMA SAKI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し て

松 島 中 学校 3 年 � 私 はツア ー を通して 、 た く さ んの仲 間 と 出会い 、
私に と っ て 最高の宝物を得る事がで き ました 。

こ の ツア ー で出会っ た 仲 間 と 、 沖縄の素晴らしい場所や文化な どを見学 ・ 体験する事がで き 、 ウチ
ナ ー ンチュの私で も 知らなか っ た事を一緒に学べて と て も 楽しか っ たです。

最初 は言葉が通じないな ど、 壁があ り 、 コ ミ ュニケーションを と るのが大変でしたが、 勝連 さ ん 、
通訳の皆 さ ん 、 沖縄尚学高校のサポ ー トや 、 私達み んなが持 っ て いるウチナ ー ンチュの心 「チムグ ク
ル ・ チムチュラサ」 のお か げで、 す ぐに仲 良 く なる事がで き ました 。

毎日あ い さ つ 「Good Morning」 からスタ ー トし、 ジェスチャ ー や 単語だ けの会話、 通訳 さ んを通
して の会話な ど、 話をして い く と と て も 楽し く て 、 一 度仲 良 く なる と 、 おしゃ べ り は毎晩遅 く まで止
まり ませ んでした 。

また 、 中には日本語が上手な人がいて 、 ブラジルのエリ や ボリ ビアの栄、 健な ど は、 逆に相手 と の
日本語の会話を楽しん だ り 、 イ ギリスの優児や ブラジルのマリオ と は、 日本語に興味を持 っ て く れ た
ので私が教え て あ げた り 、 逆に英語やポルトガル語、 スペ イ ン語を教え て も らっ た り も しました 。
中で も 英語が一 番 身近でわ か り やす く 、 少しづつ 理解する事がで き ましたが、 ポルトガル語やスペ イ
ン語 は初めての体験で、 難し く 、 発音をまねて みるだ けで精一杯でした 。

また 、 渡嘉敷島の海では、 初めて体験したシュ ノ ーケリングに感動しました 。 き れいな海は泳 ぐ だ
けで気持 ち よ く 、 ツア ー の皆 は、 沖縄の海に心を魅了 さ れた こ と と 思 い ます。

首里城見学や戦争体験者の話を聞 い た 時 は、 感じる事が多 く 、 戦争の恐 ろ し さ を学ぶ事がで き まし
た 。 涙を流して 聞 いて いるキュー バのキ ヨ ミ の姿 も 印象に残 っ て います。

そして 一 番盛り 上がり 、 体を動 かす事で一 つになる こ と がで き た エ イ サ ー では、 言葉の違 いを乗 り
越え 、 皆がウチナ ーンチュ と して接する事がで き ました 。

練習の時 は、 私自身がエ イ サ ー が大好 き なので、 す ぐにテンションは上が っ たし、 初めて 踊 っ た 人
が、 「楽しい ！ ！ 」 と 言 っ て く れ た 時 は と て も 嬉し く 思 い ました 。

また 、 エ イ サ ーが難し く て 困 っ て いる人に対して 、 一緒に動 い た り 「1, 2（ワ ン、 ツ ー ）」 と リ ズ
ムを使 っ て 教える事がで き た こ と は大 き な喜 びでした 。

そして 、 沖縄の伝統文化を共に共感 ・ 体験した 仲 間が迎え た エ イ サ ー 本番では、 あ いに く の雨でし
たが、 こ の日の皆の笑顔が一 番輝いて い た と 思 い ます。

皆、 自分だ けのパ ー ラ，ン ク ー と 衣装を着て踊 っ た エ イ サ ー はす ご く 格好良 か っ たし、 練習を毎日遅
く まで頑張 っ た 分、 本番が一番楽し く て ミ スをして も 気にしない ぐらい 、 自信を持 っ て 踊 り き る こ と
がで き ました 。

また 、 こ の 「世界のウチナ ー ンチュ大会」 のテー マ曲 と なっ た 「ニラ イ ヘの風」 を聞 い た 時、 皆で
カチャ ーシー をした 時、 涙して抱 き 合 っ た 最後 は と て も 寂し く て 、 こ の ツア ー を通じて皆 と 出会 う 事
がで き て 、 本当によか っ た と 思 い ました 。
同 じウチナ ーンチュの心を持 っ て いるから こ そ 感じる心 も 同 じで、 こ こ まで友情を築 く 事がで き た と
思 い ます。

最後のお 別 れ会では、 皆日本語で感情を伝え て く れて 、 別 れを思 う と 、 本当に寂し く なり ました 。
で も 、 「 こ の メ ンバ ー で も う 一 度会え る。 絶対 も う 一 度会 う ！ ！ 」 と 心に決めて い たので、 寂し さ も
大 き い 分、 逆に大 き な期待を持つ事がで き ました 。

そ れに こ れ か ら も Mail や 手紙を通して 繋が っ て い こ う と 思 い ます。 私 は今、 イ ギリスの優 児 と
Mail をして いますが、 基本的に英語で文章を書いて会話して います。

最初 は私 も 「How are you?」 と しか書けませ んでしたが、 学校で習っ た 文法や辞典を使 っ て 頑張 っ
て います。

時 々 優児 も 日本語を使 っ て 返事を書い た り して く れますが、 少し間違 い も あ り 、 と て も 面 白 いです。
また 、 手紙では摩耶 と 繋が っ て います。 学校生活の事から私達の夢の事、 お 互 いの事を何で も 書い て 、
「また 会お う ！ ！ 」 と 約 束して います。 手紙の中に写真 も 入 れて 、 お 互いの家族や友達を紹介した り
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も し て います。
こ れから も mail や 手紙で繋が っ て い こ う と 思 い ます。 そ し て 、 将来、 た く さんの国へ行 っ て み た

い と 思 っ て います。
こ れから も ず っ と「We are best friend」 と し て 接 し て 、 お 互 いの文化を学 び、 未来の「世界 ネットワ ー

ク」 に力 を入れて い き た い と 思 っ て います。
また 、 私自身 、 こ の ツア ー で皆に出会え た から こ そ 通訳 と い う 将来の夢につ いて 、 よ り 深 く 考える事
がで き ま し た 。 私以外に も 言葉の壁を感じて 困 っ て いる人や 、 そ れを別の形で差別 し て いる人がいる
と 思うので、 私の言葉が間に入る事によ り 、 コ ミ ュニケー シ ョ ンが と れる よ うな雰囲気に変える事が、
最終的な目標です。

国が違うから、 言葉が違うから接する事がで き ない ・ ・ ・ と い う壁を壊 し て 、 明る ＜ 皆で楽 し く す
ごす事ので き る未来へ変え て い き た い と 思 っ て います。

そのた めに も 今、 私にで き る事を将来の夢を叶える第一歩 と し て 全力で取 り 組んでい き た い と 思 い
ます。

まず は英語を中心 に 、 少 し ずつポ ルトガル語やスペイ ン 語 も 勉強 し て 、 私 はこ れから も 頑 張 り た い
と 思 います。

最後に、 こ の ツア ー を企画 ・ 実行 ・ サポ ー ト して く れ た 皆 さ ん 、 本当にあ り が と う ご ざい ま し た 。
こ の ツア ー は私の中で将来の夢につ いて 考える、 大 き な体験 と なり ま し た 。 皆 に 出会え た事を本当に
嬉 し く 思 い ます。 本当にあ り が と う ご ざいま し た 。
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前里 雅
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

MAESA TO MIY ABI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

松 島 中 学校 3 年

ア ー に参加しました。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

私は、 外国の文化に触れて み たい、 国 際 交 流
をしたいという理 由でこのジュニア ス タデイ ー ツ

ツア ー 初 日に、 私は海外参加者と、 知っている英単語を使いなが ら 少し会話をしました。 でも、 周
りにいた高校生の人とかは、 普通に英語で会話しているのを見て、 やっば高校生はす ごいなと思いま
した。 バ ー ツ と英語を喋 ら れると、 通訳さんを間にいれないとわ かりませ んでした。

ツア ー 2 日目に渡嘉敷 島に行った時に、 初めて体験したシュ ノ ー ケリン グがとっても印 象に残って
います。 海に住 む魚や珊瑚をあ んなに間近で見て、 とっても綺麗だなと思いました。 浜辺では大 人数
でビー チバレ ー をしました。 ビー チバレ ーではキ ヨ ミ やアカ ネ とかがた く さん活躍していました。 ス
ポ ー ツを通して コ ミ ュニケ ー シ ョ ンをとったりで き ました。

3 日目に稲嶺県知事に表敬訪 問に行った時に、 み んなで記念撮影をしたのも楽しかったです。 その
後に、 沖縄の伝統芸能を体験したり、 み んなでサ ー ター アンダギ ー を作ったのも一 つのいい思い 出に
なりました。 ツア ー 中は、 移動とかが多 く て途中か ら バ テ て き たりしたけど、 海外参加者のテンシ ョ
ンの高さにおされ、 元気になりました。 ツア ー の メ ンバ ー の中でもアッ コ さんと将吾兄に い のテンシ ョ
ンが高かったと思います。

ツア ー 期間中、 い ろ んなイ ベントが盛りだ く さん ありました。 ウ ェ ルカム パ ー テ ィ ー やキ ャ ンプ フ ァ
イ ヤ ー 、 エ イサ ー 、 B B Q などがあって、 キ ャ ンプ フ ァ イ ヤ ー の時に踊ったダンス も楽しかったし、 ゲ ー

ム も楽しかったです。 これも沖尚の皆さんのおか げだと思います。
エイサ ーでは、 国吉 兄に い に教えても ら いました。 エ イサ ー を教えている国吉兄に い は、 普段の顔

と全然違っていて格好良かったです。 エ イサ ー を披露した後に、 エ イサ ー を終えた感動とテ ーマ曲で
泣い ち ゃ いました。

私は今、 ツアー に参加で き て本当に良かったと思っています。 海外の人と触れあう事で外国の文化
や習慣なども知る事がで き たし、 た く さんの友達もで き ました。 逆に、 私か ら 沖縄の事を教える事が
で き たのかな ぁ と思いました。 私は、 これか ら 手紙や メ ールを通して、 沖縄のいいとこ ろ を教えたり、
これか ら の沖縄と海外のウチナー ネ ットワ ー クを広 げる架 け橋になれるようになりたいです。 ツア ー

で使っていた英語・ポルト ガル語・ス ペイン語を勉 強して、 実際に使ってみたいと思いました。
ツア ー 中、 私達とずっと一緒にいた勝連さん 、 タイ ソ ンさん、 太 田さん、 名渡 山さん、 仲間さん、

国吉 兄に い 11 日間お世話になりました。 この11 日間は、 絶対に忘れる事ので き ない思い 出だし、 ま
たどこかで全員が集まる事を信 じています。 本 当 にありがとう ご ざいました。
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中村 春葵
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - ---- - - - - - - - -

NAKAMURA HARUKI た く さ ん の感動 と 思 い 出

長嶺 中 学校 3 年 h:;'l胃 ヽII"■印， 私が こ の ツア ー に参加した か っ た 理 由 は、 国 際
化 と 叫 ばれて いる今、 どんな形で も い いので、 海

外の人達 と 交流を も ち た か っ た からです。 また 、 こ の ツア ー に参加する事で、 身 も 心 も 成長して い け
た らい いな と 思 っ た からです。 今年、 受験を控え て いるので、 少し不安を感じながら参加で き て本当
に良か っ た と 思 い ます。

私が こ の ツア ー で、 一番心 に 残 っ て いるのは、 まず は、 こ の ツア ー 期 間中、 外国 人の人達 と ジェス
チャー も 交えながらだ け ど、 一緒に話しで き た事に感動を覚え ました 。
そして二つ H は、 ツア ー4日目、 こ の日は夜にキャンプフ ァイヤ ー をしました 。 そして 、 こ の日が私
の誕生日でした 。 こ の こ と を知 っ て いて く れて い て 、 60名近 く の ツア ー 参加者のみ んなが、 私のた め
にハッ ピ ー バ ースデイ の歌を歌 っ て く れたのです。 涙が出るほ ど嬉しか っ たです。 そ う い う こ と は、
全 く 予想 も して いなか っ たので、 驚 き でしたし、 み んな と 出会っ て まだ4日目なのに、 ず っ と 前から
友達 だ っ たよう に思え た 瞬 間でした 。

三つ目は、 ツア ー 期 間中、 三日間 は沖縄の歴史につ い て 学 びました 。 沖縄戦につ い て 、 平和祈念資
料館で戦争体験者の方が当 時の様子を と て も リア ル に話して く れました 。 海外参加者の人達 も 県内
参加者の人達 も 、 み んな泣 き ながら耳を傾 けました 。 私 は沖縄に住み 、 過去の大戦の こ と を伝え 聞 き 、
当 た り 前のように 沖縄戦の悲惨 さ を知 っ て い ます。 だから戦争の怖 さ 、 無意味 さ を知 っ て います。 で も 、
も しかした ら、 海外参加者の人の中に 沖縄戦の事を初めて 聞 い た 人 も い た か も しれない と 思 い ました 。
衝撃的ではあ り ましたが、 沖縄戦を学 ん だ事で、 平和 や命の大切 さ 、 戦争の怖 さ 、 沖縄の歴史に通じ
る何かを学 んで く れた と 思 い ました 。 県系 人、 四世や五世 と い う 人達の涙からそのよう に 感 じました 。
そして 四つ目は、 ツア ー の修了 証書を受 け取る日の事です。 一 人一 人名前が呼ばれ、 私の番になり ま
した 。 こ の修了 証書を受 け 取 っ てしまう と 本当にツア ーが終わ っ てしまうので、 と て も 複雑な気持ち
で受 け 取 っ たのを覚え て います。

こ のジュニア ス タデイ ー ツア ー で、 た く さ んの感動 と 思 い出をい っ ぱい も らいました 。 そ れに、 私
は確実に成長する事がで き ました 。 心の成長 は、 体の成長よ り も 難しい と 言 い ます。 で も 私 は、 心の
成長がで き た と 自信を も っ て 言え ます。 そ んな貴重な体験を さ せて く れた 学校の先生や 、 親、 そ して
ツア ー のスタッ フ のみなさ んには心からお 礼を言 い た い と 思 い ます。 本当にあ り が と う ご ざいました 。
こ の夏の出来事が、 今後の私の向 き 方を大 き く 変え て く れた と 思 います。 二 度 と 会う事はない か も し
れない ツア ー の仲 間達が、 世界の ど こ かで頑張っ て いる と い う こ と を感じながら私 も 頑張 っ て い き た
い と 思 い ます。
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与坂 勇姫
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

YOSAKA YUKI ま た い つ か会 え る 日 ま で

玉城 中 学校 1 年 ^~い..w·· こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー に参加して 、 初
めの 1 , 2日は、 と っ て も 不安で、 「友達で き るか

なぁ」 と か、 「他の国の人 と 上手 く しゃ べ れるかなぁ」 と か 「み んな静かで私 だ け 浮い ち ゃ っ た ら ど
うしよう」 と 思 っ て いました 。
だ け どみ んな私が思 っ て い た 以上に フ レン ド リ ー で、 他の国の人 も 日本語が上手で、 私 は と っ て も 安
心しました 。

で も や っ ばり 日本語が全然 ダ メ な人 も い て 、 質問した り と かや っ て 欲しい事があ っ た ら、 必死にジェ
ス チャ ー して伝えるんですけ ど、 その必死 さ が面 白 い み た いで、 真似 さ れ た り 、 笑 わ れ た り して 、 ち ょ っ
と 恥ず かしか っ た から笑 わ れないようにやる と 、 通じなか っ た り して 、 こ の面に関して 、 と っ て も 苦
労しました 。

だから、 私 は こ の時 「 も っ と も っ と 英語を勉強しな く ち ゃ ！ 」 と 強 く 思 いました 。
3日目には、 も う打 ち 解 けて き て い て 、 4日目にはう ん と 友達が増え ました 。 しか も その日はキャ

ン プ フ ァ イ ヤ ー でグルー プ対抗でのゲ ームをした り 、 フ ァ イ ヤ ー お じ さ んが出て き て 、 火をつ け た り 、
み んなで ダンス をした り と と っ て も 楽しい夜でした 。 5 日目の今帰仁城ではい き なり 雨が降 っ て き て 、
木の下で雨宿 り をして い た ら、 ガ イ ドの人が 「こ れ は私達の先祖が 『よ く 来 たね』 と 歓迎して く れて
いる雨なん だよ、 あ り が と う と 感謝しよう ！ 」 み た いなこ と を言 っ て いました 。 なぜだ か その言葉が
と っ て も 印 象に残 っ て います。

6日目には二 度目の首里織り をしました 。 二 度目 と い っ て も 、 小 さ なしお り を織 っ た だ けで、 花瓶
敷 き み た いに大 き い も のは織 っ た事がなか っ たし、 道頓織 り は初めてなのでほ と ん ど初心者でした 。
作 っ て み た ら、 力の加減が難し く て 、 模様 はキレ イ に出来て も 、 周 り がボ コ ボ コ でした 。 で も エ リ さ
んのはと っ て も キレ イ に真 っ 直 ぐで、 「 どうした ら こ うなるの ？ 」 と 聞 い た ら、 「あ ー 、 コ ツをつ か ん
だのが速か っ た から私 はこ うなっ たよ。」 と 言 っ て い ました 。 私 はコ ツ と かじ ゃ な く 、 単にエ リ さ ん
は器用なん だな と 思 いました 。 その夜 は居酒屋海援隊 沖縄に行 き ました 。 私が座 っ た 席には盛 り 上 げ
役の将吾に い に い と 義弥に い に い の二 人 と 健 と ミ サキ さ ん と 明 奈 さ んがいました 。 後から雅 さ ん も 来
て 大盛 り 上がり で笑 いす ぎて ア ゴが痛 く なる く らい楽しか っ たです。

色 々 な楽しい事があ っ た け ど、 や っ ぱり 一 番の思 いではエ イ サ ー です。 毎日練習して 、 今までや っ
た中で一 番 み んなが一 丸 と なっ た事だ と 思 い ました 。 み んな と エ イ サ ー 披露をして 私 は、 「み んなが
一つになれ た ん だ ！ 」 と 、 と て も 嬉し く 思 い ました 。

私 は こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー に参加で き て 、 心 から嬉し く 思 っ て います。 また い つ か み んな
に会える日を楽しみにして い ます。 あ り が と う ご ざいました 。
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比嘉 美幸
·------ - - - - - - -- - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

HIGA MISAKI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て

与那 原 中 学校 3 年 -1 曹� 7 月29 8 から8月8 8 の1 1日間のツア ー は長 い
ようで短か っ た 時 間でした 。

最初 は不安な事が多 く て 、 本当に自分 は大丈夫 だ ろ う か と 思 い ました 。 しかし、 そ んな不安 はす ぐな
く なり 、 毎日楽 し く す ごす事がで き ました 。

私 は、 ジ ュ ニアスタデイ ー ツア ー に参加するにあ た っ て 、 三つの目標を立てました 。
まず一 つ目は、 多 く の人 と 少しで も 仲 良 く なる こ と です。 こ の目標 は達成で き た と 思 い ます。 県外

参加者には結構日本語を話す 人が多 か っ たので、 す ぐに仲 良 く なる事がで き ました 。 また 、 県内参加
者 と も す ぐに話せるようになっ た と 思 い ます。

二つ目は、 コ ミ ュ ニケーションを と る事です。 こ れ も 目標達成した と 思 います。 あのメ ンバ ー では
お 互 いの考え を取 り 入れられて い た と 思 い ました 。

三つ目は、 沖縄の文化に典味を持 っ て学習する事です。 こ れ も 達成で き た と 思 い ます。 自然学習や
文化学習、 歴史学習、 社会学習、 平和学習な ど、 さ ま ざまな学習をして み て 、 改めて 沖縄のす ご さ が
わ か り ました 。 私 は こ の ツア ー のほ と ん どが初体験ばか り で、 沖縄の文化な ど、 た く さ ん わ か っ た事
も あ り 、 も っ と 沖縄の文化に興味を持つ事がで き たし、 沖縄に住めて 、 ウチナ ー ンチ ュ である事を と
て も 誇り に思 いました 。

こ の ツア ー は、 本当に毎日が楽し く て 、 なに も か も が勉強になり ました 。 こ の参加者 と 出会 っ て み
て 、 自分の考え や 気持ちなどい ろ い ろ 変 わる事がで き ました 。 ど こ に住 んでいて も ウチナ ー ンチ ュ だ
し、 イチャリ バ チ ョ ー デー の気持 ち を大切にしよう と 思 いました 。
こ のツア ー で、 本当にい い 経験をする こ と がで き ました 。 こ の体験を今後、 色 々 な事に活かして い け
ればい いな と 思 いました 。

こ の ツア ー で出会っ た参加者 と の今後の交流の継続 は、 まず、 手紙のや り と り をしよう と 思 い ます。
特に、 県外参加者の人 と は、 こ れから も 手紙のや り と り をして 、 も っ と 沖縄の事を知 っ て も らい た い
し、 その他の国の事 も も っ と 知り た いので、 手紙で今後の交流を深めて い き た い と 思 い ました 。 県内
参加者の人 と は、 手紙のや り と り 、 メ ー ルな どで交流を深めて い く つ も りです。

最後に、 こ のジ ュ ニアスタデイ ー ツア ー で出会 っ た参加者の皆 さ ん 、 ス タッ フ の皆 さ ん 、 沖縄県の
方 々 、 そして稲嶺知事な どの皆 さ んのお か げで こ のような今まで味わ っ た事のない 充実した 1 1日間を
経験する事がで き た と 思 います。 本当にあ り が と う ご ざいました 。
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崎原 佑介
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

SAKIHARA YUSUKE ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

与 那 原 中 学校 3 年 I .fl "- tヽ 1 僕が こ の ツ ア ー に 参加 し よ う と 思 っ た 理 由 は 、
去年 ホ ー ム ス テ イ で学 ん だ こ と の 1 つ で あ る 「恥

ず か し が っ て い て は 、 ど う に も な ら な い 」 と い う こ と を 、 再度確認 し た か っ た です。
そ れ と も う 1 つ 、 世界 中 の 人 々 に 沖縄 の 文化 と 、 日 本 の 文化 を 、 伝 え た い と 思 っ た か ら です。 応募

当 初 は 、 選 ば れ る か ど う か さ え 、 不安 で、 自 倍 が な か っ た の です が、 無事選 ばれた と き は 、 本 当 に 嬉
し く て 、 友達 に 自 慢 し て ま わ っ た ほ どです。 そ の く せ に 、 他 の 参加 者 と う ま く や っ て い け る だ ろ う か ？
ち ゃ ん と ま わ り に 溶 け 込め る だ ろ う か ？ と 、 今更 な が ら 心配 し て い る 自 分がい ま し た 。

し か し 、 始 ま っ て み れ ば と て も 楽 し く 、 み ん な い い 人達 ばか り で 、 そ ん な 不安 も す ぐ に 打 ち 消 し て
く れ ま し た 。

1 日 目 は 、 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー が あ り ま し た が舞台発表が と て も 充実 し て い て 、 見 て い て 楽 し か っ
た です 。 ブ ラ ジ ル か ら の参加者の ダ ン ス や 、 イ ギ リ ス か ら の 参加者 の ギ タ ー 、 沖 尚 の 地域交流 ク ラ ブ
に よ る エ イ サ ー な ど、 多彩 な 内 容 で し た 。 実際、 僕 も 空手 の 演 武 を し ま し た 。 そ れ を 通 し て 、 2 人 の
友達 も で き ま し た 。 国 も 文化 も 言葉 も 違 う け ど、 何か 1 つ の こ と を 通 し て 、 友達 に な れ る と い う の は 、
本 当 な ん だ な 。 と 、 思 い ま し た 。 楽 し い ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー も 終わ り 、 1 日 め の 日 程 は こ れで終了 、
2 日 目 か ら は 、 い よ い よ 歴 史 ・ 自 然 • 平和 ・ 文化の 各学習 が始 ま り ま す 。

2 日 目 の 朝早 く 、 フ ェ リ ー に 乗 り 込 み 渡嘉敷 島 に 出発です。 渡嘉敷島 の 海 は と て も き れい で、 楽 し
み に し て い た シ ュ ノ ー ケ リ ン グ は 、 期待以上 の も の で し た 。 ど こ ま で も き れ い な 透 明 な水が続 き 、 水
中 に 泳い で い る 魚 が、 ま る で空 を 飛ぶ 鳥 の よ う に イ キ イ キ と し て い ま し た 。 生 ま れ て 初 め て の シ ュ ノ ー

ケ リ ン グ で し た が、 な ん だか前 に も 見 た こ と があ る よ う な 、 ず っ と 前 か ら そ こ に 居 た よ う な 、 居心地
の 良 さ を 感 じ る こ と がで き ま し た 。 そ れか ら 、 昼食の 後 の サ ッ カ ー も 、 と て も 楽 し か っ た です。 う ま
い 人が た く さ ん い て な ん だか嬉 し か っ た です。 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル サ ッ カ ー な ん て 、 誰 も が体験で き
る も の で は な い の で、 貴重 な 体験 に な り ま し た 。 本 当 は 、 も っ と た く さ ん や り た か っ た です。

5 日 目 の伝統工芸体験 は 、 海外参加者 は も ち ろ ん 、 県 内参加者 の み ん な も 、 初体験の 人 は 、 多 か っ
た と 思 い ま す。 僕 は 、 琉球漆器 を 選択 し ま し た が、 こ れ も 生 ま れ て 初 め て の 体験で し た 。 皿 に堆金モ
チ を 貼 る 作業 で し た が、 な か な か難 し か っ た です。 で も そ の 分、 完 成 し た と き の 達成 感 は 、 大 き か っ
た です 。

6 日 目 の 平和学習 で は 、 み ん な 真剣 に取 り 組 ん で い ま し た 。 戦争の体験者か ら 聞 かせ て も ら っ た 貴
重 な お 話 し は 、 皆決 し て 忘 れ な い と 思 い ま す 。 そ れぞれが 自 分の 国 に 帰 っ て も 、 戦争 を 起 こ し て は な
ら な い と い う 考 え を 持 ち 続 け 、 そ し て そ の 考 え を 世界 中 に 発信 し て ほ し い と 思 い ま す。

7 日 目 は 、 移民 の 歴 史学習 と ワ ー ク シ ョ ッ プ。 移民 の 歴 史 に つ い て 学 び ま し た 。 世界 ウ チ ナ ー 紀行
で 有 名 な 前 原 さ ん の 話 を 聴 い て 、 ア イ デ ン テ イ テ ィ ー と は 、 何 だ ろ う と 、 思 い 、 「 自 分 は 、 自 分。 そ
う い う こ と な の だ ろ う か ？ 」 と か ん が え ま し た 。 移民 の 仕送 り が県 の 収入 の ほ と ん ど だ っ た と 聞 い た
と き は 、 「 言語 も 文化 も 違 う し 、 苦 し か っ た に 違 い な い 。 そ れ で も が ん ば っ て 働 い て 仕送 り し て い た
な ん て 、 な ん だ かす ま な い 。 」 そ う い う 気持 ち に な り ま し た 。

8 日 目 は 、 テ ン ブ ス 館前 で 、 エ イ サ ー の披露です。 こ れ ま で 、 毎 日 練習 し て き た エ イ サ ー を 、 一心
不乱 に 踊 り ま し た 。 す こ し ひ っ かか っ た と こ ろ も あ り ま し た が、 な ん と か踊 り き れ ま し た 。 踊 り 終 え
た あ と 、 第4回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 の テ ー マ ソ ン グ が、 流 れ た 時、 思 わ ず僕 は 、 泣 い て し ま い
ま し た 。 「 チ ム グ ク ル 、 チ ム チ ュ ラ サ 、 未来へ架 け る 橋 チ バ リ ニ ー セ ー タ ー 」 な ん だ か 自 分達 に
そ う い っ て い る 気が し て 誇 ら し く 思 い ま し た 。 県知事 に挨拶 し て 退場す る と き は 、 こ れ ま で に 無 い 位
涙が溢 れ て き ま し た 。 泣 か な い と 決め て い た の に 泣 い て し ま う な ん て 、 何 だ か悔 し か っ た です。 で も 、

「 こ れ で も う 終 わ り だ。 」 と お も っ て し ま う と 止 め ら れ ま せ ん で し た 。 こ の 一 週 間 ず っ と 一緒 だ っ た
仲 間 があ と 2 日 で い な く な っ て し ま う な ん て 信 じ ら れ ま せ ん で し た 。

そ し て 迎 え た 最後の 日 、 修了式 を 終 え 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 楽 し い 思 い 出 し か 出 て き ま せ ん
で し た 。 ス ク リ ー ン に 映 し 出 さ れ る 映像 を 見 る 度、 笑 っ て ばか り で し た 。 そ の 後 の 舞台発表 は 、 各 国
の ダ ン ス が主 で し た 。 今思 え ば、 何度 も 踊 る 機会があ り な が ら 、 僕 は あ ま り 踊 っ て い ま せ ん で し た 。 が、
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さすがに こ の日ばか り は、 踊 らずにい られませ んでした 。 今までで、 最高にハジ け た 瞬 間でした 。
こ のジュニアスタデイ ー ツア ー で1 番良か っ た のは、 沖縄の文化をしっ か り 伝え られ た こ と 。 と 、

言 い た いのですが、 や はり 、 世界中に友達がで き た こ と 、 そ れが、 こ の ツア ー に参加して 良 か っ た
と 思 う 1 番の理 由です。 66人の仲 間 と 共に こ の ツア ー で、 沖縄の文化を学 び、 感じる こ と がで き て本
当に良か っ た 。 こ れから も 、 交流を深め、 未来のウチナ ーンチュネットワ ー クを担 っ て い き た いです。
難しい と 思 いますが、 同 窓会 も 作 れ た らい いな と お も っ て います。

最後に、 上 間 さん、 勝連 さんをはじめ、 こ のツア ー の携 わ っ て い た だ い た みなさん、 貴重な体験を
させて い た だ き 、 本当にあ り が と う ご ざいました 。
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島袋 正志
- - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - -

SHIMABUKURO MASASHI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

多 良 間 中 学校 1 年 闘璽昂 '^ a紀1 僕 は、 今年の夏 休 み にジュニ ア スタデイ ー ツ
ア ー に参加しました 。

参加した き っ か け は、 枇界各 国のウチナ ーンチュの方達 と 交流する事で自分自身が大 き く 成長で き
る こ と や 、 沖縄の文化や歴 史を学習する事で沖縄県人 と しての認識 と 誇 り を知る き っ か けになれ ば と
思 い 、 応 募しました 。

最初、 緊張 と 不安でい っ ばいでしたが、 日にち が立つにつ れて ツ ア ー 参加者 と も 仲 良 く なり 、 徐、々
に打 ち 解 けて い き ました 。 世界各 国 か ら集まっ て き た 人達 と の交流 は僕に と っ てす ご く 貴重な体験に
なり 、 自分自身の視野が広 く なっ た と 同 時に世界のウチナ ーンチュの熱 い 思 いを知る事が出来 た ので
本 当に良か っ たです。

こ のジュニ アスタデイ ー ツ ア ー で心に残 っ て いる事は、 二つ あ り ます。 まず一 つ は、 渡嘉敷島の自
然体験学習です。 ア ル ゼンチン出身の宮平レオナ ル ド ・ マルティ ン と 一緒にオー プンカヤッ クに乗 り
ました 。 カヤッ ク は中央がガラス張り になっ て いて 、 海の景色をのぞ き 見る事が出来 た んですが、 た
く さんの生 き 物がい た り 、 透 き 通るような青 い海を眺めた り と 良い経験になり ました 。

二つ目は、 エ イ サ ー です。 沖縄への熱 き 思 いをエ イ サ ー に込めながら世界中に届 く ようにパ ー ラン
ク ー を叩 き 続 け た あの感動 は一 生忘れる事の出来ない 思 い出になり ました 。

こ の ツ ア ー を終え た 今、 感じて いる事 は生まれる場所や環境が違 っ て い た と して も 心 は一 つに結 ば
れて いるん だなぁ と い う こ と です。 僕自身 も 沖縄県人 だ と い う 意識があまり あ り ませ んでしたが、 今
回の ツ ア ー を き っ か けにして 改めて 再認識する事が出来ました 。 そして 、 沖縄の文化や歴 史、 伝統芸
能な どを深 く 学習する機会に恵まれ た お か げで自分の故郷につ いて も 興味 • 関心が芽生え 始めて いま
す。 こ れからは、 沖縄県人 だ と 意識を持 ちながら世界中の人達に沖縄の良 さを発信で き るような人に
なり た い と 思 い ます。

本 当に貴重な体験を させて く だ さ っ て あ り が と う ご ざいました 。
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諸見 正太
--------------- ------------- - - -------

MOROMI SHOTA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

石川 高等学校 3 年 「 ←. .，＇ ピ-, 、 前 々 か ら 沖縄の歴史や 文化な どに興味を持 っ て
い た 私 は、 世界ウチナ ー ン チュ大会のプレイベ ン

ト と して 開催 されるジュニアスタデイ ツア ー に参加した い と 思 い ま した 。
こ のツア ー の趣 旨 は、 百年以上 も 前に 沖縄から他の士地を求めて 世界中に移民して い っ た 人 々 の子

孫である二世から五世の人達が、 自分た ち の故郷で も ある沖縄に来 て 、 沖縄に住 んでいる私 た ち 同 世
代の中高生 と 一緒に歴史を学 び、 い ろ い ろな文化に触 れ た り して も っ と 外国に住 んでいる人 た ち に 沖
縄を知 っ て も らう た めの ツア ー です。 今回の ツア ー では世界中の1 1カ国 から二十 人以上の中高 生の人
が参加し ま した 。 最初の日の顔合 わ せの時にはみ んな緊張して い ま したが、 す ぐに打 ち 解 け て み んな
普通に喋れるようになっ て い ま した 。 ．

2日目は渡嘉敷島に行 き 、 海でシュ ノ ーケリ ング体験な どや ビ ー チバレー 、 ビ ー チサッカ ーな どを
して 親睦を深め ま した 。 中には内陸部の国に住 んでいる人で海を見 た こ と ない 人 も い ま した 。 海外の
人 はみ んななぜか運動神経が抜群でした 。 次の日から最終日のウ ンケイの日の道じゅね ー のた めにエ

イサ ー の練習を始め ま した 。 海外の人 はエイサ ー と かに は無縁かなぁ と 思 っ たのですが、 自分た ち の
国にある 沖縄県人会の集 ま り な どでや っ た こ と がある人や本場の 沖縄の人よ り 上手い 人 も い ま した 。
エイサ ー の練習ではで き ない 人な どを、 参加者同士で教え 合 っ た り して い ま した 。 夜な ど はほ と ん ど
の人が起 き て い て 、 い ろ んな人 た ち と 夢や好 き なこ と な どを語り 合 っ た り して い ま した 。 那覇のい つ
も 泊 ま るホ テルに戻 っ た と き も い ろ んな人の部屋に行 っ た り して 、 コ ミ ュニケーショ ン を取 っ て い ま
した 。 み んなま るで修学旅行に来 てるかのような雰囲気でした 。 エイサ ー の練習 も 日にちが経つにつ
れ て み んな様になっ て き て 前のBには違う 人 た ち に披露で き る ぐらいに成熟して い ま した 。

最終日のエイサ ー はこ れが最後のみ んな と のエイサ ー だ と 思う と 、 感動して み んなで抱 き 合 っ て 泣
い て い ま した 。 その時 は と て も 充実感があ り ま した 。 そして 、 み んな と 離れた く ない と い う 思 いが と
て も 強 く なり ま した 。 こ の ツア ー を通して 私 は自分がウチナ ー ン チュである こ と を再認識し、 ま た 勉
強して い かなけ れ ばならないな と 思 い ま した 。 こ のツア ー に参加で き た こ と を忘 れないし、 参加者で
あ っ た こ と を誇 り に思 い ま す。 ま た み んなで集 ま っ て会う こ と を楽しみにして い ま す。
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津波 義弥
- - - - -- - ------------ -- --- ------------ -

TSUHA YOSHIY A - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

北谷高等学校 3 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の感想 と
今後の 交流の継続 に つ い て

今、 思 い 返せ ば夢のようなl l H 間でした 。 毎日
寝食を共にし、 夜 も 遅 く まで語り 合 っ た H 々 。 言葉が通じな く て も なん と か理解し合お う と する仲 間
達 、 そ こ には学校にはない 、 部活に も ない 。 大切なか けがえのない 時 間があ り ました 。

初 めて 全参加者 と 顔を合 わ せ た のが、 7月29日午後1 : 00。 内心 、 F グル ー プの リ ー ダ ー と して 1 1
日間 メ ンバ ー を リ ー ドして い く こ と がで き るか不安でしたが、 そ れ以上に こ の ツア ー は私を成長 させ
て く れるだ ろ う 、 と い う 期待で胸がい っ ばいでした 。 F グル ー プには、 ブラジ ル か ら1 人、 ア メ リ カ
から2人、 ボ リ ビアから1 人 、 ア ル ゼンチンから1人、 県内から6人の1 1名で構成 されて い ました 。 私
はメ ンバ ー の顔 と 名前を覚えるた めに必死になっ て 、 毎晩参加者一 覧を見 た り 、 風呂に入っ て いる時
に、 頭の中で メ ンバ ー の顔 と 名前を一 致 させよう と 努力しましたが、 ようや く 覚え た と 思え ば、 ツア ー

が4 H 目に入 っ て いました 。 ツア ー で一番 印 象に残 っ て いる人 と 言え ば、 ボ リ ビアの安里健 と イギ リ
スの石垣兄弟です。 健のウチナ ー ロにはと て も 尊敬する も のがあ り 、 沖縄にいな く て も こ んなに方言
をしゃ べる こ と がで き るん だなあ と 思 い つ つ 、 沖縄にいながらあ んまり 方言を知らない自分が と て も
恥ずかし く 思 い 、 「 こ のままで は ダ メ だ。 も っ と 方言を勉強しよう」 と 決心しました 。 又、 石垣兄弟
はツア ー のメ ンバ ー の仲で一 番お も しろ か っ たなあ と 思 い ます。

さて 、 エイサ ー の話になり ますが、 私 はエイサ ーが大好 き で特に地元、 北谷町のエイサ ー は県内で
も トップレベ ル だ と 思 っ て います。 しかし、 い ざ踊る と なる と 、 人一 倍努力しない と い けない自分 は、
ツア ー の始めから、 「や ばい」 と 思 っ て いました 。 エイサ ー の練習 中 も 、 隣で一 緒に練習して い た ダ
ニエル と 同 じ ミ スを何回 も した り して 、 「 う ～ ん 、 こ れで き な～ い 。 」 と 二 人で頭をかかえ た こ と も あ
り ました 。 必死の練習が功をなし、 エイサ ー 演舞前日には ミ ス も な く なり 完璧に踊 れたので安心しま
したが、 本番 は、 八割 ミ スして 、 二割 成功 と い う逆転現象がお き ました 。 しか も 、 ダニエ ル と 一緒に
最前列 だ っ たので、 二 人で苦 笑 いして 、 「い っ ぱいまちがえ た ～ 。」 と 言 いながら肩をた た き 合 っ たの
をおぽえ て います。

今、 改 めて こ の ツア ー を振 り かえ せ ば、 私が F グル ー プの メ ンバ ー の顔 と 名前を一 致 させる こ と
がで き たのが ツア ー4日 日 、 キャンプファイヤ ー の交流プロ グラムで準優勝し、 団結力がグル ー プに
芽生え たの も 4 日目、 つ まり 、 心 と 心が初めてグル ー プ全員 と 繋が っ た 日が4日目でした 。 そ れから
と い う も の、 月日がた つ の も あ っ と い う 間で、 気がつ け ば ツア ー 11日目の最終日でした 。

私 は、 こ の ツア ー を通して 、 沖縄のい ろ い ろ な文化に触 れ、 自分が知らなか っ た 「 沖縄が世界に誇
れる文化」 がある こ と に気づ き 、 そのすばらしい 文化、 沖縄を世界に も っ と 広めた い と 思 う 自分がい
る こ と を知 り ました 。

「なぜ私達 は出会う こ と がで き たのか」

こ れ は私が ツア ー 終了後から考え て いる こ と です。 で も 一生かか っ て も 答えが見つ け だせない疑 問
だ と 思 います。 唯一 言える こ と が 「運命」 だ っ た と い う こ と だ け か も しれませ ん 。 私 は こ の、 ジュニ
アスタディ ー ツア ー 2006で出会い 、 か けがえ のない 時 間 を過 ごした メ ンバ ー 達 か ら大切な も のをた
く さん も らいました 。 だから、 こ の繋がり を こ れから も ず っ と 大切にしよう と 思 います。 何年後にな
るか わ か り ませ んが、 ツア ー のメ ンバ ー でまた 集まろ う と 考え て います。 最後になり ましたが、 こ の
ツア ー を支え て 下 さ っ た 多 く の方 々 、 本当にあ り が と う ご ざい ました 。 お か げ さまで、 兄弟が70人近
く で き ち ゃ いました 。
以上 ！
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山内 祐奈
. ＂ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- --

YAMAUCHI YUUNA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

普 天 間 高等学校 3 年 i� ·-� 私 は何 と い っ て も 、 こ の ツ ア ー での一番の宝物
は、 一生涯交流が続 く であ ろ う か けがえのない 友

人 た ち だ と 思 い ます。 確 か に 、 み んな国籍 も 違 う し、 言語 も 違 い 、 共 に 過 ごした 期 間 も 10日 間 と い
う と て も 短い も のでしたが、 過 ごした 時 間 に 関係な く 、 共 に 笑 い 、 泣 い た 思 い 出 は、 そ う 簡単 に 忘 れ
られる も のではな く 、 一生思 い 出 に 残る も の と なり ました 。
そして 、 当 た り 前す ぎて 、 深 く 考える こ と のなか っ た 沖縄の伝統や自然、 精神文化の素晴 らし さを

改めて 知る こ と がで き ました 。 今まで、 沖縄に 住 んでいながら、 何 も 知 っ て はいなか っ た ん だ と い
う こ と を痛感 させられました 。 しかし、 み んな と 共 に 、 い つ も と は違 う 角 度から 沖縄を見る こ と で、
沖縄の新し い 一 面を発見する こ と がで き 、 沖縄の、 人 も 文化 も 含めたすべて を今までよ り 好 き にな
る こ と がで き ました 。

ツ ア ー では、 シュ ノ ー ケリ ン グや漆器製作な ど、 今まで体験した こ と がな く 、 また 、 普段 はあまり
経験する こ と ので き ないよ う なこ と を通して 、 沖縄の自然や伝統、 文化 に 直 に 触 れる こ と がで き 、 と
て も 感動しました 。

私 は、 E グ ル ー プのリ ー ダ ー だ っ たのですが、 当然グル ー プ内 に は、 県内参加者以外に も 、 ア メ リ
力 や ブ ラ ジ ル 、 キュー バ にア ル ゼ ン チ ン と 、 世界各 国 からの参加者がお り 、 日本語がで き ない 人 も
い て 、 連絡 ひ と つ伝えるに も と て も 歯がゆ い 思 い をしました 。 グ ル ー プ外で も 、 ほ と ん どの人が母 国
語で話して い て 、 その輪の中 に 入るの は と て も 勇 気がい り ましたが、 多 く の人が母 国語 と 英語、 そ
れ に 多 少の日本語 も で き たので、 H 本語で伝 わ らな く て も 、 英単語や ジェス チャー で コ ミ ュニ ケ ー

ショ ン をはかる こ と がで き ました 。 ツ ア ー 初日 こ そ 、 ル ームメ イト に 質 問 さえ ま と も にで き ない自分
を と て も ふがいな く 感じ、 本当 に こ の 言葉の壁を乗 り 越 え る こ と がで き るのか と 、 と て も 不安でし
たが、 こ ち らが一生懸命伝えよ う と する と 、 相手 も 理解しよ う と 一生懸命 になっ て く れたので、 言 い
た い こ と が伝わ っ た 時 に は、 言 い表しよ う のない 感動を覚え ました 。 一 番大切なのは、 伝えよ う と す
る気持 ち だ と 思 います。

そして 、 海外参加者の 沖縄への思 い は と て も 強 く 、 自らのアイデ ン テイ ティ を求め に き た と い う だ
け あ り 、 沖縄の文化や歴史 に と て も 詳し く て 、 中 に は方 言が話せる人までい ました 。 私自身 、 方言
はあまり 得意ではないので、 方言 に つ い て 聞 か れ た 時 、 答え られず に 恥ず かしい 思 い をしました 。

また 、 母 国語以外に も 英語を話せる人がほ と ん どで、 中 に は日本語まで達者な人 も いました 。 その
上、 自国の伝統芸能 は も ち ろ んの こ と 、 沖縄のエ イサ ー や 空手をで き る人までいて 、 その意欲や 関
心の高 さ、 知識の多 さ に 頭が下がる思 いでした 。 ツ ア ー 中 も 、 メ モ を と っ た り する人が多 く 、 私 も そ
の姿勢を見 習い 、 も っ と 沖縄に つ い て 学 んでい き た い と 思 い ました 。 その一 方で、 英語以外の言語
の必要性、 重要性を感じ、 こ れから先、 英語がで き るだ けではい けないの だ と 強 く 感じました 。

こ の ツ ア ー で学ん だ、 沖縄の良 さ、 ウチナ ー ン チュである こ と の誇 り を、 他のウチナ ー ン チュ に も
ど ん どん伝え て い き た い と 思 い ます。 そして 、 学 ん だまま終わるのではな く 、 こ れから、 も っ と も っ
と 知識を増 やして い き 、 県内 と 海外のウ チナ ー ン チュを繋 ぐ 架 け 橋 になっ て い き た い と 思 い ます。

こ のツ ア ー に参加して 、 知識の面 だ けではな く 、 人 間 と して 一回り も 二回り も 成 長する こ と がで き
た と い っ て も 過言ではない と 思 い ます。 ツ ア ー の 参加者、 スタッ フ 、 関 係者の方 々 、 そして 、 ウチナ ー

ン チュの皆 さん。 ツ ア ー を支え て く れ た 人、 こ の機会を与え て く れたすべての方 々 に お 礼をい い た い
と 思 い・ ます。 ど う も あ り が と う ご ざい ました 。
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喜納 亜沙美
- - - - --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

KINA ASAMI 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ----- - - - - - - - - - -

普 天 間 高 等学校 3 年

「 あ り が と う 、 Thank you、 Gracias、
Obrigado」

私 は、 今回こ のジュニアスタデイ ー ツア ー に参加
して本当 によか っ た と 思 い ます。 多 く の こ と を学 び、 すばらしい大切な友達 に 出会う こ と がで き ました 。
私 は、 こ のツア ー を と て も 楽しみにして い たので、 み んな と 会え た 時 は少し緊張して いましたが、 と
て も う れしか っ たです。 み んなさすが 「ウチナ ーンチュ」 ！ 首から さげて いる国旗を見ない と 、 ど こ
の国 から来 た のかぜんぜん わ か り ませ んでした 。 み んな日本語 も 上手で初日は驚 く こ と ばか り でした 。
2日 目 からは、 本格的 に 沖縄の自然や 文化や歴史を学 んでい き ました 。 私 はツア ー 中 、 毎日い ろ んな
所を訪 れて い く 中で、 自分は沖縄の こ と につ いて 多 少知 っ て いるつ も り でしたが実際 はあまり 知 っ て
いなか っ た こ と に 気づか されました 。 私が思 っ て た 以上 に 沖縄に はすばらしい 文化や歴史、 伝統があ
り ました 。 また海外参加者 と 一緒 に学ぶ こ と で、 沖縄を客観的みる こ と がで き たのかな と 思 い ます。
そ れ と 海外参加者が 沖縄の こ と を強 く 想 い 、 一 生懸命 沖縄の こ と に つ いて学んでいる姿 に は と て も 感
動しま じ た 。 私 も 沖縄に 住 む 人 と して 沖縄に つ いて も っ と 詳し く 知 り た い と 思 い ました 。

ま た 、 世界1 1カ 国 と い う こ んな多 く の国の人 と 交流した の は初 めてで、 み んなが住 んでいる国 に
つ いて あまり 知らなか っ たのですが、 み んなそ れぞれ自分た ち でわ か り やす く 自国紹介をして く れて 、
い ろ い ろ な国の こ と に つ い て学べ たので と て も よ か っ たです。 私 はこ れから、 自分の住 んでいる沖縄
も み んなが住 んでいる国 に つ いて も い ろ い ろ 学びた いです。

そして 、 毎日続 け た エイサ ー 練習。 私 は、 約1週 間で2曲を踊 れるよう になるのか と て も 不安でし
た 。 しかし、 エイサ ー 練習が終わ っ て あ と の自由 時 間 も 自然 と み んな集まっ て き て 、 み んなで教え あ
いながら練習した り 、 祭 り 太鼓のみなさ ん も 親切 に 教え て く れたので1週 間で貨えるこ と がで き た ん
だ と 思 います。 今までエイサ ー を何度か踊 っ て き ましたが こ んなに 楽しい と 思 っ たのは初めてでした 。
本番で人前で踊るのは少し緊張しましたが、 踊 り 終 っ た 後 に は達成感がわ き と て も 感動しました 。

み んなで一緒になっ て ひ と つの こ と を成し遂 げる こ と はすばらし く 、 み んなの心をひ と つ にして 絆
を深めて く れた と 思 い ます。

住 む場所 は違 っ て も や っ ぱり ウチナ ー ンチュ。 ま さ にイチャリバチ ョ ーデー でした 。 毎晩、 寝る間
を惜しんでみ んなでお話をした り 、 遊 ん だ り 、 本当 に 楽し く て寝る時 間が も っ た いない と 感じました 。
私 は本当 にすばらしい仲 間 に 出会え た こ と が と て も う れしいです。 別 れる と き は本当 に つ らか っ たで
す。 今はみ んなそ れぞれ自分の住 んでいる場所 に 帰 っ て い き なかなか会え ず と て も 寂しいですが、 連
絡を と り 続けて い つの日かまた 必ず再会します。 また 、 今度 はみ ん なの住 んでいる国を訪 れ た い と 思 っ
て います。 また県内参加者の間で も 何か会を作 ろ う と 考え て いるので県内参加者 も た まに集まっ た り
した いです。

ウチナ ーンチュである と い う 誇 り 、 ウチナ ー ンチュでよか っ た と 思 わせて く れ た み んなに 感謝の気
持 ち でい っ ぱいです。 なので私 はこ れから世界のウチナ ーンチュ と 沖縄に住 むウチナ ーンチュをつな
いでい く 人 になり 、 貢献した い と 思 います。 も っ と 多 く の 沖縄の人 にウチナ ー ンチュである と い うす
ばらし さに気づいて も ら い た いです。

こ の ツア ー は私 に と っ て 、 一 生忘れ ら れない も の と なり ました 。 そ れ も ツアを支え て く れたスタッ
フの方 々 、 エイサ ー を教 え て く れた 祭 り 太鼓のみなさん、 沖縄尚学のみなさ んな ど多 く の人の協力が
あ っ て こ のようなすばらしい ツア ー になり ました 。 特 にスタッフのみなさん はツア ー 中 、 ま と も に寝
る こ と がで き ない く らい大変 だ っ た だ ろ う と 思 い ますがお か げで私 に と っ てすばらしい 経験 と なり ま
した 。 本当 に あ り が と う ご ざい ました 。 また参加者のみ んなに も 感謝した いです。

あ り が と う 、 Thank you. Gracias. Obrigado. また 必ず会お うね。 み んな大好 き です。
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川節 奈那
- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - · 
KAW ASETSU NANA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー レ ポ ー ト

西原 高等学校 3 年 ドキ ドキしながら開講 式のある会場へ入 っ て み
た ら1 1 カ 国から来 た県系 人の人達がいました 。 オ

リエ ン テーショ ン ・ 交流会 ・ ウェル カ ムパ ー ティ ーがあ っ て 、 い ろ い ろ な人達 と話をして仲 良 く なれ
ました 。

2日目には渡嘉敷島に行 き ました 。 そ こ では、 海に人 っ た り 、 大型 カ ヌ ーなどがあ り ました 。 海に
入れなか っ たので休んでい た 人達 と バレ ー や話をした り で き たので良か っ た と 思 い ます。

3日目は、 本島に戻 っ て 来て県庁に行 き ました 。 その後にむら咲 む らで昼食した 後、 文化学習で三
線を選 ん だら難し く て 隣にい た 人 と 大爆笑してしまい 、 恥ずかしか っ たです。 その後 に はサ ーター ア
ン ダ ギ ー を作 り ました 。 グル ー プの中で私達のグル ー プが一 番 「お いしそ う」 と 言 わ れました 。 と っ
て も お いし く で き て い たので、 嬉しか っ たです。

4日目は、 トレッキ ングで比地大滝に行 き ました 。 弁 当の包みがトトロに出て き たのに似て いる と
思 いました 。 川 を裸足で歩いて い た ら、 滑 っ て 落 ち ました 。

5 日目に美ら海水族館に行 き ました 。 ジ ンベイザ メ やイル カ のショ ー を見れて 、 と っ て も 嬉しか っ
たです。 マチグワ ァー 散策では普段見る事が出来ない も のが見れて 、 良 か っ たです。

6日目は歴史学習で首里城から識名園まで学習した後、 南風原レス トラ ン で昼食を と り 、 工芸体験
では首里織を選 んで こ う い う物なのか と 知り ました 。

7 日目には平和学習。 地上戦での講話、 ビデオを見て 、 聞 い て 、 知らなか っ た事 も あ っ て さらに怖
か っ たです。

8 B 目 は国 際セ ンター に行 っ て 移民の歴史の話や ゲ ームをした り して 、 移民の事が わ か り ました 。
9 B 目 は平和通 り で道ジュネ ー 、 テ ン ブス 館前広場ではエイサ ー を披露しました 。

最終日に修了式 と さよならパ ー ティ ー をしました 。 長 か っ た 11日間が今日で終わるのか と 思 う と 、
と て も 寂しか っ たです。

こ のス タデイ ー ツ ア ー で一緒にや っ て き た メ ン バ ー と す ごした 11 B 間 は も う 一 度 はない と 思 う け
ど、 こ の ツ ア ー で出来 た 友達 は一 生の付 き 合いになる と 思 い ます。

今後の交流の継続につ い て 、 手紙のや り と り や海外に行 っ て 交流した い と 思 っ て います。
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屋比久 ま り
YABIKU MARI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2006 に 参加 し て

浦添工業高等学校 3 年 ' 、�-“｀ 私が、 こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー に参加し
て 得 た モ ノ は、 本当に私に と っ て 忘 れる事の出来

ない大切なモ ノ になり ました 。 沖縄の自然に触 れ、 文化を学 び、 歴史を知る こ と が出来た こ の ツ ア ー 。
今、 振 り 返え っ て みて 、 出会っ た 人 々 や 、 ツ ア ー を支え て く だ さ っ た 全ての人に感謝の気持 ち でい っ
ばいです。

初めは、 英語や ス ペイ ン 語、 ポ ルトガル語、 た く さんの言葉が飛 び交 っ て いて 、 正直、 と ま どいが
大 き く 、 打 ち 解 け られるか不安でしたが、 日を増す ご と に、 その不 安 は消え て い き 、 す ぐに 「み んな
と 離れ た く ない 」 と 思うようになり ました 。
さて 、 こ の ツ ア ー では、 さま ざまな体験をする事が出来ました 。 沖縄の事は、 知 っ て いるつ も り でし
た が、 実際 は、 知らない事の方が多 く 、 体験した事全てに、 感動しぱなしでした 。 まず、 自然のす
ばらし さに改めて 気付か されたのは、 渡嘉敷島の青い海 と 、 名 護の青 々 しい緑です。 本当にキレイで、
と て も 感動しました 。

また 、 平和学習では、 戦争体験者の話を聞 く 事が出来ました 。 戦争の恐 ろ しさや、 残酷 さを感じ、
も う 二 度 と 戦争をお こ して ほし く ないし、 絶対に起 こ させない と 胸に誓 いました 。

さて 、 ツ ア ー 最大のイベ ン ト と なっ たのが、 て ん ぶす館前での、 エイサ ー 披露です。 初めて やる、
本格的 なエイサ ー に、 苦戦しながら、 そ れで も 本番に向 けて 、 練習の後 も ホテルに戻 り 、 振り 付 けを
確認した り 、 み んなこ のイベ ン トを成功 させよう と 一 生懸命でした 。

そして 、 本番 当日は、 本当に感動的な も のになり ました 。 み んな、 フ リを間違え て も 、 最後まで笑
顔で踊 り き る こ と が出来ました 。 ニ ライヘの風を歌 っ た 時 は、 自然 と 涙が こ み あ げて き て 、 こ のまま
時 間が止まれ ばい いのに と 思 いました 。

た っ た 1 1日間の短い期 間でしたが、 私に と っ て 、 み んなは、 友達であ り 、 兄弟です。 た と え 、 離れ
て いて も 、 ウチナ ン チュのチムグ ク ル は、 国境を越え 、 世代を越え 、 変 わる こ と はない 、 固 い 絆で結
ばれて いるし、 繋が っ て いる。 私 は、 沖縄に生まれて こ れた こ と 、 み んな と 出会え た こ と 、 そして 、
こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー に参加出来 た事を誇り に思 い ます。

最後に、 こ の ツ ア ー をサポ ー トして く れ た 、 みな さ ん 、 参加者全員 に、 感謝の気持 ち を込めて 。
Thank you 、 グラシア ス 、 オ ブリ ガー ド 、 にふ ぇ ー で一 びる ！ み んなが大好 き です。 あ り が と う ご ざ
い ま し た ！
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運天 美由紀
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UNTEN MIYUKI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

浦添工業高等学校 3 年 L.111111 �a. I ジュニ アスタデイ ー ツ ア ー を終え て 、 始めに感
じた事は、 こ の ツ ア ー に参加して本当によか っ た

な と い う事でした 。 こ のツ ア ー に参加した から こ そ出会え た 人達。 県内の参加者 も 海外の参加者の人
達 も た く さ ん話した り 、 遊 ん だ り して 、 今思 い出せ ば と て も 幸せな時 間でした 。

ツ ア ー 初日、 集 合場所 だ っ たシティ ー コ ー トホ テルに30分前に着 い て しま っ た 私 は、 ホ テ ル の中
に入る事にす ご く 戸惑 っ て 、 しばら く ホテルの外で一緒の高校から参加した 友達 と 一緒に立 ち 尽 く し
て い ました 。 しばら く する と こ れから一 緒に生活して い く であ ろ う参加者達がみるみる集ま っ て き
て 、 緊張感が高まっ て い く のを感じました 。 県内の参加者はほ と ん ど顔合わ せの時に会っ て い たので、
知 っ て いる顔 も あ り ましたが、 海外の参加者 と 合うのはこ れが初めてで、 特に緊張しました 。 こ れか
ら一緒に生活 し て い く 事 への期 待 と 不安、 両方を抱 き ながら私 はツ ア ー の初日を向え ました 。 で も 、
想像して い た 以上に県内参加者 と はす ぐに仲 良 く なる事が出来ました 。 まだ会っ て2回目だ と い うの
にまるで昔からの友達の様に、 なんの違和感 も な く 会話をする事がで き るのが不思議な く らいでした 。
そして 、 ツ ア ー の初日からホテルの廊下で明 け方近 く まで会話をか わした り した ました 。 そして 、 私
の不安 は ど ん どん解消 されて い き ました 。 でずが、 私には も う 一 つ 気にかかる事があ り ました 。 そ れ は、
私が班長になっ てしまっ た と い う事です。 も と も と リ ー ダ ーシップを と るのが苦手な私でした 。 なの
で、 皆をうま く ま と めて い ける自信 と い う も のがあ り ませ んでした 。 け れ ど も 、 自分に与え られ た 仕
事なので一 生懸命努力して い こ う と 思 い ました 。 そした ら、 少し成 長で き るような気がした からです。
全員 と の顔合 わせ も 終わ り 、 次の日は渡嘉敷島に船で向 いました 。 船の中グル ー プの出席を と る と き
にまだグル ー プの人達の顔をまだ把握して いなか っ た ので、 い ろ んな人達の協力 を得て 、 なん と か
全員がいる事を確認す る 事がで き ました 。 そして 、 渡嘉敷島に到 着し、 そ れぞれの人 た ちが大小の荷
物抱え て 、 船から下 り ました 。 まず 始めに思 っ た事 は暑 い と い う事でした 。 そ れからバ ス で移動し、

· 私 た ち はマリンスポ ー ツ をする為に海へ と 向 いました 。 始めて き た渡嘉敷の海はす ごい 青でした 。 こ
の青よ り も 綺麗な海の青 はないのではない か と 思う く らい 素晴らしい海でした 。 で も 、 こ こ で も 私 は
少し不安でした 。 なぜなら、 私 は泳 ぎが得意な方ではなか っ た からです。 で も 私 は日焼 け止めを何度
も 塗 っ で焼 けない対策をして 、 皆 と 一緒に海へ飛 び出しました 。 まず始めに体験したのはシュ ノ ー ケ
リングで、 私 は沖縄の海に初めて 感動しました 。 脚がつ かない所まで泳い だのは初めてのこ と でびっ
く り した け れ ど、 そ れ以上にびっ く り したのは海底での魚の多 さや 生 き て いる珊瑚が美しい と 思 っ た

事です。 17年間 沖縄に住 んでいて初めて 沖縄の美しさが分か っ た日になり ました 。 その後に も 大型 カ
ヌ ー を皆で力 を合 わ せて こ いで み た り 、 オ ー プン カ ヤッ クな どをして海を楽しみました 。 その後 は
砂浜で ビ ー チフラッグを引率の先生 と 海外の参加者 と 県内の参加者で時 間 ギリ ギリまで楽しみました 。
そして 、 青年の家に行 き 、 大人の人た ち に怒られるまでた く さんの人 と の交流を楽しみました 。 部屋
に帰 っ て も話す言葉が違う子に県内の子達 と 協力して 、 言葉の壁を乗 り 越えて会話を楽しみ む事がで
き ました 。

ツ ア ー 3 H 目 は渡嘉敷島を出て 沖縄本島に戻 り 、 す ぐ 沖縄県庁で歓迎 セ レモニ ーが行 わ れました 。
県庁での カ メ ラマンの数にびっ く り しました 。 同 時に、 こ のジュニ アスタデイ ー ツ ア ー にメ デイ アが
注目して いる事をしり ました 。 午後にはむ ら咲 むらを訪 れ、 三 味線や空手、 琉球舞踊な ど海外の人 た
ち は も ち ろ ん県内の参加者に も い い体験がで き た と 思 い ます。

4日目はヤンバ ルの比地大滝に行 き ました 。 沖縄の自然を体感し、 自然の豊か さ と 厳し さを覚え ま
した 。 そして 、 夕 方には沖 尚の生徒達がキャンプファイヤ ー を盛大に盛 り 上 げて 賑や かな夜 と なり ま
した 。 グル ー プ対抗試合では初めてグル ー プで同 じ楽しみを味わ っ て 、 笑 っ た り 叫 ん だ り して 少しづ
つ 信頼関係が生まれたような気がしました 。

5 日目には美ら海水族館の見学をしました 。 綺麗な魚 や 変 わ っ た 魚がい っ ばい いて 、 目があ き ませ
んでした 。 特に世界最大 と い う 巨大水槽にいるジンベイザ メ やマンタな どの大 き さに驚 き をか く せま
せ んでした 。 そ んな魚達を背景に皆でた く さんの思 い出の写真をい っ ぱい と っ て 形に残る思 い出を残
して い き ました 。 そして 、 昼す ぎには沖縄の観光地、 国 際通 り のマチグワ ー 散策に行 き ました 。 私 た
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ち の地元なので海外の子 た ちが メ イ ン かな と 思 い き や 、 私達地元の人 も よ く 知らない狭 く て 細 い 通 り
ばか り を歩 いて存分にマチグワ ー 散策を させて も らいました 。

6日目、 も う こ の頃には全員 の名前 と 顔が一致して 、 自然に言葉を交わすようになっ て き ました 。
そ れが嬉し く て 、 意味 も ない 言葉のや り 取 り を楽しむ事がで き るようになっ て き ました 。 こ の日は首
里城をはじめ と する 沖縄の文化財を歩 い て 見学しました 。 そして その後 は工芸体験。 皆自分で作 っ た
作 品を持 ち 帰る事がで き て 、 と て も 嬉しそ うでした 。 夜 はい つ も のホテルの食事ではな く 、 なん と 海
援隊の居酒屋に皆で行 く 事になり ました 。 どうして 居酒屋に行 く のか と 不思議でしたが、 い ざ入 っ て
みる と ア ル コ ー ル は一切 入 っ て いないのに 店の雰 囲気がそう させるのか皆のテ ンショ ン は どん どん上
が っ て い く い っ ぽうでした 。 声を張 り 上 げない と 相手の声が聞 こ えない く らい うる さ く て 楽しい 夕 食
でした 。

そして 夜 は2日目の夜から毎晩取 り 組んで き たエイサ ー の練習を と まり んの広場で行 い ました 。 練
習前な ど は皆ふ ざけてる く せ に 、 曲が流れ出す と 皆真面目に取 り 組 んでてなん か い いな と 思 いました 。
そして ホ テルでは寝るのが惜し く なっ て き て 、 明日の事を気にしながら も 深夜まで皆 と い ろ い ろな話
をしました 。 別 れが近づいて いる と い う事を悲し く 思 いました 。

そして8日目つ いに明日がエイサ ー 本番 と い う H になり ました 。 そして 、 こ の日で 沖縄の見学 も 終
わ り と なり ました 。 夕 方、 も う習慣になっ て いるエイサ ー 練習 、 で も こ の日は特別な日でした 。 そ う 、
皆 と エイサ ー の練習がで き る最後の日だ っ たのです。 いつ も よ り 熱が入る練習。 皆完璧に踊 ろ う と 指
導者の人を必死 に 見つ めて 一 生懸命覚 えよう と して いました 。 そして 、 外での練習が終わ っ て も 、 ホ
テルのフロアで皆で教 え 合 いながら必死に練習して いました 。 い つ も は上からた だ見下 ろ して いるだ
けの私 だ っ た け れ ど、 その日だ け は、 友達を誘 っ てフロアまで降 り 、 一緒にた く さんの人 と 踊 り まし
た 。 最後の練習なのにす ご く 楽し く 感じました 。 その日は皆2階の廊 下にい っ ぱい 集まっ て 写真撮影
の嵐 でした 。 私 も 皆 と 一緒に過 ごした 記憶を写真 に 残した く て 、 た く さんの知 り 合 っ た 友達 と 写真を
取 り 合いました 。 プレゼ ン ト も い っ ぱい も らいました 。 悲しみを飲み込 んで笑顔で皆 と 楽し く 喋 り ま
した 。 皆 も 笑顔でした 。 そして その H は明日に備 える為に徹夜で遊ぶ 人 はいませ んでした 。

そして本番 当 日。 朝、 荷物を下に降 ろ しました 。 そして バスに乗 り 込 んでエイサ ー 会場に向 いまし
た 。 皆 い つ も 通 り でした 。 私 も い つ も 通 り 普通に友達 と た わ い も ない話をして いま し た 。 テ ン ブスに
つ いて 、 着慣れないエイサ ー の衣装を身に着 け て 、 外へ出て みる と 外 は雨でした 。 しばら く 雨が弱 く
なるのを待 っ て 、 平和通 り をエイサ ー をしながら2列で進 みました 。 私 はた またま一 番前の位置に
い て 、 少し緊張しながら進みました 。 そ れが終わ っ て 、 広場で踊る為 、 テ ン ブスのの所で待機して待 っ
て いる と 、 ど ん ど ん お 客 さ んが集ま っ て き て 、 イベ ン ト はだ ん だ ん盛大な も のへ と 変 わ っ て い き ま
した 。 プロのエイサ ー を見て いる と 鳥肌が立つ く らいカッ コ よ く 感じました 。 そして 、 ジュニアスタ
デイ ー ツア ー のメ ン バ ーがエイサ ー を披露する時 間 と なり 、 皆緊張した 顔立 ち で自分の位置へ移動し
て い き ました 。 そして 、 い き なり 聞 き なれ た 曲が流れ始め、 演舞開始 と なり ました 。 一 生懸命 こ れま
で頑張 っ て き た成果を示 そ う と 力 強 く 踊 り ました 。 そして 、 最後の曲 はなん と 生演奏付で大迫力でし
た 。 そして た く さんの喝采 と 拍手 と 共に2階へ上がっ た 時、 一 人 ひ と り の目に涙が浮か んでいました 。
一 人が泣 き 始める と 、 周 り に伝染して 、 ほ と ん どが大粒の涙を流しました 。 私 は、 自分自身なんで泣
いて いるのか分か り ませ んでした 。 何かが悲し く て 嬉し く て 、 皆で抱 き 合いながら涙を流しました 。
そして その日は過 ぎ、 1日 ごしに皆 と 再会しました 。 そして舞台に集まっ て 、 一 人ずつ 、 感想をのベ
て い き ました 。 海外の参加者の日本語による感想 は と て も 可愛 く て 、 発表会は笑顔に包まれました 。
そして 、 県参加者の感想 は、 リ ー ダ ー が代表して 発表しました 。 私 は A グ ル ー プの リ ー ダ ー だ っ た
ので、 最初に発表しました 。 あ らかじめ考 え て あ っ た 文章 だ っ たのですが、 読 んでい く う ち にだ ん だ
ん今までの思 い出がフラッシュバッ ク して 、 胸がつまるような思 いがしました 。 A グル ー プの リ ー ダ ー

と して 、 グル ー プの出席を毎日 と っ た り 、 夜 は振り 返 り シー トを一 人 ひ と り の部屋に配 っ た り 、 朝に
は全員の回収がで き ない と 朝食 も 食べれなか っ た り 、 で も グル ー プ皆 はだ ん だ ん自分が回収する前に
届 けて く れた り して 、 後半には私が回 収しにい かな く て も 集まるようになり ました 。 つ い こ の間まで
名 前 も 知 らなか っ た 人が、 今では私の名前を呼 んで く れる。 そ んな事が と て も 嬉しい と 感じました 。
こ の ツア ー に参加した からこ そ出会え た 友人達、 出逢 え た 喜 びを胸に感じ、 こ の企画を考 え て く れた
関係者の方 々 に感謝して い ます。 出会いを有難う ご ざいました 。 最高の夏休みの思 い出になり ました 。
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池原 な な え
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

IKEHARA NANAE ツ ア ー を 終 え て の感想

那覇 国 際高等学校 3 年 ！ 暑 ‘/ ..
1 1 日 間 の ツ ア ー を 終 え て 、 ま ず私が感 じ た こ と

は 参加 し て 本 当 に 良か っ た と い う こ と です 。 始 め
は慣 れ な い状況 に 戸惑 う こ と も 多 か っ た の ですが、 そ れがあ ま り 気 に な ら な い ほ ど楽 し か っ た こ と が
た く さ ん あ り ま し た 。 今で も よ く 楽 し か っ た事 を 思 い 出 し て 笑 っ て い ま す。
私 が ツ ア ー に 参加 し た き っ か け は 、 移民 を し た ウ チ ナ ー ン チ ュ の 2 世、 3 世 と 仲 良 く な り た か っ た か
ら で し た 。 移民 を し た 1 世 は 日 本語 や 方 言 を 話す こ と が 出 来 る で し ょ う が、 そ の 子 供 や 孫 に あ た る
人 々 は ど う な の だ ろ う 、 ま た そ の 国 で は どん な 暮 ら し を し て い る の だ ろ う 。 私 は そ う い っ た 興味 も あ
り 、 ツ ア ー ヘ の 参加 を 決め ま し た 。

私が一 番勉強 に な っ た の は 、 沖縄国際セ ン タ ー で の ワ ー ク シ ョ ッ プで し た 。 こ の 日 、 私 は た く さ ん
沖縄の移民 に つ い て 学 び ま し た 。 そ の な かで も 、 ブ ラ ジ ルヘ移民 を し た宮里ヤ ス さ ん の 体験記が印象
的 で し た 。 私 は そ れ を 読 ん で、 会 っ た こ と も な い相手 と 結婚 し 、 言葉 も わ か ら な い 外国で暮 ら し 、 い
ろ ん な 苦労 を し た 人がた く さ ん い た こ と を 知 り ま し た 。 そ ん な つ ら い状況 だ っ た か ら こ そ 、 み ん な で
助 け合 え る 同 郷 の ウ チ ナ ー ン チ ュ が集 ま り 、 県 人会 と い っ た コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 築 い て い っ た ん だ な ぁ
と 思 い ま し た 。 ま た 、 各 国 の そ れぞれの 県人会で は エ イ サ ー や新年会 を 行 っ た り し て い る そ う で、 と
て も 楽 し そ う で し た 。

そ れか ら 、 私 は 改 め て 沖縄 に つ い て 学 ん だ こ と がた く さ ん あ り ま し た 。 沖縄の シ ン ボ ル で あ る 首里
城 の こ と や 、 ウ チ ナ ー グ チ 、 伝統芸能 の エ イ サ ー な ど、 今 ま で知 っ て い る よ う で知 ら な か っ た こ と も
あ り ま し た 。 な の で、 も っ と 沖縄 に つ い て 勉強 し な い と い け な い な と 思 い ま し た 。

そ し て 、 私 が ツ ア ー 中 、 痛切 に 感 じ た こ と は 語学 の 勉 強 の 必要性で し た 。 普段、 勉強 し て い る 英語
で さ え 、 う ま く 意味が伝 え ら れ な か っ た り 、 聞 き 取れ な か っ た り で、 悔 し い 思 い を す る こ と も し ば し
ばあ り ま し た 。 ま た 、 あ ま り 耳 に す る 機 会 の 少 な い ス ペ イ ン 語や ポ ル ト ガ ル 語 に も 挑戦 し て み た い です。
ま た 、 私が得 た 一 番大 き な 収穫 は た く さ ん の 友達 と 出 会 え た こ と で し た 。 県内参加者 も 、 海外か ら の
参加者 も み ん な 素敵で、 い い子 ばか り で し た 。 特 に 、 私 は リ ー ダ ー を や っ て い た の で、 よ り た く さ ん
の 人 と 触 れ合 う こ と がで き て 、 本当 に ラ ッ キ ー で し た 。 こ れか ら 、 み ん な そ れぞれの 道 に 進 み 、 忙 し
く な る で し ょ う が、 い つ か必ずみ ん な と 会 い た い です。

最後 に 、 こ ん な に も 素晴 ら し い ツ ア ー に 参加 さ せ て く れて 、 あ り が と う ご ざい ま し た 。 ツ ア ー を か
げで支 え て く れ た 引 率 の 方 々 や 、 大会事務局 の 方 々 、 お も し ろ く 場 を 盛 り 上 げて く れ た 沖 尚 の ボ ラ ン
テ ィ ア の み な さ ん 、 ま た 私がお世話 に な っ た すべ て の 人 々 に 感謝 し て い ま す。 本当 に あ り が と う ご ざ
い ま し た 。

で は 、 ツ ア ー 参加者の皆 さ ん ま た い つ か必ず会い ま し ょ う 。 お 元気 で ！
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上間 も えみ
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UEMA MOEMI 忘 れ ら れ な い思 い 出

那覇 国 際高等学校 3 年 1.,9 、/·’ぷ． 今年の夏の経験は、 生涯忘れられない 思 い出 と
なり ました 。 約 9 日間寝食を共にし語 り 合 っ た こ

と や 、 毎日頑張 っ て 練習し見事な成功をお さめられ たエイサ ー 、 楽し く も 別 れが悲しか っ た さよなら
パ ー テ ィ ー 。 み んなみ んな忘れられませ ん 。 そ んな毎日に常に感動し、 友情を深めあ っ た 一週 間 。 私
の人生にお いて こ んな素敵な経験は、 後に も 先に も ないでし ょ う 。 み んな本当にあ り が と う 。

私 は以前から生まれ育 っ た こ の 沖縄が大好 き でしたが、 その割 り には知らない こ と や 訪 れ た こ と の
ない場所が多 く あ り ました 。 なので こ の ツ ア ー の募集要項を目にした 瞬 間 、 私の知識欲は駆 り 立て ら
れました 。 ツ ア ー に参加した お か けで、 よ り 沖縄を知り 、 好 き になり ました 。

ツ ア ー の中で私が一 番 印 象に残 っ て いるのは渡嘉敷島です。 スケジュー ルの都合上ウェルカムパ ー

テ ィ ー に参加で き なか っ た 私に と っ て 、 2日目の自然学習 は参加者全員 と 接する こ と がで き る最初の
チャンスでした 。 私自身 久しぶ り の海だ っ たので、 はしゃ い だ り 水鉄砲で攻撃した り して 、 と て も 楽
しむ こ と がで き ました 。 渡嘉敷島でのシュ ノ ーケリング体験は初めてで、 綺麗な海に感動しました 。
そして 、 守らなけ れ ばい けない自然なのだ と 思 いました 。 宿舎で球技をして 、 スポ ー ツに国籍 は関係
ない こ と を身を も っ て 感じました 。 そして クリ ス のエロス史 はこ の日の夜から始まっ た … 。

数多 く の体験学習 や 訪 問地の中で、 琉舞、 紅型、 比地大滝や 今帰仁城跡等 は初めての体験、 訪問で
した 。 中で も マチグ ワ ー 散策で近 く にあるのになかなか行 け ずにい た公設市場に行 け て 良 か っ たです。
識名園でガイ ド さん から琉球政府の知恵のあるエ ピ ソ ー ドの説明を聞 い て 、 感動しました 。

また 国 際センター で移民につ い て 学 び、 移民初期の頃の辛 い話を聞 く と 、 現代の私達の生活 は贅沢
・

だ と 考え させられました 。 ワ ー クショップを通して 様 々 な国の文化を知る こ と がで き ました 。 世界 に
数多 く 存在する中で、 沖縄の伝統文化であるエイサ ー をみ んなで踊 れ た こ と は と て も 感慨深 い も ので
した 。

2日目の夜から始めた約1週 間の練習で、 み んなでひ と つの も のを作 り 上 げた 感動 は と て も 大 き く
感じました 。 言葉の壁を こ え 、 感動を共有しあ え た と き 、 こ のまま時が止まっ て ず っ と み んな と い ら
れ た らい いのに、 と 思 い胸がい っ ぱいになり ました 。

全員 で揃 う のは最後の機会になる最終日。 ひ と り ひ と り の日本語でのス ピ ー チに感動しました 。 一

週 間でみ んなの日本語が上達して い た こ と は驚 き でした 。 私 も 語学の勉強に力 をい れて 頑張 ろ う と 思
い ます。 さよならパ ー テ ィ ー で ビデオを観て 、 つ い 最近の こ と なのに懐かしがり ながら、 私 は参加で
き なか っ た ウェルカムパ ー テ ィ ー のシー ンで泣 き そ う になり ました 。 で も その後の余興で楽しい 時 間
を過 ごせました 。

こ の ツ ア ー に参加して 、 海外参加者から得 た も の、 沖縄の地から得 た も のはた く さん あ り ます。 言
葉では上手 く 表現で き ませ んが、 こ の ツ ア ー での出来事は私の胸のなかに深 く 刻まれて い ます。 一生
忘 れませ ん 。 み んなに出会え た こ と を心 から感謝して います。 そして い つ か再会で き る こ と を信じて
い ます。

あ り が と う ！ Thank you ! Gracias ! Obrigada ! にふ ぇ ー で一 びる ！
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狩俣 彩乃
ー 一 ． ． ー ・ - - -- - - ・ - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - -

KARIMATA AYANO 
- - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - --

首里高等学校 1 年

と う の手紙を書 き た い と 思 い ます。

み ん な に あ り が と う

最初に、 私 は、 文章 と か書 く のがあ んま り 得意
じ ゃ ない から感想じ ゃな く て 、 み んなへのあ り が

まず は、 参加した ら ？ と 言 っ て く れ た 先生にあ り が と う 。 運試しのつ も り の申し込み用紙から こ の
ツ ア ーが始ま り ました 。 こ の ツ ア ー を企画して く れ た 人 た ち にあ り が と う 。 なによ り 、 こ の企画があ っ
た こ そ 私 はこ こ まで変 わるこ と がで き ました 。 そして 、 あの素晴らしい 経験を さ せて く れて本当に感
謝して い ます。

渡嘉敷島のシュ ノ ーケリングは、 私の知らない海の世界を教 え て く れました 。 本当 に 、 感動しまし
た 。 正直、 魚で生まれて も よか っ た かな ？ と 感じました 。 カ ヌ 一 体験 も 、 1人で動かす こ と ので き る
も のじゃ ないので、 み んなで協力し合 う こ と の大切 さ を知 り 、 み んな と 一気 に 仲 良 く なれました 。

比地大滝のトレッキング も 、 最高でした 。 あ んなにマイナスイオンを う ける こ と も で き たし、 バス
のシー トをぬらして 怒られ た け ど、 あ んなにはしゃ いで泳い だのはす ごか っ たです。 あ んなにはし ゃ
げる こ と は も う ないでし ょ う 。 あ と 、 エイサ 一 体験。 本格的なエイサ ー で、 最初 は無理だ と 、 思 っ て
い た け ど、 国吉のに い に い や琉球陸祭 り 太鼓のみなさ んがち ゃ ん と 教 え て く れて 、 本番までにで き る
よ う にな り ました 。 あ り が と う 。 エイサ ー 演舞がで き た と き は、 感動のあま り 涙が止ま り ませ んでした 。

そして 、 ツア ー 参加者のみ んなへ あ り が と う 。 話しか けて く れて 、 私の話を理解しよ う と して く れ
て 、 私の言業の壁 と い う 不安を取 り 除 いて く れて 、 本当にあ り が と う 。 う れしか っ たよ。 こ んなに も 、
言葉の壁 っ て も ろ い ん だ っ て 感じたの。 み んなの話した 内 容 は、 各 国のい ろ い ろなこ と ばか り で、 改
めて い ろ い ろ な国 に 行 っ て み た いなっ て 思 っ て 、 あ と 考 え 方 も 違 っ て い て 、 日本にしか告 白 と かない っ
て 聞 い た と き はあ り えない っ て 思 っ た 。

タ コ スの国 ブラジル は、 タ コ ライスの こ と あ り えない ん だよ ね 。 なんで、 タ コ ス と して 食べない
の ？ ？ っ て 逆に聞 いて き て びっ く り した 。 で も 、 う れしか っ た け ど、 も っ と も っ と 英語、 スペイン語
と か知 ら ない自分が恥ずかし く なっ た 。 だから、 わ たしは、 み んな と また会 う と き までに絶対し ゃ べ
れるよ う になるから、 た く さ ん勉強するから。 約 束します。

私 はこ んなに み んなの こ と が大切です。 た っ た 1 1日しか会えなか っ た け ど、 ず っ と ず っ と 前 からの
親友み た いな感じです。 あ り が と う 。

スタディ ー ツア ー の修了書 は本当 は も らい た く なか っ たです。 なん か、 こ れですべてが終わる気が
した から。 で も 、 み んながス ピ ー チの と き に 、 まだ始まっ た ばか り で、 こ れから手紙 と か E ー メ ー ル
と かでつなが っ て い こ う っ て い っ て い たので、 私 はそ れを信じます。 寂しい と き は、 手紙、 メ ー ルを
するよね。 い っ ぱい写真 も 送 り ます。 だから、 絶対 に 忘 れないでね。

最高の思 い出を く れて 、 あ り が と う 。 た く さ んの友達を く れて あ り が と う 。 私に言業の壁の弱 さ を
教 え て く れて あ り が と う 。 み んなの国に遊 びに行 き ます。

最後に 5 カ 国語であ り が と う をい います。

あ り が と う 。 Thank you. Gracias. Obrigado. ニヘ ー デー ビル。
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久貝 博文
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KUGAI HIROFUMI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

小禄高等学校 1 年 ジュニアスタデイ ー ツ ア ー を終え ての感想 は、
と っ て も い い 時を過 ごした と い う事です。 最初の

日は、 知 り 合 い も いない し、 友達で き るかな ぁ と 不安に思 っ て い ました。 一日目のウェ ルカムパ ー

ティ ー では、 と っ て も お いしそ うなご飯が出て き て ビッ クリしました 。 また 、 出し物をや っ て いて 、
ギター を弾 いて いる子がいて 、 す ごい ！ と 思 っ た と 同 時に、 あの子 と 友達になれそ う と 思 い ました 。
ご飯を食べて いる時、 一緒のグル ー プ ( D グル ー プ）の人 と話をしました 。 こ のウェルカムパ ー ティ ー

でほ と ん どの人 と話が出来て 嬉しか っ たです。 初日のホテルの部屋のメ ンバ ー は、 3人でした 。 日本
語があ ま り 話せない 人 だ っ たので頑張 っ て 英語で コ ミ ュニケーションを と り ました 。 その子供 た ち に

「 ドラ ゴンボ ー ル 知 っ てる ？ 」 と 英語で聞 く と 、 「も ち ろ ん」 と 答え て く れました 。 日本のアニ メ は、
外国で も 人気があるので、 話が合 っ て 良か っ た と 思 いました 。

2日目は、 渡嘉敷島に行 き ました 。 そ こ に行 く のは2回目だ っ た け ど、 何か初めて 行 く 感じがしま
した 。 渡嘉敷島に はフ ェリ ー で行 き ました 。 フ ェリ ー の中で は、 「佑介」 と話しました 。 渡嘉敷島に
着 く と 、 自然学習 と してシュ ノ ーケリングをしに海へ行 き ました 。 そ こ では、 普段体験で き ない事を
体験する事が出来て本当に良か っ たです。 ビ ー チではビ ー チサッカ ー をしました 。 と っ て も 走 り に く
い所でした 。 石が痛 か っ たです。 その日の夜、 初めてエイサ ー 練習を行い ました 。 曲 名 は 「 ミ ル クム
ナリ」 でした 。 最初 は、 ステップの練習をしました 。 その日の夜 は、 み んなでトー クをしてました 。

3日目は、 県庁へ行 き ました 。 そ こ で、 初めて 知事に会い ました 。 そ こ での思 い 出 は、 知事 と話し
た 事 と 、 握手した事です。 友喜しか っ た です。 次に読谷のむ ら咲 む ら と い う 所に行 き ました。 空手 も
体験で き 、 サ ーター アン ダ ギ ー を作る事が出来て 良 か っ たです。 サ ー ター アン ダ ギ ー を作 っ て いる時、
自分た ち のグル ー プは 「新しいサ ータ ー アン ダ ギ ー 」 と い う事をテー マにして 作 っ てました 。

4日目は、 比地大滝へ行 き ました 。 そ こ に行 く のは2回目だ っ た け ど、 最初 来 た 時よ り 石が増えて
ました 。 その日の夜、 バ ー ベキュー をしました 。 お いしか っ たです。

5 日目 は、 美ら海水族館に行 き ました 。 イルカが可愛 か っ たです。
そ れから ・ ・ ・ と い き た い と こ ろ ですが、 3枚 と 決まっ て いるので こ れ以上書け ば10枚い く のでオ ー

バ ー してしまいます。 ごめん な さ い 。 本当 は も っ と 書 き た いです。 作文 も 好 き だし、 こ のジュニア ス
タディ ー ツ ア ー は本当に一 生の宝物です。 あ り が と う ご ざいました 。 スタッ フ の皆 さ ん 、 サポ ー トあ
り が と う ご ざい ます。 自分 も そ う い う 仕事がした いです。 ボランティ アで も い い からした いです。
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大城 ひ ろ か
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OSHIRO HIROKA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

那覇西高等学校 2 年 l ＇：.. �遭’� ジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー でみ んな と す ごした
1 1日間 は、 と て も あ っ と い う 間 だ っ た け ど、 と て

も 楽しか っ たです。 最初 はみ んな と 仲 良 く なれるか自己紹介の時 は不安だ っ た け ど、 沖 尚の人達が司
会をして く れた 交流会で場の雰 囲気が良 く なっ て 楽しか っ たです。 ゲ ーム も 良 か っ たし、 ダンス は初
めて だ っ た んですけ ど、 み んなでや っ た らす ご く 楽しか っ たです。 ツ ア ー では初めての体験が多 か っ
たです。 県知事の稲嶺 さんに会っ た事、 琉球舞踊 、 比地大滝のトレッキング、 美ら海水族館見学な ど、
ツ ア ー 期 間中 はほ と ん どがや っ た事がなか っ た こ と を体験で き た ので と て も い い 経験になり ました 。
県知事に会え た事は貴重な経験だ っ たし、 琉球舞踊 は初めて や っ て 、 ゆ っ く り な動作 だ っ た け ど き つ
く て 楽しか っ たし、 首里織 も 初めて や っ て 、 記念に コ ー ス ターがで き て と て も 嬉しか っ たです。

一 番思い出に残 っ て いる事は、 毎日み んなでエイサ ー を練習した事です。 海外参加者がエイサ ー を
やるのは初めて だから頑張り す ぎて い た と 思 う のですが、 動 き がす ご く 大 き く て ビッ クリしました 。
中にはす ごい う まい 人 も い ました 。 そ れから、 ほ ほ毎日練習をして 、 お 互 いに教え 合 っ て 頑張 っ て 良
か っ たです。 ホ テルに帰 っ て も 練習して いてす ご く 感動しました 。 一 つの目標に向 か っ て み んなで頑
張 っ て 、 一 つになれたよ う な感じがしました 。 披露する時には、 み んな と て も う ま く なっ て いて 、 み
んなで最初から最後まで踊る事が出来て 良 か っ たです。 ち ゃ ん と 頑張れて 、 と て も 嬉しか っ たです。
で も マレーシア の摩耶 と アリ ー ニが一緒に出れな く て 残念だな と 思 いました 。 全員 揃 っ て い た ら も っ
と よか っ たな と 思 い ました 。

こ れからは、 手紙交換な どをた く さんして 、 ず っ と 友達でい た い と 思 います。 手紙を続 け られるよ
う に頑張り た いです。 そ れから、 ツ ア ー に参加して 、 ポルトガル語や英語以外の言語に も 興味を持 ち
ました 。 少しずつ 他の言語 も 勉強して 、 手紙 と かポルトガル語で も 書け た らい いな と 思 い ます。 絶対
にみ んな と ず っ と 連絡を と っ て い き た いです。 そして 、 将来、 外国へ行 っ た 時には会え た らい いな と
か思います。 も っ と 、 沖縄 と 海外の仲が良 く なっ て 、 お 互 いの文化な どを知る機会が増え て い っ た ら
い いな と 思 います。
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IWATA AYA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で学ん だ事

那 覇 西高等学校 1 年 l� 私が こ の1 1日間の ツ ア ー を通して体験した事、
理解した事、 学 ん だ事 と た く さんの思 い 出 は、 私

の一 生の宝物 だ と 思 っ て います。 こ の ツ ア ー で得 た物 は三つ あ り ます。
一 つ 目 は、 ツ ア ーに参加する前の作文に、 も し参加で き た ら、 新しい自分が見つ かるか も しれない

と 書い て い ました 。 実際 こ の ツ ア ー に参加して 、 た く さんの人 と 寝食を共にし、 さま ざまな体験を さ
せて も らっ てす ごした 1 1日間で、 言葉では言い表せない け れ ど、 ど こ か違 う 新しい自分が見つ か っ た
と 思 い ます。

二つ目は、 名 前 も 知らない 人達 ばか り で、 仲 良 く なれるか心 配 だ っ た け れ ど、 一 つ 一 つの体験や 工
イサ ー 練習、 み んなで同 じ 時 間を過 ごす事で相手につ いて 知る事がで き 、 た く さんの友達がで き た事
です。 別 れる事は悲しいし、 寂しい け れ ど、 こ れから ど う 交流を続 けて い く か、 一 人一 人が考えない
と い けない と 思 います。 同 じ 沖縄に住 んでいる33名 も こ まめに連絡を取 り 合 っ て 、 外国の34名 と も っ
ながり を持 ち 続 ける事が大切 だ と 思 います。 なので、 相手につ いて 理解で き る場が必要 だ と 思 っ たの
で、 み んなで交流で き るパ ソ コ ンや携帯を使 っ て 、 で き る も のを作 っ て 、 そ れを利用した らい いので
はない か と 考えました 。 各 国の状況や 生活な どをお 互 いに知る事がで き るチャンス になる と 思 う ので
い い と 思 います。

三つ目は、 自分の住 んでいる 沖縄につ いて 知る事がで き た こ と です。 海が き れい と か、 人の心があ
た た か い と は長年住 んでいるので感じて いました 。 で も 、 こ の ツ ア ー でみ んな と 歴史を学 ん だ り 、 大
滝を見 た り して 普段 と は違 う 沖縄がわ か り ました 。

しかし、 こ の ツ ア ー で一 つ だ け残念な事があ り ました 。 そ れ は、 外国からの参加者 と う ま く 会話が
で き なか っ た事です。 ジェス チャ ー で はなん と か通 じ合 っ て い ましたが、 ジェス チャ ー で伝え られ
るのに も 限界があ り ます。 何回か相手に理解して も らえ ず、 気まず く なっ た事 も あ り ました 。 なので、
こ れからち ゃ ん と 勉強して 、 会話がで き るよ う になり た いです。

私の将来の夢 は、 外国で も 働 ける看護師になる こ と なので、 こ の ツ ア ー でわ か っ た事、 学 ん だ事、
こ れから頑張る事を生かして 、 立派な看護 師になれるよ う に学校で も 勉強した いです。 い つ か会える
日になっ た ら看護師になれたよ と 言えるよ う に こ れから頑張り ます。
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INAFUKU NAMIKO ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 し て

那覇 商業高等学校 3 年 し� 私 が こ の ツ ア ー に 参加 し て わ か っ た こ と は 、 沖
縄 に 住 ん で い る 人 だ け が ウ チ ナ ー ン チ ュ で は な い

ん だ、 と い う こ と です。 世界 中 に 移民 し た 人 た ち の子孫がい て 、 そ れぞれが ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て ア
イ デ ン テ イ テ ィ を 持 っ て 生活 し て い る の です。 今 ま で知 る 機会 も な か っ た移民の歴 史 を 知 る こ と がで
き 、 実 際 に 世界 中 に 住 む二世や三世 の 同 世代 の み ん な と 十 日 間 共 に 過 ご し た こ と で、 「世界の ウ チ ナ ー

ン チ ュ 」 を と て も 身近 に 感 じ ら れ る よ う に な り ま し た 。
初 め て み ん な と 会 っ た 日 は 、 ま ず い ろ ん な 人がい る な あ と 思 い ま し た 。 日 本語がペ ラ ペ ラ な 人 も い

れ ば片 言 な ら 話せ る 人、 ま た は 全 く 日 本語 を 話せ な い 人、 顔 も な ん と な く 日 本 人 っ ぽい 人 も い れ ば
い か に も 外国 人 と い う 感 じ の 人 も い る し 、 名 前 に 日 本名 が入 っ て い る 人 も い れ ばそ う で な い 人 も い る 。
県内参加者 に も 、 中 学生か ら 高校生 ま で、 地域 も 様 々 で、 普段ふ つ う に 生活 し て い た ら 出 会 う こ と は
な い だ ろ う な あ と 思 う 人がた く さ ん い ま し た 。 そ ん な 全 く 違 う 環境か ら 来 た み ん な と 知 り 合 え て 、 ッ
ア ー を 通 し て 絆 を 深 め ら れ た こ と は 、 一生の思 い 出 です。 十 日 間 本 当 に い ろ ん な場所 に 行 っ て 、 自 然
を 感 じ た り 、 沖縄 に つ い て 学 ん だ り と 充実 し て い ま し た が、 特 に 印象深 く 残 っ て い る の は 、 ホ テ ル で
夜お し ゃ べ り し た り 、 い ろ い ろ 語 り 合 っ た り 、 バ ス の 中 で み ん な で テ ー マ ソ ン グ を 歌 っ て 感動 し た こ
と です。

ま た 、 エ イ サ ー の 練習 も 海外の子が沖縄 に 住 ん で い る 私 よ り も 一 生懸命で、 そ れ を 見 て 頑張 ろ う
と 思 い ま し た 。 ホ テ ル で も 夜遅 く ま で 集 ま っ て 教 え 合 っ た り し て 、 本番が近づ く に つ れ て 、 み ん な
自 分達 は ウ チ ナ ー ン チ ュ な ん だ と い う こ と を 実感 し な が ら 、 エ イ サ ー を 踊 っ て い た と 思 い ま す。 本番
は 、 雨 の 影響が心配 だ っ た け ど、 天気 も 味方 し て く れた の か な ん と か晴れ、 お 客 さ ん も た く さ ん い て 、
九 日 間 毎 日 練習 し て き た 成 果 を 披露す る こ と がで き ま し た 。 7 3 人 の パ ー ラ ン ク ー の音が一 つ に な り 、
重 た ＜ 心 に響 い て き て 、 と て も 感動 し ま し た 。 全員 の心が一 つ に な っ て踊 っ た こ と は 、 今で も 忘れ ま
せ ん 。

ツ ア ー が終わ っ て 、 今は み ん な そ れぞれの 国 で ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て 頑張 っ て い る こ と で し ょ う 。
同 窓会 も 発足 に 向 け て 進行 中 だ し 、 こ れ か ら も メ ー ル な どで連絡 を 取 り 合 っ て 関 係 を 続 け て い き た
い です。 県 内 の み ん な と も 年 に 何 回 か は会い た い し 、 海外の み ん な に も ま た い つ か絶対会 い た い です。
大 人 に な っ て 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 な どで会 え た ら い い な あ と 思 い ま す。 第4回 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会
が開催 さ れ る 記念すべ き 年 に 、 こ の ツ ア ー に 参加者 と し て み ん な と 出 会 え た こ と を 、 と て も う れ し く
思 い ま す。 将来 自 分の 子 ど も が生 ま れ た ら 、 「 お 犀 さ ん も 昔 こ の ツ ア ー に 参加 し た ん だ よ 」 と 言 え る
よ う に な る ま で、 ず っ と ず っ と こ の ツ ア ー は続け て い っ て 欲 し い です。
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SHIR OT A MARIA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ツ ア ー に 参加 し て

那覇 商業高等学校 3 年 � 約 1 1日間のス タ デイ ー ツ ア ー お疲れ様です。 今
回初 めて こ の ツ ア ー に参加して 、 『や っ ぱ り ウチ

ナ ーンチュは最 高 だなぁ 』 と 思 い ました 。 こ の ツ ア ー に参加した 1 1カ 国のメ ンバ ー は、 色 んな国 か ら
来て いる と い う事 も あ り 、 最初 は、 『言葉の壁』 が大 き く 立 ち はだ か っ て いました 。 で も 、 こ の ツ ア ー

に参加した メ ンバ ー は、 み んな国籍 も 違え ば使用 言語 も 違うなかで、 唯一 共通して たのは、 こ の ツ ア ー

に参加した メ ン バ ー 全員に 『ウチナ ーンチュ』 の血が流れて いる と い う事だ けでした 。 お 互 い 言葉の
壁 はあ っ た け ど、 確かに心 と 心 は繋が っ た と 思 い ます ！！！！ こ のツ ア ー の タ イ ト ルで も あ っ た 、 '’ ひ ろ が
るチムグ ク ル つなげるチムチュ ラ サ ” の意味が こ のツ ア ー を通して み んな感じ取れた と 思 います。 こ
んなに ツ ア ー 参加者のみ んな と 仲 良 く する機会を与え て く れ た 沖 尚のボ ラ ンティ アの人 た ち に も 感謝
で一杯です。 ツ ア ー 期 間中 は本当にみ んな昔か ら の友達に日に日に感じ、 初 H か ら 仲 良 く なれたのは
本当に凄 い と 思 いました 。

メ ンバ ー が地域関係な く 話し始めたのは2日目の渡嘉敷島か ら だ と 思 います。 グル ー プ関係無しに
遊 ん だ ス ー パ ー フ ロー トや大型カ ヌ ーな ど、 思 い 出した ら キリがない く ら い い ろ んなこ と をして 遊 ん
でました 。 青年の家では、 エ イ サ ー の足の動 き な どを練習して 、 夜、 み んなでロ ビ ー に集まっ てテレ
ビを見 た り して 遊 ん だ り 、 体育館でバ ス ケ と かして 遊 んでた り … と にか く 本当に楽しか っ た 記憶しか
あ り ませ ん（笑）

3B目に渡嘉敷島か ら 戻 っ て き て み んなで県庁表敬をして 、 その後に読谷のむ ら 咲 む ら で各 々 が選
ん だ伝統芸能（サンシン ・ 空手 ・ 琉球舞踊）の体験をした り 、 その体験の後に地元のお ば ち ゃ ん達 と
一緒に作 っ たサ ー タ ーアン ダ ー ギ ー は最高に美味しか っ たです ！！！ ！ ！ ！ ！ ！

4日目のキャ ン プフ ァ イ ヤ ー でグル ー プはも ち ろ ん 、 全員 一 気に仲 良 く なっ た かなぁ ～ と 思 います。
み んな 商 品 G E T の為に一 生懸命頑張 っ て ゲ ームして た り 、 最後の ダンス でかなり 盛 り 上が っ てよ
か っ た と 思 い ます ！！！ ！

2日目か ら エ イ サ ー の練習 も 入っ て き て と っ て も 楽しか っ たです。 で も い つ も 昼 間 はデジカ メ 持 っ
て 歩 い て た “ と 一 し一 に い に い ’' がま さか琉球國 祭 り 太鼓の豊見城支部の支部長 さん だ っ たなんて …

かなり ビッ クリしたのを覚え て います ！！！（笑）そ れ以上に ビッ クリしたのは海外参加者のエ イ サ ー を
踊 れるようになり た い ！！！ と い う 気持 ち でした 。 夜、 練習が終 わ っ て も 『 コ コ ど んなだ っ た ？？』 と 県
内参加者に聞 い て て 、 マジで凄 い ！！！ ！ ！ ！ ！ と 思 いました 。 琉球國 祭 り 太鼓 の メ ンバ ー に教え て も ら え て 本
当 に嬉しか っ た です ！！！ テンプス 館の前でエ イ サ ー 披露した と き に。 日出 克 さ ん と 平田 さん と 共演出
来 た の も ビッ クリしました ！！！ 『 ミ ル クムナリ』 と 『 ク ー ダ ー カ ー 』 の2曲 は絶対に忘 れないようにし
た いです ！！！

こ の ツ ア ー に参加して 毎日が楽し く て 楽し く て 仕方なか っ たです。 特に夜の フ リ ー タ イ ムは…（笑）
い ろ んな国の参加者 と 日本語 と 英語を使 っ て話しをした り 、 一緒に iPod を聞 い た り 、 恋愛相談に乗 っ
た り … と にか く 長期の修学旅行み た いで毎日が楽しか っ たです ！！！！（笑）本当に こ の ツ ア ー はい ろ んな
こ と が勉強で き ました 。 ウチナ ーンチュの移民につ いて 国 際セン タ ー で勉強したのは、 本当に勉強に
なり ました 。 こ れか ら も 少しづつ 移民につ いて勉強して い き た い と 思 い ます。

最後になり ましたが、 こ の ツ ア ー で仲 良 く なっ た メ ンバ ー と はこ れか ら も 連絡を取 り 合 っ て 、 ウチ
ナ ー ンチュ大会 ご と にみ んなで同 窓会がで き た ら なぁ と 思 っ て い ます ！！！ 県内参加者の高3を中心に
＊｀ その時 は、 上 間 さんを初め、 勝連 さんな ど こ のツ ア ー に関 わ っ た引率の方 々 も 呼べ た ら な あ なん
て 思 っ てるので是非参加して く だ さいね女｀ こ んなすば ら しい き っ か けを作 っ て 下 さっ て あ り が と う
ご ざい ます ！！！ ！ こ の き っ か けを無駄にしない こ と を約 束します ！！！ 本当に約 1 1日間 あ り が と う ご ざい ま
した 、 そして お 疲 れ様でした ！！！ また 10月のウチナ ー ンチュ大会でお会いで き る こ と を楽しみにして
ます ( = ^ - ＾ = ） V 
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J ASHIKI ALINI 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2006 に 参加 し て

沖 縄 尚 学高等学校 1 年 長 いようで本当にあ っ と い う 間に過 ぎて い っ た
ジュニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 2006。 こ のジュニ ア

ス タデイ ー ツ ア ー で過 ごした 10日間 は、 私に と っ て まるで夢のようでした 。
私 はお 母 さんが日系 ブラジル人 と い う こ と も あ り 、 ブラジルで2年間 、 また 多 く の日系 ブラジル人

が住 んでいる愛知県で6年間住 ん だ経験があ り ます。 今回、 私 はこ れらの経験を生かした い と 思 い 、
こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー に参加しました 。

最初 は 「こ ど ばの違 い」 と い う も のに不安があ り 、 本当に10日間 も 一緒にや っ て い けるのか と て も
心 配でした 。 しかし、 交流プログラムやウェルカムパ ー ティ ー を通して 、 そ んな不安 も 一気に消 え て
い き ました 。 み んな と て も 明る く 、 積極的に話しか けて き て く れました 。 また 私 は 沖縄尚学高校の生
徒で も あ っ たので、 交流プログラムの司会 も や らせて も らい 、 緊張せずに早 く 「自分」 と い う も のを
だす こ と がで き 、 す ぐに県内や海外の参加者 と 友達になる こ と がで き ました 。

こ の ツ ア ー で渡嘉敷島や比地大滝での自然学習 、 伝統芸能や工芸の文化学習 、 歴史学習 や平和祈念
公園での平和学習 、 実際に見て体験した こ と は私に と っ て と て も い い経験になり ました 。 特に平和学
習では、 貴重な体験談を聞 き 、 同 じウチナ ーンチュ と して 共に平和につ い て 考える機会をつ く る こ と
がで き 、 こ れからの 沖縄、 そして世界に平和の大切 さを発信するた めの重要なこ と だ と 思 い ました 。
こ れらの体験を通して 、 私自身 沖縄に住 んでいながら も 、 全然 沖縄につ いて 知らなか っ た こ と に気づ
き ました 。 こ れを機に こ れからは、 も っ と 沖縄につ い て 積極 的に学んでい き た い と 思 い ます。

こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー で一 番 印象に残 っ て いる こ と は、 ツ ア ー 中に毎日練習して い たエイ
サ ー です。 み んな一 生懸命練習し、 練習の時 間以外で も 自主 的に楽し く 練習しました 。 出来ない と こ
ろ はお 互いに教え あ いながら、 何度 も 練習 をしました 。 み んなで一緒にエイサ ー を練習して い く こ と
で、 共に苦労や喜 びを分か ち 合う こ と がで き ました 。 残念ながら、 私 は当 日み んな と 出演する こ と が
で き なか っ たのですが、 終わ っ た あ と のみ んなの顔が と て も 輝 いて いるのを見て 、 本当に素晴らしい
も のになっ た と 実感しました 。 見 た目や言葉、 文化 も 全 く 違う け れ ど も 一 人一 人の心が一 つになっ た
瞬 間 だ っ た と 思 い ます。

私 は こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー に参加し、 い ろ んな人 と 出会い、 共に分か ち 合い 、 学 び、 理解
し合い 、 こ の仲 間 と 過 ごして い き 、 私 は新しい自分を見つ ける こ と がで き ました 。 こ のジュニ ア スタ
デイ ー ツ ア ー で素晴らしい仲 間に出会い 、 以前よ り も 視野が広がり 、 こ の ツ ア ー を通して 一 番大事な
こ と に気づ く こ と がで き ました 。 そ れ は、 言葉が通じな く て も 本当 に伝え た い と い う気持 ちがあ れ ば
必ず相手に伝 わる と い う こ と です。 私 も 実際、 ポルトガル語は話せて も 、 英語や ス ペイン語には全 く
自信があ り ませ んでした 。 しかし、 私が一 生懸命相手に何かを伝えよう と する と 、 相 手 も 一 生懸命聞
いて く れます。 た と え 、 完璧な英語や スペイン語でな く て も 相 手に自分の言 い た い こ と を伝える事が
出来ました 。 言葉 は言 い 返せ ば相 手 と コ ミ ュニケーションを と るた めのた だの道具なのです。 今まで、
私 は言葉がすべて だ と お も っ て いました 。 しかし言葉よ り も 心が一 番大事だ と い う こ と を、 こ の仲 間
と 過 ごして実感しました 。

こ のツ ア ー も 終わ り 、 離 れ離 れになっ た け れ ど も こ れから も お 互いに連絡を取り 合 い 、 こ れからの
沖縄のためによ り 理解を深めて い き た いです。 そして い つ か私 た ち が先頭にた ち 、 よ り よい 沖縄をつ
く り 世界へ発信して い け た らい いなあ と 思 います。

こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー で出会っ た 仲 間 と す ごした 10日間 はすべて 素晴らしい も ので、 私の
宝です。 一 生忘れませ ん ！ ！ 

最後に、 こ のジュニ ア ス タデイ ー ツ ア ー を企画 ・ 運営して く だ さ っ た 方 々 、 ス タッ フ のみなさん、
そして み んなに と て も 感謝して います ！ 本当にあ り が と うが ざいました 。 今回、 こ のツ ア ー で経験 し 、
学 ん だ事を こ れからの自分に大いに生かして い き 、 頑張 っ て い き た いです ！ ！ ！ 

- 137 -



宮城 若名
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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沖縄女子短期大学附属 高等学校 2 年

間 を 過 ごす事がで き ま し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー レ ポ ー ト

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー で は 、 様 々 な 国 の 人
達 と 交流す る 事がで き 、 夏休み で最 も 充実 し た 時

ツ ア ー 初 日 は 緊張 し ま し た が、 交流会 で は 沖 尚 の 皆 さ ん が積極 的 に 盛 り 上 げて く れ た の で、 す ぐ に
み ん な と 仲 良 く な る 事がで き ま し た 。 ま た 言葉の 壁 も あ り ま し た が、 ジ ェ ス チ ャ ー を 交 え な が ら 懸命
に 話 す と 、 相 手 も 真剣 に 聞 い て 理解 し よ う と し て く れ ま し た 。

私 の 通 っ て い る 高校 は 、 全校生徒が他 の 高校の 一 ク ラ ス よ り も 少 な く 、 多 く の 人 に 出 会え る 事が楽
し み で し た が、 大 人 数で の 行動 は 中 学以来 の こ と で不安 も あ り ま し た 。

長 い 長 い 一 週 間 で し た 。 渡嘉敷 島 で は 沖 縄 の 青 い 空 と 太陽 に 照 ら さ れ た 砂浜、 輝 き を 放つ 青 く き れ
い な 海 に 出 会 い ま し た 。 山 原 で は 大 自 然 と 触 れ あ い 、 様 々 な 動植物 と 出 会 い ま し た 。 中 で も ト レ ッ キ
ン グ で 行 っ た 比地大滝 は 堂 々 と し て い て 見事 な 美 し さ で し た 。

歴 史学習 で は 首 里 の 街 を 歩 い た り 、 移民 の 歴 史 な ど を 学 び ま し た が、 沖縄の 歴 史 に つ い て 知 ら な か っ
た 事 が多 く 、 自 身 の 勉 強 不足 を 実感 さ せ ら れ ま し た 。 ま た 社会学習 で は 、 沖縄の 代表産物 で あ る 「琉
球 ガ ラ ス 」 や 「泡盛」 の 工場 を 見学 さ せ て も ら い 、 沖縄 を 支 え て い る 産物 が どの よ う に 作 ら れ て い る
か を 知 る 事がで き 、 勉 強 に な り ま し た 。

平和学習 で は 、 戦争体験者 の 話 を 聞 き ま し た 。 現在 は 多 く の 観光客が訪 れ、 楽 圃 と い う イ メ ー ジ を
持 た れが ち だ け ど、 6 0 数年前、 こ こ は 戦 地 だ っ た こ と 。 地獄 と い う こ の 世で最 も 最悪 な 場所 で あ っ
た こ と 。 青 い 空 と 海 に 囲 ま れ た 、 人が人 で な く な る 戦争 の 中 で も 一 番残忍 な 地上戦が行 わ れ た場所。
そ ん な 沖縄 を も っ と 多 く の 人 に 知 っ て 欲 し い です。 私 は 、 人類最大 の不幸 と 幸せ を 知 っ て い る 沖縄だ
か ら こ そ 、 強 い メ ッ セ ー ジ を 世界 中 の 人 々 に 向 け て 発せ ら れ る と 信 じ て い ま す。 そ し て 、 沖縄の 光 と
影が世界か ら 戦争 を 無 く し 、 平和 を も た ら す こ と を 願 い ま す。

さ て 、 文化学習 で は 沖縄の伝統芸 能 を 学 び ま し た が、 どれ も 独特 で 自 分が選択 し た 芸能 だ け じ ゃ な
く 、 全 て の も の に チ ャ レ ン ジ し た か っ た です。 で も 、 エ イ サ ー は み ん な と 踊 る こ と がで き 、 楽 し か っ
た です 。 練習 中 は 、 一週 間 で二 曲 覚 え る の は 無理 だ と 思 っ た け ど、 私 は み ん な がい た の で最後 ま で頑
張 れ た の だ と 思 い ま す 。 本大会で も 踊 る 事が決 ま っ た み た い な の で頑張 り た い です。

最 後 に な り ま す が、 大会事務局 の 皆 さ ん 、 ス タ ッ フ さ ん 、 楽 し い ツ ア ー を 企画 し て く れ て あ り が と
う ご ざ い ま し た 。 ツ ア ー 期 間 中 、 体調 が悪 い 時 も あ り ま し た が、 み ん な や ス タ ッ フ さ ん 達 の お か げ
で無事一 週 間 を 終 え る 事がで き ま し た 。 海外の 皆 さ ん と は 手紙 な ど を 通 し て こ れか ら も 交流 を 続 け て 、

「絆」 を 深 め て い こ う と 思 い ま す。 ツ ア ー で は 「 仲 間 」 と い う 最高 の プ レ ゼ ン ト を 頂 き 、 本 当 に あ り
が と う ご ざい ま し た 。 本大会 で も よ ろ し く お 願 い し ま す ！ ！ 
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感想 と 今後の交流継続 に つ い て

開邦高等学校 2 年 こ のジュニアスタデイ ー ツア ー での経験は、 私
に と っ て大 き な財産 と なっ た 。 こ のツア ー での1 1

日間 は、 風のように過 ぎて い き 、 濃密な時 間を過 ごす事がで き た 。 今で も こ の ツア ー での出来事を昨
日の事のように感じられる。 1 1カ 国の人 々 と 交流で き る機会を与え られる人 はめっ たにいない 。 ツア ー

に参加で き た 私 は幸せ者だ。
ホテルでの夜、 私達 はみ んなで会話を楽 し ん だ り 、 各国のダ ンスを教え 合 っ た り し て 楽 し い 時 間を

過 ご し た 。 言葉が違 っ て いて も 、 み んなの伝えよう と する心 、 聞 き 取 ろ う と する心があ り 、 言葉の壁
は私達に と っ て 関 係なか っ た 。 片言の英語 と ダイナ ミ ッ クなジェスチャー でなん と かなっ た 。

私 は こ の ツア ー の中で、 エイサ ー を し た事が最 も 印象に残 っ て いる。 エイサ ー の練習 を終 わ っ て も 、
国吉先生を引 っ 張 り 出 し 、 夜の九時まで練習 は続い た 。 私達 と スタッ フ は朝 からのハ ー ドスケジュー

ルに も か か わ らず、 エイサ ー 練習 を毎日約3時 間 は楽 し ん だ。 エイサ ー 練習 は き つ か っ たが、 全然辛
く はなか っ た 。 逆に と て も 楽 し か っ た 。 わ からない事があ っ た ら、 国が違 っ て いて も 関係な しにお 互
い 教え 合 っ た 。 エイサ ー を練習 し て いる時のみ んなのまなざ し は、 真剣その も のだ っ た 。 私達 は、 約
一週 間で二 曲マスター し 、 テ ン ブス館前での本番を迎え た 。 マイパ ー ラ ン ク ー にみ んな と お そ ろ いの
衣装で今までの練習の成果を出 し切るかのように真剣に踊 っ た 。 私達 ツア ー 参加者は、 エイサ ー を踊
り き っ た 後、 自然に感動の涙を流 し て い た 。 私達 はお 互 いの泣 き 顔を見て 笑 っ た か と 思う と 、 思 わ ず
抱 き つ いて い た 。 私に と っ て こ んな経験は初めて だ っ た 。 た っ たの1 1日間でこ んなに も 友情が芽生え
る も のなのか と 正直言 っ て 驚 い た 。 も う こ のまま時 間が止まれ ばい い と さえ 思 っ た 。 み んな と 別 れる
のは と て も 辛か っ た 。

私 はこ の ツア ー で沢 山の事を学 ん だ。 み んなで体験や学習 を し た自然学習 、 歴史学習 、 文化学習 は、
初めて学ぶ事が多 く 、 沖縄の新 たな一 面を知 っ た 。 そ し て 、 私が 沖縄の事につ い て 無知だ っ た事に気
付 い た 。 こ れを機会に、 こ れから も っ と 沖縄につ いて学びた い と い う 意志が芽生え た 。 そ して 、 こ れ
から私達が学 ん だ知識を世界の人 々 に伝えるた めに も 苦手な英語を も っ と 頑張 り 、 話せるようにな り
た い と 強 く 思 っ た 。 また 、 こ の ツア ー のお か げでスペイ ン 語、 ポ ルトガル語に興味を持 っ たので、 英
語をマスター し た 暁には勉 強 し て み た い と 思 っ た 。

私 は、 こ の ツア ー で1 1カ 国の人 々 と 友達になれた 。 今後 も その友人達 と 手紙や メ ー ルで交流 し 続 け
た い と 思う 。 そ して 、 いつの日か会いに行 っ て 再会 し た い 。 その時までにはお 互いに言語で も コ ミ ュ
ニケーショ ン が と れるように成 長 し て い き た い と 思う 。
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知念高等学校 2 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

こ の ツ ア ー に参加する前 は、 楽しみ と 不 安で
い っ ばいでした 。 ツ ア ー に参加する前はオリエン

テーションがあ り 、 初めて顔合わせをしました 。 その日にみ んな と なじめて 、 い ろ んな人 と話をした
り する事がで き 、 不安よ り 楽しみでい っ ぱ¢いになり ました 。

私が こ の ツ ア ー で ビッ クリした事は 、 み んな少しで も 日本語が話せる と い う 事でした 。 み んな少し
で も 勉強して 沖縄に来て いるのに、 本当に少ししか勉強しないで参加した自分が恥ずかし く なり まし
た 。 シテ ィ ー コ ー トホテルでは、 私一 人以外み んなあまり 日本語が話せない と い う 参加者 と 同 じ部屋
でした 。 伝 え た い事を動作を使 っ た り 、 単語だ けで言 っ て も なかなか伝 える事がで き ず、 相手が伝 え
よ う と して いる事 も あ まり 伝 わ らず、 と て も 苦労 し た り 悲し く なっ た り しました 。 その事を友達に相
談した り して 、 何度 も 励ま されました 。 そ れがキッカケでい ろ んな参加者 と 仲 良 く なる事がで き まし
た 。 夜になる と 、 海外の人 と 一緒に朝まで語り 合 っ た り で き て 楽しか っ た し 、 い ろ んな国の文化につ
いて 知る事がで き たので と て も 貴重な体験をした と 思 います。 夜 はほ と ん ど毎日エイサ ー 練習をしま
した 。 最初 は覚 えるのが大変で、 辛 か っ たです。 で も 最後 は と て も 楽し く エイサ ー を踊る事がで き ま
した 。 名 護でみ んなでしたキャンプファイヤ ー も グルー プみ んなで考 え た り 、 協力した り して 、 と て
も 楽し く ゲームがで き ました 。 も し も あのキャンプファイヤ ーがなか っ た ら、 私 はた く さんの友達を
作る事がで き なか っ た と 思 い ます。

こ の ツ ア ー で一 番印象に残 っ た場所 は、 平和祈念資料館でした 。 写真を見て みる と 人が人じゃ な く
なっ た 写真や実際に人が着て い た 着物 と かを見て 涙が出て き ました 。 自分が思 っ て い たよ り 本当に残
酷でショッ クを受けました 。 た っ た3 ヶ 月で こ んな事が ． ． ． と 考 え る と 、 と て も 悲し く なり ました 。
今で も こ んな事が続いて いる国 も あ れ ば、 始めよ う と して いる国 も ある。 だから、 今仲 良 く なっ た海
外の人達 や 私達で世界ので き るだ けの人達に こ の戦争 は間 違 っ て いる と 伝 え た いです。

こ の ツ ア ー に参加で き て と て も 幸せです。 また 来年 も 参加した いです。 こ れからはも っ と 英語を勉
強して 、 も っ と話せるよ う に頑張り た いです。 こ の ツ ア ー では、 英語 ・ スペイン語 ・ ポルトガル語を
使 い ました 。 そ れがキッカケで、 色 々 な国の言葉に典味を持つ事がで き ました 。 こ れからは、 い ろ ん
な言葉に挑戦して い こ う と 思 い ます。 こ の ツ ア ー を企画して く れて あ り が と う ご ざいました 。 こ れか
ら も こ の ツ ア ー をい ろ んな人に体験して 欲しい と 思 います。

-140 -



糸数 舞
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ITOKAZU MAI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て

知念高等学校 2 年 ＇ ノ’ 1 . .... 9 ジュニア ス タデイ ー ツア ー に 参加して 最初 は海
外参加者のテンションの高 さ と ス キンシップに つ

いて い けな く て「自分はこ こ に いて も い いのだ ろ う か ？ ？ 」 と 自問自答した り して いました 。 そ れ に
加え 自分が話せる外国語は英語しかなか っ たのでボリ ビアや ブラジ ルな どの国の人 と も 仲 良 く なれる
だ ろ う か ？ ？ っ と い う 不安 も あ り ました 。 しかし日がたつ に つ れ海外参加者のテンションの高 さや ス
キンシップに も 慣れ ほ と ん どの人が英語や日本語を少しで も し ゃ べれる事を知り 、 多 く の人 と 仲 良 く
する こ と がで き ました 。

み んな と い ろ い ろな所 に 行 っ て 沖縄の歴史や文化 に ふ れた り 一緒 にエイサ ー を習 っ た り して本当 に
楽しか っ た です。 み んな国 によ っ て 文化が違 う のでその こ と に つ い て 質 問 した り み んなで ダン ス を
踊 っ た り と い ろ んなこ と を経験しました 。 多 分 こ のジュニア ス タデイ ー ツア ーがなけ れ ば体験で き な
か っ た こ と だ と 思 います。 み んな優し く て お も しろ く て こ の ツア ーがず っ と 続 い た らい いな と 思 っ た
り も しました 。

さよならパ ー テ ィ ー の時 は本当 に お 別 れがつ らっ か っ たです。 み んな別 れがつ ら く て ず っ と 泣 い た
り して いました 。 た っ た 9 泊 1 1日でしたがそ れ はみ んなに と っ て か けがえのない 時 間 だ っ た と 思 いま
す。

も し201 1年第 5 回世界のウチナ ーンチュ大会が開か れるのならそ れ に 参加する メ ンバ ー も き っ と 私
達 と 同 じ気持 ち になる と 思 います。

私 はこ の世界のウチナ ーンチュ大会が今後 も 続 け られ れ ばい い と 思 います。
支え て く れ た ス タッフのみなさん本当 に お疲れ様でした 。
貴重な体験をあ り が と う ご ざいました 。
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金城 将吾
KINJYO SYOGO 
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糸 満高等学校 3 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て

6 月 の 始 め 、 私 は 平 凡 な 毎 日 を 繰 り 返 し て い ま
し た 。 と て も 退屈 で 、 「 自 分 を 変 え て く れ る も の 」

を 探 し て い ま し た 。 そ の と き 先生 か ら 勧 め て い た だ い た の が、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ツ ア ー で し た 。 日 程
を 見 た 時 は 正 直驚 き ま し た が 自 分の 好 き な エ イ サ ー を 通 し て 国 際交流がで き る な ん て 素晴 ら し い と 思
い 、 参加 し ま し た 。

沖縄県 の み ん な と の 初顔合わせ の 日 、 私 も 緊張 し て い ま し た 。 し か し 、 時 間 が経つ に つ れ緊張 も ほ
ぐ れ て い き 、 帰 り 際声 を か け あ う よ う に な っ て い ま し た 。 グ ル ー プ も そ の 日 で分か っ た の で、 自 分が
B グ ル ー プ の 長 と し て う ま く や っ て い け る か ど う か、 不安が大 き か っ た です。 協力 し て い く 北谷 の よ
し や と も 、 こ の 日 に 初 め て 話 し ま し た 。

7 月 29 日 、 研修が始 ま る 日 です。 さ す が に か な り 緊張 し ま し た 。 正 直 は っ き り 覚 え て な い く ら い で
す 。 で も み ん な 明 る ＜ 接 し て く れ ま し た 。 お か げで 「素」 の 自 分 を 出 せ た 気が し ま す。
研修が始 ま り 、 、 み ん な と の協力 を す る こ と です ぐ に 仲 良 く な れ ま し た 。 最初 は 言葉 が伝 わ ら な い も ど
か し さ や 、 文化 ・ 習慣 の 違 い で悩 み ま し た 。 で も 、 カ タ コ ト で下 手 な 英語 を 一 生懸命理解 し よ う と し
て く れ ま し た 。 と て も 嬉 し か っ た です。 英語 も 徐 々 に 上達 し た と 思 い ま す。 夜 に み ん な が う る さ く し
た 時、 私 の 発言 で寝静め た こ と も あ り ま し た 。 エ イ サ ー も 、 や は り 動作 だ け で は 教 え る の は 難 し く 、
居残 り 練習 な ど も し な が ら 頑張 り ま し た 。

私 は ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー を 通 し 、 多 く の 事 を 学 び ま し た 。 ま ず、 こ ん な に も 多 く の 県 人会が
各 国 に 存在す る こ と 。 ま た 、 人 を 思 い や る 気持 ち 。 人 々 の 温か さ 。 文章で は 書 き 尽 く せ な い ほ どです。
ま た 、 た く さ ん の 仲 間 と の 出 会 い ま し た 。 み ん な い い 奴で、 出 会 え た こ と が私 の 大切 な 宝物 です。 こ
の よ う な 体験 を 高校最後 の 夏 に 経験す る こ と がで き て と て も 幸せです。 み ん な の 顔が今で も 忘 れ ら れ
ま せ ん 。

B グ ル ー プ の わ か な 、 ひ ろ か、 み さ き 、 め い な 、 ア メ リ カ の ア シ ュ レ イ 、 イ ー ア ン 、 ボ リ ビ ア の 健、
ペ ル ー の ダ ニ 、 ブ ラ ジ ル の イ ズ ミ 、 そ し て イ ギ リ ス の 幸夫。 み ん な がい た か ら 楽 し か っ た よ 。 俺の こ
と を 支 え て く れ て 本 当 に あ り が と う 。 何年経 っ て も 連絡 と ろ う な ！

お 世 話 に な っ た 皆様、 本 当 に あ り が と う ご ざい ま し た 。 自 分 自 身大 き く 成 長す る こ と がで き た と 思
い ま す。 こ の 旅 の 思 い 出 と 、 学 ん だ事 を 胸 に 、 私 の 人生 を よ り 良 い も の に し て みせ ま す。 あ り が と う
ご ざい ま し た 。
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平良 優圭
TAIRA YUKA 
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久米島高等学校 3 年 n
 

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の感想 と
今後の 交流の継続 に つ い て

こ の ツア ー での1 1日間 は長 いよ う で短か っ た 、
夢のよ う な期 間でした 。

初めは友達が出来るか、 と て も 不安でしたが、 ウェルカムパ ー テ ィ ーな どでのゲ ームのお か げです
ぐ に 友達を作る こ と が出来ました 。 しかし、 英語圏の人 た ち だ けが来る と 思 っ て い た 私 は、 英語以外
のスペイン語やポ ルトガル語を話す人 た ち も 来て いる こ と を知 り 、 思 っ た 以上の言葉の壁 に 苦しみま
した 。 その時、 自分の未熟 さを改めて実感し、 こ のツア ー が終わ っ た ら も っ と 語学を勉強しよ う ！ と
思 い ました 。 初め、 海外参加者 と はあまり話さなか っ たのですが、 こ のままでは何 も 始まらない と 思
い 、 思 い 切 っ て話しか けて みました 。 する と 、 意外に も み んな日本語が上手 く 、 また 、 日本語が分か
らない 人 と は単語単語や ジェスチャ ー を使 っ て話した り 、 相 手 も 一 生懸命私の言 い た い こ と を理解
しよ う と して く れたので会話が出来るよ う になり ました 。

私 は こ のツア ー で沢 山の事を学 びました 。
同 じ 沖縄に住 んでいて も 行 っ た こ と のない所や や っ た こ と のない も の、 分からなか っ た こ と 、 そし

て 、 戦争の悲惨 さをより 深 く 知る こ と が出来ました 。 また 、 海外参加者の住 んでいる国 に つ いて も 初
めて 知る こ と が沢 山 あ り ました 。 しかし、 一 番大 き く 学ん だ こ と はツア ー での交流で得 た 、 友情でした 。
芸能体験の時に踊 っ た琉球舞踊でのカチャーシー や ツア ー 期 間中侮日練習したエイサ ー の本番。 こ の
時、 み んなの心が一 つになっ た と 思 います。 そして 、 言葉なんて い らない と 思 っ た 瞬間でした 。

こ う して み んな と 過 ごして いる と 、 昔から知 っ て いる友達のよ う な存在 になっ て いました 。 あ あ 、
こ れが 『い ち ゃ り ばち ょ ー で一 』 なのかな ？ と 思 い 、 み んな と 別 れるのが本当に辛 く 感じました 。

今、 私 はみ んな と 離れて島にいるのですが、 今で も メ ー ル や 手紙で連絡を取り 合 っ て いて 、 こ れか
ら も 連絡し合 う つ も り です。 そして 、 行 けるか分からない んですが、 県内参加者 と は本大会の時 、 海
外参加者 と は旅行な どで海外 に 行 っ た 時 に会え た らい いな と 思 い ます。

最後 に 、 こ のよ う な貴重な体験を させて く だ さ っ たスタッ フ のみなさん 、 パ ー テ ィ ーな どで盛 り 上
げて く れた 沖 尚のみなさん、 本当 に あ り が と う ご ざい ました 。

こ こ で学 ん だ こ と 、 出会っ た 人の こ と は絶対忘 れませ ん ！
また 、 い つ か ど こ かで会いまし ょ う ！
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ブ ラ ジ ル連邦共和 国
Federative Republic of Brazil - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ブ ラ ジル沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加 して

2006年度南 米 ブラジルより ジュニアスタデイ ー ツ
アー参加者6名を引率して父母のふるさと 沖縄を訪問
しました。 ブラジル沖縄県人会会長の与儀昭雄です。
今年は第4回世界のウチナ ーンチュ大会のプレイベン
トとして さまざまなプログラムが県により 企画 されま
した。

外国11カ国より34名、 国内33名、 各地域から13歳～
18歳までの若者たちが 沖縄に集いました。 11B 間の素
晴らしい体験を通して私が感じた こ とを述べたい と 思
います。

はじめに、 沖縄県が移住先国の若者た ちのために
ウチナーンチュとしてのアイデンテイテイの自覚、 そし
て誇り を育むこの制度に対してその恩典を受ける子弟
と と もに心から感謝申し上げます。

多種多様なプログラムに従い、 お陰で私たち は11日
間の研修旅行を感激のう ちに楽しく 過ごすこ とが出来
ました。 まず、 渡嘉敷島は海の幸がとて も 豊富である
こ とを知りました、 またウミンチュが競い合う ハ ーリー

船に乗り 実際に漕いでみる体験をしました。
読谷村のむら咲むらでのさまざまな分野の研修で

芸能、 文化、 生活習慣の紹介、 そして琉球舞踊、 三
線、 太鼓、 空手等の練習が各 々 体験できすばらしい
日を過ごすこ とが出来ました。

今帰仁の山々 、 水、 生い茂る緑、 自然の美しさ、 こ
こでは自然に対する考えを学び、 今ブラジルでも 課題
になっている緑化運動の大切 さを勉強できました。 今
帰仁城では昔を偲ぶたたずまいが感じられ、 南山、 中
山、 北 山の統一で琉球となり 中国 との貿 易が盛んに
なっ た事、 また、 薩摩の侵攻後、 藩が 沖縄県になっ た
こ と 等 沖縄の歴史に興味がわ きました。

沖縄県のお墓の事につ いて私は特に興味がありま
した。 ブラジルのお墓は家族単位であるのに対し沖縄
では 「むんちゅう 墓」 親族全ての墓であるこ とでした。
沖縄では祖先崇拝の信仰があり 祖先を敬い、 お互い
にイチャリバチョウデー 、 ユイマールの心を大事にし
ている事を感じました。 私たち2世、 3、 4、 5 世はこ
の心を大事にしていかねばならない と 思いました。

今回の体験学習で忘れて はならない こ と は平和の

礎（いしじ）、 平和祈念資料館を訪問した事です。
この大戦で 沖縄県だけが唯一地上戦が行なわれ、

20万人余の尊い命が失われました。 平和の礎（いし
じ）には敵味方なく 亡 くなっ た人の名前が刻銘 されて
います。

資料館には悲惨を極めた戦争の写真等が展示 され
てあり ました。 戦争の話を聞 き 、 目で見て戦争ほ ど不
幸な惨めな行為 はない と い う こ とです。 私たち は沖縄
に祖先を持つウチナンーチュとして このこ とを忘れる
こ となく 戦争の愚か さを語り 継 ぎ、 平和の尊 さを訴え
つづけなければなりません。

沖縄の親戚の方々 は私た ちを温か く もてなして く れ
ました、 言葉 も 満足に話せませんでしたが、 とて も 親
しみのある気持ちでした。

沖縄尚学高校のみなさん は自分た ち参加者の為に、
い ろ い ろ とプログラムを用意して く れて和やかな雰囲
気で皆 と 打 ち 解け あ い、 す ぐ友達になれた こ と も 良
かっ たです。

11B 間の短い 日 数で私たち は様々な体験をするなか
で、 心からウチナ ーンチュとしての誇り を持ち、 喜び
を感じました。

いよいよ研修最後の日 、 私たちは笑いと 涙で再会を
約束し、 語り 合いお別れしましたがこの感動が忘れら
れません。

沖縄県が次世代のために実施して いる、 この素晴
らしい制度をど う か絶やすこ となく 継続して欲しい と
お願い申し上げます。

私はこのような素晴らしい出会いが将来必ずや移住
先国で活かされて 沖縄県との大 きな架け橋として活躍
して く れる事を信じています。

今回参加した子供た ち は、 今後 も 沖縄県での体験
研修で大 きな夢を膨らませた ものと 思います。 その夢
をどのようにブラジルで活かしてい く か、 優秀な子供
たちをウチナ ーンチュ大会に招 き 成果の発表シンポジ
ウム等はできない ものか と 想像しています。 私の希望
であります。

沖縄県の皆 さんそして関係者の皆様に心からお礼
を申し上げます。 �uito Obrigado 有り 難 う 御座いま
した。
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Junior Study Tour 2006 

No perfodo de 29 de julho a 9 de agosto de 2006, foi 
realizado em Okinawa o Junior Study Tour - 2006. 
Neste ano esse programa foi considerado como pre
evento do IV Festival Mundial Uchinanchu e teve 
a participa<;ao de 67 j ovens ,  sendo 34 estrangeiros ,  
representando 1 1  pafses ,  e 3 3  repre sentantes de  
diversas escolas  e_ regioes da Provfncia .  Todos os  
j ovens  t inham i d ade e ntre 1 3  e 1 8  anos  e eram 
oriundos ou  tinham os seus ascendentes origin紅ios da 
Provfncia de Okinawa. 
0 B rasi l  foi representado por 6 j ovens estudantes ,  
selecionados e indicados pela  Associa<;ao Okinawa 
Kenj in  do B rasil - AOKB . Como acompanhante do 
grupo e convivendo com eles durante os 10 dias de 
programa<;ao dos eventos ,  pude sentir e t�stemunhar 
o esfor<;o que vem sendo real izado pelo Governo 
de Okinawa para fortalecer a identidade okinawana 
dos seus descendentes ,  constitufdos em sua maioria 
de j ovens de 3• e 4• gera<;ao, e tambem dos j ovens 
estudantes da Ilha. 
Cumprindo extensa  programa<;ao, os  partic ipantes 
puderam apreciar na Ilha de Tokashiki toda a beleza do 
mar e a sua rica flora e fauna. Nessa ocasiao, puderam 
experimentar a tradicional corrida de barco a remo, o 
hari . 
Na Vila Murashaki puderam sentir a gra<;a e a leveza 
dos movimentos da dan<;a de Ryukyu e o sentimental 
e inconfundfvel som do sanshim; puderam aprender 
o karate,  esporte in ic iado em Okinawa e que hoj e  
e pratic ado em quase  t o d o s  o s  p afses  e s aborear 
tambem o famoso sata andagui ,  muito apreciado pelos 
uchinanchus .  
Nas montanhas de Nakij in,  os jovens puderam ver e 
sentir toda a beleza da natureza e a ter consciencia da 
importancia das a<;6es voltadas para a preserva<;ao da 
mata e dos animais que as habitam. 
Vi s i tando as ru inas  do Cas te lo  de Nakij i n  e do 
reconstrufdo Castelo de Shuri, os participantes tiveram 
a oportunidade de conhececer um pouco da hist6ria do 
Reino de Ryukyu: desde as lutas para a sua unifica<;ao, 
o apogeu do Imperio quando foi intenso o comercio 
com os paises do Sudeste Asiatico, o seu declfnio com 
a invasao pelo Reino de Satsuma e finalmente como 
Provfncia do Japao com o nome de Okinawa. 
Os cemiterios familiares estilo Okinawa e do Tama
u-dun, mostraram a import却cia da fanu1ia, o respeito 
aos pai s ,  a venera<;ao aos antepassados , costume 
esse ainda muito arraigado nas famflias de brasileiros 
descendentes de okinawanos. 

Ouvindo o relato de pessoa que vivenciou a guerra 
e v i s itando o Museu Memorial  da Paz,  o Parque 
Memorial da  Paz e a Lapide da  Paz, os jovens puderam 
avaliar o sofrimento da popula9ao envolvida na guerra 
e puderam entender a razao do forte sentimento de paz 
nutrido pelos okinawanos. Todos sairam convictos da 
necessidade de lutar pela paz. 
A partir da convivencia com os famil iares atraves 
do "home stay", as caminhadas pelo Heiwa Dori e o 
contato com a popula9ao local ,  os j ovens puderam 
sentir toda a hospitalidade e a cordialiadade do povo 
de Okinawa, apesar da dificuldade de comunica9ao. 
0 treino di釘io da tradicional arte Eisa, assim como 
o desempenho dos alunos do Okinawa Shogako que 
promoveram diversas atividades voltadas para fomentar 
a integra9ao e estimular a troca de informa96es,  foram 
fundamentais para que todos se sentissem como velhos 
amigos. 
Apesar do pouco tempo de duta9ao do programa, 
percebi que todos os participantes,  os que vieram do 
exterior e mesmo os locais ,  sentiram orgulho de sua 
descendencia fortalecendo a convic9ao da identidade 
uchinanchu. 
No final  do programa, entre lagrimas e sorri s o s ,  
fo i fe i to  u m  agrad e c i m e nto a t o d a s  as  p e s s o a s  
q u e  propiciaram a o s  e studantes e s sa  inesquecfvel 
experiencia .  Houve a promessa  de divulgar esse  
programa no seu  pafs de  origem, e incentivar outros 
j ovens a terem a mesma experiencia em um novo 
encontro . 
Como sugestao, proponho que sej a  desenvolvido um 
programa que incentive o intercambio de informa96es 
entre os participantes do programa Junior Study Tour, 
atraves do departamento de governo responsave l ;  
sugiro ainda q u e  aqueles q u e  mais se destacarem, 
sej am convidados a participar do Festival Mundial 
Uchinanchu, como forma de manter sempre vivo o 
sonho de poder retormar a Okinawa. 
Ao fi n a l i z ar ,  q u e r o  d e i x ar reg i s t rado o s  m e u s  
agradecimentos e d e  toda a delega9ao brasileira, ao 
Govemo de Okinawa, pela impecavel organiza9ao do 
evento e pela aten9ao dada a todos os participantes .  
0 Junior Study Tour, pela sua  formata9ao e por 
envolver j ovens de 13 a 1 8  anos de varios  pafses 
que interagem com os j ovens da Provfncia , e sem 
duvida nenhuma um programa que promove a melhor 
e maior integra9ao entre aqueles que serao os futuros 
dirigentes de suas Associa96es em seus respectivos 
pafses. Recomendo, por isso, que esse programa nao 
apenas sej a  mantido, mas incentivado e, se possfvel ,  
ampliado. 
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ペル ー沖縄県人会

JST 2006 = 『行逢 り ば、 兄弟』

初めに、 努力して6年連続でこの素晴らしいジュニ
アスタデイ ツアーのプログラムを実行して頂い た 沖縄
県に感謝を申し上げます。

私が今年の JST 引率者として、 ペ ル ー 沖縄県人会
で選ばれたのは今年の3月末の事した。 その時点で、
私の仕事が始まりました。 推薦者の3名に連絡し、 準
備のスタ ートラインを踏みました。 まずは、 必要な書
類を記入し、 健康診断を受け、 参加申 込書を郵送し
ました。 や き も きしながら、 何週間待って、 沖縄から
公式な選定結果が届 きました。 『3名が行ける』 との
回答でした。

それからは、 沖縄の歴史や文化の勉強会を開 き 、 日
本語の勉強 も 始まり ました。 そして、 元 J S T参加者
や元引率者との集まりで、 彼らの経験や失敗話を教え
て く れました。 また、 ア ドバイスもして く れました。 同
時に沖縄で見せる予定のペル ー伝統舞踊 『バリチャ』
の練習も やって きました。 そして、 日本への入国 ビサ
やアメリカの通過ビサの手続き もしました。

それからは、 何 ヶ 月準備して、 期待し続け た 沖縄
への出発日、 7 月23日 (B) がや って き ました。 無事
な旅行の心配、 参加者3名への事前学習が足りない
と い う 責任感を背負い、 お土産いっ ぱいの鞄を持ち、
も う 一度温かい 沖縄に居たい気持ちが胸に溢れ、 リマ
の空港を後にしました。 そして、 31時間以上の長旅で、
マイア ミ 、 ダラス、 関西経由で7月25日（火）に沖縄・
那覇空港に無事到着しました。

や っ と 祖先の故郷に辿り 着い た参加者3名の微笑
みを見て、 長旅の疲れが吹っ 飛んでしまいました。 そ
して、 家族、 親戚、 実行委員会スタッフの皆さん、 沖
縄ペ ルー協会の皆さんが歓迎に来て く れるを見て、 も
う 一度 沖縄の暖かさを味わいました。

翌B26日は、 親戚訪問、 祖父にお線香を差し上げ
た後に、 在那覇ペ ル ー 共和国名誉領事、 呉屋守将 さ
んに表敬し、 県人会からのお土産を持って行きました。
その後に、 沖縄ペ ル ー協会が主催で心地良い歓迎会
をして く れました。

ホ ームステイ先の滞在が短かっ たが、 充実に過ごし
ました。 この時間を利用し、 何名かの友人にも会えま

した。
7 月29日（土）が、 プログラムの始まり であ って、

熱狂的に参加したい との気持ちで、 出来る事を協力し、
とにか く 、 スタッフの一員 として、 このプログラムを成
功させてたい と い う 気持ちでした。
最初のウェルカムイベントやキャンプファイヤーにおい
て、 沖縄尚学高校の皆さんが企画して く れた素晴らし
い交流プログラムは、 このツアーで大 きな役割を果た
して、 皆 さんが仲良 く するように貢献して く れた と 思
います。

渡嘉敷島は、 参加者の皆さん は沖縄の海が世界で
最 も 美しい海であると 気付いて く れた最適的な場所で
あ っ た と 思います。

比地大滝へのトレッキングでは、 沖縄の豊かな動物
相や植物相を観るこ とが出来ました。 そして、 美ら海
水族館では、 巨大なアクリルやた く さんの魚を飼育し
ている事で感動しました。 イルカショーでとにか く 楽し
めました。

今帰仁城跡、 首里城、 識名園の見学、 そしてガイ
ド さんの親切な説明によって、 琉球国時代の偉大 さを
知り 、 沖縄が中国、 日本そして他の国 との貿易を盛ん
に行っていた と 分かりました。

ツアーで一番心を揺 さぶ っ た 見学先が糸満市にあ
る平和祈念資料館でした。 そ こでは、 生存者の戦争
体験話をスペイン語に通訳する難しい使命を受けまし
た。 冷静な態度をとりながら、 スペイン語圏の参加者
がその戦争の恐ろしさを理解するため、 体験話を細
か く 通訳してみました。 衝撃を覚えました。 参加者は
平和祈念資料館で、 沖縄県民がなぜ、 こ んなに平和
を愛し続け、 戦争のない世界を望んでいるのかを理解
でき た と 思います。

そして、 琉球ガラス工場や泡盛工場の見学により 、
沖縄の産業については、 少し分かっ た と 思います。 那
覇の市場の見学が と て も 面 白 く て、 沖縄県民の食べ
物や普段の商売について、 学ぶ事ができ た と 思います。
そして、 参加者が毎日、 1日の行程を終わ っ た後にエ
イサ ーの練習がありました。 喜ばせるのは、 エイサー

の練習時間後に自由時間 も 使ってエイサーの練習をや
り 続けて いました。 なぜならば、 稲嶺県知事前での
エイサ ー 演舞の披露を完璧にした いからです。 そ し
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て、 全ての工程が終わっ た後、 ホテルに戻って、 参加
者は遅 く までおしゃべりしていました。 分かち合う時
間が短い と い気持ちでした。 参加者がおしゃべりして
いた頃には · 一方、 随行スタッフさんが一日で撮っ た
何百枚の写真を選んで、 実行委員会のホ ームページ
を上げる作業をしていました。 そして、 翌日の工程の
細かい調整を行っていました。 素晴らしい仕事振りで
した。

そして、 ツアーで一 番感動を受け たのは、 稲嶺県
知事前でのエイサ ー演舞の披露でした。 短期間での
練習にも かかわらず、 素晴らしい披露をして、 観客者
が楽しめた と 思います。

私の一つの心 配事は参加者がホ ームスーティ 先で
のコ ミュニケーションでした。 しかし、 参加者と 親戚
の間では、 言葉の壁を乗り 越えて、 お互いに理解し合っ
て い たそうで、 安心しました。 とて も 楽しんでいたそ
うです。 空港での別れの涙がそれを物語っていました。
プログラムの最後、 さよならパーティ ーでは、 沖縄か
らの参加者の言葉が凄い印象でした。 『これは、 別れ
ではない。 みんなが兄弟である事が分かっ た。 また、
会える日を楽しみにしている。』 と 言いました。 『行逢り
ば、 兄弟』 と いう諺で現すウチナ ーンチュの心 だ と 思
います。 と て も 感動しました。 こ れ は、 ジュニアスタ
デイ ツアーを通して、 一番学んだ事だ と 思います。 異
国に暮らして いて も 、 人種や文化のミックスがあ って
も 、 違う言葉を話していて も 、 私たちの心には、 ウチナー

ンチュの気持ちが入っていると 思います。 こ れは、 参
加者の皆さんが再確認した と思います。

終わる前に、 私を選ん だペルー 沖縄県人会に感謝
を申し上げた い と 思います。 また、 私を信じて く れた
ペルー からの参加者、 ジー ミ 君、 ガブリエラさん、 ダ
ニエラさんにあり がとうと 言いたいです。 この素晴ら
しいプログラムが実現できるために努力している沖縄
県には、 感謝の気持ちでいっ ぱいです。 そして、 実行
委員会の皆さん、 スタッフの皆さん、 沖縄尚学高校の
皆さんへ感謝を申し上げます。 それからは、 活力、 情
熱、 友情を見せて く れた 沖縄や海外からの参加者に
も 感謝したいと思います。

最後になりますが、 参加者には、 このツアーで知り
合っ た皆さん と 一生の友達になり 、 ワ ール ドウチナ ー

ネットワ ー クを担う次世代のリー ダー たちになってほし
い と 思います。 皆さんで形成してい く コ ミュニティ ーの
団結や分かち合い力が手本になり 、 世界の調和に繋
いでい く 事を望んでおります。
沖縄、 ありがとうございました。

programa por sexto afio consecutivo. 
M i  trabaj o  como tutor empez6 a fines de marzo ,  
cuando la Directiva de la  Asociaci6n Okinawense 
del Peru me designa como tutor de este afio .  Asf, 
empezamos  a trabaj ar con  l o s  3 j 6venes  que  l a  
Asoc iac i6n  habfa e scog ido .  Empezando con  l o s  
tramites medi cos  sol ic i tados y la  inscripci6n para 
participar en el programa. Luego de algunas semanas 
de ansiosa espera, lleg6 la respuesta oficial, donde nos 
confirmaban la participaci6n de los tres j6venes.  
Luego empezamos  con las c l a s e s  de  h i s tor ia  y 
cultura de Okinawa e idioma j apones . Al igual que 
las reuniones con los ex becarios y ex tutores,  donde 
nos contaron sus  experiencias y nos dieron muchas 
recomendacione s .  Luego, los ensayos de l a  danza 
folcl6rica "Valicha" para la presentaci6n en Okinawa. 
Al igual que los tramites de visa para ingresar al Jap6n 
y para poder transitar por Estados Unidos .  
Luego de meses  de prep arac i6n  y espera ,  l l eg6  
el domingo 23  de j ul io ,  el  d fa  que  partimos hacia 
Okinawa. Con la responsabilidad de llegar a Okinawa 
sin ningun contratiempo, con algun remordimiento 
porque todavfa faltaba ensefiar algo mas a los j6venes 
participantes antes de viajar, con varias maletas llenas 
de regalos, y sobretodo con el coraz6n deseoso de estar 
nuevamente en la calida Okinawa, partimos de Lima. 
Despues de mas de 3 1  horas de viaje  y luego de hacer 
escala en Miami, Dallas, Kansai llegamos a Okinawa, 
el martes 25 de julio. 
A pesar del cansancio por el largo viaje, me alivi6 ver 
las sonrisas reflejada en los rostros de j6venes,  al llegar 
por fin a la tierra de sus ancestros .  Nuevamente pude 
comprobar la calidez de Okinawa al ver a mi familia, 
familiares,  el staff del Comite Organizador y amigos 
de la Asociaci6n Peruana en Okinawa, esperandonos 
para darnos la bienvenida. 
Al dfa siguiente 26, despues de las visitas a algunos 
familiares y poner osenko donde el abuelo, fuimos a 
visitar al Sefior Morimasa Goya, Consul Honorario 
de Peru en Naha para presentar nuestros saludos y 
llevar algunos encargos de la Asociaci6n Okinawense 
del Peru . Mas tarde tuvimos una amena reunion de 
bienvenida por parte de la Asociaci6n Peruana en 
Okinawa. 
Los dfas en el  Home Stay se pasaron rapidos,  pero 
me dio la oportunidad de ver a mi familia y visitar a 

JST 2006 = "ICHARIBA CHOUDEE" algunos amigos .  
El sabado 29 de  j ulio,  empezamos el programa con 

Primeramente, agradecer a la prefectura de Okinawa, mucho entusiasmo para apoyar en todo lo posible para 
por el enorme esfuerzo de realizar este tan maravillo cumplir con satisfacci6n nuestro papel como tutores .  
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Creo que el aporte que h ic ieron lo s  a lumnos del  
Colegio de Secundaria Superior Okinawa Shogaku, 
tanto en las dinamicas del primer dfa asf como en el 
evento de la Gran Fogata, foe primordial para que los 
participantes se conozcan mas . 
La Isla de Tokashiki , foe el lugar perfecta para que los 
j 6venes comprobaran que Okinawa tiene una de las 
playas mas hermosas del mundo. La rica fauna y flora 
de Okinawa, lo pudimos ver en la caminata hacfa la 
cascada de Hij iootaki .  El acuario de Chura umi, nos 
impresion6 a todos por la grandeza de sus cristales y 
la cantidad de peces que ahf albergan . El show de los 
delfines simplemente, nos encant6. 
Las v i s itas a las  ruinas de Nakij i,n ， e l  casti l lo  de 
Shurijo ,  los j ardines reales de Shikina, y las detalladas 
exp l i cac iones  de l o s  gufas , d ieron a conocer  l a  
grandeza del reino d e  Ryukyu y e l  importante papel 
que  c u mpl fa  Okinawa en aqu e l l a s  epocas  en e l  
comercio entre China, Jap6n y otros pafses . 
Una de las vis itas mas conmovedoras ,  foe la vis ita 
que realizamos al Museo Comemorativo de la Paz en 
Itoman. Ahi, tuve la dura tarea de traducir al espafiol, 
el relato de un sobreviviente de la guerra. Tratando de 
guardar la calma durante la traducci6n y tratando de 
explicar cada detalle del relato de este senor, para que 
los j6venes de lengua hispana sepan de lo terrible que 
foe esa guerra. Me caus6 mucha conmoci6n. De este 
museo y las historias que ahf se guardan, los j6venes 
pudieron entender las razones del por que el  pueblo 
okinawense ama la  paz, y quiere que no haya mas 
guerras en el mundo. 
Con las visitas a las fabricas de vidrio y Amamori , 
nos dieron una vision de las industrias en Okinawa. 
La visita al mercado de Okinawa, foe muy divertida 
y nos dio a conocer mas sobre la alimentaci6n de los 
okinawenses y sobretodo como es el comercio en la 
vida diaria. 
Despues de las largas jornadas de las diferentes visitas 
que realizabamos ,  los j 6venes tenfan las sesiones de 
Eisa, lo sati sfactoria era que terminada las sesiones 
habituales ,  los j 6venes se quedaban practicando por 
su  cuenta, para perfeccionarlo y hacer una buena 
presentaci6n frente al Gobernador Inamine.  Ya en 
el hote l ,  luego de terminada todas las actividades ,  
muchos se quedaban hasta altas horas d e  l a  noche 
interrelacionando entre ellos .  El tiempo es corto para 
compartir. Mientras esto hacfan los j 6venes ,  en una 
de las habitaciones del hotel, el grupo de staff de este 
evento trabaj aba para escoger los cientos de fotos 

. tomadas durante el dfa para ponerlas en la pagina Web 

de la Comisi6n y tambien coordinando los detal les 
para la jomada del dia siguiente . Muy buen trabajo .  
L a  ac t iv idad  mas e m o c i o n ante  de l  To ur  fu e la 
presentaci6n de Eisa frente al Gobernador. A pesar 
de los pocos dias de ensayo, los j 6venes realizaron 
una excelente presentaci6n para el deleite de todas las 
personas que estuvieron presente . 
Una de mis  preocupaciones  era l a  comunicac i6n 
de  los j 6venes durante el Home Stay. Pero para mi 
tranquil idad,  los famil iares de los j 6venes a pesar 
de no entender el idioma, pudieron superar esto, y 
llevarse muy bien . Se divirtieron mucho. Las lagrimas 
al despedirse en el aerpuerto lo comprobaron. 
Al final del programa y durante la fiesta de despedida, 
lo que me gusto fueron las palabras que dio uno de los 
participantes de Okinawa: "Esto no es una despedida, 
nos hemos dado cuenta que todos somos hermanos 
y que nos volveremos a ver . . .  ". Es el  espiritu de! 
okinawen se expresada en la  frase : "ICHAARIBA 
C H O O D E " ( t o d o s  s o m o s  h e r m an o s ) .  Fue m u y  
emocionante. Creo que esto e s  l o  mas importante de 
lo aprendido en este programa, a pesar de vivamos 
en diferentes paises ,  tengamos mezclas culturales 
y etnicas  y hablemos diferentes idiomas , nuestro 
corazones lleva ese espiritu de uchinanchu, y eso lo 
han reafirmado estos j6venes participantes . 
Antes de terminar, quiero agradecer a la Asociaci6n 
Okinawense del Peru , a los participantes de Peru ; 
Jimmy, Gabriela y Daniela por la confianza depositada 
en mi, a la prefectura de Okinawa por el esfuerzo de 
cada afio por realizar este programa tan' maravilloso. 
A la Comisi6n Organizadora, al staff, al Colegio de 
Secundaria Superior Okinawa Shogaku por el esfuerzo 
de que todo haya salido con buenos resultados .  A todos 
los participantes de Okinawa y de otros paises, por esa 
vitalidad, entusiasmo y hermandad. Solo me queda 
desear sobretodo a todos los j6venes participantes, mis 
mejores deseos para que esta experiencia sea el inicio 
de una larga amistad y se conviertan en los nuevos 
Hderes encargados de la red mundial Uchina, y sirva 
de ejemplo de union y comprensi6n mutua para otras 
comunidades y ayude a mej orar el entendimiento 
mundial . Gracias Okinawa. ! !  
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イ ノ ウ エ 悦子
- - - - - - - - - • 響 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ETSUKO INOUE - - • ← · • · • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • - • ▼ · • · ,  · • · “ ●  - · · • · • · • - - - - - - - - - - - - - - - - -

4 7 歳 2 世. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  • -- - - -- -- - • - -- - -- - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ボ リ ビア 共和国 Republic of Bolivia - - •. ．.．．.．- - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ボ リ ビア 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー に参加報告

ジュニア ・スタデイ ー ・ ツア ーで 沖縄県を体験するこ
とによ って、 県系 人社会の発展 とウチナ ー 令ットワ ー

クを担う次世代の育成を図ると いう大 きな目的をかか
げて立ち上げられた この事業に、 私はこの度ボリビア
の参加者4名 と 、 アルゼンチンの参加者3名の引率員
として参加するすばらしい機会に恵まれました。

また、 ボリビア 沖縄県人会の事務を預かる立場か
ら、 実際に沖縄県が行っている事業などを見聞し、 今
後の県人会活動に役立てる、 と いう任務 も あり 、 県人
会役貝皆様の推薦を受けて引率者として参加するこ
と となりました。

以前に も 数回ツア ー参加者を見送っておりますが、
今般 このような機会に恵まれた こ とによ り 、 今後送り
出すツア ー参加者の指導について も把握するこ と がで
き た こ と は、 大変大 きな収穫でした。

沖縄県について私が身に付けていた知識は、 祖父
母や両親か ら 聞いていた こ と と 、 25年前学生のと きに
夏休みを過 ごした こ と 以外、 断片的なこ とでしかなく 、
今まで自分の祖先の生まれた故郷のこ となどを、 深 く
考えた こ と がありませんでした。

ジュニア ・スタディ ー ・ ツア ー は、 歴史、 文化、 自然、
平和の学習を行うこ と が大 きな目的でしたが、 この4
つの学習を系統立てて日程を組み、 自然学習を経て、
最後のウチナ ーンチ ュのアイデンテイ ティ ーにつなげ
る流れの学習には、 心から感心しました。

海外参加者34名 と 県内参加者33名、 そして6名
の引率員、 県庁の方 々 、 スタッフ のみなさん、 通
訳 ボランティ ア のみなさん、 そして 要 所要 所で ツ
ア ーを盛り 上 げて 下 さっ た、 沖縄尚 学 高 等学校の
みなさん と 共に過 ごした11日間 は、 本当に充実して
お り ました。 H を重ねるご と に参加者の意欲 も 盛り
上 げられ、 次はど んな出会 い が あるのか、 ど んな
活動が待ち受けているか、 期待感に満ちた毎日でした。
まるで大河 ドラマを見て いるような流れの中で、 私 も
その一員 としてみんなとすばらしい時間を共有するこ
と ができました。

おかげさまで、 なぜ 沖縄の人 々 はこのように自然を
愛するのか、 なぜこ んなに人情にあついのかを、 自分

の身体で実感するこ と ができました。 か ぎられた地域
の中でこ んなに多彩な伝統芸能、 工芸、 風習、 慣例
があるこ と 、 沖縄の人々 が長い年月をかけて育んでき
た生活、 信仰、 文化、 歴史など、 沖縄に関する知識、
理解を深めるこ と ができました。

渡嘉敷の美しい海、 ヤンバルの自然、 水族館、 今
帰仁城跡、 首里城、 平和祈念資料館、 平和の礎、 国
際通り 散策、 壺屋ヤチムン通り 、 他に数多 く の場所を
見学しました。 ひ と つ ひ と つ取り 上げると 言葉では言
い尽 く せないほ どた く さんの出会い、 発見 と 、 感動が
ありました。

しかし、 その中でも 私が最も 感動したのは、 エイサー

の発表でした。 ツア ーが終了する前日のこ とです。 ウ
チナーンチュ大会のテーマソングの公開 と 同時に、ジュ
ニアのエイサ ー が 沖縄県知事の前で披露 され たの
です。

一つの活動を通じて世界のジュニア が心を一つに
して短い期間に仕上げたエイサー は、 「感動」 の一言
に尽きます。

私は、 お腹の底までひ び く 太鼓の音が大好 き です。
どんなに疲れていて も 、 太鼓の音を聞けば疲れ も 癒 さ
れ、 ストレスも 解消します。 パ ーランクーの「 パラン、
パラン」 と いう乾いた心地よ いリズムには、 太鼓のよ
うな勇ましさはありませんが、 音 と 共に動作が入るこ
とで心身と もに開放される満足感を感じます。

エイサーを踊るジュニア と 、 観に来て く ださっ た方々
との間には、 どのように表現して よ いかわかり ません
が、 心の交流が生じた ように思いました。 お互いの心
が、 気持ち が、 びたっ と 一つになっ た瞬間のようなも
のです。

控え室に戻ってみんなで肩を抱 き 合い、 感動のあま
り 涙を流した こ と は、 一生忘れるこ と ができない思い
出となるこ とでしょう。

沖縄にはこ んなにすばらしい文化があっ たのだ ！ と
再認識した瞬間でした。

スタッフの一 員 として参加するつ も り でボリビ アを
出発しましたが、 大 きな協力 はあまり できなか っ た こ
と が、 心苦しいです。

ツア ーに参加して得るこ と ができ た多 く の知識を今
後私は県人会の事務を通して、 より 多 く の人 々に役立
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てたいと思っております。 また、 これか らの任務遂行
に大きなウエイトを占めることとなるでしょう。

若い世代に沖縄を体験させるジュニア ・スタデイ ー ・

ツアーは、 これか らの人材育成には欠かせない事 業だ
と思います。 多感な年頃に体験したこと、 感動などは、
一生の思い出となり、 参加したジュニアの将来に大き
く 反映することと思います。

私も、 ジュニアほど若 く はありませんが、 み んなと
同 じ感動を体験して、 そしてウチナーンチュであるこ
とを誇りに思って帰ってきました。

ボリビアとアルゼンチン、そして参加した世界のジュ
ニアの今後の活躍は、 すば らしいものであると確信し
ております。

私もみ んなに負 けないよう、 ウチナーンチュの美し
いチムグクルを広げられるよう努力を約束します。

今年は第4回世界のウチナーンチュ大会が開催され
る記念すべ き 年です。 大会に先立ち、 すばらしい出会
いをたく さん与えて く ださった皆様に心か ら 感謝申し
上げます。 ほんとうにありがとうございました。
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フ リ エ タ フ ォ ン テ 伊波
- - · · · · · · · - · - - · · · - - - - - - - · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - · · - · · · · · · · · - · · · · -

JULIET A FONTE IHA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
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キ ュ ー バ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー

時の過 ぎ行 く ままにして いまし た。 そうするこ とに
よって多分今回の旅から日常の生活に戻っ た後に湧 き
お こ って き た、 印象、 思い出、 経験、 感動を頭の中で
整理してまとめるこ とができました。

それをどうやって伝えていいのか言葉が見つからな
い と思いますがやってみます。

私 た ちが誰なのか、 ど こ から来 たのか、 ど こ へ行
く のか、 はっ き り と わかりまし た。 今までい く ら考えて
も わからなかっ た多 く のこ とがわかるようになりました。
そ して誇りに思い、 帰国 しました。

この旅をキューバに渡って き た大部分の一世の方々
が永眠 している青年の島の墓地で終わらせようと 決め
ていまし た。 ジュニアスタデイ ー ツアー中の旧盆のと
きには輝いていた満月が、 こ ちらでは欠け始めました。
この夢の終わりに月が消えてい くように。

耳の中には音楽が、 胸には踊りが感じられます。 博
物館や海へ行っ た こ と 、 今帰仁城や首里城で学んだ
琉球の歴史の一部、 比地大滝と 渡嘉敷島で体験し た
美し さと平和、 忘れられない平和祈念公園やナガタ
カツオさんの証言を通じて感じた確かなる反戦への思
いを私の日記と記憶の中に残 します。 この7 月にまた
ひ と つ 歳をと っ たにも かかわらず、 美ら海水族館では
子供に返り 、 10歳若返っ たようでし た。 お ばあ ち ゃ ん
の作っ たお か しのようなサ ーターア ン ダ ー ギーのおい
しかっ たレストランにおいて も 。

秘密のお土産を持って帰って来ました。 種をまこう
と 約 束 し たシー クアーサ ーです。 でも今、 も し芽が出
なかっ たら思い出が消えてい くようで怖いです。 この
約束の証人である王様にどうすべき か相談 しました。
種をまいた方がいい、 こ こで育てるためにリスクを冒
したほうがい い と 言っ たように聞こ え、 私 も そう思い、
そうします。

こ んなに沢 山のこ と を私に く れて どう も あり が と
う、 沖縄。 すばらし い日々を決 して忘れません。 そ し
て、 学んだこ とを広め、 あなたの夢を支持 し、 源を保ち、
あなたの人 々 、 彼らの勇気、 純真さ、 偉大さが好きで
あなたの周りにいる人々に教え伝えるこ とを誓います。
お盆の度、 月が出る度、 お祭り や記念日ごとに私が外

国 人 と 感じなかっ た、 そ して昔からの知り 合いのよう
な参加者、 家族、 友達 と と もに過ご し た この場所に戻
るでし ょう。 行 く のではなく 帰る場所に。 さよならは言
わずにまた今度 と いいます。

このすばらしいプロジェクトがいつまでも続 く こ とを
願い、 稲嶺恵一県知事をはじめとする皆様、 とて も 役
に立ち完璧なプログラムを組んで下 さっ たジュニアス
タデイ ー ツアーのスタッフの皆様、 第4回世界のウチ
ナー ンチュ大会実行委員会の皆様、 そ して家族、 友人、
全ての沖縄の人 々 、 参加者の方々のお幸せ と ご成功、
幸運を祈っています。 この学生ツアーや子孫たちの出
会いが広がり 強まり ますように。 愛 して います、 会い
たいです、 沖縄。

Junior Study Tour 2006 

Querida Okinawa. 

Tuke ya ·hijamitin, tiru chichi ya hituchi 
Aman nagamiyura, kiyu nu sura. 

Aunque el oceano ancho nos separe, hay s6lo una luna 
en el cielo 
しMira usted la luna en el cielo esta noche? 

Con toda intenci6n he dejado correr el tiempo . . .  
Quizas asf logre que imagenes y recuerdos, vivencias 
y emociones, vayan ordenandose y se establezca un 
equil ibrio que me permita evaluar, un poco desde 
afuera, que sucedi6 conmigo despues de esta gira, y 
regresar en armonfa a mi vida cotidiana. 
Como expresarlo, creo que no existen palabras, pero lo 
mtentare. 
H e  g a n ad o  e n  c l ar i d a d  s o b re  q u i e n e s  s o m o s ,  
d e  d 6 n d e  v e n i m o s  y h ac i a  d 6 n d e  v a m o s .  H e  
encontrado respuestas a muchos por que, hasta ahora 
desconocidos,  y regreso orgullosa de estas razones.  
He c u mpl ido  l a  promesa  de conc lu i r  v iaj e  en  el 
cementerio de la Isla, lugar donde reposan los restos 
de la mayor parte de los issei que se establecieron en 
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Cuba. Todavfa con la luna que vi l lenarse durante la 
jornadas del Junior y brillar plena en el Ob6n Antiguo, 
y que ya aquf comenzaba a menguar, como si se 
vaciara tambien al final de este suefio. 
Tengo en mis ofdos la mtisica y los bailes en el alma. 
Guardo en mi diario y memoria, recuerdos de museos 
y p layas , fragmentos de la hi storia de Ryukyu en 
los Casti l los  de Naikij in y S hurij o ,  la belleza y la 
paz experimentada frente a Hij i  no otaki y la Isla de 
Tokashiki, la inolvidable visita al Heiwaa kinen koen y 
el fuerte sentimiento de rechazo a la guerra vivenciado 
a traves del testimonio de Kasuo Nagata san. He vuelto 
a ser nifia frente a Chura umi suizokukan y aunque 
he cumplido un afio mas en este inolvidable Julio, he 
regresado con dos lustros menos y en el  paladar el 
delicioso sabor de unas sataandaguf como las de la  
abuela. 
Traj e conmigo un regalo secreto , un chikuasa que 
he prometido sembrar. Sin embargo,  siento ahora 
el temor de perderlo como recuerdo, si no l legara a 
germinar. He intentado consultar al Rey, testigo de 
esta promesa, y me ha parecido escucharle que es 
preferible sembrarlo y correr el riesgo para cultivarlo 
aquf. Tambien asf lo siento y asf lo hare. 
Te doy mil  grac ias Okinawa, por regalarme tanto. 
Nunca olvidare estos maravillosos dfas, te prometo 
m u l t i p l i c ar lo apre n d i d o ,  defe n d e r  t u s  s u e fi o s ,  
preservar las rafces,  ensefiar a quienes, nos rodean a 
quererte por tu gente y sus valores, por su sencillez y 
grandeza. 
Volvere en  cada ob6n y luna ,  en  c ada  fest ival  y 
anivers ari o ,  a e s te l u gar en  e l  q u e  n o  me sent f  
extranj era y convivf con  participantes ,  famil iares y 
amistades como si les conociera de toda una vida. A 
donde no dire voy, sino regreso.  No dire adi6s ,  sino 
hasta pronto. 
Felicidades y toda suerte de exitos para el Gobierno a 
nombre del Sr Keiichi Inamine y el deseo de que este 
hermoso proyecto se mantenga, al Staff del Junior 
Study Tour por tan eficaz y completo programa, a 
la  Comisi6n Organizadora del IV Festival Mundial 
Uchinanchu,  a los fami l iares y amistades ,  a cada 
okinawense, a cada participante . 

i Porque esta gira de estudios y este encuentro entre 
descendientes se amplfe y fortalezca cada vez mas . 
Carii ! ! ! 
Te quiero asf de grande. Te extrafio … Okinawa. 
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ジ ャ ネ ッ ト 亜希子 山 内
· · · · - - · - - · · · - - - - - - - · - - - - - - - - - - - - - - - - - - · · · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - -

JANET AKIKO YAMAUCHI -·'-· · - - · · - · · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -·- - - - - - - - - - - - -

2 1 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - - - - - - · · · · · · · - · · · · · · · - - - - - - · - - · - - - - · - - - - - - - - - -

ア メ リ カ 合衆国
United States of America - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - · - - · - - - - · - - - - - - - - -
北米沖縄県人会

チ ム チ ュ ラ サ

君のチムグ クルは何ですか。 私たち はツアーの始ま
り と 終わり とでこの質問をされました。 もし私が今度
のツアー中に私のチムグ クル と いうこ とで進展をみる
なら確かに変化がありました。 最初に、 引率者を頼ま
れた時、 なぜ自分が推薦 されたのか驚 きでした。 本当
の事を言えば、 申し出を受け入れた時、 私は尻込み と
典奮 と こ れから何に向かってい く のかを知らないので
困惑しました。 しかし、 那覇空港に足を踏み入れた瞬
間、 私はサポーター 、 メデイヤ、 スタッフの皆さん、 そ
して家族による暖かい歓迎を受けて、 我が家に来たよ
うな安らぎを感 じました。 この素晴らしく ユニー クなプ
ログラムは、 私がこ れまで期待していた以上に、 多 く
の事を得る事を可能にして く れました。

オリエ ンテーションの間中私は参加した メ ン バー 達
に感動させられました。 見回してみると 、 若いウチナー

ン チュ達が皆彼らのル ー ツについて学ぽうとしている
のが感 じ取れました。 高校生のボランティアが、 私達
をお互いに精通 させるために ゲームをアレンジしてい
た時、 私の体の中をウキウキした気分が大急 ぎで通り
抜けました。 私の最初の渡嘉敷島での経験は素晴ら
しい ものでした。 活気に満ち た海が空に光っていて美
しい珊瑚礁は実に忘れられませんでした。 その日私は
「青年の島」 として知られている数ヶ 所の島がある事

を学びました。 偶然に も参加者の一人にキューバの「青
年の島」 のシスターアイラン ドから来た 人が居ました。
加えて、 私は21オになるまで滝を見た こ とが無か っ た
ので比地大滝 （ひ じおおた き ） にはただただ驚かされ
ました。 私は自分の目前の偉大な滝に畏敬されました。
私た ちを囲む自然の美に感謝するチャン スを与えて く
れた に も 関わらず、 異なっ た生 き 物について学ぶ こ と
はとて も 教育的でした。 そして さらに、 ・ 歴史と 社会学
習の講 座は大成功でした。 私は彼のレクチャーでの戦
争体験を今日まで覚えて います。 人 々 の第二次世界
大戦中の体験を知って非常に感情的になりました。 私
は土豪の中で半日以上 も 夜になるのを待つなんて想像
するこ と さえ出来ません。 加えて、 OTV ニュー スキャ
スターのお話も とて も 感動するものでした。 そ こ に は
この研修中、 彼らが誰であるか、 誰になり たかったか、

どんな夢を持っていたか等々学生について発見し得る
た く さんのインフォ ー メ ーションがありました。 全ての
ゴールが達成すべ きなのを聞 く のは胸が高鳴り ました。
最後に、 沖縄の歴史 ・ 社会 ・ 自然そして文化的な面
を学ぶのはすご く 教育的でした。

プログラムの最 後 に 沖縄の知事の前で踊るエイ
サ ーを習うと い う のも ツアーの計画 に 入 っ て いました。
勤勉に 沖縄の文化の一部分を習おうとし、 ウチナ ー ン
チュとしての誇り を示し、 また 沖縄への愛着を表現し
ようとする生徒達を見て非常に心が温まりました。 エ

イサ ー練習 は生徒達皆の心 と 魂を沖縄に近づける一

つの方法でした。 付け加えると それがまた生徒達を親
密にしました。 毎晩、 エイサー練習が終わ っ た後で自
分を含めて た く さんの生徒が一緒になり その日に習 っ
た こ とを復習し、 自分達の経験を披露し合いました。
私は学生達が自国 と 帰ると き 、 彼らのお国に持ち帰り
そして人々 と 共有できるもう一つのものとしてエイサー

の練習を続けるこ とを提案しました。
その他に、 私が学ん だ多 く の技能の中で一 番の収

穫は、 断然リー ダーシップの技能でした。 私はリー ダー

シップの秘訣は、 相手に敬意持ち相手を認めながら コ
ミ ニケーションをとるこ とであると いうこ とに気付きま
した。 良 きリー ダーシップに は他の多 く の構成部分が
あると思いますが、 私はこ れらが私のスタデイ ー ツアー

を成功 に終わらせた ものだ と 解り ました。 私 は毎日で
きるだけ多 く の生徒た ち に話しかけました。 生徒達は
い ろ んなタイプがいて、 何人かは恥ずかしがりで、 何
人かは開 け っ びろ げでそして何人かはうるさい生徒が
いるのを知りました。 全体で言えば皆は大変近づき や
すかっ たです。 毎晩、 私は一握りの学生たち に彼らが
どう感 じてい たかを知るために話をしました。 基本的
に は彼らを知るために任意な質問を浴びせました。 こ
れらの会話は友情を伴っ た尊敬にいたりました。 しか
し私は、 そ れが肯定的である事に気付いた時は必要
に応 じて厳密でありました。 もし彼らが無作法なら彼
らを正すこ と も出来ました。 さらに、 私は生徒達への
友情 と 尊敬があ っ たからこ そ学生たちが私の言うこ と
を聞 く と いうこ とが解り ました。 どんなに尊敬 されて
いて も コ ミ ニケーションなしには良いリー ダー に はなれ
ない こ とを学びました。 コ ミ ニケーション は大事だが、
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良いリー ダーになるためにはコ ミ ニケーション ・ 尊敬 ・
肯定の三つ共にしなけ ら ばならない こ とです。 思い返
せば、 学生たちが彼らの問題で私のと こ ろに来た事が
た く さんあり ました。 私 は彼 らが抱えて いるどんな問
題でも 直す芝刈り 機同様に誇り 高 く 感じました。 そし
てそれが私を彼らの大き いお姉さんのような気分にし
ました。

相互交流は私たちが皆克服しなけ ら ばならない もう
一つの垣根でした。 もし、 学生たちが日本語を知らな
かっ たなら、 その分英語をよく 知っていました。 しか
し、 それは1 つの言語しか詳しくなかっ た人た ちの難
問でした。 私は幾人かの学生たちが手でジェスチャー

を使って交流し、 また知っていた数少ない言葉で理解
し合うのを見ました。 そして もし彼 らがそれでも お互
いに理解が出来ない時、 付 き 添い係りが彼らの助っ 人
でした。 ハ ン ドジェスチャーがとて も 効果的な言葉だ
と 知っ た事は奇妙な事でした。 私はよく 使われる会話
を4言語（日本語、 英語、 ポルトガル語、 スペイン語）
で表示した小 さな会話集を提供して く れた こ とに感謝
しました。 私はそれがとて も実用的だと気付 きました。

相互理解の他にも 、 私は学生達がどれだけ大人の
レベルに到達したかについて も 気付 く 事ができました。
そ れ は短い11日間でしたが、 家族や 同 輩 た ち そして
ジュニアスタデイ ー ツアーのスタッフや係り の方が、 ど
れだけ若い参加者達の心に影響を与えるこ とができる
か と いう事に気付 き 、 驚嘆しました。 非常に行儀の悪
い 一 人の生徒がいましたが、 その生徒は終始大人げ
なく 尊敬できない行動をしていて、 私はもうそれに対
応できない状態になってしまいました。 しかし、 勝連
さんが全員の前でお話しされて以来、 その生徒は聞 き
入れない事や子供じみた行動をしなくなり ました。 私
は好奇心が強いのでなぜこ んなに行動が変 わ っ たか
と 聞 きました。 彼の答え は、 自分が どうして このプロ
グラムに参加したか、 そしてサポ ーター やスタッフの
方たちに対して自分がどんなに大人げなかっ たかをつ
いに悟 っ た と いうこ とでした。 この機会を通して私 は
人 は望 み さえすれば自分を変えるこ とが出来るこ とを
気づかされました。

最後に、 ジュニアスタデイ ー ツアー は素晴 らしい経
験でした。 私はかつて沖縄とウチナー ンチュについて、
こ んなに少ない時間でこ んなに多 く のこ とを習っ た こ と
はあり ませんでした。 どの日のどの場所が も っ と も 思
い出に残ると 言うのは難しいです。 どち ら も 等しく 楽
しく て参加する意義がありました。

さて、 あなたのチムグクルは何ですか。 私のチムグ
クルはウチナー ンチュである事と 沖縄の文化に関わ っ
たのを誇りに思う事と自分の家族や友人を愛する事な
どか ら 成り 立っています。 私 は全てのチムチュラサ と
チムグクルは繋がっていると 思います。 このツアーを
通じて、 ウチナ ー ンチュはどこにいて もチムグクルで

繋がっていると いう深い理解をしっ かり 掴 む こ とが出
来ました。

最後に、 このプログラムを成功に導いた関係者、 ス
タッフ、 サポーターの方々 皆に感謝の気持ちを捧げま
す。 私はこのツアーで私が想像していたより も っ と 多
く の知識や誇り や友情を得るこ とが出来ました。 私は
自分の経験と 学ん だ こ とをアメリカにいるウチナ ー ン
チュの友達の皆さん と 分かちあいたい と 思います。

私はウチナ ー ンチュの皆 さんにこのプログラムを推
薦します。

PS. 「 チムチュラサ 」 と は沖縄方言で「 心美しい 」 と
か「 心優しい 」 と かの意味です。

「 チムグクル」 と は沖縄方言で「 真心 」 と いう
意味です。

CHIMUCHURASA 

What is your chimugukuru? We were all asked this 

question in the beginning and end of the tour. If I were 

to observe my progression throughout the tour about 

my chimugukuru, there was a definite change. Initially, 

when asked to be a chaperon, I was surprised at first 

as to why they recommended me. To tell you the truth, 

when I accepted the offer I felt a mixture of hesitation, 

excitement, and overwhelmed of not knowing what 

I was getting myself into. But as soon as I set foot 

on the Naha airport, I felt right at home, welcomed, 

a sense of comfort by all staff, supporter, media, and 

family. This wonderfully unique program enabled me 

to gain much more than what I 've ever expected. 

During orientation, I was mind-blown as to the number 

of participants that attended . As I looked around, I 

saw all these young uchinanchu ready to learn about 

their roots .  A feeling of exhilaration rushed through 

my body as one of high school volunteers arranged 

games to familiarize ourselves with one another. My 

first experience in Tokashiki i s l and was amazing .  

The vibrant ocean shinning upon the sky, filled with 

beautiful  corals was j ust unforgettable .  That day I 

learned that there are several i s land recognized as 

being a ' seinen-no-shima' . Coincidently, one of the 

participants happens to come from si ster i s land of 

the ' seinen-no-shima' in Cuba. In addition, Hij i  otaki 

was just  astonishing in that I ' ve- never seen a water 

fal l  in my 2 1  years of l ife. I was awed by the great 

waterfall falling in front of me. It was educational to 

learn about the different living creatures yet it gave 

me the opportunity to appreciate the natural beauty 

that surrounds us .  Moreover, the history/social study 
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sess ion was very successful . Ti l l  this day, I could 
remember the lecturer telling his  l ife experience about 
the war. It was very emotional knowing what people 
went through during the World War II. I can ' t  even 
imagine sitting in a hole in the ground for more than 
half the day waiting for night to come. In addition, 
the OTV news caster' s  speech was very inspirational 
as we l l .  There was much information I was  able 
discover about the students through this  workshop ; 
such . as, knowing who they are, what they want to be, 
what their dreams are, etc . it was exciting to listen to 
all the goals to be achieved. Finally, learning about 
the historic and social, nature, and cultural aspect of 
Okinawa was very educational 
The tour al so  cons i sted a portion  where students 
learned Eisa which was to be performed at the end 
of the program in front of the governor of Okinawa. 
Watching the students diligently wanting to learn a 
part of their uchinanchu culture, demonstrate their 
uchinanchu pride, and wanting to express their love 
for okinawa was very heart-felting.  I Learning Eisa 
is one way that brought okinawa closer to everyone' 
s heart and soul . In addition, it brought students closer 
together as well . Every night, after Eisa practice, many 
students including myself  got together to go over 
what we learned that day and share our experience . 
I recommend continuing the Eisa portion in that it 
provides one more thing students are able to bring 
back and share to their home country. 
On a different note, among the many things I learned, 
my leadership skil l  is by far the most I 've gained. I 
discovered that communication is the key in leadership 
followed by respect and being affirmative. I am aware 
that there are many other components ,  but I found 
that these were what got me through the junior study 
tour successfully. Everyday I attempted to approach 
as many students as possible. I found that some were 
shy, open , and very loud. In al l everyone was very 
approachable. Every night I would talk to a handful 
of the student to see how they were feeling ; basically 
I asked random questions in order to get to know 
them better. These conversations  grew a sense  of 
respect with one another which was then followed 
by friendship.  B ut whenever it came down to being 
affirmative,  I was str ict  a s  needed .  If  they were 
misbehaving, I was able to set them straight. Moreover, 
I realized that students listened more because of the 
friendship/respect we had. I learned that no matter how 
much respect there is ,  without communication one can 
not become a good leader. Although communication 

is  important, all three components : communication, 
respect, and affirmation must work together to become 
a good leader. Reminiscing, there were many incidents 
where students would come up to me about their 
problem. I felt proud as well as edger to fix whatever 
troubles they were having which made me feel like 
their big sister. 
Interaction was another barrier that we had to al l  
overcome.  If  students didn ' t  know J apanese most  
l ikely they pretty much knew Engli s h .  B u t  i t  was 
challenge for those that were only acquainted with one 
language. I would see some students trying to interact 
by hand gestures and spiting out what ever words they 
knew made sense. And if they still couldn ' t  understand 
each other, chaperons were their resort .  It's bizarre to 
know that hand gesture is a very effective language . 
I appreciated the. fact that this program offered little 
translation phrases for the most common used phrases 
in all four languages .  I found it very useful . 
In addition to interaction, I was also able to observe the 
maturity level in some of the students . Even though, 
it was a short 1 1  days,  I was amazed in realizing how 
much family, peers, and junior study staff/chaperon can 
influence a young mind in that short amount of time. 
There was a situation in which a certain student acted 
immature and un-respectful constantly; I was at a point 
where I couldn ' t  handle it anymore . B ut then after a 
speech from Katsuren-san ; from that day forward, the 
student was no longer the kid that wouldn' t  listen nor 
acted childish. Curious as to how differently he acted, 
I asked why you changed. His answer included with 
him rethinking why he participated in this program 
and finally realizing how immature he was towards the 
staff and supporters . Through this  opportunity, I was 
able to perceive that people can change if they desire . 
L a s t ly ,  t h e  j u n i o r  s t u d y  t o u r  w a s  an  a w e s o m e  
experience. I never encountered to learn s o  much i n  so 
little time about Okinawa and about being uchinanchu. 
I t ' s  hard to s ay which day or place was the most  
memorable. I thought they were equally enjoyable and 
worth attending. 
S o ,  what i s  your chimugukuru ? My chimugukuru 
consists of being uchinanchu, being prideful that I ' m  
involved in Okinawa culture, and loving m y  family/ 
friends . I believe all chimuchurasa chimugukurus are 
connected . Through this tour, · 1  was able to grasp a 
strong understanding that all uchinanchu no matter 
where we are, are connected from our chimugukuru. 
In conclusion, I would like to give much thanks to all 
staff and supporters that were affiliated with the junior 
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study tour and that made this program successful .  I 
was able to gain more knowledge, more pride, more 
friendship, and much more from this tour than what I '  
d expect. I would like to  share my experience and what 
I have learned to my fellow uchinanchu in America. 
I highly recommend this program to all uchinanchu 
out there. 

ビー
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ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー の影響

ツアーでは沖縄を含め12カ国から参加していると い
う こ と も あり 個性多様な子供達が来ていた。 、しかし私
がこ こで注目したいのは引っ 込み思案な子供達である。
短い期間ではあるが、 私は子供た ちに何かを教えると
い う 機会があり 、 その経験を通して内気な子供達はツ
アー 当初からとて も 気になっていたのである。 社交的
でハキハキしている子は、 自分の気持ちを他人に伝え
るこ とが上手な子が多い。 反対に、 内気な子 と い う の
は他人 と 多 く 交流をしないため自分の気持ちを伝える
のが苦手な子が多いのだ。 何も発言しないからと いっ
て彼らが他人の言っているこ とを理解していないだ と
か、 何 も 感じていない と い う わ けではない。 彼らの頭
の中や心の中では嵐のように考えや感情が同じように
吹き 荒れているのだ。

そ う いっ た点で、 沖縄からの参加者にはツアーの始
まり から終わりまで気になる子が何人かいた。 歓迎会
で、 他国の子 と 挨拶を交わして自己紹介をすると い う
ゲームが行われた時、 ほ と ん どの子供達は積極的に
参加していたのに対し、 何人かは自分から行動ができ
ずジッとしている子達がいたのだ。 その内の何人かは、
日が経つにつれ他の子達 と も打ち解けて きて友達 もで
き たよう であ っ た。 友達同士で楽しく 会話をしている
様子 も 伺え た。 しかし、 以前として表情があまり 無 く
楽しそ うにしている様子がみえない子がいた。 声をか
けて も 一言で会話を返したりしていたのだ。 そんな時
である。 たまたま彼女がバスで私の隣に座っ たのだ。
将来何の仕事をしたいのかと 聞いたら、 最初は言葉を
濁していたのに最後には正直に打ち明けて く れた。 そ
こで、 どれ程ジュニアスタデイ ー ツアーが彼女に影響
を与え たのかを知っ たのである。 事務 も 営業もサー ビ
ス業も どんな仕事も嫌だと 言っていたのに、 彼女は何
か国際的に関わる仕事がしたい と 言っ たのである。 ッ
アーに参加してい ろ んな国の子に会う こ とができ、 英
語がわかればも っ と 意思が通じるのになと 思 っ た そ う
だ。 でも 、 通じた と き は嬉しく て嬉しく て仕方がなかっ
たそうである。

取り 越し苦労の心配だっ たのかもしれないが、 彼女
も 彼女なりに、 やはり いろんなこ とを感じているのだ。

それまでは、 あまり 笑顔がみられなかっ たののに 「嬉
しかっ た」 って言っ た と き は少しはにかみながら本当
に嬉しそ うにしたのだ。 やり たい事より も やり た くない
事が多かっ た彼女にジュニアスタデイ ー ツアー は少し
だけ道を開いて く れたのだ と 思 う 。 何かをやり た い っ
て き っ かけを与えたのだ。 このツアー は確実に子供達
に影響を与えて いるし、 こ れからも 影響を与えてい く
のだ と 思 う 。 関係者は子供達のためにと 一生懸命企
画をたて運営したのだろ うが、 やはり このツアーが決
めて となるのは子供達なん だ と 思 う 。 何 も 言わないな
い子供 も 、 言葉でうまく自分の気持ちを言えない子供
にも ツアー は確かに影響を与え たのだ。 今はまだ目に
見えない成果か もしれない。 でも 将来それが形となっ
て現れるかもしれないのだ。

次の ツ ア ー にいかす こ と

プロジェクトを企画して運営するのは大変な仕事で
ある。 ツアーの最中は子供達の安全のため何時間 も コ
インランドリーの前で立っていたり 、 毎日目が赤 くなる
ほ ど遅 く まで仕事をしていたりして運営者には頭が下
がる思いで一杯である。 彼らが体を壊 さないのが不
思議なほ どである。 しかし、 残念なこ とに外部の者に
はなかなか彼らの努力が伝わない こ とが多 いのが現
状だ。 企画に携わってない者はどれほ ど関係者が努
力しているかわからないから簡単に文旬が言えると 思
う 。 大切なのは彼らの努力を認め、 あら捜しのように
欠点だけをい う のではなく こ れからど う すればいいか
を考えるべきである。

ツアー 関係者のう ち 一 人の方が言 っ て い たが、 毎
年ツアーの中身は似ていて も 順番を違え たりして毎回
毎回がいわば実験のように取り 組まれているそ う であ
る。 前年までのツアーのスケジュー ルがど う のよう 組
まれて いたかはわからないが、 今年は11日間で24もの
項目を学び体験をした こ とになる。 それは、 限られた
時間の中でた く さんの事を子供達に学んで欲しい、 そ
して様々な活動に参加じて欲しい と い う 主催者側の気
持ちであ っ たのだろ う 。 特に海外から来ている子供た
ちには広い分野での沖縄を知って欲しい との気持ちが
汲み取れる。 しかし今回のスケジュー ル はあまりにも
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詰め込みすぎではなかっ ただろうか。 「広く 浅 く」 の方
針自体はよかっ たが、 スケジュー ルが詰まり す ぎてい
るためゆ っ く り と学ぶこ とができず、 いつ も 時間に追わ
れて い たのである。 「息をつ く 暇がない」 と いう表現
がぴっ たり くるような忙しさであ っ た。 子供達側から
も 、 あまりにも やるこ とがた く さ んあり すぎると いう声
はでてい たのだ。 もう少し何もしない時間を与えて欲
しい と 。 その自由時間を子供達だけで交流する時間に
使いた い と 言う子 も いた。 交流する時間がなかっ た と
は思わないが、 実際スケジュー ルがき つ い と いう声が
あ っ たのは事実である。

私 はタイトスケジュー ルがジュニア スタデイ ー ツ
ア ーの目的の一 つである（ 沖縄につ いての）学習に
対し逆効果を与え たのではない か と 思う。 しっ かり
こ こで学 ばなければいけない時に時間がおして いる
からと い っ て学べなか っ たり 、 何かを感じて いるの
にそ こでうや むやになってしまっ た と いうこ と はない
だろうか ？ 子供達が積極的に参加して いる - Active
Engagement ー なので はな く 受 身 のまま - Passive
Engagement — なのである。 そ こには主体性が感じ
られないのだ。 言われた こ とをそのまま受け入れてて、
入っ た ものに対して どうこうすると いうこ とがないのだ。
確かに 一般的に「ツ ア ー」 と いうもの自体が、 短い
期 間で集中して い ろ んなこ とすると いう風に構成され
ている。 しかし、 参加しているのが十代 と いう多感で
自個を作り 上げてい く 時期の子供達だからこ そ私は特
に言い た い。 頭に入れだ情報を整理する時間 は必要
だ。 自分達が学んだこ とに対しての感想なり 意見を交
換しあ っ たりして、 まずはお互いに話しあいをするべ
きである。 大勢で話あうのが苦手 と いうなら少人数で
も いい。 とにか く 何かを学んだ後で時間を設けると い
うのは大事なこ とである。 人間なのだから情報を頭に
入れればそれに対して思うこ と はあるだろう。 一方的
に情報を押し付けるのではなく 、 頭に入れた情報がど
うい っ た こ となのかを時間をあ げ、 子供達なりに考え
させてやるべ き だ。

沖縄移民について学んだ後の、 自分のアイデンティ
ティ を考えると きのこ とである。 一人の子が 「アイデ
ンテイ ティ ってよく 言われているけ ど実際何ね ？」 と 聞
かれたのである。 子供達はこ んな風に疑問を感じてた
り するのだ。 私はその時私が思うアイデンテイ ティ の
意味を答えたのだが、 今思うと 子供達に逆に質問をし、
考え させてあげればよかっ た と 思う。 しかし、 全体的
に沖縄国際センターでの学習の仕方は一番よかっ た と
思う。 移民について学んだ後は、 自分達で感想をいい
あ っ たり で き たからだ。 話あう機会を作るためにはプ
ログラムを削 っ て も 私はい い と 思う。 例え ば、 石畳を
歩いた こ と や琉球ガラス村や泡盛工場での見学であ
る。 子供達の反応をみていると そのこ とが印象に残っ
ているのは少ないのではないか。 ジュニア スタデイ ー

ツ ア ーでは自然学習、 文化学習、 歴史学習、 社会学習、
平和学習と 全てに 「学習」 と つ いて いる。 では、 そ
の学習を効率的にするにはどうしたらいいかが次のツ
ア ーでの考えると こ ろ だ。

県人会でで き る こ と

引率者は良 く も 悪 く も自分達が連れて き た子供達の
こ とが一番目に入るものだ と 思う。 その証拠に引率者
の一人が、 自分が連れて きた子達が気になり自分が口
うるさくなっていると 嘆いていたが、 それは私にしたっ
て同じこ とである。 北米 と 南米から来た子供達を比べ
ると 、 北米から来 た子供達 は学ぽうと いう意識が低
かっ たように思われる。（南米 と い って違う国から来た
子供達を、 ひ とまとまりにしてしまうのも 問題だ と 思う
し個人差 も あると は思うのだが、 それを踏まえ た点で
あえて南米 と書かせて もらう。）ボリビアの子供達だっ
た と 思うが各国紹介の時 も 一生懸命 メ モをと っていて
他国のこ とを学ぽうと いう姿勢が見られた。 平和学習
にした ってそうである。 北米の子供達がどん どん先に
進んでい く中、 最後まで時間をかけて注意深 く 資料を
見て メ モを取っていたのは南米の子達（と正太君）だっ
たのだ。

南米の子供達は日本語を上手に喋れる子が多 く て、
特にボリビアの子供達は沖縄の参加者と 言っ たってお
かしくない ほ どだ っ た。 彼らの日本語能力の高 さと 沖
縄のこ とを学ぽうと いう意識の強 さを関連づける気は
ないのだが、 彼らを送り 出す側、 つまり 県人会に注目
したい と思う。 南米の子供達は県人会がツ ア ーに参加
したい子達を募り 、 た く さん応募を集めて そ こ から選
出するのだ。 だから必然と日本語を一生懸命学べば
有利になる。 北米 と 南米の大きな違い と は参加者の決
め方である。 も ち ろ ん文化的 ・ 歴史的背景が違うため
住んでいるウチナ ーンチュの意識も 県人会のあり 方 も
違うのは当然である。 だが北米の場合、 参加者は県
人会で積極的に参加している人の子供なり 孫だっ たり
するケー スが多い と 思う。 ツ ア ーに参加する前に子供
達の保護者と 電話で連絡をとり あっ たのだが、 話を聞
いてると どうやら会長の子供だっ たり 理事会メンバー
の孫だ っ たり するのだ。 県人会長が個 人的に子供達
を知っていて推薦しているのがほ と ん どのようである。

北米の子供たち は沖縄文化に触れるこ とが少ない。
だから子供達がこのツ ア ーに参加するこ とで沖縄に典
味をも って く れたらと いうこ とで県人会長 は推薦する
のか もしれない。 あるいは、 県人会のために一生懸命
活動して く れるから感謝の気持ち として子供や孫を優
遇してあげているのか もしれない。 それが情があるウ
チナ ーンチュらしい気持ちでも あるのだろう。 現に今
回北米から参加した子のように、 沖縄のこ とについて
全然知らなかっ た子がツア ーに参加するこ とでこ れか
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ら沖縄に関わってい き たいって思うこ と だってある。 し
かしそれは、 県人会メンバー全員に声をかけた後でも
いいのではないか と 思う。 もしかしたら沖縄に対し強
い情熱をも っ た子がいるか もしれないからだ。 でも住
んでる場所が県人会が集まる場所より 遠 く て活動に頻
繁に参加できないのか もしれない。 理由はなんであれ、
今の北米の参加者の決め方を見て いると 公平に子供
達を選出できてないのだ。 南米のように意識の強い子
が集まる率が低いわけである。 私だって自分の連れて
き た子はかわいいし、 みんな素直な子供達だったから
連れて こなければ良かっ た って思う子は一人 としてい
ない。 そ れに私 も 県人会に所属して いて、 県人会長
も 理事会の人 も メンバー も 大好 きである。 だからこ そ、
き つ い言い方か もしれないが、 税金を払っている県民
に対し、 自分の子供達を沖縄にた だ遊ばせに行かせ
ましたなんて失礼である。 ツアーに参加して楽しかっ
たで終わ ってしまって はいけないのだ。 ある意味、 子
供達の意識の前に、 送り 出す側の意識の高 さも必要と
されるのだ。 だって送り 出す人はこの機会を作って く
れた県と県民に対して感謝の気持ちを忘れてはならな
いからだ。 一生懸命企画をして く れる主催者にも 税金
を払っている県民にも送り 出すほうは誠意で答えなけ
ればならない。 私は一 人で北米全部の県人会を変え
るこ と はできないが自分の県人会で一つずつ行動を起
こせていければなと 思う。 次の機会にはメンバー全員
に声をかけ応募をつのり たい。 そして積極的に沖縄の
こ とを学びたい と いう子供をジュニアスタデイ ー ツアー

に送り出したいのだ。

ツ ア ー で得た こ と

このツアー は子供達が主役のツアーであっ た。 関係
者は全てサポ ートにまわ っ たし子供達優先で事を運
んでき た。 子供達を第一にと 思い行動して き たつ も り
だっ たのだが、 結果的に私は子供達から得た ものが多
かっ たのではないか と 思う。 ツアーを通して、 そして
子供達 との交流から私は自分と いうのを知るこ とがで
き 、 向 き 合うこ とができ たのだ。 先生達がよく 言うよう
に、 「教えるより 教えられるこ とが多か っ た」 のだ。 も
しかしたら私が子供達に何かをしてあ げた と いうより
は、 子供達が私にして く れた と 言っ た方がいいのか も
しれない。 自分自身に反省するこ とが多かっ た こ と や
葛藤した こ となど も 含め、 違っ た視点から自分を見る
機会を作って く れた子供達に感謝である。 このツアー

は子供達に影響を与えたのではなく 私にも大きな影響
を与えたのだ。

いっペーにふ ぇ ーで一 びたん。
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受 入 実 績 I 

( 1 ) 海外参加者 ・ 引 率者の 国 別 内訳 【 （ ） は そ の う ち 引 率者の 人数】｀ 
ボ リ ビ ア

プ ラ ジ ル

ヶ （ カ ンポグラ ンデ）
• ア ル ゼ ン チ ン
ペ ル � 
ベ ネ ズ エ ラ

メ キ シ コ

キ ユ ノ ゞ

フ ラ ン ス

イ ギ リ ス

ド イ ツ

米 国 （ ハ ワ イ ）
// （ グ ア ム ）
ケ （ 本 土 ）

力 ナ ダ
フ イ リ ピ ン

シ ン ガ ポ ー ル

マ レ シ ア

計

( 2 ) 海外参加者内訳

世 代 別｀度
1 世

2 世

3 世

4 世

5 世

計

男 女 別｀ 
男 子
女 子
合 計 ，

Hl3 
（ウチナーンチュ大会）

5(1) 
7(1) 
3(1) 
5(1) 
5(1) 
2(1) 
3(1) ゜
2(1) 
2(1) 
2(1) 

1゚ 

20(4) 
6(2) 
4(1) ゜゚

67(17) 

Hl3 
（ウチナーンチュ大会）

2゚6 

21 

3 

5゚0 

Hl3 
（ウチナーンチュ大会）

30 

20 

50 

( 3 ) 県内 ・ 県外参加者内訳
学 校 別｀度 Hl3 

（ウチナーンチュ大会）

小 学 生 ， 
中 学 生 24 

高 校 生 17 

計 50 

男 女 別｀度 Hl3 
（ウチナーン和大会）

男 子 15 

女 子 35 

合 計 50 

Hl4 Hl5 Hl6 Hl7 
Hl8 

計
（ウチナー ンチュ大会）

2 3(1) 2 2 5(1) 19(3) 
3(1) 2 3(1) 3(1) 5(1) 23(5) 
1 2(1) 1 1 2 10(2) 

3(1) 2 3(1) 3(1) 3 19(4) 
3(1) 3(1) 3(1) 3(1) 4(1) 21(6) ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2(1) ゜ ゜ ゜ ゜ 1 4(1) 
2(1) 2(1) 2(1) ゜ 2(1) 8(4) ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2(1) ゜ ゜ ゜ 2(1) 2 6(2) ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2(1) 
2 3(1) 1 ゜ 1 7(1) ゜ 2(1) ゜ ゜ ゜ 3(1) 

6(2) 5(2) 5(1) 6(1) 11(2) 53(12) 
2(1) 1 1 1 2 13(3) 
3(1) 3(1) 1 1 1 13(3) 
2(1) ゜ ゜ ゜ ゜ 2(1) ゜ ゜ ゜ ゜ 1 1 . 

29(9) 28(9) 22(5) 22(5) 40(6) 208(51) 

Hl4 Hl5 Hl6 Hl7 
Hl8 

計
（ウチナー ンチュ大会）゜ ゜ 1 2 1 4 

5 6 6 3 14 60 

8 10 8 ， 13 69 

7 3 2 3 5 23 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 1 

20 19 17 17 34 157 

Hl4 Hl5 Hl6 Hl7 
Hl8 

計
（ウチナーン和大会）， 5 7 6 15 72 

11 14 10 11 19 85 

20 19 17 17 34 157 

Hl4 Hl5 Hl6 Hl7 
Hl8 

計
（ウチナーンチュ大会）゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ， 

13 7 5 4 11 64 

11 18 15 15 22 98 

24 25 20 19 33 171 

Hl4 Hl5 Hl6 Hl7 
Hl8 

計
（ウチナーンチュ大会）

6 4 4 5 7 41 

18 21 16 14 26 130 

24 25 20 19 33 171 
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県 内 参加者名 簿
氏

1 国 吉 明 奈

2 久手堅 憲 稀

3 比 嘉 夏 海

4 冨名腰 彩 乃

5 豊見山 佐 妃

6 前 里 雅

7 中 村 春 葵

8 与 坂 勇 姫， 比 嘉 美 幸

10 崎 原 佑 介

11 島 袋 正 志

12 諸 見 正 太

13 津 波 義 弥

14 山 内 祐 奈

15 喜 納 亜沙美

16 川 節 奈 那

17 屋比 久 ま り

18 運 天 美 由 紀

19 池 原 ななえ

20 上 間 もえみ

21 狩 俣 彩 乃

22 久 貝 博 文

23 大 城 ひ ろ か

24 岩 田 彩

25 稲 福 奈実子

26 城 田 麻莉亜

27 謝敷 アリ ーニ

28 宮 城 若 名

29 下 地 由 芙子

30 照 屋 美友貴

31 糸 数 舞

32 金 城 将 吾

33 平 良 優 圭

平成1 8年度 県 内 参加者名 簿 I 

名 学年 性別 序子 校 名

KUNIYOSHI MEINA 3 女 中城村立中城中学校

KUDEKEN NORIKI 3 男 西原 町立西原東中学校

HIGA NATSUMI 3 女 浦添市立浦添中学校

FUNAKOSHI AYANO 3 女 那 覇市立首里中学校

TOMIYAMA SAKI 3 女 那覇市立松島中学校

MAESA TO MIY ABI 3 女 那覇市立松島中学校

NAKAMURA HARUKI 3 女 豊見城市立長嶺中学校

YOSAKA YUKI 1 女 南城市立玉城中学校

HIGA MISAKI 3 女 与那原 町立与那 原中学校

SAKIHARA YUSUKE 3 男 与那原 町立与那原中学校

SHIMABUKURO MASASHI 1 男 多 良間村立多 良間中学校

MOROMI SHOT A 3 男 石 川 高等学校

TSUHA YOSHIY A 3 男 北谷高等学校

YAMAUCHI YUUNA 3 女 普天間高等学校

KINA ASAM! 3 女 普天間高等学校

KAW ASETSU NANA 3 女 西 原高等学校

YABIKU MARI 3 女 浦添工 業高等学校

UNTEN MIYUKI 3 女 浦添工 業高等学校

IKEHARA NAN AE 3 女 那覇国際高等学校

UEMA MOEMI 3 女 那覇国際高等学校

KARIMA TA A Y ANO 1 女 首里高等学校

KUGAI HIROFUMI 1 男 小禄高等学校

OSHIRO HIROKA 2 女 那覇西高等学校

IWATA AYA 1 女 那覇西高等学校

INAFUKU NAMIKO 3 女 那 覇 商 業高等学校

SHIROTA MARIA 3 女 那 覇 商 業高等学校

J ASHIKI ALINI 1 女 沖縄 尚学高等学校

MIYAGI WAKANA 2 女 沖縄女子短期大学附属 高等学校

SHIMOJI YUFUKO 2 女 開邦高等学校

TERUYA MIYUKI 2 女 知念高等学校

ITOKAZU MAI 2 女 知念高等学校

KINJO SHOGO 3 男 糸 満高等学校

TAIRA YUKA 3 女 久米 島高等学校
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海外参加者名 簿
名 年令 性けり 世代 国 名 県 人 会 名

1 
ガ ブ リ エ レ エ リ 比嘉

GABRIELLE ERY HIGA 
15 女 2 世

2 
カ リ ナ イ ズ ミ 具志堅

KARIN A IZUMI GUSHIKEN 
15 女 3 世

3 
カ レ ン ユ ミ 宮城

ブ ラ ジ ル 沖縄県 人 会

KAREN YUMI MIYASHIRO 
16 女 4 世

レ チ シ ア チ エ ミ 高 良
ブ ラ ジ ル

4 
LETICIA TIEMI TAKARA 

17 女 3 世

マリオ セルジ オ い さ お 小波津
5 

MARIO SERGIO ISSAO KORA TSU 
16 男 3 世

6 
レ ナ タ ち え み 城 間

カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人 会

RENATA TIEMI SHIROMA 
17 女 3 世

7 
宮平 レ オ ナ ル ド マ ル ア イ ン

LEONARDO MARTIN MIYAHIRA 
17 男 2 世

8 
新垣 あ か ね

AKANE ARAKAKI 
17 女 1 世 ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

， 喜納 パ ウ フ ミ カ エ フ ミ ユ キ
PA ULA MICAELA KIN A 

16 女 3 世

10  
新垣 金城 ジ ミ ホ ル ヘ

JIMMY JORGE ARAKAKI KANASHIRO 
17 男 4 世

11 
具志堅 大城 ガブ リ エ フ イ サベ ル

GABRIELA ISABEL GUSHIKEN OSHIRO 
17 女 3 世 ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県人会

12 
渡嘉敷 国頭 ダ ニ エ フ

DANIELA TOKASHIKI KUNIGAMI 
16 女 4 惟

13 
比嘉 さ ゆ り

SAYURI HIGA 
13 女 3 世

14 
慎榮城 弥生

YA YOI MAESHIRO 
13 女 3 世

15 
安里 健

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

KEN ASATO 
13 男 2 世

16 
ホ カ マ

SAKAE HOKAMA 
14 男 3 世

17 
イ ダル ゴ カ ネ ド フ フ ン シ ス コ エイ ジ
FRANCISCO EILL Y HIDALGO CANEDO 

18 男 4 世 メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県 人 会

18 
キ ヨ ミ ト レ ス ゴ ン ザ レ ス

KIYOMI TORRES GONZALEZ 
18 女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県 人 会

19 
高 田 シ ャ ン ァ ル 真 由 美

女
CHANTELLE MA YUMI TAKATA 

16 5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダ ー エ ル マ コ ト バ ン バ ー ド
20 

DANIEL MAKOTO BOMBARD 
17 男 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

又吉 ま り こ リ ン
21 

MARIKO LYN MATAYOSHI 
16 女 2 世 北 カ リ フ ォ ル ニ ア 沖縄県人会

- 163 -



-||||l|||||1 

海外参加者名 簿

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

ウ ェぐ；； ト セ ル ミ ッ シ ェ ル ケ イ コ
MICHELLE KEIKO WHETSELL 

デ イ ヨ ア レ ン シ ュ ル ラ イ ン
DALE ALLEN SCHLEHLEIN 皿
ア シ ュ レ イ 紀子 シ ャ ン コ ー ズ

ASHLEY KIKO SHANKLES 
イ ー ア ン ト ー マ ス ダ グ ラ ス

IAN THOMAS DOUGLAS 
フ ェ ン グ フ ー 美花

MIKA LEILANI FENGLER 
ア シ リ ー ブル ッ ク シ ン グル ト ン
ASHLIE BROOKE SHINGLETON 

ク リ ス ト フ ァ ー ジェ フ リ ー エ ドワ ー ズ
CHRISTOPHER JEFFREY EDWARDS 

パ タ ソ ン ア ン ド リ ュ 義輝
ANDREW YOSHIKI PATTERSON 

比嘉 史
NICHOLAS CHIKASHI HIGA 
ブ フ イ ア ン メ ヒ ア ヤ キ ァ ン
YAQUITEN BRYAN MEJIA 

比嘉 麻耶
MAYA HIGA 

石垣 幸夫
SACHIO LUCIAN ISHIGAKI 

石垣 優児
YUJI ISHIGAKI 

海外引 率者名 簿
名

1 
与儀 上原 昭 雄

AKEO UEHARA YOGUI 

2 
譜久原 ア ン ト オ ・

FUKUHARA ANTONIO 

3 
イ ノ ウ エ 悦子

ETSUKO INOUE 

4 
フ リ エ タ フ ォ ン ア 伊波

JULIET A FONTE IHA 

5 
ジ ャ ネ ッ ト 亜希子 山 内

JANET AKIKO YAMAUCHI 

6 
上 原 さやか

SAY AKA UEHARA 

17 女 2 世 ワ シ ン ト ン 州 沖縄県人 ク ラ ブ

15 男 3 世 中 西部沖縄県人会

14 女 2 世 ニ ュ ー メ キ シ コ 沖縄県人会

14 男 3 世 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

13 女 2 世 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

17 女 3 世 ジ ャ ク ソ ン ビ ル 沖縄県人会

14 男 2 世 ミ シ ガ ン 沖縄県人会

15 男 2 世 バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛会
カ ナ ダ

13 男 2 世 ト ロ ン ト 球陽会

16 男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会

16 女 2 世 マ レ ー シ ア マ レ ー シ ア 沖縄会

13 男 2 世
イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

17 男 2 世

性別 世代 国 名 県人会名

男 2 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ、ル 沖縄県人会

男 3 世 ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県 人会

女 2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

女 1 世 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
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9 平成1 7年度 県 内 参加者名簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 性別 足子 校 名

1 具志堅 靖 知 GUSHIKEN Y ASUTOMO 男 沖縄市立コ ザ中学校

2 城 間 ひ かる SHIROMA HIKARU 女 那 覇市立石嶺中学校

3 伊 地 侃 海 ICHI TADAMI 男 与那原 町立与那原中学校

4 又 吉 奈保子 MAT A YOSHI NAOKO 女 石垣市立伊原間中学校

5 金 城 千 尋 KINJO CHIHIRO 女 北部工 業高等学校

6 幸 地 長 治 KOUCHI CHOUJI 男 名護高等学校

7 金 城 エリナ KINJO ERINA 女 読谷高等学校

8 大 城 奈 々 OSHIRO NANA 女 具志川 高等学校

， 玉 城 美 優 TAMAKI MIYU 女 具志川高等学校

10 山 城 杏 奈 YAMASHIRO ANNA J 女 普天間高等学校

11 宇 根 あ み 菜 UNE AMINA 女 浦添高等学校

12 大 城 李理子 OSHIRO RIRIKO 女 那覇高等学校

13  斉 藤 愛 里 SAITO AIRI 女 那 覇国際高等学校

14 又 吉 扶 MAT A YOSHI T ASUKU 男 那覇国際高等学校

15 上 原 麻 衣 UEHARA MAI 女 小禄高等学校

16 小 那 覇 祥 子 ONAHA SHOKO 女 豊見城高等学校

17 番 園 吉了 BANZONO TORU 男 糸 満高等学校

18 翁 長 琴 乃 ONAGA KOTONO 女 久 米 島高等学校

19 伊良部 ｀ 夏 美 IRABU NATSUMI 女 宮古工 業高等学校
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海外参加者名 簿
氏 名

1 大城 直美 マ ヤ フ
MAYARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

2 宮城 明子 ベ ア ト リ ス
BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO 

3 川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ
HENRIQUE KENJI KAWANAMI 

4 屋 宜 官広 ア レ ハ ン ド ロ
ALEJANDRO DANIEL YAGI 

5 岸本 ユ カ リ
YUKARI KISHIMOTO 

6 仲 里 国頭 エ ミ カ ロ リ ナ
EMY CAROLINA NAKASATO KUNIGAMI 

7 亀 甲 亀 甲 たかし ア レ ハ ン ド ロ
TAKASHI ALEJANDRO KAMEGO KAMEKO 

8 親川 千草 カ サ ン ド フ
CHIGUSA CASANDRA OY AKA WA 

， ジ ャ ン ― ブ フ ジ ル
J ANNY BRASIL TAMASHIRO 

10 ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル
MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO 

11 イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス ケ ン イ チ
CHANCE KENICHI IT ALIANO 

12 イ ー ズ リ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ
MCKENNA VIKASHAA EASLEY 

13 フ ッ ク エ ル 笑美 コ ン ド ン
RAQUEL EMI CONDON 

14 ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シ ア ワ ー ル タ ーズ
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS 

15 ン‘ ／̀ ヨ ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ
JORDAN KAMIO SAW ADA 

16 ジャス ミ ン マ リ ドフ レ ド デ ヘス ス
JASMINE MARIE D E  JESUS 

17 ゴ ン ザ レ ス 優子 エ リ ザベ ス
YUKO ELIZABETH GONZALES 

海外引 率者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

氏 名
松堂 忠顕

CHUKEN MA TSUDO 
新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン

FABIAN A CARMEN SHINZA TO 
安座間 喜屋武 シェ イ フ パ ト リ シア
SHEILLAH PA TRICIA AZAMA KIY AN 

牧志 啓和
HIROKAZU MAKISHI 

伊敷 久子
HISAKO ISHIKI 

性けり 世代 国 名 県 人 会 名

女 2 世
ブ ラ ジ ル 沖縄県人会

女 3 世 ブ ラ ジ ル

男 3 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

男 3 世
ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 1 世

女 4 世
ペ ル ー ペ ル ー 沖 縄県人会

男 3 世

女 3 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人会

女 3 世

女 4 世 北米沖縄県人会

男 1 世 ュ タ 州 沖 縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン D C 沖縄県人会

女 3 世 イ ン デ イ ア ナ 沖縄県人会

男 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県人 会

男 4 世 カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会

女 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会

女 2 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県 人会

性別 世代 国 名 県 人 会 名

男 1 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル 沖縄県人会

女 2 世 ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世 ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県人会

男 1 世 ア メ リ カ ユ タ 州 沖縄県人会

女 1 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会
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I 平成1 6年度 県 内 参加者名簿 I 
県 内 参加者名 簿

氏 名 性別 序子 校 名

1 棚 原 琴 希 TANAHARA KOTOKI 女 宜野湾市立宜野湾中学校

2 糸 数 梨 乃 ITOKAZU RINO 女 那 覇市立小禄中学校

3 国 吉 美 樹 KUNIYOSHI MIKI 女 久 米 島 町立具志川中学校

4 高 原 茉 奈 T AKAHARA MANA 女 平良市立平良中学校

5 前上里 李衣奈 MAEUEZA TO LIIN A 女 石垣市立伊原間中学校

6 幸 地 美 琴 KOUCHI MIKOTO 女 名護高等学校

7 平 良 槙 子 TAIRA MAKIKO 女 石川 高等学校

8 小 谷 仁 人 KOT ANI KIMIHITO 男 石 川 高等学校

， 池 原 春 奈 IKEHARA HARUNA 女 読谷高等学校

10 又 吉 毅 MAT A YOSHI T AKESHI 男 美里高等学校

1 1 上 原 唯 UEHARA YUI 女 球陽高等学校

12 崎 濱 優 希 SAKIHAMA YUUKI 女 与勝高等学校

13 沖 吉 ハ ン ナ OKIYOSHI HANNA 女 普天間高等学校

14 運 天 美 里 UNTEN MISA TO 女 首里高等学校

15 久銘次 美奈江 KUMEJI MIN AE 女 那覇国際高等学校

16 謝敷 エ ミ リー J ASHIKI EMILY 女 那覇国際高等学校

17 金 城 のぞみ KINJOU NOZOMI 女 那覇 西高等学校

18 許 田 卓 史 KYODA TAKAFUMI 男 興南高等学校

19 金 憲 禎 KIM HUNJUNG 男 沖縄 尚学高等学校

20 細 田 愛 HOSODA MANA 女 豊見城高等学校
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海外参加者名 簿
氏 名 性けlj 世代 国 名 県 人 会 名

1 
比嘉 理恵 デ ボ フ

DEBORA LIE HIGA 
女 3 世

2 
知念 ま ゆ み ク リ ス チ ー ナ

ブ ラ ジ ル 沖縄県人会

CRISTIN A MA YUMI CHINEN 
女 2 世 ブ ラ ジ ル

城 間 ロ ド リ ー ゴ シ ゲ イ ロ
3 

RODRIGO SHIGUEIRO SIROMA 
男 3 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

4 
又吉 ア ン ド レ ス

MATAYOSHI ANDRES PABLO 
男 3 世

米須 ノ ル マ ビ ル ヒ ニ ア
ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

5 女 3 世
KOMESU NORMA VIRGINIA 

6 
エ ス コ バ ル 伊礼 ジ ョ ア ナ ェ ッ コ
ESCOBAR YREY JOHANNA ETSUKO 

女 4 世

比嘉 シ ン ボ エ リ ッ ク ハ ビ エ ル
ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県人会

7 男 3 世
HIGA SHIMBO ERIC JAVIER 

8 
中村 稲嶺 真 由 美

女
NAKAMURA IN AMINE MA YUMI 

2 世

新垣 サ ト ル
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人会

男 2 世
ARAKAKI SA TORU 

10 
サ ユ リ ゴ ン ザ レ ス ナ カ ソ ネ

GONZALEZ NAKASONE SAYURI 
女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

11 
ミ ッ シ ェ ル ミ ヨ リ パ ー ス

PANIS MICHELLE MIYORI 
女 3 世 沖 米沖縄県人会

ウ ィ リ ア ム ウ ォ ル タ ー ス ト レ リ ー

12 
STRALEY WILLIAM WALTER 

男 2 世 ペ ン サ コ ー ラ 沖縄県人会

コ フ オ ク リ ス タ ル
13 

CORRAO CRYSTAL MARIE 
女 2 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県 人会

新城 ア ン ト ニ 大陸男
14 

ARASHIRO ANTHONY MUTSUO 
男 2 世 サ ン デ イ エ ゴ沖縄県 人 会

ジェ シー ・ マイ カ イ アオ ア カマラニ ・ ホ リ
15 女

HORI JESSIE MAI KAIAO A KAMALANI 
4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

16 
喜久川 可 奈

KIKUKA WA KANA 
女 1 世 カ ナ ダ バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛 会

17 
レ ン ド ジ ャ ン ボ フ ァ シ ョ
BONIFACIO RHEND JAN 

男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県 人会

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 ， 県 人 会 名

1 与儀 上 原 昭雄 男 2 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル 沖縄県人会
2 新垣 ア リ エ ル 男 2 世 ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
3 松 田 美津江 女 2 世 ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県人会
4 ミ ユ キ イ ト カ ズ モ ラ レ ス 女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
5 光江 上 原 コ ー チ 女 1 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県 人会
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I 平成 1 5年度 国 内 参加者名 簿

県 内 参加者名 簿

氏 名 性別

1 宮 本 詩 織 Miyam�to Shiori 女

2 島 袋 希 Shimabukuro Nozomi 女

3 山 城 貴 徳 Yamashiro Takanori 男

4 比屋根 安 尚 Hiyane Y asunao 男

5 長 嶺 一 司 Nagamine Kazushi 男

6 古波蔵 直子 Kohagura N aoko 女

7 比 嘉 淳 子 Higa Junko 女

8 吉 村 苑 華 Yoshimura Sonoka 女

， 高 良 南 Takara Minami 女

10 玉 城 幸 Tamaki Miyuki 女

11 安次富 紗綾香 Ashitomi Sayaka 女

12 比 嘉 こ なみ Higa Konami 女

13 安 里 み ち ょ Asato Michiyo 女

14 新 垣 怜 子 Arakaki Reiko 女

15 新 崎 奈 央 Arasaki Nao 女

16 則‘’ 田 那美子 Maeda N amiko 女

17  大 本 紗 哉 Ohmoto Saya 女

18 金 城 美 菜 Kinjo Mina 女

19 大 城 桃 香 Oshiro Momoka 女

20 真栄城 智 恵美 Maesiro Chiemi 女

21 稲 福 陽 香 Inafuku Haruka 女

22 村 吉 梨華子 Murayoshi Rikako 女

県外参加者名 簿

氏 名 性別

1 金 城 幸 代 Kinj o Sa chi yo 女

2 上 原 勝 也 Uehara Katsuya 男

3 小 山 奈 未 Koyama Nami 女
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序子 校 名

港川中学校

首里中学校

糸 満中学校

南星中学校

南星中学校

南星中学校

八重 山 農林高等学校

読谷高等学校

球陽高等学校

浦添高等学校

浦添商 業高等学校

首里高等学校

首里東高等学校

那覇高等学校

那覇高等学校

那覇国際高等学校

那覇国際高等学校

那 覇 商 業高等学校

沖縄 尚学高等学校

沖縄 尚学高等学校

興南高等学校

興南高等学校

学 校 名

兵庫県立宝塚私立高司中学校

兵庫県立宝塚高等学校

日本福祉大学附属高等学校



I 平成1 5年度 海外参加者名 簿 I 
海外参加者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
10 

1 1  

12 

13 

14 

15 

16 

1 7  

18 

19 

氏 名
新城 真 由 美

Monica Mayumi Arashiro 
仲村 カ ロ リ ー ナ み ど り
Carolina Midori Nakamura 

新里 チ エ ミ ア ン ネ
Anne Thiemy Suzuki Shinzato 

井 口 セ シ リ ア ミ ド リ
Iguchi Cecilia Midori 

諸喜 田 マ リ ネ
Shokida Marine 

仲 本 山城 ダ ニ エ フ
Nakamoto Y amagusuku Daniella 

渡慶次 山城 マ リ ア ガ ブ リ エ フ
Tokeshi Y amagusuku Maria Gabriela 

神 谷 ナ オ ミ
Kamiya Pedraza Naomi 

比嘉 1 、 生ロ ー
Higa Koj i 

ア レマ ン レオナル ド ホルヘ エル ネス ト
Aleman Leonard Jorge Ernesto 

キ ャ サ レ ン ア ー ヌ シ ロ マ
Katharine Anne Shiroma 
タ イ ジ ン コ バ シ ガ ワ

Ty Jin Kobashigawa 
玉城 由 美

Tamashiro Yumi 
柳 田 コ リ ン タ ケ シ

Yanagida Colin Takeshi 
ア シ ュ リ ー フ リ ッ ク

Ashley Frick 
仲 原 オ リ バ ー 竜司
Nakahara Oliver Ryoj i 

デ イ ナ マ エ エ ロ イ リ ェ ゴ
Llego Dinahmae Eroy 

パ ト リ シア レ ジー ナ ノ セ ダ ロペス
Lopez Patricia Resyna Noceda 

レ ド ナ ジ ェ ニ フ ァ ー 祐紀
Re dona Jennifer Yuki 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 屋富祖 正一

2 安座 間 平敷 フ ァ ン 喜勝
3 比嘉 次雄
4 上 間 大兼久 ホ ル ヘ
5 タ ラ ン テ ィ ニ 裕子 伊波
6 曽 野 知 雄
7 島 袋 カ オ ル ネ イ デ イ ー

8 アセルデン マ リ ア コ ラ ソ ン エバンヘリ オ， 奥濱 レ ド ナ 悦子

性別 世代 国 名 県 人 会 名

女 3世
ブ ラ ジ ル 沖縄県人会

女 2世 ブ ラ ジ ル

女 3世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会

女 3世
ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3世

女 3世
ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県人会

女 3世

女 2世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

男 2世

男 4世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ 沖縄県人会

女 4世
ハ ワ イ 沖縄県人会

男 4世

女 2世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

男 2世 ワ シ ン ト ン州 沖縄県 人会

女 3世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

男 2世 カ ナ ダ カ ル ガ リ ー 沖縄県人会

女 3世
フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会

女 3世

女 3世 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人会

性別 世代 国 名 県 人 会 名
男 1世 ブ ラ ジ ル カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県人会
男 3世 ペ ル ー ペ ル ー 沖縄県人会
男 1世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会
男 2世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
女 1世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会
男 2世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会
女 2世 ハ ワ イ 沖縄県人会
女 2世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会
女 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人会
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I 平成 1 4年度 県 内 参加者名 簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 性別 学 校 名

1 宮 里 諒 哉 Ryoya Miyazato 男 名 護市立大宮 中 学校

2 奥 間 友里恵 Yurie Okuma 女 金武町立金武 中 学校

3 輿那城 美姫乃 Mikino Yonashiro 女 沖縄市立安慶 田 中 学校

4 伊良波 一 美 Kazumi Iraha 女 沖縄市立 山 内 中 学校

5 嘉 数 真 菜 Mana Kakazu 女 浦添市立浦 西 中 学校

6 比 嘉 麻 臣 Asami Higa 女 那覇市立松城 中 学校

7 平 敷 綾 Aya Heshiki 女 那覇市立小禄中 学校

8 山 城 信 裕 Nobuhiro Yamashiro 男 与那原 町立与那 原 中 学校

， 杉 山 星 河 Seika Sugiyama 女 豊見城市立伊良波 中 学校

10 J I  I 平 一 之 Kazuyuki Kawahira 男 城辺 町立福嶺 中 学校

1 1 宮 城 聖里香 Serika Miyagi 女 辺土名 高等学校

12 大 城 奈津紀 Natsuki Ohshiro 女 石 川 高等学校

13 山 城 夢 乃 Yumeno Yamashiro 女 美里高等学校

14 宮 里 あ す か Asuka Miyazato 女 宜野湾高等学校

15 嵩 本 哲 也 Tetsuya Takemoto 男 西 原 高等学校

16 西 筋 理 奈 Rina Irisuj i 女 那覇 高等学校

17 玉 城 智 佳 Chika Tamaki 女 沖縄女子短大 附属 高等学校

18 國 場 雄 作 Yusaku Kokuba 男 豊見城高等学校

19 又 吉 香穂利 Kahori Matayoshi 女 糸 満高等学校

20 石 井 雄 大 Takehiro Ishii 男 八重 山 高等学校

県外参加者名 簿

氏 名 性別 呂子 校 名

1 川 崎 麻奈美 Manami Kawasaki 女 鶴 見 中 学校

2 金城 香奈 Kana Kinjo 女 鶴 見 中 学校

3 輿那嶺 美香 Mika Yonamine 女 大阪市立天下茶屋 中 学校

4 糸 洲 久美子 Kumiko Itosu 女 明浄学院高等学校
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I 平成1 4年度 海外参加者名 簿
＿ 

l 
海外参加者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

10 

1 1  

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

氏 名
当 間 嗣栄 マ ウ リ シ オ
Mauricio Shiei Touma 

高 良 グ フ ウ シ ャ ネ ン シ

島 袋

Glaucia N翌
ジ

翌
ャ

Tak�ra 
士 良堂 ケ リ 不バンヽ

T acq ueline Shirado 
米須 ト マ ス

Tomas Komesu 
エ リ ア ナ ビ ル ヒ ア

Eliana Virginia Shimabukuro 
広 中 山城 ）レ イ ス フ ェ ル ナ ン ド

Luis Fernando Hironaka Yamagusuku 
ゴ ン ザ レ ス 平 良 ハ イ メ

Jaime Gonzales Taira 
仲里 秋奈

Akina N akazato 
ロ ヴ ェ レ ス 真栄城

三
J マ ン

Velez Maeshiro 
ナ リ ピ ー ヤ フ ォ ン ア

Narryman Pina Fonte 
清本 ・ 伊舎良 マ ッ シ ュ 誠

Matthew Makoto Kivomoto-Isara 
伊良波 ク リ ス ト フ ァ マ イ ケ ル

· Christopher Michael Iraha 
比嘉 ク リ ス テ ィ ン ミ ヨ シ

Cristan Miyoshi Higa 
バ ウ チ ャ 飛鳥

Asuka Christine Boutcher 
ジ ョ ナ サ ン サ ン ダ ス

声
ノ`
‘ ` ヨ athan David Saunders 

セ フ リ ー バ ザ ド
l oseoh Lee Buzzard 

藤 田 エ リ ザベ ス 由 利 子
Elizabeth Yuriko Fuj ita 

ミ シ ェ ル ア ベ ダ ア ペ ベ ― ト
Michelle Abedania Pebenito 

ジ ョ ネ ロ ベ ス コ メ ロ ス イ グ ナ シ オ
J onerobeth Comeros Ignacio 

照屋 な っ 子
Natsuko Teruva 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 具志堅 ジ ー ナ 美千代
2 新里 ダ ニ エ ル エ ス テ バ ン
3 赤嶺 光弘
4 エ ス テ ル タ マ キ ト ー レ ス
5 呉屋 君子
6 大城 順市
7 藤 田 みどり
8 エ ス テ ー ラ ア レ ホ ア ド ル フ ォ
， 橋本 真理

性別 世代 国 名 県 人 会 名

男 4 世
ブ ラ ジ ル

女 3 世 ブ ラ ジ ル
沖縄県人会

カ ン ポ グ フ ン デ女 4 世 沖縄県人会

男 2 世
在亜沖縄県人ア ル ゼ ン チ ン 連合会

女 3 世

男 4 世 ペ ル ー

ペ ル ー

沖縄県人会
男 3 世

女 2 世
ボ リ ビ アボ リ ビ ア 沖縄県人会

男 3 世

キ ュ J ゞ
女 4 世 キ ュ J ゞ

沖縄県人会

男 4 世
ハ ワ イ

男 4 世
沖縄県人会

北米女 4 世 沖縄県人会
ア メ リ カ

ワ シ ン ト ン D.C.女 2 世 沖縄会
ア ト フ ン タ男 3 世 沖縄県人会

北加男 3 世 沖縄県人会
ト ロ ン ト女 2 世 カ ナ ダ 球陽会

女 3 世
フ ィ リ ピ ンフ ィ リ ピ ン 沖縄県人会

女 3 世

女 2 世 シ ン ガ ポ ル 星琉会

性別 世代 国 名 県人会名
女 2 世 ブ ラ ジ ル ブ ラ ジ ル 沖縄県人会
男 2 世 ア ル ゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
男 1 世 ペ ル ー ペ ル ー 沖 縄県 人会
女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
女 1 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会
男 1 世 北加沖縄県人会
女 1 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会
女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会
女 1 世 シ ン ガ ポ ー ル 星琉会
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県 内 参加者名 簿
氏

1 知 名 倫 子
2 仲 田 尚 仁
3 又 吉 椎 菜
4 平 良 久美子
5 仲 本 達 郎
6 新 垣 史 織
7 目取真 輔
8 城 間 祥 大， 照 屋 寛 佳
10 玉 城 匠
11 知 念 鈴 奈
12 仲 間 良 成
13 牧 山 梨 紗
14 仲 程 祐 介
15 成 底 徹
16 仲 里 彩 夏
17  屋嘉比 梢
18 玉 城 彩 衣
19 松 本 佳 子
20 東江真 理 子
21 与那嶺 悠
22 古 謝 ち ひ ろ
23 比 嘉 紗 苗
24 仲 程 若 菜
25 平 田 吉 郎
26 比 嘉 彩 賀
2 7  比 嘉 亜 樹
28 古 堅 葵
29 佐久川 俊 介
30 謝 花 千 夏
31 普天間 一 樹
32 玉那覇 優 香
33 宮 城 鮎 子
34 高 田 真奈美
35 翁 長 里 美
36 上 原 恵理佳
37 与那覇 宙、し、 禾木1 J 

38 徳 里 麗 華
39 中 村 晴 枝
40 伊 計 美 希
41 仲宗根 智 世
42 佐 久 田 知日 世
43 J I  I 口 真 未
44 池 原 理 一

45 宝蔵寺 祐 司
46 仲 間 明 奈
4 7  茶 畑 美 加
48 新 崎 舞
49 比屋根 恵 美
50 真 謝 絵 美

平成1 3年度 県 内 参加者名 簿 I 

名 、 学 年 性別 学 校 名
Rinko China 小学4年 女 宜 野 座 小 学 校

Naohito Nakada 小学4年 男 南 風 原 小 学 校
Shiina Matayoshi 小学 5 年 女 漢 那 小 学 校

Kulniko Taira 小学 5 年 女 志 真 志 小 学 校
Tatsuro Nakalnoto 小学 5 年 男 城 西 小 学 校

Shiori Arakaki 小学 5 年 女 知 念 小 学 校
Tasuku Medoruma 小学 5 年 男 北 玉 小 学 校

Shoudai Shiroma 小学 6年 男 若 狭 小 学 校
Hiroyoshi Teruya 小学 6年 男 城 南 小 学 校
Takumi Talnaki 中学 1年 男 コ ザ 中 学 校
Suzuna Chinen 中学 1年 女 伊 江 中 学 校

Y oshinari Nakama 中学 l 年 男 越 来 中 学 校
Risa Makiyama 中学 1年 女 沖 縄 尚 学 中 学 校

Y usuke N akahodo 中学 1年 男 古 蔵 中 学 校
Toru Narisoko 中学 1年 男 港 川 中 学 校

Ayaka N akazato 中学 1年 女 知 念 中 学 校
Kozue Y aka bi 中学 1年 女 東 風 平 中 学 校

Ai Tamaki 中学 1年 女 那 覇 中 学 校
Yoshiko Matsuinoto 中学 1年 女 那 覇 中 学 校

Mariko Agarie 中学2年 女 伊 江 中 学 校
Haruka Yonamine 中学 2年 男 伊 良 波 中 学 校

Chihiro Koj a 中学 2年 女 嘉 手 納 中 学 校
Sanae Higa 中学 2年 女 鏡 が 丘 養 護 学 校

W akana N akahodo 中学 2年 女 古 蔵 中 学 校
Y oshiro Hirata 中学 2年 男 佐 敷 中 学 校

Ayaka Higa 中学 2年 女 松 城 中 学 校
Aki Higa 中学 2年 女 興 南 中 学 校

Aoi Furugen 中学3年 女 安 田 中 学 校
Shunsuke Sakugawa 中学3年 男 沖 縄 尚 学 中 学 校

Chinatsu J ahana 中学3年 女 宮 里 中 学 校
Kazuki Futenma 中学3年 男 小 禄 中 学 校
Yuka Tamanaha 中学3年 女 西 原 東 中 学 校
Ayuko Mayagi 中学3年 女 西 原 東 中 学 校

Manami Takada 高校 1年 女 小 禄 高 等 学 校
Satomi Onaga 高校 1年 女 小 禄 高 等 学 校
Erika Uehara 高校 1年 女 昭和薬科大学附属 裔等学校
Eri Yonaha 高校 1年 女 石 川 高 等 学 校

Reika Tokuzato 高校 1年 女 石 川 高 等 学 校
Harne Nakamura 高校 1年 女 那 覇 国 際 高 等 学 校

Miki Ikei 高校 2年 女 宮 古 高 等 学 校
Tomoyo Nakasone 高校 2年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校

Tomoyo Sakuda 高校 2年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校
Marni Kawaguchi 高校 2年 女 首 里 東 高 等 学 校

Riichi Ikehara 高校 2年 男 普 天 間 高 等 学 校
Yuj i  Hozoj i 高校 2年 男 普 天 間 高 等 学 校

Akina Nakama 高校3年 女 宮 古 高 等 学 校
Mika Chabata 高校3年 女 小 禄 高 等 学 校
Mai Arasaki 高校3年 女 小 禄 高 等 学 校

Megumi Hiyane 高校3年 女 南 風 原 高 等 学 校
Emi Maj a  高校3年 女 名 護 高 等 学 校
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・
一

-二三三二三三三二二＝
海外参加者名 簿

氏 名 性別 国 名 県 人 会名 弓 l 率 者

1 与儀 エ リ カ
女

ERIKA YOGI 
太田 ヂ オ ゴ

男2 
DIOGO T AKAKE OT A 

知花 ム リ ロ
男3 

MURILLO CHIBAN A 
ブ ラ ジ ル ブラ ジル沖縄県人会 松堂 ひ ろ み

4 諸見里 春美 女
KARINEHARUMI MOROMIZATO 

崎 間 ビ ク ト ル 達 由 鯉 男5 
VICTORT A TSUYURI SAKIMA 

宮里 昌 宏 男6 
MARCELO MASA田RO MIYAZATO UETA 

宮城 ガ ス ト ン
男7 

GASTON MIYASHIRO 
比嘉 フ ェ ル ナ ル ド

男8 
FERNANDO EZEQUIEL HIGA アルゼンチン 在亜沖縄県人連合会 安里エステラ アレハン ドラ玉那覇 ノ ル ベ ル ト

男， 
NORBERTO TAMANAHA 

大城 ノ エ リ ア
女10 

NOELIA OSHIRO 
伊芸 ヘ フ ル ド

男11 
GERALDO IGEI KOHATSU 

亀 甲 マ サ ル
男12 

MASARU ARTURO KAMEGO 
ペ ル ー 沖縄県人会 仲宗根 吉修ペ ル ー

13 山 城 イ サ ベ ル
女

ISABEL YAMASHIRO NAKACHI 

14 比嘉 盛繁 男
HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

15 比嘉 恵理子 女
ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

16 大城 — カ リ
女

NIKARI OSHIRO MURARA 
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア沖縄県人会 安谷屋 敬

中 田 弘喜 男17 
FERNANDO HIROKI NAKATA 

18 仲村 美恵子 女
MIEKO NAKAMURA SOKEI 

仲村 ミ ツ オ
男19 

JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 
メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県人会 中村 イ ルマ ヌ ネス

仲村 ヤ ス ヒ ロ
男20 

YASUHIRO NAKAMURA OROZCO 
島 田 バ グ ネ ル 和 良 男21 

WAGNER KAZUYOSHI SHIMADA 
ブ ラ ジ ル カ ンポグラ ンデ沖縄県人会 具志堅 弘具志堅 ノ ブユ キ

男22 
ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKEN 

23 古謝 景士 男 ベ ネ ズ エ ラ ベネズエ ラ沖縄県人会 古謝 いそえ
RAUL KEISHI KOJA 
宜保 亜 由 美 カ レ ン

女24 
A YUMI KAREN GIBO 

カ ナ ダ バンク ーバー沖縄友愛会 仲宗根 功
25 嶺丼 真実 女

MELISSA MAMI MINEI 
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海外参加者名 簿

26 
金城 茜

MARGARET AKANE KINJO 

27 
目 取真 ジ ャ ネ ル ミ ホ コ

JANELLE MIHOKO MEDORUMA 

28 玉栄 チ ャ ル ズ
CHARLES MASATOMO TAMAE 

ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ
29 

JOSEPH FREDRIC JONES 
ブ フ イ ア ン デ イ ビ ス

30 
BRYAN KIYOSHI DA VIS 

デ イ ビ ッ ト レ イ モ ン ド
31  

DAVID RICHARD RAYMOND 
ア リ シ ア 恵子 ブ レ ン ズ

32 
ALICIA KEIKO BERENZ 

テ イ ル リ チ ャ ー ズ
33 DALE KAORU RICHARDS 

テ イ フ ア ー 一 フ ィ ド フ ー

34 
TIFF ANY FIEDLER 

比嘉 龍児
35 RYUJI HIGA 

落合 北斗
36 

HOKUTO CREIG OCHIAI 
口 J ゞ 卜 フ ァ ン チ ェ ス

37 
ROBERT JAMES FUNCHES 

ケ イ フ ケ ン プ
38 

KAYLA RENEE CAMP 
ア ン デ イ ー フ イ ダ ー

39 
ANDY KIYOSHI RIDER 

キ ム ビ セ ッ ト
40 

KIM BISSETTE 
マ イ ケ ル ハ ー カ ー

41  
MICHAEL ALAN HARKA 

ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン
42 CRYSTAL LYNN SW ANSON 

ア レ サ マ リ コ モ ー ト ン
43 TERESA MARIKO MORTON 

ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー テ ィ ン
44 

CRISTOPHER PORTIN 

45 
マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ

MA J A YL YNC. DIQUIA TCO 

46 
チ ヨ ミ サ ン タ ロ ー サ フ ン セ ス
CHIYOMI ST A. ROSA RANCES 

47 
嶋崎 妙恵美

T AEMI SHIMAZAKI 

48 
知念 賢吾

KENGO CHINEN 

49 
石届 優児

YUJI JOE ISHIGAKI 

50 
松川 ル カ

LUCA TOM MUSASHI MATSUKAWA 

女
カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会 浦崎 ジ ョ ー ジ

女

男 北米沖縄県人会

前 田
男 サンディ エゴ 沖縄県人会 洋子

（北米沖縄県人会）

男 ュ タ 州 沖縄県人会

男 ワ シ ン ト ン沖縄県人会ク ラプ ト シ コ バー ト リ ー

女 シ カ ゴ沖縄県人会

男 遊友会

女 オ ハ イ オ 沖縄友の会
洋
（ シ

子
カ

サ ン ダ リ ン
ゴ沖縄県人会）

男 米国東海岸沖縄県人会

男 ア メ リ カ ニュー ヨ ー ク沖縄県人会

男 ワ シ ン ト ン D C沖縄県人会

女 ア ト ラ ン タ沖縄県人会

男 D FW 沖縄県人会

女 ジャク ソ ン ビル沖縄県人会
ル イ ス 高江洲 佳代子

男 フェイエッ ト ビル沖縄県人会
（ア ト ラ ン タ沖縄県人会）

女 ペンサコーラ沖縄県人会

女 7ロリ ダ沖縄郷友会（がじまる会）

男 グ ア ム 沖縄県人会 引 率者無 し

女

女 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 ト ヨ コ照屋エ リ セ オ

女

男 フ ラ ン ス フ ラ ン ス 沖縄県人会 知念 睦子

男 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会 石垣 栄康

男 ド イ ツ ド イ ツ 沖縄県人会 松川 力
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ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 式 次 第

日時 ： 平成18年 7 月2 9 日（土）
場所 ： ホ テルシテ ィ ー コ ー ト3階 パテ ィ オ

1 8 : 0 0 

1 8 : 0 2 

1 8 : 0 7 

1 8 : 1 0 

0
5
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3
3
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l
l

 

開 会

歓迎の挨拶

司会 ： 仲村 裕子（実行委員会事務局）

第4回世界のウチナ ーンチュ大会
実行委員会幹事長
沖縄県観光商工部観光交流統括監

松本 真一

宜 誓 高 田 シャンテル 真 由 美（ア メ リカ）

乾杯の音頭 沖縄ブラジル協会
会長 西原 篤 一

食事 ・ 懇談

司会挨拶
か ぎやで風
空手

エイサ ー

エイサ ー

ギター 演奏
サンバ

国場エイサ ー

終 了

司会 沖縄尚学高校地域国際交流 クラ ブ
与坂 勇 姫（玉城中学校）
崎原 佑介（与那原中学校）
クリストファー ジェフリー エドワ ー ズ（アメリカ）
イ ーアン トー マス ダグラ ス （アメリカ）
比嘉 夏海（浦添中学校）
ウェ ッ トセル ミ ッ シェル ケイ コ （アメリカ）
石垣 優児（イギリ ス ）
ガブリエレ エリ 比嘉（ブラジル）
カリナ イズ ミ 具志堅（ブラジル）
カレン ユ ミ 宮城（ブラジル）
レチシア チエ ミ 高 良（ブラジル）
マリ オ セルジ オ い さお 小波津（ブラジル）
レナタ ち え み 城間（ブラジル）
沖縄尚学高校地域国 際交流 クラ ブ
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口
― ー一

知 事 表 敬 式 次 第
- - - - - - --

1 1 : 3 0 開 会

1 1 : 3 2 参加者紹介

1 1 : 3 7 歓迎の挨拶

1 1 : 4 2 参加者代表挨拶

1 1 : 5 0 閉 会

1 1 : 5 5 写真撮影（中庭）

司会

司会

日時 ： 平成18年 7 月31日（月）
場所 ： 県庁1階 県民ホ ー ル
司 会 ： 照喜名 一（実行委員 会事務局次長）

第4回世界のウチナ ーンチュ大会
実行委員会会長
沖縄県知事 稲嶺 悪 一

海外参加者代表
フ ェングラ ー 美花

（アトランタ 沖縄県人会）

県内参加者代表
稲福 奈実子

（那覇 商業高等学校）

司会
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1 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 68 日 前ブ レ イ ベ ン ト 式次第 I 

1 5 : 0 0 オ ー プ ニ ン グ

舞踊 四 つ 竹 と 太鼓 の 競演

1 5 : 0 6 主催者挨拶

1 5 : 1 1 大会 テ ー マ ソ ン グ発表

1 5 : 1 8 エ イ サ ー 演舞

「久高 ま ん じ ゅ ー す」

1 5 : 2 1 エ イ サ ー 演舞
「 ミ ル ク ム ナ リ 」

「 ミ ナ ト ー マ 」

「唐船 ド ー イ 」

1 5 : 3 3 大会 テ ー マ ソ ン グ合唱

1 5 : 4 5 終了

日 時 ： 平成 1 8 年 8 月 6 日 （ 日 ）
1 5 : 0 0 � 1 5 : 4 5 

場所 ： 那覇市ぶ ん か テ ン ブ ス 館前 ポ ケ ッ ト パ ー ク

司 会 ： 金城 秀美

今帰仁子供太鼓 い ま じ ん

第 4 回世界 のウチナー ンチュ大会

実行委員 会会長
沖縄県知事 稲嶺 恵 一

平 田 大ー ＆ レ キ オ ス バ ン ド

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 参加者、

琉球國 祭 り 太鼓 メ ン バ ー

ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ ア ー 参加者、
日 出 克、 琉球國祭 り 太鼓 メ ン バ ー

日 出 克、 琉球國祭 り 太鼓 メ ン バ ー

日 出 克、 琉球國 祭 り 太鼓 メ ン バ ー

平 田 大ー ＆ レ キ オ ス バ ン ド

- 178 -



1 修 了 式 式 次 第 I 

1 1 : 2 0 開 会
1 1 : 2 2 主催者挨拶

1 1 : 2 7 修了証授与

1 1 : 5 5 引率者紹介
1 1 : 5 7 感謝状授与

1 2 : 0 0 閉 ム云

司会

H 時 ： 平成18年8月8日（火）
場所 ： 那覇市ぶ ん かテンブス館 4階ホ ー ル
司会 ： 照喜名 一（実行委員会事務局次長）

第4回世界のウチナーン和大会
実行委員会副会長
沖縄県副知事 牧野 浩隆

第 4 回世界のウチナーンチュ大会
実行委貝会副会長

沖縄県副知事 牧野 浩隆
司会
第4回世界のウチナーン和大会
実行委員会副会長

沖縄県副知事 牧野 浩隆
司会
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I 
---- - ―一ー さ よ な ら パー テ ィ ー 式 次第 l 

12 : 30 開会
12 : 32 乾杯の音頭

食事 ・ 懇談

県人会への物 品 寄贈

13 : 00 司会挨拶
13 : 05 舞踊（櫂の鳩 間節）
13 : 10 フ ィ リ ピン部族舞踊
13 : 15 楽器演奏 ・ ダンス

13 : 30 ボリ ビア民族楽器サンポ ー ニャ演奏
「 エ ル ・ コ ン ド ル ・ パ ーサ」

13 : 35 ダンス
13 : 40 ペ ル ー 伝統舞踊

「バリ ー チャ」

13 : 45 パ フ ォ ー マンス

13 : 50 サンバ

14 : 00 フ ィ ナ ー レ
「島ん ち ゅぬ宝」
「ニライヘの風（大会テ ー マ ソ ング）」

14 : 30 終了

司会

日時 ： 平成18年8月 8日（火）
場所 ： 那覇市ぶ ん か テンブス館 4階 ホ ー ル
司会 ： 仲村 裕子（実行委員 会事務局）

第4回世界のウチナ ーンチュ大会
実行委員 会幹事長

9

沖縄県観光商工部観光交流統括監
松本 真一

国吉 （琉球国 祭 り 太鼓）

司会 沖縄尚学高校地域 国際交流 クラ ブ
ア ーシリ ー ブ ルッ ク シングルトン（ア メ リカ）
ブライアン メ ヒ アヤ キテン（ フ ィ リ ピン）
喜納 パウラ ミ カエラ ミ ユキ（ア ル ゼンチン）
新垣 あ かね（アルゼンチン）
宮平 レオナル ド マル テ ィ ン（ア ル ゼンチン）
比嘉 さゆ り （ボリ ビア）
慎榮城 弥生（ボリ ビア）
安里 健（ボリ ビア）
ホ カマ 栄（ボリ ビア）
キ ヨ ミ トレス ゴンザレス（キュー バ）
新垣 金城 ジー ミ ホ ル ヘ（ペ ル ー ）
具志堅 大城 ガブリエラ イサベ ル（ペ ル ー ）
渡嘉敷 国頭 ダニエラ（ペ ル ー ）
普久原 アントニオ（ペ ル ー ）
津波 義弥（北谷高等学校）
金城 省吾（糸満高等学校）
ガブリエレ エリ 比嘉（ブラジ ル）
カリナ イズ ミ 具志堅（ブラジル）
カレン ユ ミ 宮城（ブラジル）
レチシア チエ ミ 高 良（ブラジル）
マリオ セルジオ い さお 小波津（ブラジ ル）
レナタ ち え み 城間（ブラジル）
参加者全員

司会
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1 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表 I 

A グ ル ー プ

1 カ レ ン ユ ミ 宮城 （女）

KAREN YUMI MIYASHIRO 

ブ ラ ジ ル

2 新垣 金城 ゾ ー ミ ホJvl\ （ 男 ）

JIMMY JORGE ARAKAKI KANASHIRO 

ペ ル ー

3 比嘉 さ ゆ り （女）

SAYURI HIGA 

ボ リ ビ ア

4 ウ ェ ッ トセル ミ ッ シェル ケイコ （女）

MICHELLE KEIKO WHETSELL 

ア メ リ カ

5 J ＼゜ ターソン アンド リ ュー 義輝 （ 男 ）

ANDREW YOSHIKI PATTERSON 

カ ナ ダ

6 ブ ライアン メI:'.ア ヤキテン （ 男 ）

Y AQUITEN BRYAN MEJIA 

フ ィ リ ピ ン

7 島袋 正志 （男 ）

MASASHI SHIMABUKURO 

日 本

8 中村 春葵 （女）

HARUKI NAKAMURA 

日 本

， 上 間 も え み （女）

MOEMI UEMA 

日 本

10 照屋 美友貴 （女）

MIYUKI TERUY A 

日 本

11 ※ 運天 美 由 紀 （女）

MIYUKI UNTEN 

日 本

12 平良 優圭 （女）

YUKA TAIRA 

日 本

男 4 名 、 女 8 名 合計 1 2 名

サ I 与儀 上 原 昭雄
率 プ ラ ジ ル

※ は グル ー プ リ ー ダ ー

B グ ル ー プ

カ リ ナ イ ズ ミ 具志堅 （女）

KARIN A IZUMI GUSHIKEN 

ブ ラ ジ ル

渡嘉敷 国頭 夕
‘‘
ニエラ （女）

DANIELA TOKASHIKI KUNIGAMI 

ペ ル ー

安里 健 （男 ）

KEN ASATO 

ボ リ ビ ア

アシュレイ 紀 子 シャンコース｀
（女）

ASHLEY KIKO SHANKLES 

ア メ リ カ

イ ーアン トーマス タ
、`
グ ラス （ 男 ）

IAN THOMAS DOUGLAS 

ア メ リ カ

石垣 幸夫 （ 男 ）

SACHIO LUCIAN ISHIGAKI 

イ ギ リ ス

国吉 明 奈 （女）

MEIN A KUNIYOSHI 

日 本

比嘉 美幸 （女）

MISAKI HIGA 

日 本

大城 ひ ろ か （女）

HIROKA OSHIRO 

日 本

宮城 若 名 （女）

WAKANA MIYAGI 

日 本

※ 金城 将吾 （ 男 ）

SHOGO KINJYO 

日 本

男 4 名 、 女 7 名 合計 1 1 名

譜久原 アン トニオ

ペ ル ー
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C グ ル ー プ

ガ ブ リ エ レ エ リ 比嘉 （女）

GABRIELLE ERY HIGA 

ブ ラ ジ ル

具志堅 大城 力 ｀` ブ リエラ イサI\
‘、 ル （女）

GABRIELA ISABEL GUSHIKEN OS田RO

ペ ル ー

イ タ ‘、 ルコ｀
カネト‘‘ 7ランシスコ エイ シ

，'
（ 男 ）

FRANCISCO EILLY HIDALGO CANEDO 

メ キ シ コ

比嘉 史 （男 ）

NICHOLAS CHIKASHI HIGA 

カ ナ ダ

又吉 ま り こ リ ン （女）

MARIKO LYN MAT A YOSHI 

ア メ リ カ

石垣 優児 （ 男 ）

YUJI ISHIGAKI 

イ ギ リ ス

豊 見 山 佐妃 （女）

SAKI TOMIY AMA 

日 本

与坂 勇 姫 （女）

YUUKI YOSAKA 

日 本

諸見 正太 （ 男 ）

SHOT A MOROMI 

日 本

糸 数 舞 （女）

MAI ITOKAZU 

日 本

※ 稲福 奈実子 （女）

NAMIKO INAFUKU 

日 本

男 4 名 、 女 7 名 合計 1 1 名

ヅ ャネ ッ ト 亜希子 山 内

ア メ リ カ



ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

10 

11  

弓 I
率

D グ ル ー プ

けタ ち え み 城 間 （女）

RENATA TIEMI SHIROMA 

プ ラ ジ ル

宮 平 レオナルト‘‘ マルテ ィ ン （ 男 ）

LEONARDO MARTIN MIYAHIRA 

ア ル ゼ ン チ ン

慎榮城 弥生 （女）

YAYOI MAESHIRO 

ボ リ ビ ア

クリス トファ ー シ｀ ェ7リ ー エド リーズ （男 ）

CHRISTOPHER JEFFREY EDWARDS 

ア メ リ カ

アーシリ ー 7
‘‘

ルック シンク
‘‘

ルトン （女）

ASHLIE BROOKE SHINGLETON 

カ ナ ダ

比嘉 麻耶 （女）

MAYA HIGA 

マ レ ー シ ア

久手堅 憲稀 （ 男 ）

NORIKI KUDEKEN 

日 本

屋比久 ま り （女）

MARI YABIKU 

日 本

久貝 博文 （ 男 ）

HIROFUMI KUGAI 

日 本

下地 由 芙子 （女）

YUFUKO SHIMOJI 

日 本

※ 池原 な な え （女）

NAN AE IKEHARA 

日 本

男 4 名 、 女 7 名 合計 1 1 名

上 原 さ や か

ア メ リ カ

※ は グル ー プ リ ー ダ ー

E グ ル ー プ

マリオ セ砂 ‘、
オ い さ お 小波津 （ 男 ）

MARIO SERGIO ISSAO KOHATSU 

プ ラ ジ ル

新垣 あ か ね （女）

AKANE ARAKAKI 

キヨミ

ア ル ゼ ン チ ン

トレス コ
｀

ンサ‘、 レス （女）

KIYOMI TORRES GONZALEZ 

キ ュ ー バ

高 田 シャンテル 真 由 美 （女）

CHANTELLE MA YUMI TAKATA 

ア メ リ カ

デ ィ ヨ アレン シュルライ ン （ 男 ）

DALE ALLEN SCHLEHLEIN 

ア メ リ カ

崎原 佑介 （ 男 ）

YUSUKE SAKIHARA 

日 本

冨 名 腰 彩乃 （女）

AYANO FUNAKOSHI 

日 本

川 節 奈那 （女）

NANA KAWASETSU 

日 本

岩 田 彩 （女）

AYA IWATA 

日 本

喜納 亜沙美 （女）

ASAMI KINA 

日 本 ｀ 

※ 山 内 祐奈 （女）

YUUNA YAMAUCHI 

日 本

男 3 名 、 女 8 名 合計 1 1 名

7リエタ 7ォンテ 伊波

キ ュ ー バ
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F グ ル ー プ

レ チ シ ア チ エ ミ 高 良 （女）

LETICIA TIEMI TAKARA 

プ ラ ジ ル

喜 納 J \
° ウラ ミカエラ ミュキ （女）

PAULA MICAELA KINA 

ア ル ゼ ン チ ン

ホ カ マ 栄 （男 ）

SAKAE HOKAMA 

ボ リ ビ ア

ダ ニ エ ル マ コ ト バ ン バ ー ド （ 男 ）

DANIEL MAKOTO BOMBARD 

ア メ リ カ

フ ェ ン グ ラ ー 美花 （女）

MIKA LEILANI FENGLER 

ア メ リ カ

比嘉 夏海 （女）

NATSUMI HIGA 

日 本

前里 雅 （女）

MIY ABI MAESA TO 

日 本

狩俣 彩乃 （女）

A Y ANO KARIMA TA 

日 本

謝敷 ア リ ー ニ （女）

ALINI J ASHIKI 

日 本

城 田 麻莉亜 （女）

MARIA SHIROTA 

日 本

※ 津波 義弥 （ 男 ）

YOSHIY A TSUHA 

日 本

男 3 名 、 女 8 名 合計 1 1 名

イ ノ ウ エ 悦子

ボ リ ビ ア
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第4回 世界のウチナー ンチュ大会
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赤瓦の 民家で本格工芸体験
紅型 • はた織•あい染 • 陶 喜 • 紙すさ• 9た球ガラス

自然の造形美 「玉泉洞」 を は じめ、 首里城の城下

❖ 
と して伝統を今に伝える 「琉球王国城下町」 。 熱帯果樹園、 ミ ネ ラ ル豊富
長寿の水を使用 した地 ピ ー ルやテ レ ピで話題 と な っ た ヘ ビ と マ ン グー スの爆

対決が見れる沖縄唯 一 の 「ハプ博物公園」 。 歴史 ・ 文化 ・ 自 然 そ して、 沖x のグル メ ま で ！ ま る ごと楽 しめる沖縄県霰大のテ ー マパ ー ク ヘ 「めんそ～れ」

中

達成 し、 現在も
一団 「頁南風」 。 獅
捧術など沖縄の民俗
＜ 堪能でき、 その白
化を紐けています。
1 のステー ジは必見 1

年中需体・駐車場完傷

南城市 玉城 字前川 , 336 TEL.098-949-7 421 
0 カーナビをご利 用 の場合は 電話番号を 入力してください。

おきなわワ ー ル ド クチコ ミ情報 玉泉洞の中で長期貯蔵する 「秘蔵酒」 っ て い う のがあるんだよ ！一

山轄言圃―命
玉
岬

ど-
P

へ
辺

ヤ
ン
バ
ル
e
＊
畠
鰈
停
鵬
編

· �詈讐冒
国頭村 字辺戸973

0バリアフリー遊歩道 6 0 0 m 完備 、 お年よりも楽 々 晃 学 。

金剛石林山 クチコ ミ情報 山頂で通 り 雨にあ っ た時、 運が良い と眼下に虹を見ることができるよ ！ ｀一
Thank you! Gracias! Maharo! あ り がと う ！ Grazie! Merci! にへ～で～びる ！ Obrigado!

We are looking forward to being able to meet you again. 
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闘闘ココスアイラン ド オキナワ
沖繍県那覇市おもろまち4-20-3 1 TEL . 098-869-0880 FAX . 098-869-088 1  
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齢 りゅラせ圭

東 亜 運 輸條

誅オ ー ト プラ ザ琉石

條 りゅラせ圭建設

條 19ゅラせ圭低温流通

齢 IDゅラせ圭エネルギー

齢19ゅラせ圭 ビジネスサー ビス 齢 りゅラせ圭ロジコム

りゅラせ圭 商事齢 齢 りゅラせ圭エネプロ
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aお 客 様 の 期 待 に お 応 え す る 。 9 什 U 外富9 C39..9欲 し い 物 を ． 0 陶 づ く り の 最 鼻 鎗 “ に あ る
欲 し い と き に 、 欲 し い だ け 。 そ れ か どの ” 0 •9 9 ー ピスでt. お 客 様 の 笑 顧 の た め に 日 々 努
99 エ “ ・ 比 ● 9 399●慟が楽 し ん で 洛 ん で く れ る よ う な 力 し て い ま す 。 99リエー"プワー クセ99•9 .
デ ザ イ ン を 提 案 し 作 る 事． （ 9 ’J工 一 9 9ブ，'ー ク 花績） 0 ●●のなかでお 客 様 を 好 き に な る こ と 。 ［生•
セ 9 9 サ ・ 鑽 f 名 ） .,.�●●J攣公 ． 轟品の翫交 讐糧● • 宮鑢J Oこっちの●令や． アクシテン9などは ． 99●●9こは●儡の
邑 k を ● 9こ 9 え U 事 o n 心 み ． 且 い も ない事なので． ス ム ー ズ に お 客 様 の 希 望 や 予 定 に お 応 え す る 事
9) づ く り の 侶 輌 さ れ る バ ー ト が 大 事 じ●ないかa..ってい9t. （9リエ ーテイプワ ー ク七9シ●ン ・ '’'鑢） 0お害議の
ナ ー で あ り た い 、 共 に 満 足 度 の 向 上 を書に＊えてい9 t． 識足農とは． 9 . お●●の纂樗纏以上のもの （● ●●
繁 采 す る 事 を め ざ す 。 コ ス , . 嗣 爛 ●） を騒99る． 9． お ●●1こ9'，9卜をもたらす賛稟と寓賎 一 共 存 共 栄 の 誠 実 な
( 9 覆 • '1 • J M, 分 倍 願 構 築 だと 言えてヽ•9 t. （ 嘗 ● ● ● ＊漬) 0お 客 様 の わ がま ま を Jlll く の で は な
が お 客 様 だ ', た ら く て 、 お 客 様 の も う け に つ な が る こ と を 業 界 の 立 場 か ら教えて い く と い う こ と
と 打 う 気 持 ち でり を 重輯している 、 と量うんでt. （ 9 ’Jエ ー テイプワ ー ク七99•9 ・ ＊誡） o r»●●J 9こ喜んでもらう為に
l たと え999ゼンとした 「 お 客 様 の お 客 様 J に も 喜 ば れ る も の を 。 （クリ←9イプワ ＿ ，セクシ•ン ・ 999 黒） 0顧客
U • の 鱗 99 9／ で も ． と の 一 体感を 常 に 目 指 し て ま す 。 （賃●墓 • H山J O良いもの創 り 、 良 い 人材を ↑ て 、
う ま く キ ャ ッ チ し
て つ く る。 2. “l
が な く て も そ れ 以 '‘’
， ．Jを つ く る ． 3. W 這
い な （ ＇と 4•でさ乙bnそ
つ く る 、 ( 9 ,' よ ～ 9 9 プ

お害欅•ー主員を貫●遍し ． 費ら 先 文鵞”鯛19＊久ISr ..でt. （青 婁 ● ． 艤 ● ） 0注1こムれないことなら
な ん で も や る つ も り で 頑 張 り ま す 。 ( 9 リ エ ー , , ,ワ ー ク セ ク シ ● ン ・ 大 膏 ） 0満 足 度 一
s m i l e ! ！ お 客 様 が smile に な る 仕 事 を す る ！ （貫璽編 ・ 大鑢） 0お 客 様 の 立 場 に

立 っ て 考 え る こ と 。 ま ず は 自 分が 納 得 で き る も の を つ く る こ となどで信鯛を●いてい,,
たらと●い9t. （ 9 ')エ ー "プワ ー クセクシ•, . . . , 01<●織が一 書に量しているもの●●じ ． 最 優

先 で そ の 達 成 に 向 け 行 動 す る こ と． （賃 • • • 真零●） o ま ず は 知 り た い と 思 う
ワ ー 9 セ ク シ • ン 9 .. H 9 こ と 。 恋 愛 と 同 じ で す ね ． （會●● ● ” ●1 0上っ菖だ,,でない， U先のことだけでない，
0 「 お 客 様 と 共 に J 憚く 書えられ、 も っ と 先 の 未 米 ま で 見 据 え た お 客 様へ の サ ー ピ ス で あ り た い
をも9-;； : 999●ヽ 伊鐵9 と鳳っています． （9 ,) エ ーがブワ ー クセク シ●ン · 佐 豪 山 ） 0ク ラ イ ア ン ト が 満 足 す る

o ll 客 様 の 駆 け 込 み デザ イ ン コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を4が999t (9,Iエ ー がブワー クセ"" . 檜 谷）
寺 に な り た い … • L 什 介 0 「ありがとう」 と 感謝される行動をn鯰体で継萩すること。 （賃●纏 ， 凰且I
のJと ， ＇ 9., イ ン の こ と 、 印●99 こ と ． 0お寄•の，思 い を 込 め た 広 告を 作 り ま す 。 （賞●● ● ●大亀） o,,●●と
そして“”‘lこ と ． 9,？ともっと飢鱗した の ● ● ●鋒m·で， ペ ス ト の イ メ ー ジを合致さ せ 、 共 に つ く り
いでナ・ ・ ・ ・ （＂鵞“ ' ＂名1 0休l1 返 に あげてい く こ と 。 っ 9 り は ， コ ミュニケ＿ シ●ンを大●にするっていう
99 ’)エー'”勺一 9セクシ19 · ｀元, o｀たり ことかな． すべてn..本ですか ( 9 ,Iエ_,ィブワ ー 9セクシ·ン ・

の(t●II碍●9舟んでもらえること“ ただ｀ 石 鳳 ） 0感 動 を 与 え る 商 品 の 提 供 、 ま か せ
そのことだけを考えて知礼します" ’”” ． て安心な但願関係の構築。 （曇●● 上嶋）
●●) 0 こ こ ろ ， あ た , . ,,'，9: ＇ ：● く モ／づ(9で お 客 O R 献 。 どれだ99 n 分 が 社 会 に 貫 鍼し て
様 と 受 け ・手 を つ な ぐnIIヽさ ら ば •たすこと ． （ 9 ’は いるか どれだ''"害●が社 会 に 賃 戴
→ 9 9 9 - 9 七 9 シ " , 肩 上 1 0 時 Ill/ 紙 <}' ,賃 • s · • 千 も ） し て い る か 、 そ の 手 嚢 99 9 こど“’'9蟻が 「 安 心 」 ［ 侶 頼J r 納 得 ．I す る ぶを含に言え、 II々 れだ,,"戴で●るのか．
" 績 作 ● 轟を鸞山てい9+． 9 9 ’9 9·-•がプ，' ー ク セ 9 シ こ ン ・ 伊 欠 9 9) よ 水 ’ ` ", ．． 
お 付 き 合 い の で き る 侶 頼 関 係 m ( 9 リ エ ー ”99- 9 七 , , . , ""·' 鼻I

お客様第 一 主 義

隕 熙P阻DO
代表取締役社長 外Iり 政 春

www . ko b u n d o . ne t  

本 社 〒 90 1 - 1 1 1 1 沖 縄 県 島 尻 郡 南 風 原 町 字 兼 城 5 7 7 番 地 東 京 支 店 〒 1 0 2-007 2 東 京 都 千代 田 区飯 田 橋 3- 1 1 - 1 3 ダ ヴ ィ ン チ 飯 田 橋 9F
TEL : 098-889- 1 1 2 1  FAX : 098-83 5-6 1 1 1  TEL : 03 -3239-8900  FAX : 03-3239-8902  

疎 セっ t てンL
ト株式

代表取締役会長 ]［ 川1 服｝
代表取締役社長 門i か寸 聡！

本 社 〒 90 1 -2 1 23 沖縄県浦添市西洲 2 丁 目 2番地2
TEL098-870- 1 080 
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好 奇 心 いっ ばい の 瞳 は、 輝 いて い る。

人 と 人 を う る お す ¢迎¢盗
沖 縄 コ カ ・ コーラボ ト リ ング株式会社 ゜K I NAWA COCKCO LA BO TT UNG  C O., LT O . htt p : 1/www. 0炉 I n awa . ccQC .co. J P

Coc a - C o l a 、 コ カ ・ コ ー ラ 、 C o k e は T h e C o c a - C o l a  C o m p a n y の 登 緑 漂 で す。 〈 コ カ ・ コ ー ラ 指 定 会 社 〉

Taking off, dreaming. .  

世界の空をつなぐ国際交流への 玄関、 那覇空港。
日本の甫の玄関口、扉覇空捲は国際及び国 内跨縁の拠点となる空捲として年 閏1,200万人

の乗絡客で鼠わう全困でも主嬰な空捲の一つです。

当社は、 公共性、安全性、 蜃能性、 利便性や快適さの確保はもちろん 、 次世代への賣歴と

なる国臣交減拠点の形成や観光 、 リ ゾー ト産婁等の振異1こti獣する、重嬰な基露饉餃と

して空港クー ミナルピルを行理 ・ 運営してまいります。

ヽー·--
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フ ァ ー
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ま つ り に貞献す る ！ ！

沖 縄 県 出 店 業事 業 協 同 組合

理 事 長 友利 日 出 夫 副理事長 政 田 幸 男

専務理事 角 達 也 事務局長 桃 原 秀 男

［ イ ベ ン ト 遊具 ・ リ ー ス取 り 扱っ てい ます。］
TEL ( 0 9 8 ) 9 3 3 - 8 8 0 1 〒 904-0034 沖縄市 山 内 1 - 8 - 1 9

キ ヤノ ンカ ラー 複合機（コ ピー •FAX•プリンター •スキャナ）
『カラースキサー搭載：電子文書、文書管理システムをご提案いた します』

0 闘寛！ 皐事務磁
http:/ /www.kash imaj imuki . eo . jp/ 

お 問 い合わ せ は

本 社 0 9 8 - 8 7 0 - 1 2 5 5
中 部支店 0 9 8 - 9 3 7 - 3 5 1 5
北部支店 0 9 8 0 - 5 3 - 3 6 5 3
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郷土 の 損害保 険会社

取締役社長 宮良 直人
〒 900-8 5 8 6 那覇市久茂地 1 丁 目 1 2番 1 号

代表 (098) 8 6 7 - 1 1 6 1 

x1ma 

inanchu 

案
盆DE 金秀グル ー プ 冠会社 金和士 〒900-0029 沖縄県那覇疇町1 1 2年 l n098 (868) 66 1 l URL http://www.kanehlde.eo.jp/ 
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®四“光
”
0 ひろがる。ひびきあ

う
。

N TT西 日本沖縄支店
光 ブ ロ ー ドバ ン ド で

豊かな社会を実現する

「農」 と 「共 生 」 の
世紀づく り をめざ して

JA沖縄 中 央会

JA共済連沖縄

J A お き な わ

沖 縄 協 同 ガ ス 椋
株 農 協 直 販
沖 縄 県 協 同 ビ ジ ネ ス 株
椋 く み き
椋 サ ザ ン プ ラ ン ト

株 沖 縄 県 食 肉 セ ン タ ー

椋 し ん れ ん サ ー ピ ス

椋 沖 縄 県 農 協 電 算 セ ン タ ー

J A お き な わ S S
し ん れ ん リ ー ス 株

E
 

C
s

 

拳
THE

齊T
 

w w w . terrace . c o . j p  

一干そ干4't「•一
トラベラーズチェック発行手数料割引 ！
膏量低手魏料500円はかか 9 葦す．

◎ ?？霰只醤5子の金尋1J濯遇 j 

雨 翡霜•tt盆白后ユ カ ー ド の j 
® ATM ・ イ ンターネッ ト振込手数料割引 j 
由 海外送金の手数料割 弓 l | 

ボイ ン ト サ ー ピスのお申込みがま だの方は、 店頭の
ポイ ン ト サ ー ビス申込み用紙にご記入のう え、 窓口
ま た は郵便にて お申込み下さい。
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会―＊
い

醤止
アルペル ト か ら みんなへ
スズキ新型セルボを伝える ！

® 渾繹ガズま
お客様が期待す る
エ ネルギー と サ ー ビス を
提供 し 続 け ま す。
代表取締役社長 湧湧 川 昌 秀

〒 9 0 0 - 8 6 0 5 沖 縄 県 那 覇 市 西 3 - 1 3 - 2 T E L ( 0 9 8 ) 8 6 3 - 7 7 3 0  F A X ( 0 9 8 ) 8 6 3 - 7 7 4 8  h t t p : / / w w w . o k 1 n a w a g a s . c o . J p  

沖縄を緑の島に 緑と花で心 に安 ら ぎを ！

OKI NAWA 

KAI H 海邦銀行
頭 取 嘉手納 成 達
http ://www.kaiho-bank.eo.jp/ 

おき切し
創 立 5 0 周 年

（喝園四荘罰9
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Designing The Future 

- - ·--- -- - - · - ·- ·-- -- ·· ---- -··· - --- - · -- - -- ------ -- ----- - -- -- -- ----- -- ········- -·······- ············- ... ········· - -- ·······- - - --- -

1 第4回世界の ウ チ ナー ンチュ大会を私達も応援し ま した 。 ― ― -- ］ 

社団法人 沖縄県建設産業団体連合会
会 長

副 会 長

副 会 長

呉 屋

津 波 古

照 屋

守

勝

義

将

三

実

副 会 長

副 会 長

専務理事

島 袋

根路銘

安 慶 名

公

安

正

功

弘
‘

行

| 〒 9 0 1 - 2 1 3 1 沖 縄 県 浦 添 市 牧 港 5 - 6 - 8  T E L  ( 0 9 8 ) 8 7 6 - 5 2  1 1  F A X  ( 0 9 8 ) 8 7 0 - 4 5 6 5  | 

未 来 へ つ づ く カ タ チ

で
TA I S H I N  

大 晋 建 設 株 式会 社
TAISH I N  CONSTRUCTION CO. , L  TD. 

〒900-0024 那覇市古波蔵3丁目6番5号 Tel.098-831 -7777（代） Fax.098-831 -7889
http ://www.ta i s h i n kensets u .co . j p 

ミ オ ト ッ プシ リ ー ズ
賃貸マ ン シ ョ ンな ら ミ オ ト ッ プ （賃貸マ ン シ ョ ン事業）

彎M 〈 ミ オ ビエ ン ト シ リ ー ズ
V I E N  T O  

"'ニン， 豊かな 暮 ら し に ミ オ ピエ ン ト （分譲マ ン シ ョ ン事業）
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お か げ様で創 立 5 5 周 年
皆様の気持 ち に支え ら れ

こ れ ま で も 、 そ し て こ れか ら も
県民の く ら し に奉仕 い た し ま す

◎ 福山魚事株式會吐 ：
代表取締役社長

代表取締役副社長

福 山 弘 隆

福 山 俊 行

本 社 ／沖縄県浦添市牧港 四 T 目 1 4番 1 7号
TEL (098) 876- 1 1 1 1  FAX (098) 876-4094 

南 風 原 本 店 ／沖縄県島尻郡南風原町字兼城577番地
TEL (098) 889- 1 1 77 FAX (098) 889-3000 

建設汚泥リサイクルセンタ—／沖縄県 中 頭郡読谷村字大木下5 1 8-2
TEL (098) 956-37 1 2  FAX (098) 956-37 1 2  

宮 古 営 業 所 ／沖縄県宮古島市平良字西里 1 085- 1
TEL (0980) 73-0408 FAX (0980) 73-0409 

八 重 山 営 業 所 ／沖縄県石垣市字平得 1 24番地の 1
TEL (0980) 83-3 1 1 1  FAX (0980) 83-3 1 1 0  

私たち も世界の ウ チナ ー ンチ ュ 大会を応援 して い ま す。

企

私ーだ豆l委創造 二 成長 ・＿共生を
一

- =- =- -- - - - -
し のて： ｀
沖縄高速印刷株式会社

～よ ろ こ びを 、 色 と 形に～

琉珠ガラス 村 グル ーフ
゜

a●99げX“` ’"‘庫UI
"9 999 -

勧fj訊冒
〗-.'1t',I t"k

心DFS店

琉疎 ガ ラ ス 村
琉珠ガラス工芸協業俎合

糸満市字福地 1 69番地
TEL (098) 997-4784-6 

名 護 市 字 為 又478
TEL (0980) 54-21 21 

糸 満 市 西 崎 町4丁 目 8番8
TEL (098) 995-1 486 

入れんt',9
那 覇 市 辻 1 -6 -5

TEL (098) 869-3648 

で？kife”“IS
シ ャ ト ー ヒ ルズ

糸 満 市 西 崎 町4 丁 目 8番 8

TEL (098) 994-31 1 7  

本社／工場 〒901 - 1 1 1 1 沖縄県南風原町字兼城577番地
TEL 098 (889) 55 1 3  FAX 098 (889) 5527 

名護営業所 〒905-001 7 沖 縄 県 名 護市 大 中 3 丁 目 1 番地
TEL 0980 (54) 8 1 00 FAX 0980 (54) 8 1 0 1  

翌 皿閑
〇具 四u u し辿 9 ： 冨 “＇

www.kohsoku.co.jp 

Va lue-added S ign company 

株式会社 勾'‘’
〒 90 1 -03 0 5 沖縄県糸満市西崎町5 丁 目 1 2番2 2
a 09 8-8 5 2-3 1 20 直 09 8-9 94-5 2 3 4 ,-,tam@ryukyu . ne .jp
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悶 沖縄県造園建設業協会
会

長 渡 嘉 敷 正 彦 副
会

長 屋 比 久 勉 副
会

長

〒 903-0 1 1 8 沖縄県西原 町字小波津357- 1
TEL (098) 946-0843 FAX (098) 946-9783 

喜 屋 武 忠 信

｀ 

株式会社 19ン／’ ン／Z-ブ'-ン／
5. n5カ／ne /nc.

マ - -

' 「T - -' . . tり銭o ／ 
今年、

沖縄伊藤園は
-2 5 周 年

.：• 沖縄伊藤園
/ . · I 

- .)I 

自 : 翌 伝｀ そ ｀ヤ 、

． 然 ． 広 ぇ� . '
味 、 の が

ゎ 遠 ど ー る 、 t� ん
;_:; ') ｀ お 、一

． 汽 を 5‘ 爽
1 茶 1,, 、 ぴ

本 そ 懐 ゃ ： ＼味 ん
格 の か
ヽ ‘ま し t せ ど· 花 ：！ 砂 ； 店 ·呑

げ ん · 感 か ‘
t 

ぃ； じ ぉ ） ． 茶
L に 欠＇） ・ ・人— /
た - . ． 入、

、 ・＿ ＿ ． - ' ＼' 、 99 99 . ． 9 

- ． .- ．̀  • 9 
◎ 空害鑓の載IL簡JI:. ')サイクルにこ饂力 ください。

/ 沖縄のコンピュータの歴史です

occ 
http ://www.occ.eo.jp/ 

TEL.098-876- 1 1 7 1  FAX.098-876-6980 
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地元 と と も に

理 事 長 山 口 善 永

専務理事 宮 良 靖 興

常務理事 島 袋 隆 司

〒 904-003 1 沖縄市上地2丁 目 1 0番 1 号 TEL (098) 933- 1 1 37 （代表）
http://www.kozashinkin.co.jp 

株式会社沖縄丸ー食品 ヽ

株式会社おきなわ屋

有限会社エス ・ プロ ジ ェ ク ト

株式会社アイ レ ン ト

株式会社西む ら本舗

株式会社ホ ッ ト沖縄

社団法人沖縄県 レ ンタ カ ー協会

（株） ラ グナガー デンホテル

医療法人タ ピ ッ ク
沖縄 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ンセンタ ー病院

有限会社ユーズ

株式会社大成ホーム

総合紙器株式会社

株式会社オキジム

株式会社沖縄ゼネラルサー ビス

葉葉社 リ ー ブス有限会社

株式会社琉球メ モ リ アルパー ク

こ こ に 帰る
旨さがある。HONBA A W A MORJ KIKUNOTSUYU 

沖縄の技、 淡麗 旨 口 、 愛情品質。

菊之露酒造株式会社

株式会社ジ ェ イ ア ン ドエス
イ ンタ ーナ シ ョ ナル

医療法人 白寿会 ハー ト フルク リ ニッ ク

冒険王株式会社

座波菓子店

第一印刷株式会社

株式会社ラ ッ キー 自動車商会

新星出版株式会社

大平堂印刷

丸正印刷株式会社

有限会社ジ ョ ブネ ッ ト ワ ー ク

アク ト プラ ン

ステ ー シ ョ ンホテル牧志
（株） サ ン テ ッ ク 開発

有限会社デンエイ シ ャ ク ラ フ ト

有限会社大平シール印刷

（株） パラ ダイ ス プラ ン

南風堂株式会社
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財団法人沖縄電気保安協会 株式会社ヴ ァ ク ビジ ョ ン

社団法人沖縄県電気管工事業協会 有限会社オ フ ィ スアイ シー シー

沖縄県自動車販売協会 株式会社旭堂

沖縄県印刷団地 （協）
チユー リ ッ プ ・ フ ー ド ・ カ ンパニー

ジ ャ パン株式会社

新城工作所 リ ザンシーパークホテル

前田産業 沖縄ワ タベウ エ デ ィ ング株式会社

株式会社屋部土建 株式会社エル建築設計事務所

ナ ゴパイ ナ ッ プルパー ク ホテルバーム ロ イ ヤル NAHA

那覇バス株式会社 特殊建装工業株式会社

株式会社ア シス ト 株式会社アカ ネ商事

沖食スイハン株式会社 POP企画室 ， 

株式会社 日本旅行 沖電水工事株式会社

株式会社パ ッ ク 南西空調設備株式会社

株式会社スカ イ企画 リ ュ ー セ ロ株式会社

沖縄ゼロ ッ ク ス株式会社 有限会社ジオ ・ ネ ッ ト

有限会社錦屋旗店 那覇シ ャ ッ タ ー

株式会社守礼堂 安次嶺ガラ ス

有限会社サン印刷 沖縄ツー リ ス ト株式会社

琉球物流株式会社 （有） ウ ェ ブキ ャ ス ト ・ エ コ

沖縄県電気工事業工業組合 デイ ゴホテル

砂辺松福テ ン ト株式会社
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第 4 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 報告書

2006年 1 0 月 発行

編集 ・ 制作 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会事務局
発 行 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会



ジ ュ ニ ア スタ デ ィ ー ツ ア ー

ホ ームステイ 受入先の皆さま へ

事 務 連 絡

平成 1 9年 3 月 3 0 日

「 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 報告書」 の送付 に つ いて

拝啓、 時下ま す ま す御清栄の こ と と お喜び申 し上げます。

本県の国 際交流 ・ 協力 事業 に つ き ま して は、 平素よ り 多大な御 協力 を賜 り 厚 く 御 礼 申

し上 げま す。

昨年実施 しま した ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の際 は、 多大な る ご協力 を賜 り ま して、

誠 に あ り が と う ごさ い ま した。 こ の た び ン ア ー 報告書が完成 しま したので、 送付させて

い た だき ます。

皆様の協 力 に対 し、 J�\ よ り 感謝 申 し上 げる と と も に 、 今後 と も 沖縄県 の 国 際交流事業

に御協力 く ださ い ま すよ う お願 い 申 し上げます。

第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会
実行委員会事務局 上間

T E L : 8 6 6 - 2 4 7 9 

F A X : 8 6 9 - 9 0 7 3 

担 当 ： 上間

Email:uemaktsm@pref.okinawaJp 


